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1-1ヴィ ク トリア 朝 的 規 範
ThomasHardy(1840-1928)の作 品の背景 となってい る ヴィク トリア朝 の社会 は、技
術や産業 の発展 に伴 う変化 に満 ちた時代 であ り、結婚や 家庭 、階級 とい った様 々な問題
が女性達 を よ り一層 、抑圧す る社会 であった。そ して、この抑圧 の主た る原 動力 とな っ
ていたのは、ヴィク トリア朝的 な倫理観で ある。当時、社 会の支配的勢力 を構 成 してい
た中産 階級 に とって、道徳や倫理 は、貴族階級 のよ うな血統や家柄、地縁等 を持たない
彼 らが貴族 階級 に対抗 し、対等 に渡 り合 う為 の手段 であ り、彼 らのアイデ ンテ ィテ ィー
となってい たのである。中産階級 の女性 には、厳格 に淑女 として相応 しい礼儀作法、教
養 、道徳観 が求め られ た。具体的 には、淑女 たる女性 は、高潔 な精神 を持 ち、家庭 で子
供 を守 り、男性 に仕 える とい うこ とである。これは教育 を通 して社会全体 に流布 し、ヴ
ィク トリア朝 の社会通念 となっていた。
貞節 、従順、礼節 を女性 に求 める社会通念 の背景 には、ヴィク トリア朝期 の急 速な資
本 主義 とその基盤 とな る産業 の発 展 が あ る。 この点 は、女性 観 と資本 主 義 の関係 を
ElizabethLanglandも指摘す るところであ るが、、当時の社会 は近代的な資本 主義の発
展期 であ り、こ うした社会 にあって 中産階級 の男性達 の多 くは、商業の発 展の 中心的立
場 にあ り、激 しい競争社会 に参入 していた。彼 らに とって家庭は拠点 とな る港の よ うな
空 間であ り、同時に競争原理 の支配す る資本 主義社会 か らは切 り離 され た、堅固な倫理
と道徳 に守 られ た楽 園的な場所 であるべ き とされ ていた。言 わば、男性 達に とって家庭
とは、競争で疲弊 した心身 を癒 し、休息す る場所 とされてお り、女性 はその必然的付属
物 として認識 され ていたのであ る。
しか し、淑女 に求め られた規範や理想像 は、女性 に多 くの苦悩や葛藤 をもた らした。
夫や子供 を見守 る天使 の よ うな純粋 な存在 として、 「性」 とは無縁 な存在 で あるこ とが
求 め られ たのだが、現実 的には、女性達 は肉体を持 った存在 であ り、勿論 、性 的な事柄
とも無 関係 ではあ りえなかった。 しか し、ヴィク トリア朝の英国 においては、性 に触れ
る ことは、品性や倫理 を重ん じる中産階級 の紳士淑女 た ちにとっては唾棄す べ きもので
あった。19世 紀 におい ては、性 的関心 は、極 めて厳格 に文化 の 中か ら排 除 され る傾 向
が強 かった。ヴィク トリア朝の 中産 階級 的価値観 を川邊武 芳は三つの特質に よって分析
す る。
(一)順 応(conformity)。彼 らは 、 自分 の本 当 の信 念 や 本 来 の好 み を隠 した り抑 え た り
した。 い わ ゆ る 「正 しい 」 こ とを言 っ た り、 「正 しい 」 こ とを した り した 。 す な
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わ ち 、正 直(sincerity)を礼 節(propriety)の犠 牲 に した の で あ る。
(二)道 徳 的 な見 せ か け(moralpretension)。い っ そ う悪 い こ とに 、彼 らの本 当の 自分
よ り立 派 で あ るふ りを した 。 信 じ られ な い ほ ど敬 度 で道 徳 的 な人 間 に な りす ま
した。 崇 高 な意 見 を語 る一 方 で 、 ま っ た く逆 の生 き方 を した の で あ る。
(三)回 避(evasion)。彼 らは 人 生 を直 視 しよ うとは しな か っ た。 醜 い も の 、不 愉 快 な
も の を一 切 見 よ うと しな い で 、 そ うした もの が存 在 しな い よ うなふ りを した。2
中流上層 階級 の紳 士淑 女は、体面"respectability"を最重要視 し、それ を守 るために、
道徳 と礼節 を過剰 に強調 し、人 間の 自由な感 情や 自然 に あるべ き姿 を抑圧 したのであ る。
ヴィク トリア朝 の道徳 は人 々 を強 く縛 るものであ り、ThomasHardyに先行 す る思
想家 であるJohnStuartMil1はOnLlberty(1859)の中で、 こ うした英国の精神 的風 土









当 時 の英 国 で は 、近 代 的 な 法律 の 下 に個 人 の 私 的 な事 柄 や 行 為 は原 則 と して 細 部 に 渡 り
法 的 に拘 束 、干 渉 され る こ とな く、あ る程 度 の 自由が 保 障 され て い た が 、キ リス ト教 の
影 響 下 で道 徳 が強 い存 在 感 を持 ち 、個 々人 の 良心 を抑 圧 して い た こ とをMillは 指摘 す
る。 特 に 、 こ こでMillが"thespiritofPuritanismとい う言 葉 で 述 べ る よ うに、 中産
階級 の女 性 に 関す る道 徳 的 な要 請 は 、教 会 の福 音 主義 の影 響 に よ る とこ ろが少 な くな い 。
BarbaraCaineはUctorlanFeminlsmの中 で 、"theEvangelicaldisquietaboutthe
increasingirreligionandmoraldecadenceledtoanattempttofocusreligiousand
spiritualactivitiesonthehome"、と述 べ 、社 会 にお け る産 業 の 発 展 、そ して 、過 剰 な 功
利 主 義 の 出現 とそ れ に伴 っ て発 生 した道 徳 観 の後 退 に対 す る宗 教 的 な 面 か らの 危 機 感
に よ り、家 庭 に お い て宗 教 的 、道 徳 的価 値 に 比 重 が 置 か れ る よ うな傾 向が あ った こ とを
指 摘 してい る。つ ま り、女 性 に は 、博 愛 的 な感 情 や 道 徳 的 な 面 か ら、男性 達 を影 な が ら
支 え 、助 け る とい う役 目が 強 く負 わ され る こ とに な っ た の で あ る。 こ う した背 景 か ら、
女 性 達 は必 然 的 に家 庭 とい う領 域 に 閉 じ込 め られ 、宗 教 的 、道 徳 的 な 面 か ら抑 圧 され た
と考 え られ る。
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1-2変動 す る田園社 会
Hardyもこの過剰 な精神 性 の強調 に よる抑圧 の問題 を敏感 に感 じてお り、作品では




には女性 に関 して特 に既存 の貞淑 、純粋 で美 しい女性 とい う観 念 を用いて描 いていない
点 を指摘す る。確 か に、Hardyの作 品か らは、通 常の女性観 と距離 を置 きなが ら、女
性 の真 の姿や本質 に迫 ろ うとしていた様子 が読み取れ る。 そ してHardyは、 この 中産
階級 的因習 に よる女性 の抑圧 とそれ に関す る女性 の葛藤 を時代の 中で大 き く変動す る
英 国の 田園地 帯 を背景 にす るこ とに よって よ り複雑 な視点 で葛藤 を描 いてい るので あ
る。
Hardyの作 品は、彼 の故郷で もある英 国南部 の 田園地帯の 中世以来 の伝統 も数 多 く
残存す る地域 が舞 台 となってお り、この環境 の中で女性 の結婚 、恋愛 に纏 わ る悲劇 が展
開 され る。そ して、この環境 は女性 に対す る因習 と女性 の葛藤 に さ らに重要な問題 を付
加す る もの となっている。それは、当時 の社会 の階級 の流動性 と変化 とい う問題 である。
19世紀 には、産業や 技術 の発展 に伴 い、都 会的価値観や 文化 が 田園地帯へ流入 した。
鉄道網等 の交通網 の発展や教育改革 に よる識字率 の上昇 な どに よって、それ 以前 とは比
較 にな らないほ ど多 くの情報や技術 、価値観 が都 会か ら周辺 の地域 へ ともた らされたの
である。中世以来、英国 には厳格な階級制度が存在 し、人 々の生活 はその 中に組 み込ま
れ ていた。川邊武芳 は産業革命以前 までの英 国の階級 につ いて、次 の よ うに述べ る。
一握 りの富豪権力者 を頂点 として、次 に富力や権力 では劣 るが寄 り幅広 い大 きな階級
を通 り、底辺 の貧 困無力 の大衆 に至 るまでの ピラミッ ド型 の機構 の中に、国民が一般 的
に容認 され た各 々の地位 を 占めている権力社会 である。その古 い社会 は、上下関係 の固
定 した不公平 な社会構造 であ りがな ら、権威 と服従 とい う絆 、明確 に規定 された権利 と
義務 に よって結び付 いた家族 的な体質 を備 えた社会 であった。、
ここで述べ られ ている よ うに、旧来 の階級制度 は人 々 を圧迫 す ると同時に、一定の居場
所 とアイデ ンティテ ィーを与 え、その中で安 定 した人 間関係 を作 り出 し、人々 を保護 し
ていた。Hardyの作品の舞台 となっている 田園地帯 もまた、 この背景 の下 で、中世以
来 の家族 的な人 間関係や 土地へ の愛着 、地縁 な どを強 く保持 す る世界であった。 しか し
近代 の産業革命 と中産 階級 の隆盛 とい う時代 の変化 を迎 える と、固定 した階級や 人間関
係 は大 き く変動 した。 この発展 の中で、教育や専門技能 の獲得 によ り、一部の人々は時
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代 の核 であ る中産 階級 として、階級の上方 の位置 へ移動す るこ とがで きるよ うにな り、
堅 固であった階級や人 々のアイデ ンテ ィテ ィーが不安 定で流動 的になったのであ る。そ
れ に伴 い、旧来の家族 的な人間関係 が変動 し、動揺 の時を迎 える こととなったのであ り、
鉄道網 の発展 な どの情報や物資 の移動 、伝 達手段 の発 達や教 育制度 の発展 、都 市か らの
文化 の流入 な ども地域 の階級制度 の変化 、流動化 に さらに強い影響 力 をもっ こと となっ
た。
こ うした時代 の事情 を反映 し、Hardyの小説 の多 くで は、既存 の 田園の伝統 とは異
なった価値観 の流入 とそれ に よる地域社会 の動揺 が数多 く描 かれ てい る。例 えば、The
WoodlandersのEdredFitzpiersTheReturnoftheNativeのClymYeobrightなど
人物 は都会 か らの来訪者 であ り、都会 の近代 的な価値観 を持 ち込む、田園地帯 に とって
の他者 の典型 である。彼 らは、近代的な科学技術、知識、哲学 な どを持 ち込 み、人々の
動揺 を誘発す る人物 として描 かれ る。彼 らの多 くは、作 中では洗練 された魅 力的な人物
の典型 として語 られ る ことが多 い。そ して、悲劇 の 中心 とな る女性 達は、伝 統社 会に住
み なが ら、都市 か らの来訪者 に惹 かれ ることに よって、階級 差 とその文化 の差異 に関わ
る苦悩 を経験す るのである。
彼女達 が都会 出身 の男性達 に惹 かれ た ことで経験す る苦悩 は、必然的に結婚 と階級の
差異 の問題 と関わ る。Hardyの作 品の時代背 景において、結婚 と教育 は社会 の階級 の
梯子 を上 るための数少 ない手段 の一つ であ り、それ に よってのみ彼 女達は生活 の向上の
機会 を得 る ことができたのであ る。そのため、女性達 は しば しば立身出世の野心 を持 っ
両親 な どの周 囲の人物 の意 図や 自身 の意思 に よって、都会 的で先進 的な文化や価値観 に
惹 かれ 、また巻 き込 まれ てい くのであ る。 しか し、結果 として、彼女達 は しば しば、そ
の出生地 たる伝統社会 におい て も、異質 な他者 とい う立場 に追い込まれ 、また洗練 され
た都 市文化や 中流 階級 的な世 界 にお いて も確 固た る立場 を完全 に構築す るこ ともでき
ず に、2っ の文化 の境界線上 に孤立 して、立た され ることを余儀 な くされて しま うので
ある。っま り、都 会的で先進的 な文化(中 産 階級的価値観)と 古 い伝統 文化 の問に、根
無 し草の よ うに女性達 は立た され ることにな るとも言 える。
そ の 例 と して 、TheWoodlandersに登 場 す るGraceMelbury、Tessofthe
d'Urbervlllesの主人公Tessなどが上げ られ る。彼 女達 は中産階級的な淑 女 としての教
育 を受 けてい るものの、生まれは 田舎 の労働者 階級 の 中で育った女性 と して描 かれ るの






これ は、彼 女の話 す英語 についての言及 であ る。彼女 はLondonで学んだ教員 か ら教育
を受 け、その影響 で標 準的な英語 を話 し、家庭 でのみ土地の方言 を話す とい うこ とが こ
こで語 られ る。つま り、ここで彼女 は二つの世界の境界 に立ってい ることが示 されてい
る と言 え るのであ る。 この よ うに女性達 は中産 階級 的な視 点や価値観 を持 ちなが らも、
その一方 でその内に 田園地帯独特 の伝統 的感性 も同時に秘 めてお り、双方 の狭 間に位 置
し、彼女達 は階級 問、都市 、地方 の文化 問の境界 で葛藤す るのであ る。
こ うした人物設 定には作家 自身 の人 生経験 が色濃 く反 映 され てい る。ThomasHardy
の出 自は石 工の家系 である。彼 は本来、労働 者階級の 出身で あ り、作家 として著名 とな
り、上流 との交遊 の機会 を得 た ものの、簡単に上流社 会 に馴染む こ とがで きなか ったの
である。彼 もや は り階級 の境界 に立ち、二つの価値観 の問で常 に葛藤 を経験 していた と
言 える。 例 えば、彼 は妻 で あ り、階級 的 に も彼 よ り上層 に位置 す るEmmaLavinia
Giffordに対 して劣等感 を持 っていた よ うで あ り、また同時 に、彼 はLondonの生活 に
完全 に馴染む ことは困難 であった よ うである。例 として、MichaelMillgateは、Hardy's
socialandeconomicpretensionstoEmmaGifford'shandcannothaveseemed
impressive,andhismanners[_]werefarfrompolished,と述べ、 この点 を指摘 して
いる。彼 が作 品に階級 の外部 の視 点 を取 り入 れた背景 には、こ うした彼 の出 自と経験が
反 映 してい る と言 えるだろ う。
この よ うに、Hardyの作品で は、変化 し続 け る田園世界 を基調 として、 階級や 文化
の狭 間で葛藤 す る女 性 の様子 が描 か れ続 け るのだ が、彼 の最後 の異 色 の小説 で あ る
JudetheObscureだけは例外 的にその舞 台が、伝統 が根付 く田園世界に厳密 には固定
され ていない。作 品世界 の空気や印象 は、それ以前の作 品 とは大 き く異 なってい る。本
稿 では、あえて この異色 の作 品にも触れ る。この作品で は、人物達は最 も激 しく流動的
に都市や土地 の問を移動す る。そ してまた、特 に都市 、Christminsterとそ こに根付 く
中産 階級 的な慣習や文化 の存在感 がよ り強 く描 かれ る。こ うした舞 台設 定の例外 的な側
面 は しば しば指摘 され る ところであ り、JosephWarrenBeachは、 この作品の主人公




と述べ 、この作 品の悲劇 が都 市的な世界に依拠 してい るところが大きい ことを指摘す る。
本稿 では、最 後に この作品 も取 り上げ るが、こ うした作 品の舞 台の趣 の変化 の背景 には、
この作 品が書 かれ た当時の社会 が直面 していた時代 の さらなる変化 があった。この作品
の発表 され た当時には、旧来の土地に根 差 した伝 統的な社会 の淘汰 と都 市的な文化 の侵
入 は、よ り深刻 な形で進行 してい た。それ に伴 う形で、この作品の主要人物 達 は 自分達
の所属すべ き固定 的な共 同体 を持 たない根無 し草 的な存在 として、よ り一層 、孤立 した
存在 として描 かれ てい くこととなったのであ る。そ して、中性 以来の伝 統文化 の支配す
る地域 に侵入 し、伝統 文化 を駆逐 して きた ヴィク トリア朝の都 市の 中産階級 文化 その も
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の も磐石 な ものではな くなってきていた。英 国社会 に浸透 し、旧来 の文化 を駆逐 し、秩
序 を もた らしたかに見えた この文化 は、内部 に抱 え る問題 を世紀末にな るに従 い、大 き
く露 呈 させ た。そ して、それ を改善す るよ うに求 める新 たな思想や見識 の発展 を経験 し、
その新 たな思想 との葛藤 を迫 られ たのである。こ うした状況 の為 に、作品の人物達は都
市 に流れ 、国中に拡張 してい った文化 とよ り強 く対決す る こととな り、結果 として、彼
らは既 存 の文化 の秩序 を さ らに大 き く覆 す さらにまた新 しい見識や思想 と慣習 の間 に
立 ち、さらなる葛藤 を強 い られ ることとな るのである。この作 品では、あ えて実験的に、
田園社会 の存在 を弱 める ことで、時代 の推移 と共に顕現 した問題 をその視野 に入 れ、向
き合 お うとしているのである。JudetheObscureは、Hardyのこ うした葛藤 に対す る
問題意識 の発展 を反 映 した ものであ り、文化や 階級 で葛藤 す る女性像 を究極 まで追及 し
た作 品なのである。
1-3対立 と葛 藤
登場人物達 は階級や その文化 の境界 で葛藤 し、複雑 な精神 的経験 をす ることとな るの
であ るが、 さ らに も う一つ、Hardy作品で最 も特徴 的な点が ある。 それ は、男女 の対
照 的な三角 関係 である。頻 出す るこの関係 は、二人の男性 の問 に置かれ る女性 とい う構
図であ り、これ は上述 した中産階級 の文化 を中心 とす る都 市文化 の土着の伝統 文化 が残
る 田 園 世 界 へ の侵 入 と対 立 を背 景 に して 展 開 す る。 具 体 的 に は 、Tesso!the
d'UrbervlllesのTessに対す るAlecD'UrbervillesとAngelClareとの関係 、Th Return
oftheNatlveにお けるEustaciaVyeに対す るDamonWildeveとClymYeobright、The
WoodlandersのGraceMelberryとEdredFitzpiers、GilesWinterborneなどがそれ に
相 当す る。ここで注 目す べきは、女性 を取 り囲む男性 がそれぞれ対照的な性格 を持って
いる とい う点 である。この二人 の対 立す る男性 の姿は しば しば、それぞれ に都 市 と田園
や 中産 階級 とそれ以外 の文化 との対 立、葛藤 、そ してまた 中産階級 的文化 が孕 む矛盾や
問題 を浮 き彫 りにす る もの とな っ て い る。 例 え ば 、TheWoodlandersのGiles
WinterborneとFitzpiersはそれ ぞれ都市 の文化 と地方 の伝統文化 の対立 、中産階級 の
文化 とそれ以外 の階級 のそれ との対 立であ り、またTessofthed'UrbervlllesのAlec
とAngelの場合 、両者 はいずれ も中産階級 的な文化 に属す るものではあ るが、前者 は
男性 的な性 的衝動 、欲望 を持っ放蕩者、誘 惑者 で あ り、また後者 は対照的 に哲学的観 念
や理念 に耽溺す る人物 として描 かれ る。これ はいわゆ る女性 に対す る男性 のダブル ス タ
ンダー ドであ り、こ うした文化 の抱 える問題 を二人 の男性 達は表象 す るのであ る。他の
男性達 も同様 に対 照的な性格 を持 ち、女性達 と関係 を持 つ。女性 達は この二つの種類の
男性達 の手 中にそれ ぞれ置 かれ 、彼 らの視線や欲望 に絡 め取 られて しま うのであ る。男
性達 はそれ ぞれ異 なった対極 に位置す る視 点ではあ るものの、女性 達に対 して 自 らの欲
望や理念 、理想 を投影す る。 これ こそがHardy作品にお ける女性 への抑圧 の性 質であ
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り、女性達 は、階級 、文化 の狭 間に立 ちなが ら、それ と絡み合 う二つの種類 の男性 の狭
間で苦悩 し、葛藤 を経験す るのであ る。そ して、結果 と してそれは、彼 女達の苦悩 を常
にその 自身 の身体へ と向ける ことを促 し、これ と大 き く関わる。彼女 らの身体、及びそ
のイ メー ジは、男性 によって 、求 め られ るものや印象が大 き く異 なる。時 にはヴィク ト
リア朝 的な天使 的で貞淑 なイ メー ジで、そ してまた時には 肉体的欲 望の対象 といった風
に様 々な意義 をその身体 に投 げ掛 け られ 、女性 達はその在 り方について苦悩 す ることに
なるのである。
こ うした三角 関係 はHardyの作品の特徴 の一つであ り、彼 の主要な作品に多 く見 ら
れ る人物 の対 立関係 である。本稿 で取 り上げ る作品では、全て こ うした対立関係 によっ
て、女性 の苦悩 が描 かれ る構成 となってい るのであ るが、やは り例外的 に最後の作品で
あるJudetheObscureは、先行す る諸 作品 とは異な り、女性 を取 り囲む男性 との関係
性 が反転 したかの よ うになっている。即 ち、男性 であるJudeFawleyをSueBridehead,
ArabellaDonnの二人 の女性が対立す る形で取 り囲んでい るのである。これ は、精神 的
な魅力 を持っ女性 であるSueと扇情 的な身体 を持 ち、誘 惑者 の よ うに現れ るArabella
とい う対立 である。この鏡像 の よ うに性別 を反転 させ た関係 では、それ以前の作品で描
かれ た女性 の精神 的動 向を よ り、深化 させ て描 くもの となってい る。この三角関係 を通
して、女性 の秘 めた性 的な欲求 、そ して道徳 との葛藤 が以前の作品 よ りも鮮 明 に描かれ
るのである。旧来 の ヴィク トリア朝 の女性観 の中では、女性 は男性 の よ うに強い性 的欲
望や衝動 を持 たない存在 である とされ てきたが、時代が進み、 このJudeの時代にな る
と、女性 の性 的欲 求や 情念 に関 して、 よ り明確 に光が当て られ るよ うになっていった。
こ うした社会通念 の変化 は、この作 品に特 に反映 され ている。この最後の小説 は、 しば
しば、当時の最新 の時代思潮 の一つで あった存在 を描 いた作品 として捉 え られ る。即 ち、
世紀末 には、増加 し、社会 問題 にまでなってい た未婚 の 「余 った」女性達、そ して、そ
こか ら派生 して現 れた 、 これまで の ヴィク トリア朝文化 の女性 像 を覆す新 たな女性 、
"NewWoman"の存在 であ る。 この女性 達は 旧来の結婚 の在 り方 を拒絶 し、男性 同様 の
知性 と権利 を持 ち活動す る ことを志 向 したのである。こ うした新 しい女性像 に伴 い、女
性 に関す る言 説 も磐 石 な もの でな くな り、揺 らぎを見せ 始 めた ので あ る。Judethe
Obscureの女性 の性 に よる苦悩は新 しい女性 の姿 とそ の中での性 に関す る苦悩 と葛藤
を示す もの となっている。
女性達 は こ うした抑圧 的状況 の中で、それ ぞれ反応 、対応 を しなが ら、真 の 自由や愛
情 を希求 しなが ら、葛藤、苦悩す る。Hardy作品の多 くにおいて 、女性 の主要人物 達
は、多少 の方 式や方 法の差異は あるが、自由や愛へ の希求 を持 ちなが ら、苦悩す る。尚、
本稿 では、こ うした女性達 が内に秘 めた、自由や愛情(性 的欲 求を含 む)を 求 める感 情
の動 きを 「情念」 と定義 し、論 じる。 この情 念の最 も典型 的かっ核 心的 な例 が、The
ReturnoftheNatlveのヒロイ ンのEustaciaVyeであ る。彼 女は 自分の周 囲のあ らゆ
る圧力 に対 して、自らの 自由 と真 の愛 の受容 を求 めて行動す る。彼 女 は、自ら置かれた
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環境 、即 ちEgdonHeathからの解放 、そ して結婚後 も夫 、Clymからの解放 、そ して
何 よ りも女性 を取 り巻 く拘束 か らの解放 を求 めて活動す る。作品 ごとに形態 は様 々な も
の となってい るが、作 品に登場す る女性 達は、彼 女の よ うに多 くがその胸 中に愛 を求 め
る情念 を持 ちっっ 、それ ぞれが彼女 らを取 り巻 く現実 と自らが求め る理想 との狭 間で苦
悩す るのであ る。 こ うした女性 達の身体、性、文化、階級 が交錯す る葛藤 、苦悩 を本稿
では主たる問題 として着 目し、その動 向を追 いなが ら分析 してい く。
2.情念 の視覚化一 内面 を表現す る風景 と情景
Hardyの小説 の多 くでは、女性達 が圧力や拘 束を受 けなが ら葛藤 し、強烈 な情念 に
よって時に抵抗 、活動す る姿が よく描 かれ るのであ るが、さ らに注 目すべ き点 として人
物 の情念や それ と関わる内面 的動 向は、読者 に対 して視 覚的な描 写に よって表 現 され る。
それ こそが風景や人物 の周辺 に描 かれ る空 間の描写 である。象徴 的な描 写に よる人物 の
内面 の暗示 は、ThomasHardyの特徴 の一 つであ ると言 える。 そ して この点は、同 じ
よ うに女性 の内面 を作 品の主題 にす る彼 よ り後年 の作家 であるVirginiaWoolfなどと
は、異 なった表現方法 である と言 える。WoolfがMrs.Dallowayなどで女性 の意識 をそ
の人物 自身 の感性 を通 して、一人称 の語 りで鮮 明に描 くの に対 して、Hardyは人物 と
は一 定の距離 を保 ちなが ら、第 三者 の語 り手 に表現 され る風 景や 人物 のい る情 景 を、絵
画 を再現す るかの よ うに語 らせ る。 この点 は、や は りJ.B.Bullenによって もHardy





Hardyは、人物 の主観 的感 覚や精神 的動 向を光や 闇 とい った人 の周 囲を彩 る風景 を通
して描 くが、こ うした技 法上の特色 は、やは り彼 が男性 で ある ところも大 きい と思われ
る。Woolfが、女性 とい う位置 に対 して一定 の共感性 を持 ちえたのに対 して、彼 は飽 く
まで も男性 とい う立場 、っま り女性 に対 して第三者 的な距離 か ら、一枚の絵 画 を描 くよ
うに風景 と情景描 写 を通 して、女性 の内面 を暗示 的に描 くこと とな った と考 え られ る。
(尚、本稿 では、Hardyの描 く 自然や空 間の描 写を風 景、そ して人物 の存在 を含 む場
面 の描写 を情景 と使 い分 ける。)
実 際に作 品では、人物 の存在 を取 り巻 くよ うに、その人物 と匹敵す るよ うな存在感 を
持つ風景や 印象 的な情景 の描写 が数多 く現れ る。その顕著 な一例 として は、TheReturn
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oftheNatlveにおけ るEgdonHeathが上 げ られ る。この作品では舞台で ある荒野の描
写 が圧倒 的な存在感 を持 ち、その風景 は、人間 を含 む全 ての存在 を遍 く飲 み込む暗黒が
超越 的な存在 として描 かれ る。EgdonHeathは、強大な暗黒の描 写 によって、次の よ
うに多 く人 々に畏怖 と恐怖 を与 える もの、即 ち、換言すれば、人々の内面の感 情 と関わ






物 語 の 中 で 、こ うした 暗 黒 の風 景 は 、主 要 な 女性 キ ャ ラ ク ター に も大 き く関 わ る描 写 と
な る。 この 閉塞 的 な風 景 は 、 ヒ ロイ ン で あ るEustaciavyeには 、彼 女 の 自 由 を拘 束 す
る存 在 と して 立 ち塞 が る。言 わ ば 、この 暗 黒 の 陰 轡 な 風 景 は 、彼 女 の 閉塞 感 を示 す 表 象
的 な風 景 と もな っ て い る の で あ る。実 際 に作 品 で は 、"EgdonwasherHades,andsince
comingthereshehadimbibedmuchofwhatwasdarkinitstone,thoughinwardly
andeternallyunreconciledthereto"(54)と語 られ 、荒 野 は彼 女 を不 当 に縛 り付 け、自 由
を 阻害 す る もの と して描 かれ る。彼 女 の轡 積 した感 情 や 自 由へ の意 思 は こ う した 自然 の
風 景 に強 く反 映 し、物 語 の 中 に顕 著 に 現れ て く るが 、そ れ を反 映 させ て い る描 写 が 次 の










劇 中で彼女 は簿火 を焚 くことで、自分 を苛み 、拘束す る荒野の闇 に光 を穿 ち、上記 の恐
怖や 陰轡 なイ メー ジに満 ちた存在 を超克 しよ うとす るのである。作品では、こ うした炎
のイ メー ジが頻 出す るが、これ は彼女 の荒野 か らの解放 を志 向す る意思、願 望 を強 く示
した もの となっている。
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この よ うにHardyの作品において、登場人物達 を取 り巻 く情景及び風 景は人物の内
面 と直結 し、それ を暗示す るもの として機能 してい る。言わ ば、人物の内面は風 景 を媒
介 して、表現 され るので ある。こ うした 内面的 な表象 として の風景 は、先 に問題 として
取 り上 げた女性 の葛藤や苦悩 が描 かれ る際には、特 に入念 に描 かれ る。
人物 の内面 を表現す る情景 、風景 に共通 してい るのは、いずれ も深 い闇や 印象的な光
を含 んでい る とい うことである。この空 間に現れ る光 と闇の表 現は、こ うした女性 を取
り巻 く風景 の中で最 も効果的 に心理 を暗示す る描写 といえる。上述 した よ うに、Hardy
の作 品には高 い表象性 を持 った風景 が多数 、重 要な描 写 と して登場 す るが、その 中で も
光 と闇は、特 に頻 出 し、人物 の内面 を表す 重要な機能 を持 ってい る。例 えば、人物の登
場 が描 かれ る際に も光 は人物 の顔や身体 の特徴 、そ してそれ のみな らず 、そ こか ら読み
取れ る内面的傾 向 を示す際 に非常 に効果 的で重要な描写 として現れ て くる。Hardyの











陽光 の中でTessの美 しい姿は鮮 明に描 写 され、読者 に示 され る。 陽光の 中で彼 女の身
に付 ける赤 い リボンが特 に強調 され ているが、こ うした彼女 の姿は後に、彼 女 を待 ち受
ける受難 を暗示 的に示 してい る。また、これ に対 して闇 もまた、人物の内面や 特性 を示








この 引用 はTheReturnoftheNativeのも う一人 の 主 人公 で あ るClymYeobrightの姿
で あ る。 彼 はEustaciaVyeとも深 く関 わ る重 要 な人 物 で あ り、彼 の 姿 は 印象 的 な 闇 と
共 に語 られ る。 彼 は物 語 の 中 で 、EgdonHeathと濃 密 な 関係 を持 つ 人物 と して描 か れ
る の で あ る が 、こ こで彼 の顔 や 身 体 を取 り巻 く闇 は 、そ う した彼 の 内 面 的性 格 と傾 向 を
視 覚 的 に暗 示 して い る の で あ る。女 性 と深 く関 与 す る男性 の 姿 もま た 女性 同様 に暗示 的
に描 かれ る。 こ うした描 写 で表 現 され る男性 の存 在 に よっ て 女性 の 内 面 は よ り、生 き生
き と描 かれ る こ と とな る の で あ る。 この よ うにHardyの 作 品 で は 、 光や 闇 が 人物 の 内
面 や 動 向 と連 動 す る重 要 な描 写 の一 つ とな っ てお り、彼 の 作 品 の 特色 の 一つ と もな っ て
い る の で あ る。 こ う した 視 覚 的 な要 素 は 、先行 研 究 にお い て も指 摘 され る。そ の例 と し
て 、MichaelIrwinもLightisamajorthemeofthiskind,traceableinallthenovels
andverymanyofthepoems"、2と述 べ 、 そ の 重 要性 を指 摘 す る。
光 と闇 の描 写 は 、 この よ うに 、作 品で 重 要 な効 果 を発 揮 す る の で あ る が、そ の 背 景 に
あ る の はThomasHardyの明 暗等 の視 覚 的 事象 に対 す る敏 感 な感 性 で あ る。 そ う した
彼 の感 性 の片 鱗 は彼 の数 度 に 及 ぶ 大 陸 へ の 旅 行 の 体 験 の 中 に 見 る こ とが で き る。 彼 は
TheReturnof'theNativeやTessofthed'Urbervlllesの執 筆 前 に、 ベル ギ ー や オ ラ ン
ダ 、イ タ リア等 へ 旅 行 に 出て い る が 、そ の 際 に 目に止 ま った 風 景 は、彼 の想 像 力 を非 常
に刺 激 す る もの で あ っ た の で あ る。 例 と して 、彼 は1887年 に イ タ リア の ヴ ェネ チ ア に
立 ち 寄 っ た 際 、"Veniceiscomposedofblueandsunlight.HenceIincline,afterall,to
`s
un-girt'ratherthan`sea-girt',whichIonceupheld"、3とそ の 印 象 を語 り、 ヴ ェネ チ ア
の風 景 にお い て光 が彼 の感 性 を強 く刺 激 す る もの で あ っ た こ とを示 して い る。ま た 、そ
れ 以 前 の1876年 に は 、妻 のEmmaを 伴 っ て 出 か けた新 婚 旅 行 で 欧 州各 国 に立 ち寄 っ
た 際 、オ ラ ンダ に行 く途 中 に立 ち寄 っ た ドイ ツで 薄 暗 く、荒 涼 と した風 景 を彼 は 目に し、
そ こで の光 景 に彼 は 強 く印象 付 け られ て い る。 自伝 のTheLifeandWorksofThomas




これ はHardyが旅行 中、 ドイツで見た ライ ン川 の光 景であ る。霧 に包まれ 、 うっす ら
と太 陽が反射 し、血 のよ うな紅 に染 まる様子 に、彼 は強い感銘 を受 けた よ うで ある。こ
うした陰 りを持っ風景の 中に、Hardyはイ タ リアや 南欧の暖か く光 に満 ちた風景 とは
また異 なった、新 たな美 を見出 したのであ る。こ うした経験は本稿 で も大 きく取 り扱 う
TheReturnoftheNativeに登場す るEgdonHeathやTheWoodlandersのHintock
の森林地 の風景 に影響 を与 えた もの とされ てお り、TheReturnoftheNatlveでは、









彼 は荒 涼 と して薄 暗 さを そ の 内 に秘 め たIcelandやこのEgdonHeathの風 景 こそ が 、
人 が 時 を経 て一 定 の発 展 を遂 げ た折 に行 き着 く美 の境 地 とな り、南 欧 の輝 か しい風 景 に
取 っ て代 わ る とい うこ とを こ こ で語 る。 言 わ ば 、Hardyは 人 類 の 文 化 的 成 熟 を経 た新
しい形 態 の美 学 が こ うした風 景 に は あ る と して い る の で あ る。これ は 、彼 の美 学 志 向 は、
この大 陸 で の旅 行 で の経 験 を色 濃 く反 映 した もの とな っ て い る と言 え るだ ろ う。この 点
に 関 して は 、J.B.Bullenも"Therewassomethingextremelysignificantaboutthis
journeyforHardy,becauseherehearsesallorpartofitinanumberofnovels"、5と指
摘 してお り、や は りこ う した 体験 は彼 の創 作 に 色濃 く反 映 して い る とい っ て 良 い で あ ろ
う。
実 際 に体 験 し、 見 聞 した も の の影 響 に加 えて 、Hardyは 絵 画 か ら も強 い影 響 を受 け
て い る。LloydFernandoの指 摘 に よ る と、彼 の絵 画 へ の言 及 は 比較 的 多 く、30以 上 に
も上 る言 及 が作 品 中 に 見 出 され る と言 われ る・6。上述 の美 学 に つ い て も、彼 は1878年











彼 は 陰 りの あ る荒 涼 と した風 景 の美 の例 と して 、HardyがLondon在住 中 にNational
Galleryで鑑 賞 したGiobanniBoldiniやMeindertHobbemaの荒 涼 と した風 景 画 を引
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き合 い に 出す 。Hardyは 、 実 際 に感 銘 を受 け た風 景 の 例 を こ う した画 家 の描 い た絵 と
重 ね合 わす の で あ る。 そ して 、 ま た 、TheReturnoftheNastiveにお け るClymの 姿
の描 写 の 中 に は 、RembrandtHermerszoonvanRijnに対 す る言 及 が 見受 け られ る が 、
EustaciaVyeの相 貌 に も、WalterPaterがTheRenaissanceの中で 評 す るLeonardoda
VinciのMonaLisaのイ メー ジやJoshuaRaynoldsの絵 画 との類 似 が見 え 隠れ す る。
ま た 、本 稿 で取 り扱 う他 の作 品 、例 え ば最 後 の小 説 で あ るJudetheObscureでも、 ヒ
ロイ ン のSueの 美 しい 風 貌 は、"paintingsofSpanishschool"、8とい う表 現 に表 され 、
Velasquezなどの 画 家 のイ メ ー ジが 意 識 され て描 か れ 、 暗 に言 及 され て い る 。Hardy
は人 物 の容 貌 を読 者 に伝 え る為 に頻 繁 に絵 画 を 引 き合 い に 出す 。そ して 、そ の 中で も特
に絵 画 にお け る光 と闇 に よ る人 物 や 風 景 の見 せ 方 や 効 果 とい うも の に彼 は や は り深 い
関心 を寄 せ て い た よ うで あ る。 これ は 当 時 の 芸術 思 潮 と大 き く関 わ る。 当時 の 芸 術 の 特
色 と して 、 写 真 技 術 の影 響 と競 合 に よ る絵 画 の独 特 の 発 展 が あ る。 この 点 に 関 して 、












当時の絵画 の技巧や表現法 は、最新 の技術 の一つであ る写真 技術 の影 響 を不 可避 的に被
っていた。現実 の再現 とい う意 味において、写真技術 は絵画 に対 して、圧倒 的な優越 性
を持 ってい た。そのために、絵 画は独 自の方法 を以って写真 との差別化 を図 る姿勢 を と
ったのである。その一つが絵 画の 中への主観 的感性や 印象 といった要素の導入 であ ると、
Jacksonは述べ る。Hardyもまた、こ うした芸術 の傾 向 を肌 で感 じていた よ うであ り、
必然 的に彼 の作 品 もそ うした傾 向を取 り入れ ることとなった と考 え られ る。その結果 と
して、上記 のRembrandtやJ.M.W.'ltiirnerやそれ に続 くImpressionismといった、
光 と闇に強 い存在感 と表象 的な意 味を与えている画家や芸術運動 に作 中で言及 し、また
彼 らの絵画 を想起 させ るよ うな場面 を描 いている。特 に、Turnerの絵 画に関 しては、
彼 の1888年の 日記 の中で、この画 家の光を観 察者 の主観 的印象や 心理 を表現 した もの
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と して 感 銘 を 受 け 、 次 の よ うに評 価 して い る。"Turner'swater-colours:eachisa
landscapeplusman'ssoul[...]WhathepaintschieflyislightasmodlfZedbyobjects"
、。とHardyは述 べ 、この画 家 の風 景 画 に描 か れ る光 と風 景 が 、人 間 の魂 を強 く表 現 した
も の と評 価 して い る。そ して 、1886～1889年に こ の画 家 の作 品 がRoyalAcademyなど
で展 覧 され る機 会 が あ り、Hardyは 日記 に あ る よ うに 、 これ を 目に して い た よ うで あ
り、 この画 家 の影 響 は後 年 の最 大 の著 作 で あ るTessofthed'Urbervlllesに顕 著 に 現 れ





TessとAngelの逢瀬 は光に満 ちた空間で展開す る。 ここで描 かれ る光は彼 らの高揚 す
る内面を読み取れ る よ うになっている。 こ うした様 子はTurnerの水彩画の影響 が色濃
く現れ てい る と考 え られ る。ここか らは、彼 が こ うい った絵 を意識 して、文字媒 体であ
る小説 で こ うした絵画 を可能 な限 り再現 しよ うと してい たのではない か とい うこ とが
窺 えるのであ る。
この よ うに、絵画 の鑑 賞経験や旅行 で見聞 した風景 か らHardyは空間 に満 ちる光や
闇の視覚 的効果や 印象 の強 さを実感 し、それ を作品に反映 させた と考 え られ る。そ して、
先 に見た よ うに、光 と闇の描 写は克 明かつ効 果的に人物 の隠れた内面の性質や動 向 を暗
示す る重要 な描写 となってい るのである。そ して、こ うした印象 的な視覚描 写 は女性 達
の身体 の周辺 に頻 出 し、またそれ と親密 な関係性 を持 っ。時にその身体の存在感 や壮 麗
さを光 は強調 し、また逆に闇に よって包 み隠 され る。こ うした描 写に よって女性 達の身
体 に向 け られ る欲 望や女性 自身のそ うした こ とに関す る感情 の存在 を暗示 して示す機
能 を担 ってい るのである。 こ うした効果 に よってHardyの小説 を一種の象徴 的な絵 画
のよ うな特異 な もの としてい るのである。
本稿 では、この光 と闇の描写 を中心的 に着 目し、先 に見 た女性 を取 り巻 く階級、結婚
や性 な どの諸 問題 を視野 にいれ なが ら、Hardyの小説 家 として の成熟期 の作 品であ る
TheReturnoftheNatlve,その後 の大作の一つであ るTheWoodlanders,そして彼 の
代・名詞 であ り、代表作で もあ る後期 の大作Tessofthed'Urbervllles、それに続 くHardy
の小説 としては最後 の作 品 とな るJudetheObscureを考察対象 と して取 り上 げ、論 じ
る。通例 として、Hardyの作品の 内で、FarfromtheMaddingCrowd(1874),Returnof
訪θ八勉がレθα87剛TheMayorofCasterbrldge(1886),TheWoodlanders(1887),Tesso!
thed'Urbervllles(1891),JudetheObscure(1895)の6作品が有名な代表 作 と して知 ら
れ ているが、本稿 では、 この内でTheReturnoftheNativeTheWoodlanders,Tessof
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thed'Urbervllles,JudetheObscurez、の 四つの作品 を取 り上げ る。Hardyの作品では、
彼 の ヒッ ト作 のFarfromtheMaddingCrowdのBathshebaEverdene以来、女性 は、
通 常の女性 の姿か らは逸脱 し、浴れ んばか りの活力 をもった存在 と して描 かれ ることが
多 かった。Bathshebaもまた、女性 なが ら、農場 の経 営者 で あ り、独立心 の強 い人物
として描 かれ た。 しか し、この作品は依然 として、いわ ゆるパス トラル文学の 中に留ま
る作 品 としての要素 も強 く、旧来 の女性 の在 り方を後年 の作品ほ ど大 きく逸脱 す るこ と
もな く、また社会 的な要素 もまだ比較 的取 り入れ られ ていなかった。それ を大 き く発 展
させ 、作家 としての芸術 的志 向を本格 的に見せ ることとなるのが、TheReturnofthe
Natlveとその主人公 となるEustaciaVyeであ る。彼女 は、"Queen"などと作 中で形容
され 、彼女 は、男性や如何 な る抑圧 にも屈 しない人物 として描 かれ るのであ る。こ うし
た彼女 の激 しい反動 的感情 、自由や愛 を求め る情念 は、後の女性 達に も受 け継 がれ るこ
とになる精神性 であ り、形 を変 えてその後 の作 品にも数多 く登場す る。実際 に、この女
性 の行動や感情 は、後のSueBrideheadやTessといった後期 作品の女性 に も類似 した
ものが見 られ 、や は り後 の作品への布石 的な位 置を 占めてい ることも窺 えるもの となっ
ている。 また、 この円熟期 の作 品はHardyの女性 の在 り方に対す る姿勢 を大 きく転 換
させ た重要 な作 品である と考 え られ るのであ る。この作 品以 降、彼 の作品 において、女
性 の周辺 の様 々な社会 的な要素 が取 り入れ られ 、問題 が よ り深化 され、描 かれ るよ うに
な り、彼 の作家 としての冷徹 な女性 とその問題 に関す る視線 と思想 が強 く反 映 され るよ
うに もなった。そ して、それに従 って女性 の内的な葛藤や感 情 も複雑化 して描 かれ るよ
うになっていった。それ故 に、本稿で は、彼 の作家性 が強 く発揮 され始め る上記 の作品
か ら取 り上 げ、そ してその中で も、結婚 や性 の問題や 女性 の葛藤 が描かれた あ と三っの
作 品を加 え、考察対象 とす る。そ して、勿論 、ここで取 り上げ るいずれの作品 も作 中で
人物 を取 り巻 く風景 が、人物 の内面、身体に関わ る感 情 と密接 な関わ りを持 っ比喩 とし
て機能 してお り、非 常に注 目に値す る もの となってい る。
尚、先行研究 にお いて、光や 闇または、 これ らを含むHardy作品の研 究は風 景の比
喩 的な機能 に着 目したMichaelIrwinや絵 画的な側 面か ら作品 を研 究 したJ.B.Bullen
等 、幾つ か存在 してい るが22、本稿 は、そ うした先行研究 の事例 を踏襲 しなが らも、女
性 とその周辺 の問題 に特化 して光 と闇の描 写の効果や象徴 的意義 を検討 、考 察 してい く。
本稿 の構成 としては、Hardyの代表的 な長編小説か ら4つ の作品 をそれぞれ章 に分
けて見て行 く。 まず第1章 で は、TheReturnoftheNativeをヒロイ ンEustaciaVye
を中心に論 じる。 ここで は主 に彼女 の人格的特質 として語 られ る、炎の よ うな情熱 、情
念 と彼女 を取 り巻 く荒野や社会 に対す る反動 的な感情 に着 目す る。彼 女の精神 の深 奥に
眠 るのは、彼女 の現状居住す る荒野 か ら離脱 し、誰かか ら愛 されたい とい う強烈な願 望
である。彼女 はこの感情 と願望 に従 って、様 々な行動 を起 こ し、社 会の あ らゆる拘束 を
打 ち破 ろ うとし、倫理や 男女の性差 といった絶対的な拘 東力 を持 っ慣 例の壁 を踏破 しよ
うとす る。こ うした反動的 な性格 は、反逆の神 で あるPrometheusのイ メー ジと強 く関
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連付 け られ て物語 では語 られ る。そ して、この炎の神 で あるこのイ メー ジは さらに、暗
黒 の荒野 の中に輝 く簿火 を中心 とす る光 の描 写 とも強 く関連付 け られ る。炎 は彼 女の反
動 的な情念 の表象 として、作 中で繰 り返 し現れ 、反復 され るのであ る。換言 すれば、こ
の光 と炎 のイ メー ジに よって、現状 を打破 し、愛 を求め る願 望 と情念が示 され る とも言
える。彼女 の願望 は彼女 の身体 に関 して、彼 女 自身です ら無 自覚な深 層心理 的な もの も
含 んでい るのであ る。 ここでは、Eustaciaの反動的 な情念 と彼女 自身の身体 に対す る
意識 、そ して彼女 と関わる男性Clymとの関係 を炎、光 と暗黒比喩か ら検討す る。
2章 ではTheWoodlandersを中心 に見 る。 この作品 には、女性 を取 り巻 く社 会的な
男性 に よる抑圧 、社会 の階級 とい う問題 が多 く取 り入れ られ る作品であ るが、この章の
考察 では、視点 を変 え、Eustaciaとは趣 が異 な る女性 であ るGraceMelburyに焦点 を
当てる。彼女 は、階級 に対す る上昇志 向を強 く持つ父親の女性観 と教育方針 に従い、労
働者 階級 の子女 であ りなが ら、淑女 として の教育 を受 けた女性 である。それ故 に、彼 女
は中産 階級 的な価値観 、結婚観や道徳観 を持 っ こととな り、旧来の森 林地土着の文化の
問で葛藤す る こととなるのであ る。この彼女 の階級 問での葛藤 とそれ による女性 の抑圧
は作 品で、主軸的 なテーマ となる。前章 において社会規範や道徳、男性 に対 して反動的
な情念 を持っ女性 の姿を考察対象 としたが、この章 では、視 点 をあえてそれ とは対照的
な、いわゆ るヴィク トリア朝 的な道徳観念 と受動性 を強 くもった女性 を取 り上げ、複雑
化 した社会状況 と環境 の中にお いて、階級や都 市文化 と旧来の文化 間での葛藤 す る心理
を、Graceとは対 照的に旧来 の伝統 の中で生きる女性 であるMartySouthの姿 と比較
しなが ら検討す る。こ うした女性 の心理 を考察す る方法 として 、ここで は、彼 女 を取 り
巻 く他 の人物や男性 の視線 を重要 な問題 として取 り上 げる。作 中人物 のGraceが持つ
階級意識 、特 に中産 階級的 な淑女 としての道徳や対面 、"respectability"とい う概 念は、
他者 の視線 に よって構築 され ている。それ故 に、彼 女は作品の 中で、男性や 上流階級 の
人 間の視線 を意識 し、そ の行動原理 としてい る。ここで は、この女性の複雑化 した精神
的葛藤 、苦悩 を見る。こ うした葛藤 はや は り前章 と同様 に視 覚的な光や闇 といった描 写
によって表現 され 、森林 地の奥深 い暗黒や 家屋 の淡 い光 といった描 写は、人物の内面的
な葛藤や苦悩 を示す装置機能 してお り、こ うした点か ら女性 の さ らな る複雑 な心理 を考
察す る。
第3章 で は、Hardyの代表作 であるTessofthed'Urbervlllesを取 り上げ る。 この作
品で も上記 の女性 と同様 に主人公 であるTessは、社会 的な女性 に対す る圧力や 道徳観
念 に よって苦 しめ られ る。周知 の よ うに、彼 女は この作品の 中で男性 による一方的な関
係 、性的暴行、そ して離婚 とい った理不尽 な試 練 を被 り、や は り自 らに求め られ る女性
観念 や道 徳観念 と 自分 の現状 との 問で葛藤 を経験す る とい う姿が描 かれ る。彼女 は、
Graceと同 じよ うに、周 囲か ら要請 され るヴィク トリア朝的な道徳観 や貞操観念 に捉 わ
れ 、社会的要請 と自分 の情念 、願 望 との狭 間で葛藤 す るが、彼 女はそ うした 中で巧妙 に
男性 に よって求 め られ る理不尽 な女性観や道徳感 に対 して反抗 を試み よ うとし、それ は
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暗 に示 され る。この作 品におい て、光 と闇 は、こ うした彼 女の精神 の葛藤や密 かな る抵
抗 と関わる描 写 として出現す るのである。 こ うした所 か ら、 ここで示 され るTessの葛
藤 、抵抗 は、複雑化 した社会状況 において抑圧 され る女性 の身体 に関す る意識 に迫 り、
考察す る。
最終章 とな る4章 で は、Hardyの最後の小説 作品 とな るJudetheObscureをその対
象 とす る。 この作 品は、Tessofthed'Urbervlllesと極 めて類似 した人間関係 、構成 に
よって展 開す る。それ はま さに、前者 の作品の人物の性別 を反転 させたかの よ うな構 成
である ともしば しば指摘 され る。 しか しなが ら、 この作品においては、Tessが経験す
る葛藤 を さらに突 き詰 めたかの よ うな問題 が作 品に登場す る女性 達 によって描 かれ る。
ここで最 も問題 となるのは、この作 品の背 景 とな る当時の社会 に勃興 した 旧来の女性像
を覆す よ うな、新 しい女性 の存在 の問題 である。この作品は、しば しば、"NewWoman"
を扱 った作 品の一つ と評価 され る。この作 品の主要 な女性 の一人 であるSueBridehead
は、慣 習的な結婚制度や その中に含 まれ る男性 の一方 的な支配 とい う関係性 を嫌 い、そ
ういった性別 に よる慣習 的な従属 と支配 の関係 か ら解 放 され る こ とを希 求す る女性 と
して描 かれ る。本稿 で は、彼女 と主人公 の男性 であるJudeとの関係 を中心的 に着 目す
る。JudeとSueは、その内面や感性 の面で強 く共感 し合 う。ま るで双子や鏡像 の よ う
に類似 した性質 を持つ 二人 として描 かれ るが、同時に この二人 には、悲劇 の原 因 とな る
決定 的な差異 が存在す る。それ は、性 と結婚 に関す る思想 的差異であ る。Sueは、旧来
の男女 の関係 を疑 問視 し、慣例 的な結婚 に伴 う男性 に よる拘 束 と支配 、そ して男性 に よ
って押 し付 け られ る性 的な関係や欲望 を拒絶す る。この点でま さに彼 女は新 しい女性 の
スタイル を貫 こ うとす るのだが、彼女 自身 もまた女性 と して、男性 を求 めよ うとす る性
的な ものを含 む情念 を持 ってお り、それ は逃れ がた く彼女 の内 に潜 み続 けるのである。
この内な る情念 と急進 的な女性 として の思想や理念 との問で彼 女は揺れ動 き葛藤す る。
こ うした彼女 の葛藤 もまた、光や 闇 とい ったイ メー ジをや は り伴 って、暗示 され、語 ら
れ るのである。 ここでは、Judeとの同一性 、共感性 を視 野に入 れなが ら、彼 女の こ う
した葛藤 に着 目し、当時の最新 の思潮 を取 り込み創作 され た この作品か ら、女性 の身体
に対す る葛藤 を考察す る。
この よ うに本稿 ではHardyの主 たる作 品の内、この4作 を通 して、地域 文化 の変化、
階級 、性等 を背景 とした女性達 の身体 に関わる感情、即 ち、男性 と社 会に よる抑圧 とそ
れ に よる苦悩 、葛藤 、そ して抵抗 を風景 の中を満たす光 と闇 とい う点か ら検討 し、Hardy
の女性 に関す る問題 に対す る意識や信念 に迫 る。
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1章TheReturnoftheNative(1878):EustaciaVyeの逸 脱 ・超 克
1.超越 的存在 としてのEgdonHeathとその比喩 的機能
TheReturnoftheNatlveはThomasHardyの中期 の秀 作の一つであ る。 この小説
の特色 は、作品の舞 台 と して登場す るEgdonHeathの存在 であ る。Hardyの多 くの作
品では、自然 の風景 は読者 の感情 に訴 える絵 の よ うな描 写 によって強い存在感 を持って
描 かれ る。そ の中で も、この作品の荒野の 自然 は特 に強大で、超越 的な存在感 を特に有
し、読者 を圧倒す るもので ある。その描写 は、彼 に先行 す るロマ ン派の詩人 た ち とも通
じる よ うな 自然風景 の表現 の豊 か さを持 ってお り、実際に彼 の描 く印象 的な 自然の情景
は、彼 らに負 うところ も大 きい。Hardyとロマ ン派 との遠 か らぬ 関係性 は、Kevin.Z.
Moorなどに よって指摘 され ている。Moorは、"Wessexispreoccupiedwithforms,
notions,andconcernsofEnglishromanticism[...]itisalwaysromanticismthatis
covertlyandovertlyatissue"、と論 じ、ThomasHardyの作品世界Wessexには ロマ ン
主義 的な要素 が多 く見 られ 、少 なか らず彼 が先行す る詩 人たちか らの影響 を受 けてい る
ことを指摘 している。 しか し、ロマ ン主義 の詩人た ちの描 く自然 と彼の描 く自然 は、同
じよ うに豊 か な描 写で あ り、 多 くを踏 襲 して い るが 、大 きな差 異 が あ る。William
Wordsworthなどが描 く自然の風景 は、人 間に対 して超越的 な存在 であ り、詩人達 は、
感性 と想像力 を通 して、自然 か らの啓示 を受容 し、人 間的な成 長 を遂げ るもの として描
かれ ていた、。 自然 は この よ うに人 間 との強い絆 を持 っ存在 であった。 一方 、Hardyは
超越 的な存在 としての 自然 を描 きなが らも、位 置付 けが異な る。先行 す る作家達が持 っ
ていた 自然 と人 間 とを結び付 け る強 い絆 は、希 薄化 してお り、人の精神 とそれ を取 り巻
く自然 は必ず しも繋 が りや調和 的な関係 を もった ものではな く、時に互 いに反発 、分断
され た もの として描 かれ る。作 品での人 間の内面的 な成熟や発展 、変化 は、自然 との交
換 を介 さず に人 間の行動 と意思 に よってのみで発生す るのであ る。こ うした ロマ ン派 と
Hardyの決定的差異 に関 して、DenisTaylorも、Wordsworthの作品 においては、人
間の精神 的成長 、成 熟が 自然 との交感 、調和 の関係 によって もた らされてい るが、Hardy
の作 品では、そ うい った調和 が成立せず 、人間 の意思、精神 とそれ をと りま く 自然世界
との不調 和が発生 し、 旧来 の関係 を動揺 させ てい るこ とをや は り指摘 してい る,。この
よ うに、Hardyの世界において 自然 は、必ず しも人 間 と交感 可能 なもの としては機 能
せず 、む しろ、人々 としば しば、不調和的 で、人 と文 明を凌駕 し、時 に敵意 す ら持っ存
在 として描 かれ る。彼 の作 品には、以前の よ うな堅 固な 自然世界 との連帯 はな く、ただ
孤 立 した人 の意思 のみが存在 しているのであ る。言 い換 えれ ば、豊かな描 写が先行す る
作 品の下に描 かれ なが らも、旧来 見 られ た 自然 と人間 を結 ぶ絆が変化 してい るのであ る。
TheReturnoftheNatlveに登場 す るEgdonHeathはま さに この よ うな 「自然」の
典型 である。怒号 のよ うな嵐、洪水の よ うな雨、そ してその中で生き る矯小 な人間の全
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てを飲み込む かの よ うな暗黒 、そ こに点在す る簿火 とい った印象的で豊かな描 写が この
荒野 の描写 に現れ るが、この風景 は、物語 において、や は り先行 す るロマ ン主義の 自然
とは異 なった比喩 としての機能 を持 って くる。
この荒野 は人物 を と同格 か、ない しは、それ以上の存在感 を持つ。それが最 も顕著で












以上 は、物語 の始 めに語 られ る黄昏 の荒 野の姿であ る。暫時的に天空覆い尽 くす夕刻 の
闇 と大地 の暗 闇の様子 が語 られ ているが、ここか らはその間に立つ人間 を飲 み込まんば
か りの、巨大 な荒ぶ る 自然 の存在感 を感知す るこ とができる。続い て、さらに夜 を迎 え








夜 を迎 える と、荒野は天空の暗闇 と呼応す るかの よ うに、そ の大地か ら暗黒 を吐き出 し、
空 間の全 てを飲み込 むかの よ うに、さらに巨大 さを増 して描 かれ る。こ うした超 大で荒
涼 とし、薄暗い風景 は、彼 が見たBoldiniやHobbemaの絵 画に描かれ る風 景か ら影 響
を受 けた ものである とされ る。具体 的には、BoldiniのTheMorningWalkやHobbema




paintershavemadeavirtueofcommonplace"、と述 べ 、双 方 の絵 画 と もに 、 光 が抑 え
られ た風 景 が 強 い存 在 感 を持 ち、 人 物 を凌 駕 す る よ うに描 か れ て い る こ とを指 摘 す る。
こ うした人 と 自然 の風 景 の様 子 は 、人 間 に対 し、不 調 和 、無 関 心 で 時 に 敵意 す ら示 す 人
と 自然 の新 た な 関係 そ の も の を示 して い る と言 え よ う。Hardyは 絵 画 か ら着 想 を得 た
風 景 を こ こで再 現 し、さ らに 先行 す る ロマ ン主 義 文 学 とは 異 な る独 特 の 比 喩 的意 義 をそ
こに与 え て い る。
こ うした強 大 な存 在 感 を強 調 して示 され るEgdonHeathの性 質 は 以 下 の よ うな 形 で





EgdonHeathの自然風 景は、決 して人の手では律す ることができない ものであ り、そ
して人 の知 の集大成 たる文 明は この荒野 とは敵対す る ものであ ると語 られ る。ここか ら、
この風景 は、人 間の理 卜生では計 り知れ ない もの と関わ るものの比喩で ある可能性 が ここ
か ら示唆 され るのである。で は、この計 り知れ ない もの、暗黒の荒 野の風景 によって表
され得 る もの とはいったい如何 なる ものか。
それ は、人 間の中に潜 む一種 の根源 的情動 、情念の よ うな ものが考 え られ るのではな
いだろ うと考 え られ る。それ を示す よ うに、実際 に、荒 野は人間 と密接 な関わ りを持つ







Bullenはこの作品の荒野の情景描写 は人 の顔 、ポー トレイ トの よ うなイメー ジに よっ
て語 られ 、こ うした擬人 的な用 法に よって人間、と風 景 との密 接な関係 が作 り出 されて
いる とい うことを指摘す る。人 の姿を模 した描 写に よって、人物 と風景の連続 卜生が示 さ
れ ているのである。そ して、それは物語の主要 な人物 に関 して は、もっ とも顕著 に現れ
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る。
こ うした特色 が顕著 に現れ る人物 の一人 こそ、 この作 品の主人公 のEustaciaVyeで
ある。彼女 の姿 は常 に印象的 な形 で荒野 と共 に描写 され 、また時 に荒野 とその風貌 、身
体 は強い親和性 を示 し、そ して同化 し飲 み込まれ るかの よ うに描 かれ る。そ うした情景
の描 写は彼女 の内面や その動 向を暗示す る比 喩 とも成 りえる。この章では、彼 女の内面
的動 向 とこの闇に満 ちた荒野 の風景 との関係性 に主 眼を置 き、彼 女 に とって このEgdon
Heathは如何な る意味 を持っのか、如何 な る精神 を暗示 す る比喩 とな り得 るのか とい う
ことを彼 女 の周辺 の風景 に反 復 して出現す る光や 闇のイ メージ に特 に注 目して考察 す
る。
2.捕 らわ れ たEustacia
EustaciaVyeは荒 野での生活 を忌み嫌 い、そ こか らの解放 を常に願 う人物 と して描
かれ る。彼女 は荒野 の外 の町 であ るBudmouthの出身 で あ り、両親 の死 と離別 とい う
状況 に よ り、 自らの意思 に反 してEgdonHeathの祖 父の下へ と連 れて こられ たのであ
る。 そのために彼女 は この陰轡 な大地 を嫌悪 し、故郷 である海辺 の街 のBudmouthへ
の郷愁 を募 らせ る。その彼 女が郷愁 を寄せ る風景 はDiggoryVennによって語 られ るが、






Budmouthの光 景 は、海 洋 の空 気 と陽光 に満 た され たEgdonHeathとは対 照 的 な 世 界
と して語 られ る。 この光 景 は物 語 冒頭 のEgdonHeathの情 景 の 紹 介 の 中で 引 き合 い に










語 り手 は 、荒 野 の紹 介 をす る 中で 、 風 景 に 関す る人 間 の美 的感 覚 の 変 化 を語 っ て い る。
人 間 は生 物 種 と して若 い 時 は南 欧 の 明 る い風 景 を好 む が 、時 を経 るに従 い 、そ の傾 向 は
変 化 し、EgdonHeathのよ うな荒 涼 と した 場所 に新 た に美 的価 値 を見 出す と語 り手 は
語 る,。こ こで 、 旧来 の美 的価 値 の 代 表 と され て い る も の が南 欧 的 な 明 るい 自然 風 景 で
あ る と され て い る が 、Eustaciaは故 郷 につ い て 、"Iwasbornthere.Myfatherwasa
greatmusicianthere.Ah,mysoul,Budmouth!IwishIwastherenow"(75)と語 り、
Budmouthのよ うな風 景 こそ が 自分 の 望 む も の で あ る こ と を強 調 す る。 つ ま り、彼 女
は 旧来 の美 的価 値 観 を持 ち 、 それ を希 求 す る人 物 で あ る こ とが示 され るの で あ る。
彼 女 の故 郷 とは対 照 的 な 、 陰轡 で 荒 涼 と した 荒 野 は 、Eustaciaにとっ て彼 女 の願 望





彼女 に とってEgdonHeathは苦痛 、苦悩 をもた らす地獄 の よ うな場所で あった とい う
ことが表 され ている。 この他 にも地獄や煉獄 とい った、人や悪神 を拘束 し、苦痛 を与 え
る空 間のイ メー ジは このEgdonHeathの描 写の 中に多 く用い られ、反復 されて描 かれ
る。それ はキ リス ト教 的な地獄 の観念 のみではな く、ローマや ギ リシ ャ神話 に見 られ る
Hadesのよ うな地獄 が並存 してお り、苦痛 と苦悩 の空間が一層強調 され るのであ る。














Patersonは、EgdonHeathの暗黒の荒 涼 と した風 景は神 々の獄 で あるTartarus,ダン
テ の神 曲で語 られ る煉獄 、そ して簿火 が しば しば燃 え上が る描 写はキ リス ト教 的な地獄
のイ メー ジを想起す る と述べ ている。 こ うしたイ メー ジ群 か らは、荒野 がEustaciaを
拘束す る空 間である とい うことが強 く暗示 され てい るといえるであろ う。言 わば、彼 女
の荒野 に対す る主観 的印象 が、荒 野の風 景の語 りの 中に反 映 されてい ると言 えるのであ
る。 そ して 、 この空 間 に住 み なが ら、荒 野 を嫌悪 し、解 放 を望 む彼 女 の姿 は地獄
"Tartarus,ChristianHell"や煉獄"Limbo"に捕 らわれ る異教の神 々や悪神 のイメージ
と重 なる。即 ち、それ はPrometheusやSatanのイ メー ジで ある。








以上 の引用 は簿火 につ いての語 り手 の言葉 であるが、その行為 の意義 を語 り手 は、炎の
光 に よって闇の空 間を引き裂 くとい う行為 は、冬の寒 さや 暗闇 をもた らす天 の神 々に対
す るPrometheusの反逆的志 向、行為 を暗示す る と語 る。Prometheusはギ リシャ神 話
にお いて、天 を統べ る神 々の意思 に反逆 し、人類 に火 をもた らした神 で ある。炎 を暗黒
の夜 の中で焚 く行為 は、そ うした反 逆の神 の意思 を示 した儀 式で あ り、人 々に内在す る、
暗黒 に対す る恐怖や動揺 の念 を拭 い去 る効用 を持っ とされ る。 この点 をRuthBernard




Yeazelは、 この作品の 冒頭 で描かれ る荒野 の中での光は、光 を求 める人 間の願望 を示
唆 し、人 々が光 を暗黒 の中に作 り出す ことに よって、暗黒 を追放 す る幻想 を作 り出そ う
としている とい う点 を指摘す る。換言すれ ば、人々が光 を放つ こ とによって、擬似 的に
Pronetheus的な行為 を再 現 してい るとい うことであ り、また人間には、 こ うした願 望
23
が本能 的に内在 している ことが ここで示 され てい るのである。
炎 を焚 くEustaciaVyeにも、人 々 と同様 の本 能的願 望が内在 してい る。 しか し、彼






以 上 の 引用 は 、Eustaciaが焚 く簿火 の 炎 の 様 子 で あ る。 彼 女 も ま た 土地 の人 々 同様 に
習 慣 に基 づ い て炎 を焚 くが 、そ の 光度 は数 あ る簿火 の 中で群 を 抜 い て 相 対 的 に強 く現 れ
る。 暗 黒 の 中 で一 際 強 く出現 し、 切 り裂 くカ を持 つ 炎 は 、 暗 黒 の 荒 野 に 対 す る彼 女 の
Prometheus的な性 格 を強 く暗 示 して い る。 この 炎 はHardy研 究 に お い て も彼 女 の 内
面 と関 わ る比 喩 と して よ く指 摘 され る。M.H.Daleskiは彼 女 の炎 に 関 して 、"Herfire
setnotagainstthedarknessofthecomingwinterbutthedepressionthatthreatens
toengulfher",と述 べ 、 こ の炎 が彼 女 のEgdonHeathに対 す る嫌 悪 な どの轡 屈 した感
情 を払 拭 し よ うとい う彼 女 の強 烈 な情 念 を表 象 す る もの で あ る こ とが指 摘 され る。そ し




Morganは夜 に燃 え上が る炎 を閉塞 した荒野 か らの解放 と自由を求 め る彼 女 の精神 を
象徴 的に示す ものである と指摘す る。炎 は、明るい空間 と空気 を求 め、暗黒 の空間か ら
の解放 を求 め る彼女 の志 向が示 され るのであ る。言 わば炎 は、荒野の陰轡 で混沌 とした
空 間に対す る敵意 と叛意 の表象 である とも言 えるであろ う。
しか し、この荒 野の中の炎 は こ うした面に加 えて、さ らに特筆 すべ き一面 を持ってい
る。それ が、彼女 自身 の身 体 との類似 、類縁1生であ る。炎の輝 きとそれ を取 り巻 く荒 野








上 記 は彼 女 が荒 野 で 簿火 を焚 く際 の描 写 の一 つ で あ る が、 暗 黒 の 空 間 で輝 く炎 は
"livingeyesinthecorpseofday"と語 られ、人 の眼 との類似性 が示 され る。そ して、 こ
の"corpse"とい う言葉 は、人間の身体(死 体)を 強 く想起 させ る。言 わば、この 目は、
闇の中に捉 われ る疲 弊 した 囚人 の 目のイ メー ジ とは言 えないだ ろ うか。(勿論 、 こ うし
た囚人 のイ メー ジは謀反 の末 に捉 われ るPrometheus的なイ メー ジである と言 える。)
荒野 に捕 らわれ る彼女 の実 際の眼 も、また、この簿火 の光 と対応 す るよ うに同質の光 を








彼 女 の 眼 とそ の 中 に宿 る光 は 異 教 的 な神 秘 性 を備 えた も の で あ る と彼 女 の 風 貌 の描 写
の 中 で語 られ る、、。 彼 女 の風 貌 か ら伺 え る精 神 は"Assumingthatsoulsofmenand
womenwerevisibleessences,youcouldfancythecolourofEustacia'ssoultobe
flame-like"と語 られ 、炎 のイ メー ジ を そ の 内 に含 ん でい る。そ して 実 際 に、"Theirlight,
asitcame,andwent,andcameagain,waspartiallyhamperedbytheiroppressive
lidsandlashes"(53)と表 され る彼 女 の 眼光 の様 子 は 、暗 黒 の 中で 明滅 す る簿火 の 光 を読
者 に想 起 させ る もの とな って い る。 そ して 、 この よ うな 眼 を取 り巻 く彼 女 の顔 や 髪 は 、
"Toseeherhairwastofancythatawholewinterdidnotcontaindarknessenough
toformitsshadow.Itclosedoverherforeheadlikenightfallextinguishedthe
westernglow"(53)と表 され る。 彼 女 の頭 髪 は冬 場 の 暗 闇 を想 起 させ る か の よ うな 黒 髪
で あ り、それ に 隣接 す る額 の様 子 は さ らに 暗 黒 の 中 に沈 み行 く西 日の 風 景 を想 起 させ る
の で あ る。こ う した 陽 光 の イ メ ー ジ は 、"Redsunsandtuftsoffireonebyonebeganto
arise,fleckingthewholecountryround"(11)と語 られ る夜 の 荒 野 の 簿火 との 繋 が りを
想 起 させ る。っ ま り、彼 女 が そ の精 神 を垣 間 見せ る窓 の よ うに な っ て い るそ の 目は 簿火
で あ り、ま た それ を含 む顔 もま た炎 と繋 が りを持 っ もの 、そ して そ れ らを取 り巻 く彼 女
の髪 は荒 野 の 暗 黒 を想 起 させ る も の と して描 かれ るの で あ る。 換 言 す れ ば、 彼 女 の 姿 、
容 貌 は荒 野 の簿 火 の情 景 そ の もの で あ る と も言 え る の で あ る。そ して 、荒 野 の 簿火 の 炎
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との対面 は、言 わば、彼女 の鏡像 との対面 である とも言 えるのである。J.B.Bullenは
荒野 の情景 が人 間の顔 のイ メー ジによって描 写 され る とい う点 を指摘 してい たが、この
Eustaciaの風貌 と簿火 の情景の描写の類似性 もそ うした もの と同 じであ ると言 え るだ
ろ う。EgdonHeathに読み取れ る人の 肖像のイ メー ジは、このEustaciaの肖像 と根 底
的に繋 が りを持 っているのであ る。彼女 の炎 は、先 に見た よ うに、荒野の暗黒 に対す る
彼女 の反逆 的な情念 で もある。 しか し、 この彼女 の身 体 との連続性 を考慮 に入れ る と、
身体 に対す る彼女 の無意識 の衝動や意識 を暗示 してい るよ うに も読み取れ て くる。続 い
て、そ うした意識 に さらに迫 るために彼女 の精神 の核心 に迫 る ことにす る。
3.逸脱 す るEustacia
Prometheusのイ メージを体現 し、EgdonHeathの風景 との類似性 を持っEustacia
Vyeであるが、実際 に彼女 はそ のイ メー ジが暗示す る とお りに、その身 に降 りかか る既
存 の規範や秩序 に対 す る反逆、逸脱的行為 に及ぶ激 しい情念 の持 ち主 として描 かれ る。
Eustaciaは自身が体現す るイ メー ジの通 りに、現場 に決 して満足せ ず、反抗 し、常に





狂 わ ん ば か りの愛 を彼 女 は求 め る。この 愛 は、"theabstractioncalledpassionatelove"
と語 られ る通 り、非 常 に抽 象 的 な観 念 で あ り、当時 の 社 会 や 結 婚 制 度 の 中で は到 底 、実
現 し得 ない 類 の愛 な の で あ る。 彼 女 はWildeve,Clymの二 人 の 異 な っ た気 質 の 男性 と
関 わ り、恋 愛 感 情 を持 つ こ とに な るの だ が 、彼 らの い ず れ も彼 女 を満 足 させ る もの を も
た らす こ とが 出 来 な い。 この 点 をMarkAsquithは 、"[Eustacia's]passionisnot
focusedupontheindividual,butratherupongeneralneed`tobelovedmadness'"、2と
述 べ 、彼 女 の情 念 は、社 会 的 な もの を背 景 と し、そ の 上 で認 知 され る個 人 とい う枠 に 収
ま る もの で は な く、 そ れ を超 越 す る類 の もの で あ る こ とを指 摘 す る。Eustaciaが獲 得
す る男 性 か らの愛 情 は 、社 会 制度 や 道 徳 規 範 に よっ て 不 可避 的 に 制 限 され る もの で あ る
が 、彼 女 は 、 この 愛 情 に 決 して 充 足感 を得 る こ とが で き ない 。Eustaciaは、 そ れ 以 上
の いず れ の制 限や 枠 に も捉 われ な い強 大 な愛 情 を求 め るの で あ る。そ して 、そ う した彼
女 の志 向 は 、必 然 的 に 、既 存 の制 度 や 思 想 か ら逸 脱 を招 く こ とに な る。
それ を示 す よ うに 、EustaciaVyeは、 自身 の 求 め る愛 の為 に 、 当時 、女 性 に求 め ら
れ た淑 女 と して の規 範 、即 ち、男 性 に対 して 貞 淑 で 忠 実 、従 属 的 な 女性 像 には 決 して 収
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まる ことのない女性 と して行動 す る。Eustaciaは逆 に男性 に反発 的で、男性 に対 して
む しろ優越 的な立場 に立 と うとす る。 それ が最 も顕著 に現れ るのがWildeveとの会話
である。彼 女 は彼 が婚約者 のThomasinYeobrightとの婚姻 に書類 上の不備 で失敗 した








Eustaciaは彼 が 自分の魅 力 に気付かず に離れ たこ とを、皮 肉を込 めなが ら責 め る。 し
か し同時に、自分 の愛情 は未 だに残 ることも彼 に伝 えるのであ る。こ うした彼 女の行 動








彼 は 自分 の 中 に"thecurseofinflammability"があ り、そ れ の 下 に生 きて い る と発 言 す
る。"thecurseofinflammability"、即 ち、Eustaciaに対 す る燥 る感 情 で あ る。そ して 、
注 目す べ き は こ こで も"inflammability"とい う炎 のイ メー ジ が 内 面 的 な 情 念 の 比 喩 的
表 現 と して用 い られ て い る とい う点 で あ る。Eustaciaによっ て もた ら され 、燵 る感 情
は炎 の比 喩 に よっ て語 られ る。ま た 同様 に 、後 に彼 女 の夫 とな るClymの 場 合 もや は り
炎 のイ メー ジ が 内包 され る言 葉 に よっ て 、そ の 関係 性 が 暗示 的 に示 唆 され る。彼 の 場合
は 、彼 が患 う眼 の炎 症"inflammation"とい う言 葉 で あ る。 これ は 、彼 女 に魅 了 され 、
盲 目的 に結 婚 した彼 の情 念 と罪 を示 唆 す る も の と言 え るだ ろ う。 先 に彼 女 に付 き纏 う
Prometheusのイ メ ー ジ に 関 して述 べ た が 、こ う した 炎 は ま さ にPrometheusが人 に も
た ら した 炎 の イ メ ー ジ と関 わ る も の で あ る。 この 神 が人 に炎 を もた ら した よ うに 、
Eustaciavyeはこの 男性 に 情念 の炎 を もた らす の で あ る。 この 二 人 の 与 え る女性 と与
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え られ る男性 とい う関係 は、彼女 が女性 であ りなが ら、男性 に対 して優越 的立場 に立 っ
ている ことを明確 に示 してい る。そ して同時に こ うしたイメージは彼 女の情念 の激 しさ
を示唆す る もの となっている と言 えるだろ う。
荒野 の中で彼女 と出会 うことで、Wildeveの感情 は揺 らぎ、煽 られ て しま うのである。
彼 の姿を見 て、彼女 は表情 を緩 め、不 敵な笑顔 を彼 に示す。そ して、その時 に彼 女の内
面 的な感情 を暗示す るかの よ うに、簿火が輝 きを放つ のである。これ によって、彼 女の
こ う した 表 情 は 強 調 され る と 同時 に 内 面 的 な 高 揚 が 暗 示 され るの で あ る"the
fire-lightshonefulluponherfaceandthroat"(50)。こ こか らも彼女 が男性 を翻弄 し、
優越 的な立場 に立 と うとしてい ることが読 み取れ る。そ して、これ に加 えて、慣 習的な
女性 の姿 に対 し、彼女 は激 しく感情 を乱す。この作品 において、慣 例 に従 う典型 的な女
性 とされ るのはThomasinだが、Wildeveが彼 女 について"Thomasinisapleasingand
innocentwoman"(51)と評 価 す る と、彼 女 は 彼 に 対 して 激 し く感 情 的"aquick
passionateness"(51)に詰 め寄 って しま うので あ る。(こ こで語 られ る"pleasing"、
"innocent"とされ る性質 は ま さに 当時 の男性 が女性 に求 めた在 り方 に該 当す る と言 え
るであろ う。)ここか ら、彼女 が既存 の習 慣や 規範 に対 して反感 を持 ってい るこ とが窺
い知れ る。
この よ うにEustaciaは男性 に対 して、決 して従属 的で受動 的な態度 を示 さず、む し
ろ逆 に優越 的な立場 に立ち、翻 弄 し、支配 しよ うとす る。っま り、既 存の慣 習的な女性
像や規範 か らは逸脱 しよ うとい う意思や願望 が彼女 には内在す るのであ る。そ うした彼
女 の内面 は この物 語 の語 り手が彼女 の内面的 な性 質 を語 る際に男性 のイメー ジで表 現
され る。"HerhighgodswereWilliamtheConqueror,Strafford,andNapoleon
Bonaparte,astheyhadappearedintheLady'sHistoryusedattheestablishmentin
whichshewaseducated"(56)と彼女 の内面的志向は表 され る。彼 女が崇拝 し、憧憬 を
抱 く人物 は征服王 のWilliamやNapoleonであ るとここで示 され るので あるが、こ うし
た人物像 に共通す るのは権力 の頂点 に立つ男性 、1"主で あ り、既 存の秩序 を覆 す人物 と
い う点である。こ こか ら、彼 女は男性 と権力、革新 的な精神 に対 して強い憧憬 と親 和性
を持 ってい ることが見て取れ る。そ してそれ故 に、 自身 もそ ういった強大 なカ を持 ち、
男性 に対 し、優越 的な立場 に立っ こ とを試 み、既存 の淑女像 か ら逸脱 しよ うとす る精神 、
反動 的志 向を持つ のである。そ して、この反動 的志 向 とい う側 面はや は り、Prometheus
のイ メー ジに結びつ く。つ ま り、彼女 は征 服者 のよ うに男性 を我が物 とし、既 存の規範
やイ メー ジの拘束 か らの解放 を志 向 し、常に 自由を希 求す る精神 を活 動原理 とす るので
ある。彼女 の周辺 の炎 とそ の光 は、こ うした彼 女の精神的志 向を強 く暗示 し、強調 す る




こ うした彼女 の反動 的な意思 、情念 はその根底 に非 常 に特徴 的な身体に関わ る感情や
衝動 を持 っている。そ うした深層 心理 的な志向 もまた本 作では、特徴 的な比喩表現に よ
って示 され る。 それ こそが、ClymがEgdonHeathに帰郷 す る知 らせ を聞いた際に彼
女 が見る夢 の情景 であ り、ここか らは、数 々の彼 女の精神 的傾 向の核 とな る部 分や運命












Eustaciaは自分 の周 囲の人 ・々がClymの話 を聞き、それ によって彼 女は想像 を巡 らせ 、
彼 の姿を夢想す る。Parisからの帰郷者 とい う華や かなイメージは彼 女の想像 力 と関心
を強 く刺激 し、彼女 に上記 の よ うな夢 を見 させ る。
この夢 で描 かれ る空間の最 も眼 を引 く点 の一つ は、空間 を満 たす神 秘的 な光 である。
光 は、荒野 で輝 く簿火 と連続性 を持 ち、彼女 の精神 の表象 として機能す る。"Northern
Lights"、即 ち極北のオー ロラのよ うにそれ は現れ る。そ して、"manyfluctuation"とあ
るよ うに、光 は流動的 にそ の色や形 を変化 させ てい く。迷宮の よ うな分枝的構造、花壇
の よ うな色彩 の多様 性 とも現 され る こ うした光 の特徴 は彼女 の精神 をや は り反 映 した
もの となっている。次 々と様相 を変化 させ る光 は、荒野 の暗黒 を破壊す る光 、即 ち、先
に示 され た彼女 の眼光や簿火 の光 との繋 がる もの と考 え られ る。光の輝 きは彼 女の強烈
な荒野 か らの脱却 を希求す る情念 を示す もの として語 られ ていたが、ここで もその比喩
として機能す る。つ ま り、この光 に満 た された空間は彼 女の闇 と陰轡の払拭 とい う願 望
を色濃 く反映 した空 間なのであ る。










彼女 は光 の空 間の中で輝 く鎧"silverarmour"を纏 った男性 と遭遇 す る。 この男性 と不
思議 な音楽 に耳を傾 けなが ら、彼 とのダ ンスに興 じ、彼 女はま るで 自分が楽園 にい るか
のよ うな快感 に耽溺す る。この描 写 もまた彼 女の内面に燃 え上が る情念 とそれ に伴 う想
像力 の比喩 として機能 してい る。この男性 の全 身 と顔 を覆 う銀 の鎧や兜 もや は り光輝 く
"radiant"姿で描 かれ るが
、 こ うした姿か らこの男 もまた光 を放つ 空間の延 長線上 の存
在 であ り、彼女 の強い情念 に よって構 築 された産物 であ り、理想 の男性像 で あるこ とが
ここか ら読み取れ る。
彼女 は こ うした 自らが作 り出 した理想 の男性像 と接触 し、至上の喜び を享受 す る。そ








白銀 の騎 士 と踊 るEustaciaは、踊 りな が ら荒 野 を動 き回 り、 荒 野 の 中の池 へ とそ の 身
を男 性 と共 に没 して しま う。 この突 然 の荒 野 へ の転 落 は 、物語 で 語 られ る彼 女 の 最 後 の
時 を 暗示 す る よ うに思 われ る。 だ が 、そ れ 以 上 に重 要 な 点 は 、 この描 写 が 死 と再 生 とい
うイ メー ジ を強 く喚起 す る もの で あ る とい うこ とで あ る。DavidEggenschwilerはこれ
を"archetypalpatternofpassionatetranscendence"、3であ る と述 べ 、 西洋 文 学 に伝 統









Eggenschwilerによるとこの夢 に見 られ るよ うな男女 の不思議 な逢瀬 と,そして続 いて
現れ る地 下の不思議 な世界 は中世文学 に類似 した ものが存在 し、それ らを想 起す るもの
である とい う。これ らは地下に広 が る楽園のイメージで あ り、ケル トや北欧の文学の 中
にその例 が多 く見 られ る とEggenschwilerは指摘 してい る。 いずれのイメー ジもまた
現世 を超越 した世界 を示唆す る ものであ り、この世 での死、異界での再生 を暗示 してい
る ものである。そ して、再 生を さ らに顕 著に示 すのが、彼 らが飛 び込む池の描 写であ る。
その池 の様子 もまた空 間 と同様 に輝 か しいイ メー ジであるのだが、この空間は、聖書に
端 を 発 す る 再 生 の イ メ ー ジ を も 表 す 。"aniridescenthollow,archedwith
rainbows"(93)と虹の光で表 され るのだが、 これ は聖書 の ノアの洪 水後 の世界 の再 生の
啓示 を想起す るものである。ここで彼女 は水 の中に飛び込ん でい るが、水 は勿論、再生
に至 る過程 た る洪水 を思 い起 こさせ る もの となってい るのである。言 わば、異教の再生
に加 えてキ リス ト教 にお ける再生 のイ メー ジが付加 され ている と言 え るのである。
彼女 の反動 的な情念 、感情 には、この よ うに彼 女 自身の死 と再生 とい う願 望 と繋が っ
てお り、それ は こ うした夢 の中での彼 女を取 り巻 く風景 と行動 か ら暗示 され 、読 み取れ
るよ うになっているのである。実 際に、 このEustaciaが持 つ現状の打破 し、荒 野か ら
解放 され よ うとい う願望 は、突 き詰 めれ ば、こ うした死 と再 生 とい う概念 に行 き着 くと
考 え られ る。 なぜ な ら、Eustaciaのよ うに現状 を打破 し、状況 の変化 を渇望す るとい
うことは、現在 あるものを消失 させ る、破 壊す る とい うこ とで もあるか らで ある。つま
り、それは究極 的には、死で あ り、そ こか らの新 たな再 開 とい う現象 なのである。故に、
彼女 の反動 的な願望 の根底 にそ うした ものが内在 し、垣 間見 られ るの も必然 で あると言
える。 そ して決定的 な点は、 この夢 の中で彼 女が男性 と踊 る姿が"ecstatic"と称 され 、
非 常に官能 的、"erotic"な感 情 を含 む もの として描 かれ る とい うこ とで ある。こ うした
衝動 的な感情 は、根底 的に死や再 生 といった観念 と関係性 を濃密 に持 つ ものであ り、彼
女 がやは り死 と再 生 に関す る願 望 を深層 的 に保持 してい る ことを指 し示す もの となっ
てい る。 こ こでの彼 女 の男性 との舞踏 とその後 の死 へ の志 向 を暗示す るイ メー ジは、
GeorgesBatailleが人 間のそ うした感性 について論 じたEroticlsmの中で主張す る次の















Batailleは、エ ロテ ィ ックな欲望 は人 間の存在 の消失、溶解 と強 く関わ るものであ る と
述べ 、それ に当た り、女性 は特 に受動的 にそれ を甘受す る と主張す る。Eustaciaの場
合 、存在 の溶解 は、ま さに この騎 士 との舞踏 とその後 の水底 への投身 とい う行為 に よっ
て、暗示 的に示 され ている。つ ま り、女性 であるEustaciaは理想 の男性 で ある騎 士 と
の交 わ りの中で 自分 の存在 を解体 し、男性 と存在 を溶 け合 わす とい うことであ る。こ う
した衝動 、欲望 こそが"ecstatic"と語 られ る彼 女の情念 の本 質であ ると考 え られ るので
ある。こ うした願望が彼女 には内在 し、彼 女の反動的 な性格や情念 の核、原動 力 となっ
ているのであ り、彼女 の行動 は突 き詰 めれ ば、全て は、こ うした彼 女の存在 の溶解 とい
う願望 に帰着す るのである。この よ うに、彼 女の夢 の 中には彼 女の核 とな る願 望が提 示
され ている といえる。言 わば、彼女 自身 の存在(身 体)の 超克 こそが彼 女の究極 の願 望
である とも言 えるのであ る。暗示 され る存在 の溶解 とい う願 望 は、同時 に身体 の破壊 、
即 ち死 とも濃密 に関わる事象 である。つ ま り、理想 の異1生を求 め、それ によって荒野か
らの解放 を志 向す る彼女 の情念 は、常に死 とい うものが密接 にその根 底で関わ る性 質 を






性 と死 は共 に究極 的には身体 か ら離脱 を伴 う経験 であ るとBarrecaは述 べ る。性 的な
感覚や悦楽 は、人 間を 日常の慣例や社会制度 か ら引き離す効 用 を持 つが、そ うした経験
はま さに死 を強 く想起す る ものなのである。この 日常や 慣例 か らの離脱 、超越 とい うも
のはま さにEustaciaの願 望その ものなのであ る。彼 女の幻想 的な雰囲気 と光 に満 ちた
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夢 とその 中での男性 との舞踏 はま さに この よ うな深 層的 な願 望 を暗示 してい るのであ
る。 そ して、先 に見たEgdonHeathの暗黒 と炎の光の風 景 と彼 女の風貌 、身 体の類似
とい う比喩 の背後 には、こ うした無意識 的な願望 が存在 し、それ を暗示 してい る。即ち、
この身体 、存在 の破壊 、溶解 とい う願望 である。炎 の光が荒 野の闇 を破 壊す るよ うに、
彼女 の精神 を暗示 していた炎 の よ うな眼光 は、それ を取 り囲む よ うに存在す る暗黒の頭
髪 な どを含む身体 の破壊 、踏破 しよ うとす る志 向を暗示 していたのである。
5.男装 す るEustacia
Eustaciaはこの よ うな願 望 を深層心理 に抱 き、それ を活動原理 として行動す る。彼
女 の行動 は、この深層 心理 の願望 を反 映 し、現状 か らの脱却 、存在 の溶解 、超克 の願 望
を垣 間見せ る もの となる。そ して、そ うした彼 女の行動 に付 随 して印象的な空間の明暗
は彼女 の周辺 に繰 り返 し出現 し、彼女の心理的 な動 向を暗示す るのである。 しか し、彼
女 は 自分 を縛 り付 ける環境や既存 の規範や秩序 か らの脱却 を志 向すれ ばす る程 、自分の
願望 と現実 との問のギャ ップに よる葛藤 を不 可避 的に経験す る こととなって しま う。ま
ず 、そ うした問題 が明確 に現れ始 めるの は、彼女 とClymの最初 の出会い の場面 である。
Eustaciaは彼 の帰郷の話 を耳 に した後、彼 に近付 くために彼 の家 で開かれ る祝 宴への
参加 を画策 し、そ のた めに本来 、男性のみが参加 す る無言劇 に男装 して参加 す る。この
無言劇へ の参加 は、彼 女の 自分の現状 に対す る数 多 くの葛藤や 障害 を明確化 す るもの と
なっている。
Eustaciaはこの無言劇 に本 来の役者で ある少年 に成 り代 わ り、出演す る。 その役割








演劇 で役者 となるのは男性 であ るが、彼 らが身に付 け る鎧な どの衣 装の作成 といった裏
方作業 は女性達 に よって支 え られ ているのである。上記 は、女性 達の作成 した劇 の衣 装
に関す る描写 である。ここで語 られ てい るよ うに女性 達の多 くは伝 統的な衣装 とい うも
のを特 に重視せず 、自分達 の趣 向"theirtaste"を強 く衣装 に反映 させ るので ある。それ
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は"scrapsofflutteringcolour"とい う語 が示す よ うに、様 々な色合い を衣装 にもた らし、
劇 の人物達 の姿 を古 くか らの伝 承 の もの とは異 なった趣 の もの と してお り、Eustacia
の演 じる ところ となる トル コ騎士 の姿 もまた例外 な くこ うした姿で描 かれ る。この色鮮
や か な騎 士の 姿は"manyfluctuationastheNorthernLights,muchcolourasa
parterreinJune"(93)といったイメー ジで描 かれ た煙 びや かなEustaciaの幻想 とも類
似す る ものであ り、 この よ うな騎 士の装飾か らは、Eustaciaを含 む女性 たちの男性 に
対す る理想象 が暗示 され てい る と考 え られ る。換言すれ ば、彼 女は女性 達の抱 く理想 的
な男性像 に変装す る とも言 えるであろ う。
Eustaciaは意 中の男性 であるClymに 近づ くた めにこの騎士の姿 に男装 す るこ とと
なる。偶然 に も彼女 は先 に見た夢 の 中で男性 の騎 士のイ メージ を自分が見に纏 うことで
再現 して しま うのである。彼女 の夢 は、現状の世界の超越、死 と再生 とい う願 望 を暗示
していたが、彼女 が参加す る このSaintGeorgeの無言劇 とその周 辺の場 面では、擬似
的に こ うした彼女 の深層 に眠 る願 望が一部実現 され る。Eustaciaは男性 の姿で男性 に
な りきる ことによって、女性で あるEustaciavyeとい う存在 を理想 の男性 の中に溶解 、
消失 させ 、男性 として彼女 は演劇 の場 に再生す るのである。言わ ば、女性 とい う現状の






以 上 は彼 女 が トル コ騎 士 に扮 装 して 、Yeobright家に入 る際 の 描 写 で あ る。 彼 女 は屋 敷
に入 る と、男 性 の騎 士 と して颯 爽 と振 舞 う。 この 時 の行 動 は"heldherheaderect,and
spokeasroughlyasshecould"と称 され る よ うに、 堂 々 た る男 性 的 な振 る舞 い を見 せ 、
そ の 様 子 は女 性 の 姿 か らは 強 く解 放 され た も の とな っ て い る 。 尚 、"feelingpretty
securefromobservation"とこの後 で語 られ るが 、 この 言葉 は彼 女 を女性 と して 見 る視







彼女 は 自分 がEustaciaVyeであ ると周 囲の人・々に気付 かれ ない よ うにす る為 に男性 の
役 に さらに深 く精神 的に埋没 してい く。彼 女の衣装 の仮 面は彼 女の視 界 を著 しく制限 し、
さらに空 間を満 たす 強い光"theshineofcandles"は彼女 の視 覚 を混濁 させ 、それに よ
って周 囲の様子 を彼女 に忘却 させ るのである。そ して、同時 にこの光 は、や は り先に見
た彼女 の夢 の中の光 を想起 させ る。この理想 世界を想 起す る光に よって、彼 女の夢想 が
この劇 中劇 の空 間の中に擬似 的に再現 され ているのである。この よ うに、夢 の世界同様
この無言劇 の世界 は彼女 を 日常の頚城 か ら解放す る空 間なのである。彼 女は幻想 の 中で、
楽 園にい る女 にな ったよ うだ と感 じていたが、 この空間 もそれ に対応 し、"Insideis
Paradise"(108)と語 られ、や は り楽 園のよ うである と表現 され るのである。
しか し、こ うした夢想 の再現 は完全 に彼 女 を充足 させ る形 で現れ ない。夢 では飽 くま
で もEustaciaは女性 と して理想 の男性 と交わっていたが、 この無言劇 では、彼 女は男
性 として存在す るのである。 ここでは、女性 としてのEustaciaは不在 であ り、彼 女は
ここで初 めて、自分 が飽 くまで も男性 と して認識 され 、女性 と しての魅 力は決 して省 み
られ ない とい うことを 自覚す る こととなる。彼女 は、無事 に無言劇 で役 を演 じき り、当
初 の 目的通 りに意 中のClymYeobrightと対面す るが、 自分の視線 を向 ける彼 を見なが
ら、彼 を含 む 周 囲 の人 物 が 自分 に 向 け る 関心 は 全 て 、 自分 で は な い"imaginery
person"(112)に向 けてい る現実に気 付 き、愕然 として しま うこととなるのである。彼 と
その従姉妹 のThomasionの姿 を 目撃 した際に、彼 女のその よ うな意識は最 高潮 に高ま








彼女 は ここで性別 の差異 に よる周 囲の関心の落差 を実感 し、男性 と しての立場 では完全
に意 中の男性 に敬意 を払 われ る ことがない ことに感情 をかき乱 され る。Thomasinが女
性 として愛 され るの とは対照 的に 自分 は男性 の衣服 に包 まれ ているために、彼女本 来の
女性 としての魅力 は失 われ てい ることを彼女 は ここで強 く実感す るのである。Eustacia
は この無言劇 の中で、先 の夢想 の中で暗示 され てい た身体や世界 の超越 、解放、男性 と
の合一 とい う願望 を一 時的に実現す るが、それに よって皮 肉に も彼 女は 自分 の女性 とい
う現状 の立場 、その身 体、風 貌に執着 していた とい う事実 もここで露呈 されて しま うの
である。つ ま り、女性 とい う立場 に対 す る彼 女のア ンビバ レン トな感 情が ここで露呈す
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るのである。男性 の姿のままでは、彼 女の望む愛や 自身の有す る美貌 に対す る畏敬の念
が得 られ ない とい うこ とを実感 した彼女 は、必然 的な結果 と して女性 と しての正体 を
Clymに明か し、女性 として彼 の近付 くこととなる。
6.BeautyinUgliness:ClymとEustacia
結果 的にEustaciaは、劇 の後 に 自分が女性 であ ることを彼 に明か し、女性 と して、
EustaciaはClymYeobrightと交流 を持つ こ ととな る。彼 もまた この出会い をきっか け
として、Eustaciaに惹 かれて行 くことになる。彼 女が憧憬の想 い を寄せ るこの男性 は、
彼女 とは対 照的な性 質 を持 った男性 で ある。Eustaciaが荒野 の闇の情景 を嫌 い、そ こ
か らの解放 を志 向 していたのに対 して、彼 は、都 会での虚 栄 に満 ちた生活 を忌避 し、自
分 の出生地 であ る荒 野に新た に至高の価値 を見 出す のであ る。 しか し、意外 にも彼 は、







以 上 はClymYeobrightの顔 の描 写 で あ る。 彼 の風 貌 は 、 元 来 は 端整 な もの で あ るが 、
彼 の 内面 に渦 巻 く重 厚 な思 想 は 、ま るで 身 体 の 内 な る寄 生 虫 の よ うに そ の顔 を歪 め させ
て い る と語 られ る。 それ は 、"aninnerstrenuousnesswaspreyinguponanouter
symmetry,andtheyratedhislookassingular"(109)と表 され 、彼 の 内 面 が 風 貌 に強 い
影 響 を与 え て い る こ とが示 され るの で あ る。 この風 貌 は 、 見 目麗 しいEustaciavyeと







心身 の互い を喰 らい合 うよ うな歪 な彼 の風貌 に纏 わ りつ くイ メージは、曇 り、消 え行 く
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光 を想 起 させ る言 葉 に よっ て語 られ る。"Mentalluminousnessmustbefedwiththe
oiloflife"と表 現 され て い るが 、精神 的 な 聡 明 さ"1uminousness"とい う言 葉 は 光 を強 く
暗 示 す る。そ して そ れ が 、油"theoiloflife"とい う濁 っ た イ メ ー ジ に よっ て侵 食 され る
様 子 は 、Eustaciaの周 辺 に度 々現 れ る暗 黒 の 中 で光 り、消 え行 く簿火 の炎 と光 の イ メ






彼 の風貌 か ら漏れ る内なる重厚 な精神 は、人間 とい う有 限な肉体の 中に強引に神 が捉 わ
れ ているかの よ うな印象 を示 し、それ は光の よ うに彼 の風貌 か らは読み取 りえるのであ
る。 こ うしたイ メー ジはま さにEustaciaの周 辺に頻 出 していた捉 われの神 の姿 を強 く
想起 させ る ものである。








上記 は荒野 と彼 の関係 を語 った様子で あるが、 ここで彼 が荒 野の環境 と風景 に親 しみ、
そ こに生 き る人 々や その習 慣に強い愛着 を持 ってい るこ とが表 されてい る、7。Eustacia
の荒野 に対す る憎悪や嫌悪 を情愛 に移 し変 えた状態 こそが、Clymの精神 その ものであ
る とい うことが、語 られ てい る。これ こそが根 幹的な類似性 を持 ちなが らも只一点 にお
いて異 なっている とい うことを最 も端 的に示 した もの と言 える。この よ うな彼 の内面に






以上 は祝宴 の中で初 めて語 られ る彼 の風貌 の描写 であ るが、それ はHarmenszoonvan
RijnRembrandtの絵画 のイ メージを伴 って表現 され る・8。ここで想 起 され得 るのは、
Rembrandtの光 と闇の印象 的な コン トラス トで表現 され る肖像 画であ る。彼 の こ うし
た絵 画は現世 の虚 栄 に思 い悩 む メラ ンコ リックな内面的思考 を顔 に掛 か る影や 闇に よ
って暗示 しているのだが、彼 の表情 とそれ を取 り巻 く空間の明暗はま さにこの絵 画の よ
うに彼 の姿 を取 り囲んでいるのである。このイメージか ら、やは り同様 に近代の都 市文
化 の虚栄 的な本質 に思 い悩み 、それ を解決す る為 にその虚栄 に満 ちた文化 の外 部た る荒
野 の風景 を志 向す る彼 の志 向が読み取れ る よ うになっている。尾崎彰宏 は、Rembrandt
の肖像画 、自画像 の特色 を陰影 が虚飾や虚 栄心 といった意 味 を表象 す る描 写 となってい
る ことを指摘す る。通 常の 肖像 画では人間の虚 栄を暗示 す る表象 と して燭膜 な どの小道
具 が担 ってい る役 目を、過剰 な寓意性 が作 品に宿 るのを避 けるために、Rembrandtは
敢 えて燭膜 な どを省 略 し、人物周 辺の陰影 にそ の機 能 を担 わせ た と尾崎 は分析す る・g。
ここで もそ うした この画 家 の陰影 の象 徴 的 な機 能 が持 ち込 まれ てい る と考 え られ 、
Clymの肖像 か らは、彼 が都 会で味わ った虚 栄、それ を思 う彼 の信 条が暗示 され てい る
と言 えるのである。そ して、この絵画 のイ メー ジを取 り込 んだ この描写 につ いて、J.B.










Bullenによると、1870年代 当時、この画家 の評価 は決 して高い もので はな く、通俗 的
な画家 とい う評価 であった といわれ ている。 しか し、その人物 の内面 を暗示 す るかの よ
うな、光や 闇を効果 的に使 用 した作 品は通 常の美 の概念 には収 ま らない新 しい美意識 の
もので もあった ことが指摘 され ている。 それ は、`beautyinugliness'とここで称 され
てい るよ うに、醜 の中の美 とも言 うべ きもので あ り、そ うした美 的観 念 は このClym
Yeobright自身 の持つ荒野 に対す る意識 とも繋が るもの と言 える。彼 の荒 野 に対す る愛
は、作 品冒頭 で語 られ るよ うに、人類 が将来 的に発 生 させ る美 学、美 意識 の形態 であ り、
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彼 こそその体現者 である と言 え る。このよ うに、彼 の風貌 を取 り巻 く陰影 は、この画家
の作 品の よ うに新 しい美 の観念 を暗示 してい るのであ る。こ うした美意識 と感性 の差が、
EustaciaとClymの最 も大 きな差異 であろ う。
7.天体 の輝 き:共 鳴 す るClymとEustacia
美意識や理念 にお いて、対照 的な差異 を成すEustaciaとClymであるが、既 に見た
よ うに根幹 的には共通 して、孤高 の存在で あ り、同質性 を持 ってい る。それ故 にこの二
人 は盲 目的、無意識 的 に互いの同質性 を感 知 し、それ ぞれ の内面 に浴れ る想像力や思想 、
衝動 に よって引かれ てい く。Eustaciaは内に秘 める情念 、即 ち、誰 かに愛 され 、荒 野
か らの解放 をそれ に よって 目指す とい う情念 、そ して対 してClymは彼 女の理 知的な側
面 に惹 かれ 、自分 の啓蒙事 業の伴侶 と して彼 女を求 め よ うにな る。二人は互い を理想 の
存在 として、美化 し、誤解 して しま う。その際の二人の主観 的感 覚や 印象 は、彼 らの逢
瀬 の描写 の中に顕著 に現れ る。その主 とな る描 写は、太 陽や月 といった輝 か しい光 を放
つ 天体 で あ る。 天体 の輝 きは彼 らの容 貌 を照 ら し、姿 を美化 し、実体 か ら歪 め る。







EustaciaとClymは祝宴 での奇 妙な出会 いの後 、二人 はVye家で再会す るこ ととな る。
Clymは、井戸の修繕の手伝いのた めに訪れていたのだが、その作業の最 中に家の 中に
彼女 の姿 を 目にす る。以上 はその時の描 写であるが、 この時のEustaciaの身 には、西
日の光 が強 く投 げ掛 け られ る。西 日の朱 の光 は、彼女 の唇 をは じめ とす る身 体の魅 力的
な存在感 を強調す る。重厚 な大志 を持っClymであるが、彼 の関心 はここか ら、急速 に
彼女 とい う存在 に移行 してい く。女性 的な身体的魅力 は、これ を 目にす るClymを強 く
彼女 に惹 きつ けるのである。これ をきっかけ として、彼 は彼 女 と交遊 を本格 的 に持っ こ
ととな り、二人 の親密 さが増す に従 って天 体の光は さらに存在感 を増 してい く。上記の
後 、さらに太 陽は継続的 に次 のよ うに彼女 を照 らし、その身体的 な美 しさを強調 し、彼






引用 はClymの作業 を手伝 い に入 った彼女が、勢い余 って手に怪我 を負って しまった際
の描 写であるが、そ うした彼女 の傷 に さえ も陽光は差 し込 み、彼 女の肌 の美 しさを増大
させ 、彼 を惹 きつけ る。 陽光 に照 らされ た傷 口は彼 女の 白い肌 の きめ細か さを強調 し、
まるで彫像 の よ うな印象 を彼 に与 える。Clymは、 こ うした彼 女の身体的な美 しさに捉
われ 、彼女 を追 い求 めるよ うになってい くのである。
その後 も天体 の光 に よる描写 は反復 して継続 的に現れ てい く。これ に続 く二人の逢瀬
は一転 して対照 的な月光 の中で展 開す る。,月光は幻想 的な空間を構 築 し、この二人の精









彼 らは,月蝕 を合 図 として、陰 り行 く,月光 の中で 出会 う。ここでの月光の様子 もまた、非
常 に象徴 的に機能す る。 この月光 はや は り太 陽同様 にEustaciaを照 ら し、彼 女の存在
を幻想 的な もの とし、彼 を魅 了す る機能 を含 んでい る。 これ は次 のよ うな、Clymの言













彼 は月光 に照 らされ た彼女 の顔 に強 く惹 き付 け られ る。光の照射 され た彼女 の姿は陽光
の描 写同様 に、まるで彫像 のよ うな美 しさを醸 しだす のである。そ して、神秘 的な風貌
の彼女 に彫刻 を愛 でるかの よ うに触れ 、改 めて彼女 の肉体 の魅力 を甘受す る。
ここで身体 を美化 され るEustaciaもまたClymに惹 き付 け られて行 くが、彼 女の眼
に映る彼 の姿 もまた同様 に光 の効果 に よって美化 され てい く。彼 女は、彼 の容貌 を前に
して、"theeclipsedmoonlightshinesuponyourfacewithastrangeforeigncolour,
andshowsitsshapeasifitwerecutoutingold"(157)と発 言す る。光の効果 によって
彼女 の眼に も彼 は、実体 とは離れ 、ま るで輝 か しい金 か ら作 られた彫像の よ うに写 るの
である。 この発言 に先行 して、彼女 は、Clymから輝 か しいParisの文明や 文化 につい
ての話 を聞き出 しているが、光 の 中の顔 はそ うしたイメージ と結 びつ く。彼 女 は彼 を輝
か しいイ メー ジを産 出 し うる存在 、自分にそ うした もの を提供 し得 る存在 と して認識 し、
美化す る。 このよ うに、彼女 はその理想 的なイメー ジに耽溺す るのである。
月 光の空 間の神 秘的 な光 は彼 らの認識 を互い に強 く実体 か ら離 れた ものに して しま
うのである。この相互認識 の齪齪 は天 体に対す る人 間の見識 と重な る。ここまで月や太
陽 といった天空 に輝 く天体 が、彼 らの情念 を視 覚的に表現す る比喩 となってい るが、こ




Hardyは天体 に対す る人間の視線 と人 間に対す る視線 をアナ ロジー として機能 させ て
いる点をHenchmanは指摘 す る。 地表か ら天体を観測 す る人間の眼は、観 察対象 とな
る星 の実態 を完全 に視覚 的に把握す る ことは困難 であ り、観測者 の想像力や推 測に よっ
て補填 され ざるを得 ない。この点 は、人間の 内面に対す る観 察 もまた 同 じで あ り、正確
に把握 されず 、や は り外 面か らの想像や推論 に寄 らざるを得 ないのであ る。この よ うな
点 は天体 の輝 きの下で描 かれ るEustaciaとClymの逢瀬 とも繋が るとい えるだ ろ う。
実 際に、彼 らは互 いに決 して正確 に内面を把握 す ることはな く、む しろ互い にその内面
や気質 を読み誤 って しま う。特に この月蝕 の下での逢瀬 ではそれが顕著に現れ る と思わ
れ る。先 の引用のClymのEustaciaに対す る言葉 と態度 、EustaciaのClymに対す る
それ に もこ うした天体 とのアナ ロジー が示 され てい る。 同 じく天体 の比喩 に着 目す る






彼 女 の顔 を見 るClymの 眼 は、 月 に寄 せ る 目線 と同 じで あ る と ここ で指 摘 され て い る。
確 か に 、 こ こで指 摘 され る よ うに彼 は 、Eustaciaと対 面 す る前 に月 面 に 眼 を 向 け 、 そ
の遠 い世 界 に思 い を馳 せ てい る。それ と同 じ眼 に よっ て彼 は,月光 で 美 しく照 らされ た彼
女 の顔 を観 察 し、自分 の理 想 の女 性 の イ メ ー ジ を そ こか ら読 み 取 っ て い るの で あ る。そ
して 、 それ はや は りEustaciaもま た 同 じく、 月 光 に 照 らされ た彼 の顔 を見 つ め、 そ こ
に彼 との 関係 に よ っ て もた ら され る理 想 の 生活 、荒 涼 と した 大 地 か ら脱却 した理 想 の 文
化 的生 活 を見 出す の で あ る。 この 点 は 、彼 女 が彼 との逢 瀬 の 際 に彼 か ら数 多 く都 市 の輝
か しい イ メー ジ に満 ちた 話 、即 ち、"onesunnyroomintheLouvre","theGalerie
d'Apollon"(156)と言 っ た もの の 話 を聞 き、そ れ に 強 く心 酔 す る とこ ろか ら明 らか で あ る。
彼 女 は こ うした煙 びや か な もの を強 く志 向 し、そ の延 長 線 上 の存 在 、こ う した 生 活 を も
た ら しえ る存 在 と してClymの 姿 を見 る ので あ る。この よ うに彼 らの 逢瀬 に描 か れ る こ
の天 体 とそ の光 は 、彼 らの互 い の姿 を美 化 し、互 い を惹 き付 け る と同時 に、彼 らの 互 い
の認 識 の差 異 、誤 解 を表 す の で あ る。言 わ ば、彼 らの 互 い の理 想 化 と共 鳴 を この 天 体 の
光 は示 す と も言 え る の で あ る。
しか し、時 の経 過 に従 い 、闇 に侵 食 され て 弱 ま っ て い く月 光 は 、 こ う した誤 解 、誤 認
に基 づ い た彼 らの 関係 の脆 弱 さを暗 示 す る。 それ を示 す よ うにEustaciaは自分 達 の 関
係 に つ い て 、 そ れ が 脆 く崩 壊 して しま うの で は な い か とい う不 安 を 除 か せ る。"YetI
knowthatweshallnotlovelikethisalways.Nothingcaninsurethecontinuanceof
love.Itwillevaporatelikeaspirit,andsoIfeelfulloffears"(155)とい う発 言 を この
逢 瀬 の 中 で して い る。彼 女 の こ の不 安 は 、そ の後 の 結 婚 生 活 にお い て 的 中す る。 この よ
うに彼 らを取 り巻 く こ こで の光 は彼 らの 際 どい 関係 性 も暗示 して い るの で あ る。尚 、こ
うした 二人 の 関係 は 、"Theywerelikethosedoublestarswhichrevolveroundand
roundeachother,andfromadistanceappeartobeone"(187)と連 星 とい う比 喩 に よ
っ て も表 され る。 こ こか らは 、あ る程 度 共 通 した 要 素 を 内包 しなが らも、 け っ して 同 一
で は な く、しか し離 れ る こ とな く関係 し続 け る とい う彼 らの 関係 が 端 的 に示 され て い る
と言 え よ う。
8.荒野 か らの解放
この危 うい関係 ゆえに、彼 らの結婚 生活 は容 易に破綻す る。結婚生活の始ま りの描写
は次 の よ うな華や かな描写 に よって表 され るのであるが、その中には,月蝕 の迫 り来 る闇













彼 らはEgdonHeathが東 の問の美 しさを見せ る季節 に、Alderworthに新居 を構 える。
その風景 は太 陽が捏 き、花 が咲き乱れ る風 景であ る。これは 日頃の陰轡な荒 野 とは大 き
く異 な り、む しろEustaciaが憧憬 を寄せ 、夢 見 る風 景 に近い。 また、彼 らの幸福 に思
える生活 の様子 もその中に語 られ るが、その環境 は非 常 に暗示 的であ る。この煙びやか
で美 しい空 間は現実 の荒野 か ら彼 らを隔絶 し、その 中で彼 らは喜びに満 ちた生活 を謳 歌
す る。EustaciaとClymの目は彼 らを取 り囲む光や灰 かに輝 く霧 に覆 われ 、現実の荒
野 の暗黒"inharmoniouscolour"から乖離 し、光に満 ちたイメージのみ を見 るのであ る。
この隔絶 した楽園の よ うなイ メージはEdenの 楽 園 とそ こに生 きる人 間の姿 を想 起す
る。原罪 の前 の人 間の よ うに彼 らは、一時的 な優 い幸福 を享 受す るので ある。 しか し、
こ うしたイ メー ジか らは、彼 らの幸福 は一時的な もので あ り、必然的 に破綻 の命 運が待
ち受 けてい る とい うことが示唆 され ている。 そ して、 ここでEustaciaとClymの姿 も
またEdenのEveとAdamの 姿 を強 く想起す るもの となってい るのである。Eustacia
は この生活 の 中でClymをParisへ 戻 るよ うに働 き掛 け よ うとす る。 こ うした姿は





結婚 生活 の 中で何 度 とな くClymの 視線 が豊 かな女性 的魅力 を持っ身体へ と熱 く注が
れ る。彼 の視線 は女性 として魅力的 な唇や 目、そ して顔 といった部位 に向け られ るが、
一方 で彼女 はそ うした視線 を受 けなが ら悲願 であ るParisへの脱 出をひ たす ら考 え続
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け、暗黙の 中、彼 に主張す る。"shehadmusedandmusedonthesubject,evenwhile
intheactofreturninghisgaze"と表現 され る彼 女の思考す る姿か らは、彼 女が彼 の望
む女性 としての振 る舞 いを許容 しつつ 、それ を通 して何 とか彼 を自分の望む よ うに扇 動
しよ うとす る彼女 の意思 が暗示 され る よ うに思われ る。 こ うした姿はAdamを 誘 惑す
るその妻 の姿 を想起 し得 る と言 えるだろ う。
この よ うに、結婚後 もEustaciaは継続 して彼 を何 とかEgdonHeathでの生活か ら
抜 け出 させ よ うとす るが、時 と共に夫Clymは益 々、教 師 を 目指 しての勉 学に健 康 を害
す るまでに没頭 してい く。彼女 は聖書 のEveと は異 な り、夫への誘 惑に失敗 して しま
うのである。結果 として、彼 女は彼の妻 となって も、夫 か ら女性 として望む よ うに愛情
を与 え られ る ことはな く、また望 んでいた世 界に行 くことも適 わな くなって しま うので
ある。こ うして、彼女 の内面には満 た され えない願望や 現状 に対す る不満 が再 び渦巻 き





引用 は、 日々、体 を病み、荒野 に這い樽 るよ うに して生活す るよ うになるClymと暮 ら
す彼女 の様子 である。彼女 の 目か らは、かつての燃 え上が るよ うな光 に満 ちた輝 きは失
われ 、誰 の 目か ら見て も、同情 を禁 じえないほ どの絶 望感 と無気力 に満 ちるよ うになっ
て しまってい る。この光のイメージの欠 落 した彼 女の風貌 は強 く彼 女の落胆 に満 ちた彼
女 の心情 を暗示 している と言 え る。この内に秘 めた満 た され ない願 望の充足 と落胆 を払
拭す る為 に彼女 は再 び行動す る。
Eustaciaは、 自分の胸 中に渦巻 く憂轡 な感情 を少 しで も払拭す る為 に、荒 野で開か
れ る祭 りに参加 し、それ によって 自分 を慰 めよ うとす る。彼女 が眼にす る祝祭 の空 間は、






以上 が、祝祭 の様子 であ る。暖か な陽光 の下 、華や かな服装 で踊 る男性 や女性 の姿 は、
荒野 の陰轡 さとは対 照的であ り、彼女 が憧憬 を寄せ る地であ る光景を強 く想 起す る。 し
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か し、 この空 間に直面 してEustaciaは、かつで 瞳れ て止 まなかった ものが夫の病 と荒







Eustaciaは祝祭 の 中で陽気 に振舞 う人 々に対 して、嫉妬 の感情 を持 った ことが、 ここ
で示 され てい る。眼前 に現れ るのは、かつて 自分が憧 れて止 まなかった光景で あるのだ
が、それ を見つ める 自分 はClymの妻で あ り、現実的 に以前の よ うに憧れ、行 動す るこ
とは許 され ない。彼女 は この光景 と対 面す ることに よって、以前 とは立場が異 なって し
まっている 自分 を徹底 的に 自覚 させ られ て しま うのである。
しか し、偶然 、彼女 はかつ ての恋人 であ り、今 はThomasinの夫 となったWildeve
と再会す る。Eustaciaは彼 に満 た され ない願望 を向ける よ うにな るのであ る。彼 との
偶然 の再会 に よって、彼女 の情念 は再燃 し、かつ ての夢 の情景 が再び現れ る。 彼 女は
Wildeveに誘 われ、彼 と共に踊 りの一団に加 わ り、踊 り始め るが、彼 女 を取 り囲む幻想







彼 らの踊 る空 間に満 た され る,月光 は、人 々の感 覚を強 く刺激 し、普段 は彼 らを制御 して
いる理性 を萎縮 させ 、彼 らが感知す る光景を変質 させ るカ を持 ってい る。豊か な感性 を
持つEustaciaはや は りこの光の影響 を強 く被 る。 光に包 まれ る体験はま さにかつて彼
女 が夢 に見 た幻想 の光景 その ものの再現 であ り、彼女 は この中に強 く引 き込 まれてい く






Eustaciaはかつ て の恋 人 で あ っ たWildeveに誘 わ れ るま ま に彼 の 手 を取 り、 楽 しげ な
音 楽 に乗 っ て踊 りに加 わ る。月 下 の幻 想 的 な 光 景 の 中 で の舞 踏 は 、彼 女 をあ らゆ る呪縛
か ら一 時 的 に解 放 す る。 こ の 踊 りが 精 神 的 に もた らす 効 用 を 、SimonGatrellは、
"dancesle
velsallsocialdistinctions"23と述 べ 、 音 楽 と幻想 的 な 空 間 で展 開 され る この
踊 りが 、人物 の所 属 す る階級 や社 会 的 な位 置 とい っ た よ うな もの を遍 く忘却 させ る効 用






舞踏 の生 き生 き とした動 きは、踊 り手 の精神 を身体 か ら解放 す る。踊 りとい う動作 によ
る人 物 同 士 の交 換 は 、彼 らの 精神 の合 一 を もた らす とGatrellは論 じる。 前 述 の
Eustaciaの夢 中では、再生 と現世か らの解放 と、理想 的な異性 との合一 に よる自身
の存在 の消失 とい うイ メー ジが踊 りの中に暗示 され ていたが、ここで も彼女 は踊 りに よ
る精神 の高揚 、相手 との合一感 をそ の身 に知覚 し、それ によって彼 女の精神 は、現状か
らの解放 をや は り志 向す るのであ る。 この舞踏 の描写 において、"hersoulhadpassed
awayfromandforgottenherfeature"(204)とあ るよ うに、彼 女の魂 は身 体 を忘却 し、
そ こか ら離脱す る様子 が実際 に示 され ている。また さらに、彼 女の この時の実際の身体
の様子 も"herfaceraptandstatuesque"(204)と表現 され、その身体 はま さに魂 が離脱
したかの よ うに描 かれ る。言 わば、彼女 は現世 を生きなが らに して、自身の存在 の消失、
溶解 、即 ち、死 を志 向 してい る とも言 えるので ある。こ うした彼 女の矛盾 した よ うな志





HughesはEustaciaの こ の 時 の 表 情 に は 、 生 と死 の 相 反 す る矛 盾 し た イ メ ー ジ が 、
"rapt"(204)と"stat
uesque"(204)、"empty"(204)と"quiescent"(204)など の 生 き な が
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ら も、ど こか死 を示 唆 し、生 とは 対極 な イ メ ー ジ の語 の 並 列 に よっ て 表 わ され て い る指
摘 す る。そ して ま た 、これ は彼 女 の物 語 の 最 後 に 迎 え る臨 終 の 表 情 を暗示 して い る と も
指 摘 してい る。 そ れ を示 す よ うに実 際 の彼 女 の死 後 の表 情 は 、"Theexpressionofher
finelycarvedmouthwaspleasant‐asifasenseofdignityhadjustcompelledherto
leaveoffspeaking.Eternalrigidityhadseizeduponitinamomentarytransition
betweenfervourandresignation"(293)と表 され る。 つ ま り、彼 女 が 内 面 にお い て 強
く文 化 的 な生 を望 み な が ら も、そ の 内 面 の深 層 で は 強 く死 を志 向 して い る とい う逆説 的
な心 理 が 、こ こ で露 わ に され てい る ので あ る。 これ は、先 に見 た彼 女 の 内 に眠 る精神 の
深 層 の願 望 で あ り、Wildeveとの こ うした接 触 は彼 女 の根 源 的 、深 層 心 理 的 な願 望 を強
く引 き 出す の で あ る。
こ うした精 神 の 高揚 と解 放 を可 能 に して い る の は 、 幻想 的 な 光 と舞 踏 だ け で は な い。
こ こで の彼 女 の身 体 を覆 う衣 服 もま た そ の原 動 力 の一 つ と して機 能 して い る。Eustacia







彼女 は屋 内ではその内に秘 める悲 しみや憂轡 を顕著 に示す が、それは衣服 に よって覆 わ
れ る ことで隠 され 、周囲 には彼 女の真 の姿は曖昧模糊 として見 えな くなる。換言すれ ば、
衣服 は彼女 の精神 を保護 す るもの として 内面 と密接 に関わって くるので ある。そ して、
Wildeveとの舞踏 の際に も、や は り重 要な機 能 を持 つ。彼 女は ヴェール で顔 を覆い、 自
分 の姿を周 囲か ら隠す が、 これ に よって彼女 は周 囲か らEustaciaYeobrightとい う存
在 と認識 され ることな く、彼 と触れ合 うのであ る。こ うした衣 服の効用は彼 女が以前 に
演 じた演劇 の騎士 の衣装 と同 じである。そ してまた、ここにGatrellが先 に述 べた踊 り
の精神 的高揚 が拍車 を掛 けるのである。演劇 同様 に彼女 は、外 で現状の 自分 とは異な る
存在 を演 じる ことに よって悲惨 な現状 か ら離脱 しよ うとす るのであ る。以前の演劇 では、
彼女 は男性 の騎士 の姿であったが、ここでは何 処かの美 しい女性 とい う存在 に成 り変 り、
男性 と舞踏 に興 じる。こ うした彼女 の姿は、胸 中で彼 女が抱いていた夢のイ メー ジに よ
り一層近い ものである。彼 女は 自身 の身体を衣服 で操 作す ることに よって、現場 の拘束
と抑圧 か ら脱 しよ うとす るのである。そ して、それ に よって、以前 に も増 して、彼 女の
幻想 は再現 され るのであ り、同時に彼女 の深層 心理 の死 と再生の願 望 を激 しく露呈 させ
る。
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こ うしてEustaciaは再 びWildeveに対す る情 念 を再燃 させ 、荒野か らの脱 出願 望は
以前 に も増 して強 く現れ る。彼女 を取 り巻 く環境 はそ うした彼 女の願 望 を決 して、完全
に満 たす ことはないが、絶望的 な環境 の中、彼 女は一縷 の希望 を求 め、つい に悲 「参な現
状 を打開す る為 に、Wildeveと駆落 ちを断行 す る。
だが彼女 は、それ が決 定的に 自分 の希 望 を叶 えるもの とな らない ことに気 がっいて し
ま う。彼女 はこれ まで、自分の再生 と荒野か らの解 放 を強 く志 向 していたが、っ いにそ
の実現 の不可能性 に否応 な く対面 させ られ て しま うのである。彼 女は独 立 して生活す る
為 の財産 もカ も一切持 ってお らず 、駆落 ち して もWildeveの愛人 とい う枠 の 中で生 き
る しか道 がない とい う事実 に、闇に満 た された荒野の 中で気がっ くこ ととな る。っ ま り、
ここで改 めて、彼女 は 自身 を取 り巻 く社会や 現実 とい うものを痛感 す ることにな るので
ある。 その時のEustaciaの姿 は、暗黒 のEgdonHeathに飲 み込まれ るかの よ うに描








彼女 は人 目を忍び 、夜 の闇の中、Wildeveの下へ赴 こ うとす るのだが、彼 女の足元には
荒 野 の植 物 や 茸 が 纏 わ りっ き、 ま るで彼 女 の存 在 を 巨大 な生 物"lungofcolossal
animal"が飲み込 も うとす るかの よ うに描 かれ るのであ る。 こ うした描 写は、彼 女の逃
れ難 い運命 、即 ち、願 望の実現の不可能性 とその結果、彼 女に降 りかか る絶対 的な抑圧







彼女 の降 り立つ荒野 は、その天空に輝 いていた月光 も星の光 も暗黒の雲に よって塞 がれ、
遍 く全 てを暗黒 に飲 み込む よ うな空 間 として描 かれ る。かって、彼 女の身体 的な美 しさ
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や魅力 を強調 し、Clymを惹 きつ けて止 まなかった天 体の光は もはやな くなって しまっ
ているのであ る。こ うした暗黒の閉塞 的な描 写は彼女 が ここで味わ うこととな る絶望感
を暗示 してい ると考 え られ る。 もはや女性 として もま ともに愛 され るこ とはな くな り、
荒野 か らの離脱 も適 わな くなる。言 わば、 ここでEustaciaは、 自分の理想 の追求 も反
抗 も、自分 が女性 であ る限 り、社会 的な拘束に よ り逃 れがた く捉われて しま うとい う事
実 に直面 し、気付いて しま うのである。そ うした絶望 をこの 閉塞 し、彼 女 を捉 えるかの
よ うな様 子 の荒 野の情景 は示 してい るので ある。 それ に加 えて、 この夜 の雰囲気 は、
"traveller'sthoughtsinstinctivelytodwellonnocturnalscenesofdisasterinthe
chroniclesoftheworld,onallthatisterribleanddarkhistoryandlegend"(275)と語
られ ている よ うに、聖書や歴 史書に現れ る世界の終焉 の時の よ うなイメージ を含 んでい
る。 これ もまた、彼女 の 自分 を取 り巻 く世界 に対す る絶望 を暗示 してい ると言 え る。
こ うした閉塞 的な空 間の闇が示す よ うに、彼 女は 自分の状 況に絶望 した感 情 を露に し、
最終 的に風 雨の中、水 の中にそ の身 を投 げ、そ の命 を 自ら絶っ こ ととなる。実際に直接
的な描写 に よって、彼女 の死が描 かれ ることがないのだが、この嵐の 中での死 は彼 女の
情念 の核 となっていた、現状 の超克 の願 望 とも絡 み合 い、非常に意味深 い もの となって
いる。ここまでで見た よ うに、彼 女の こ うした深 層的 に潜む現状の超克 とい う願 望は光
と炎 のイ メー ジ、そ して男性 との舞踏 と水 中への投身 のい う比喩的なイメー ジによって
描 かれ てい たが、それ は この彼女 の最後 の場 面におい て究極 的な形 で実現す る。
彼 女の死 は、 この作 品では直接的 に明言 され ることは ない。 しか し、その代わ りに
SusanNunsuchによる異教 的 な呪誼 の儀式 に よって示 され てい る。 日ご ろか ら、
Eustaciaを魔女 と見 なす彼女 は、Eustaciaを模 した人形 を作成 し、それ を炎 に投げ込







Eustaciaの似姿 は、燃 え盛 る炎の 中に投 げ込まれ、燃 え尽 きてい く。実際 にEustacia
が絶望 を荒野 で実感 し、死へ と赴 く際、この描 写が同時進行 で描 かれ る。 これ は、ま さ
しく彼女 の死 を暗示す る比喩描 写である。これ まで見た よ うに、燃 え盛 る炎 と光の描 写
は彼女 の内に秘 めた情念 の比喩 であったが、ここでの暖炉の炎は彼 女が以前荒 野で燃 や
していた簿火 を想起 させ 、彼女 の心理 との少 なか らぬ関係性 を暗示 してい る。ここで彼
女 の似姿 を燃やす炎 は、実際 のEustaciaの身体 を破壊 す る彼 女の激 しい情念 を暗示 し
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ている と考 え られ る。それ を実証す るよ うに、この描写の裏側で、彼 女は 自分の置かれ
た逃れ られ ない状況 に絶望 し、身体 を 自らの手に よって破壊 し、それに よって 自分の精
神 の 自由や衿持 を追求 し、その道 として入水 によって命 を絶つので ある。彼女 の 自害 は、
作 品に死 とい う結果 のみが提示 され、決 してその過程 が具体的 に描 かれ るこ とがない。
しか しなが ら、 こ うした似姿の炎 による破壊 とい う形 で、彼 女の死 に向 けての心理 が、
比喩 的に示 され るのである。光 は、これ まで見た よ うに、彼女 の現状 の超克 、解放 を渇
望す る情念 を示す描 写であったが、ここで彼女 の似 姿 を焼 き尽 くす炎 と光 は、ま さにそ
うした もの と同 じものである。炎 に よる彼女 の人形 の破壊 は、彼 女の情念 に よる身体の
破壊 であ り、意 思に よる彼女 の身体 の破壊 と超克 が示 され てい ると言 えるのであ る。こ
のよ うに、この彼女 の最後 の場 面において、彼 女の精神 の最奥 に抱いて きた深 層心理的
願望 が、つ いに彼女 の死 とい う形 で現 実化す るのであ る。
9.ま と め
この よ うに、Eustaciaは自分 を拘束 し、望む愛 か らも 自分 を遠 ざけ る現状 の荒 野を嫌
悪 し、そ こか らの脱却 をひ たす らに願 う人物 であ り、その深層心理 には 自分の身体、存
在 に対す る超克 の願望 が秘 め られ ていた。この彼女 の願 望は、偶然に よる周 囲の状況や
環境 に よ り暫 時的に露 呈 し、っ いに最終 的に 自分の身体 の存在 を、自分の 自由を妨げ る
障害 として認識 し、それ を 自ら滅 し去 るので ある。それ によって、彼 女の精神 的な 自由
と解放 が成 され るのである。これ まで見た よ うに、こ うした彼 女の周 辺 には荒 野の闇 を
破壊す る炎 の光 が反復 され るが、それ は こ うした彼女 の意 思を視 覚的に示 した比喩であ
る と考 え られ る。言い換 えれ ば、彼女の周辺で光 り輝 く炎 は彼 女 の精神で あ り、荒野の
暗黒 は彼女 の肉体 その ものであった と考 え られ るのである。それ を示 す よ うに実際彼 女
の身体 と荒野 の風景 は類似性 を持 っていた。この よ うな印象 的な光 と闇の コン トラス ト
とそれ に伴 うイ メー ジの反復 に よって、この作品では、彼 女の 自由を渇望す る激 しい情
念 が視覚化 され 、描 かれ てい るのである。 こ うしたEustacia自由と愛 を希 求す る精神
は、Hardyの以 降の作品に も数多 く取 り入れ られ てい くもので もある。特 に彼女 の男
性 に対す る非従属 的、反発的 な態度 、行動 は後 のSueBrideheadの姿 をどこか彷 彿 と
させ る ところ もある。こ うした後 の作品を想 起 させ る自由と真 の愛 を求め る姿か ら、彼
女 の情念 は、後 の創作 におけ る女性 の情念 の原型 であ り、根底 的 に受 け継 がれ るもの と
も読 めるだろ う。彼 の作品には、後年 にな るに従って徐 々 に社会的な問題 が女性 を抑圧
す る装置 として色濃 く取 り入れ られてい く。結果 と して、彼 女の よ うな反動的情念 は、
本質 的に人物 はその内面 に持 ちつつ も、その表 現や表 出は大き く変わってい くこ とにな
る。次 章では、視 点を変えて強烈な社会 的な抑圧 の 中の女性 とい う問題 によ り迫って見
て行 き、 よ り濃密 な社会 的文脈 の中での女性 の葛藤 と苦悩 、悲哀 を考察す る。
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2章TheWoodlanders〈1887)!視線 の受 容 と拒 絶
1.近代 の侵入 と空間の光 と闇
この2章 で は、1887年に出版 された彼 の後年 の秀作 の一つで あるTheWoodlandens
を取 り上 げる。この作品で も先 に論 じたTheReturnoftheNatlveに登場す る荒野 と同
様 に舞台 とな る森林地や その周辺 の風景 、情 景が強い存在感 を持 つ。この物 語で描かれ
る森林地 は、EgdonHeathと同様 に、暗 く時に荒れ狂 う嵐や霧 で人間 を圧倒 す る強大
な存在 として描 かれ る。それ は、やは り、そ こに内包 され る人物の心理 と濃密 を持って
いる。っ ま り、EgdonHeathが持 っていた よ うな役割 をこの作品で もそ うした風 景が
担 っているのである。そ してまた、そ こでは、印象 的な光 と闇が付 随 し、読者 の視線 を
引きつ ける もの となっている。
前章 では、Eustaciaとい う激 しい反逆的 な情念 を持っ人物 と光 と闇の関係性 を 中心
的 に論 じ、彼 女 の身 体 とそ の 内に潜 む反動 的 な情念 に関 して検討 した が、本 章 では
Eustaciaとは対照的なGraceMelburyとい う地方 の社会 の住人で あ りなが ら、 当時の
中産 階級 的な淑女 としての抑圧 的な女性観 、教養、価 値観 を受 け入れた女性 に、主 に着
目す る。そ して加 えて同時に、このGraceと対 を成す女性 として描 かれ るMartySouth
と比較 しっっ 、前章 とは異 なった視 点か ら風 景の光 と闇が持 つ意 味 を検討 し、女性 の社
会 的抑圧 に伴 う精神 的動 向につ いて考察す る。こ うした着 目点 か ら、この章で は、田園
に大 き く進 出 した中産 階級的 な文化 と価値観 、それ に よる女性 の抑圧 と葛藤 を中心的に
見 てい く。この物語で は、社 会的な抑圧 を受 けるこ とになる女性 の精神の動 向は、特に
その身 に向け られ る視線 と重要 な関係 を持 って くる。この二人 の女性 達は他者 の 自分達
に向け られ る視線や欲望 な どの他者 の感情 を意識 し、一方 は これ に強 く反発 し、また他
方 は これ を複雑 な想 いを持 ちなが らも受容す る。ここでは、光 と闇を見 るに当た り、こ
の問題 を軸 として考察 を進 める。
こ うした人物 同士の視線 の交錯 とそれ を意識す る人 々の心理 の問題 の背景 には、必然
的に 当時 の田園社 会 に侵入 した 旧来 の土着 の慣例 とは異 な る近代的 な文化 との接触 が
関係 してい る。当時の支配 階級 であ る中産 階級 と文化 の地方社 会への侵入 は、人々の視
線 に対す る意識 に変化 と衝突 を もた らした。TheWoodlandersに描 かれ る、近代文化








Aslamiは、TheWoodlanderのHintockの人 々 の 土着 の 文化 は 元 来 、 中産 階級 の 文化
と は 大 き く異 な っ た も の で あ り、 そ の 文 化 は 、 家 族 的 な 共 同 体 の 中 で 家 族 的 情 愛
"affecti
veintensity"によ って 個 人 を取 り囲 み 、保 護 す る場 と して描 か れ て い る と して い
る。言 い換 えれ ば 、それ は 、近 代 的 な 個人 とい う概 念 が 曖 昧 な もの で あ り、濃 密 な 共 同
体 の 関係 の 中 に埋 没 して い る とい うこ とで もあ る の で あ る。だ が 、一 方 で 、そ こに侵 入
す る 中産 階級 の人 々 の 姿 は 、対 照 的 に"theatricalandpublicityoriented"、即 ち、劇
場 的 で外 部 の視 線 を意 識 し、それ に そ の身 を顕 示 す る よ うに描 かれ る と指 摘 す る。つ ま
り、本 作 で は 、 二 つ の視 線 に対 す る異 な っ た対 応 をす る人 々 の 姿 が 描 か れ る の で あ る。
一 方 で は
、家 族 的 な共 同体 の 中で保 護 され 、視 線 を通 常 こ とさ ら意 識 す る こ との な い 地
域 文 化 と近 代 的 な リス ペ ク タ ビ リテ ィー を守 り、視 線 を否 応 な く意 識 す る文 化 で あ る。
後 者 の前 者 に対 す る侵 入 と衝 突 、そ して 葛藤 が この 作 品 で は 中心 的 主題 とな る。そ して 、
光 と闇 の描 写 は こ うした 問題 と大 き く関 わ る もの と して 、 こ こで は取 り扱 われ る。
尚 、 このTheWoodlandersもま た年 代 的 に は彼 の 小説 家 と して の 円熟期 の 作 品 の 一
つ で あ り、 この 時期 にHardyは 自分 の 故 郷 で あ るDorsetshireの環 境 や伝 統 、 そ して
人 々 の暮 ら しを それ 以前 よ りも さ らに考 察 、分 析 し、 これ を 自分 の作 品 に よ り一 層 、さ
らに 強 く反 映 させ よ うと模 索 して い た よ うで あ る。 この事 実 をFrankR.GiordanoJr.
は"Hardyhadrealizedthepracticalbenefitsofexploitinghisdeepunderstandingof
hisnativeregion,itspeopleandtheirtraditions,forhisartisticproductions"2と述 べ 、
彼 の故 郷 の伝 統 や 文 化 、環 境 が彼 の創 作 に お い て 、非 常 に重 要 な位 置 を 占 めて い る こ と
を彼 自身 、 自覚 して い た こ とを指 摘 す る。 こ こか ら も、彼 が非 常 に 強 く、故 郷 の 情 景 や
暮 ら しに愛 着 を持 ち 、 よ り一 層 に そ の創 作 の モ チー フ と して き た こ とが窺 え る。
地 域 の社 会 や 伝 統 に 目を 向 け た 際 に 、彼 が 注 目 した もの の 一 つ が 、地域 社 会 と伝 統 の
中 で の元 来 の共 同体 で の人 と人 との相 互 関係 とそ の変 化 で あ る。Hardyは1886年、作
品 の 出版 の前 年 の 日記 にお い て 、人 間 の相 互 関係 に 関す る 関 心 を"Thehumanraceto
beshownasonegreatnetworkoftissue,whichquiversineverypartwhenone
pointisshaken,likeaspider'swebiftouched.Abstractrealismtobeintheformof
Spirits,Spectralfigure[...]",と述 べ 、人 間 は蜘 蛛 の 巣 の よ うに複 雑 に絡 み合 い 、相 互 に
強 く影 響 し合 っ て い る こ とを指 摘 して お り、この よ うな 人 間 の相 互 関係 に只 な らぬ 関 心
を示 してい る。そ して 、そ の 中で働 く人 間 を突 き動 か す 何 か根 源 的 な もの 、情 念 や 内 面
的 な感 情 の存 在 を意 識 し、 強 い 関心 を 向 け てお り、 特 に この 人 の 相 互 関係 の うち で も、
や は り男 女 の 関係 に 強 い 関心 を 向 け て い た よ うで あ る。そ して 、変化 を被 る地域 社 会 の
中 で の男 女 の 関係 、交遊 を描 く こ とに よっ て 、彼 は 人 間 の ア イ デ ンテ ィテ ィー や 抑圧 な
ど精 神 の根 底 に 関 わ る 問題 を描 い て い る の で あ る。この 作 品 で は舞 台 とな る地域 の 元 来
の 特 色 が"[villager's]intermarriagewereHapsburgianfrequencyamongthe
inhabitant,therewerehardlytwohousesinLittleHintockunrelatedbysome
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matrimonialtieorother"(26)と表 され てい るが、 こ うした表現は、 この地域 での男女
の婚姻や恋愛 な どの人 間関係 の濃密性 を示 し、また 旧来の家族 的な人間関係 が この作品
で描 かれ る地域社会 には、未 だ根付 いている ことが暗示 され てお り、同時に こ うした も
のの同様 が物語 にお いて重要 な問題 となる ことを示唆 している と考 え られ る。
Hardyの時代 には、彼 の故郷 の田園地帯 に も急速 な発展 と拡大 を もた らす都 市の文
化 が流入 し、旧来の この濃密 で家族 的な繋 が りを持 った関係性 を内に含 む共同体に大 き
な変化 が もた らされ た時代 であった。旧来の濃密 な関係性 を包含 す る地域社会 の 中に近
代 の文化 とい う異物 が否応 な く流入 し、土地の人々の相 互の関係性 に多大な る動 揺 をも
た らした。TheWoodlandersでは、近代的 な教育 を受 けた女性、Graceや近代科学の
知識 を豊か に持っ 医師Fitzpiersとい った人物 がその例 として挙 げ られ る。Fitzpiers
の場合 を例 に取 ると、彼 は近代的 な科学知識 と教養 に よって物事 を捉 える人物 であ り、
この地域 の人 々が持つ 土地 の 自然 に対す る愛着や家族 的人 間関係 に関心を払 わない。物
語 の中で、病 に伏せ るMartySouthの父、JohnSouthを検診 す るが、その際に、彼












JohnSouthは森林 地に古 くか ら暮 ら し、生計 を立て る土地に根 差 した人物 で ある。彼
は 自分 の住居 の前 に立つ樹木 に強 い愛着 を持 ち、自分 の分身 であ るかの よ うに認識す る。
そのため この木 の弱体化 は、Southの精神 と肉体 を蝕む こ ととなって しま うのである。
Fitzpiersは彼 を診 察 した際に、 旧来 の伝統 的な人 と自然の関係性 やその価値観 を無視
し、病 の治療 として木 を伐採す ることを周 囲に支持 して しま うのであ る。この伐採 は結
果 的 にSouthの命 を絶 つ こ と とな り、 それ に よ って 、彼 の娘 のMartyやGiles
Winterborneなどとの古 くか ら続い た家族 的な人 間関係 を動揺 させて しま う。 そ して、
本章 で注 目す る主人公 の一人 であるGraceもまた、都 会で 中産階級的な教養 を身に付
け、帰郷す ることに よって、既 に約束 されていたGilesとの婚約 が成 立せ ず、反故 に さ
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れ て しま うな ど、や は り既存 の人 間関係 に摩擦 を必然 的に生 じさせ て しま うので ある。
この よ うに、彼 らの近代的 な思想や教養 は、旧来の伝統 と衝突や摩擦 を起 こ し、周囲
を動揺 させ る。 当時の故郷 の情景 に強 い関心を持つHardyは変化 に鋭敏 に感 知 し、 こ
の作 品に取 り入れ てお り、変化 を背景 とす る人々の意識 の変化 とそれ に伴 う葛藤 や抑圧
が中心的主題 として強 く描 かれ ているのであ る。
こ うした近代 的な文化 と旧来 の 田園の慣例 の文化 的衝突 を背景 として発生 し、女性 に
降 りかかる精神 的な抑圧や葛藤 な どの問題 をHardyは先 に見た よ うに、光 と影 、闇 と
いった描写 で象徴 的に描写す る。そ して、先 に述べた よ うに、それは人物 の視線 の問題
と大 き く関わって描 かれ るのであ る。光 は可視性 、逆に闇は不可視性 とい う視 覚の問題
と関係 し、空間の明暗はその 中で交わ され る視線 の存在 を示唆す るので ある。この点 は、
先行研究 にお いて も考察 され る所 であ り、MichaelIrwinは"Hiswayofdescribing
lightderivesfromahabitofseeing[_]"、と指摘 し、や は りHardyの光の描 写は人物 の
ものを見 るとい う行 動 と深 く関連 した描 写であ る としてお り、 その為 に、Hardyのこ
の作 品にお いて重要 な要素 の一つ である と言 えるのである。この よ うに、この作 品では、
人物 同士 の視線 のや り取 りが描 かれ る際に、頻繁 に光 の描写 が現れ る。そ して、また逆
に闇の描写 も視線 の及 ぼない空 間 として機能 してい る。本稿 では変化 す る地域社 会 を背
景 とす る人物 同士 、特 に男女 間で取 り交わ され る視線 と光に さ らに闇、影 との 関係 を付
け加 え、 これ を中心に して女性 の心理 的動 向を考察す る。
2.視線 の侵 入:MartySouthの断髪
最初 に、GraceMelburyを論 じる前 に対照的 な存在で あるMartySouthとい う女性
と彼女 に纏 わ る視線 と光 、闇の関係性 に焦点を当て、彼 女が如何な る意識 を周 囲 に対 し
て持 ち、行動す るのかを分析す る。
このTheWoodlandersはあ る 日の夕暮 れ時 に舞台 とな る森 林地に一人の男が訪 ねて
来 る ところか ら始 まる。森林 地 を行 く彼 の描 写がまず はひたす ら描 かれ 、この地の薄暗
さや物悲 しさといった独特 の雰 囲気 が読者 に示 され る。それ に続 いて、暗黒の風 景の 中
か ら徐 々に この男 の姿や詳細 が明 らかに され る。読者 は徐 々に この人物の内面 に迫って
い くこととな る。
この男 は都市部 か ら商用 で この地 にや ってきた理髪 師で髭職人 のPercombであ るこ
とが続 いて示 され る。彼 の 目的地 のLittleHintockに到着 す ると、そ こか ら彼 の内面 と
関わる描写 が次第 に開示 され て行 く。森林 地を行 く彼 の眼前に次の よ うな印象 的な光が












以 上 はPercombの眼 前 に 現 れ た森 林 地 の 家 の様 子 で あ る。 夜 の 帳 に 周 囲 が包 ま れ 、 殆
ど家 屋 の灯 な ど見 え な い 中 で唯 一 つ だ け灯 りを発 す る家 屋 が 闇 の 中 に現 れ る。光 は そ の
家 屋 か ら窓 を通 じて 、煙 と共 に 闇 の 中に放 た れ 、見通 しの効 く一 つ の 空 間 が 闇 の 中に 浮
上 す る。Percombはさな が ら光 に 引 き寄 せ られ る蛾 の よ うに 引 き寄 せ られ て い く。
この家 こそ が 、彼 が 目的 と した場 所 で あ り、 この家 屋 の 中 に はMartySouthが光 に
照、ら され る 中 、夜 半 ま で 内職 に励 ん で い る。 そ の様 子 は"Intheroomfromwhichthis
cheerfulblazeproceededhebeheldagirlseatedonawillowchair,andbusily
workingbythelightofthefire,whichwasampleandwood."(7)と描 写 され る。 そ し







MartySouthの顔 をここで窓越 しにPercombは目撃す る。 その姿は彼女の この森林地
での孤独 で質素 な生活 とその中で抱 く感情 を強 く露 呈 させ る もの として描 かれ る。この
地域 での経験や その中で培 った彼女 の感情 は、"inthestillwaterofprivacytentacleof
feelingandsentimentshootsoutinvisibleluxuriance[_」"と語 られ 、その 内面の豊か
さや動 きが視覚 的に浴 れ るよ うに彼の眼前 に見 える よ うに表 され るので ある。言 わば、
空 間に満 た され た光 に よって彼女 の表情 が外部 の人 間であるPercombの眼前 に強 く露
出 し、顕著 に彼女 の内面や生活 を知 らしめるのである。そ して、そ うした姿は特徴 的な
比喩表現 に よって一層 、強調 され る。Martyのここでの風貌 は、人 の顔 であ りなが ら、
印刷 され た難解 で複雑 な書物 の よ うに彼 の眼前 に描 かれ 、現れ るのであ る。この書物の
イ メージは、それ を見るPercombの彼 女に対 し、向 ける欲 望 を伴 う視線 の存在 を強 く
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示唆す る。 また、 こ うした描写 はHardyの他 の作品で も見 られ る描 写であ り、 この書
物 の よ うなイ メー ジを持つ風貌 はTheReturnof'theNativeのClymの風貌 を想 起 させ
る。Clymの登場 の際 に彼 の姿 は"Hence,peoplewhobeganbybeholdinghimended
byperusinghim.Hiscountenancewasoverlaidwithlegiblemeanings."(109)と描写
され る。彼 の姿や顔 はや は り"1egible""peruse"といった読 書や文書の分析 と関わ る語
によって示 され るのである。 この点 は上記 のMartyの"printedbook"とい う描 写 と通
じる もの と言 えよ う。 しか し、Clymの姿 は彼 を取 り巻 くRembrandt的な空間の闇に
よって視覚 的に彼 の内面 的な性質 を暗示 していたのに対 して、こち らでは対 照的に強い
光 に よって描 かれ る。そ して この光 は、Clymの場合 とは大き く異なった機能 を果 た し
ている。 それ は、彼女 を見 るPercombに対 してその姿 を明確 に見易 くす るとい う機 能
である。 こ うした光 の空 間 と観察す る この男 とい う構 図 と描 写か ら、彼 のSouthに対
す る内面 的動 向、即 ち、彼 の欲 望の存在 が強 く暗示 され るのであ る。換 言すれば、この
空 間は、Southを見 る この男性 の主観 が強 く反映 した描 写で ある とも言 えるので ある。
この よ うな彼女 の風貌 を彼 は執拗 に観察 し、さなが ら書物 の文面か ら意 味 を理解 しよ
うとす るかの よ うにその風 貌 か ら執拗 に何 かを読 み取 ろ うとす るので ある。Percomb
は"stillwaterofprivacy"と語 られ る安寧 な私 的空間の 中で暮 らしてい る彼女 の姿 に
視線 を強 く向ける ことで、干渉 し、かき乱す。 尚、この よ うな風貌 や情景か ら何 か を読
み取 り得 よ うとす る人物 の視線や行動 は このPercombをは じめ として、 この作品の人
物 、特 に男性 に頻 出す る行動 であ る。彼 らはそれぞれ異 なった意図 を持 って人物 を 目に
して、解釈 して捉 え る。その結果 として、人物相互 の関係 に強い影響 を与え、様 々な感
情や行動 を招 く。 ここでのPercombの彼 女に対す る行動 もまた この よ うな物語 の核 と
なる行動 の一 つに数 え られ る。彼 のこのよ うな行動 は さらに詳 細に描かれ る。続 いて、







彼女 の風貌 の 中で群 を抜いた美 しさを示す髪 は一 見す ると茶 色の髪の よ うに見 えるが、
注意深 く観察す るか、もしくは昼 間に良 く見 ると非 常に珍 しく美 しい栗色 であ る。ここ
で"notice""observation"といった観 察、注意深 く見 ることを意味す る言葉 が繰 り返 さ
れ ているが、この よ うな言葉 に よって この部位 がいかに人の視線 を引 き付 けるものであ
るかを強調 している。
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この よ うな魅力 的な彼女 の姿 にPercombの目は強 く注がれ る。 その様子 は この空間












彼 の欲望 は この空 間の光 の明度 の描 写に強 く反映 して描 かれ る。彼 の 目には頭髪 のみが
重要 な部位 として光 が当た り、その他 の部位 は関心の対象外 の もの として光 の 当た らな
い影 に隠 され て しま う。さらに加 えて、彼 が持つ鋏に部屋 の灯 りが反射 して強い光 を放
つ。特 に この鋏 に反射 して輝 く光 はMartyの最 も魅力 的な身体の部分 を我 が物 としよ
うとい う彼 の欲望 を強 く表象 している と考 え られ る。この よ うに、この空間の様 子は彼
の内に秘 めたMartyに対 す る欲 望 を光に よって強 く反 映 した もの となってい るのであ
る。
さらに、ここで注 目すべ きは、この空 間の明暗 の様子 は ここで"animpression-picture
ofextremetype"と表 され るよ うに、独 特な絵 画的イメー ジを含 んでい るとい う点であ
る。 ここで描 かれ る絵画イ メー ジは、印象派絵画 であ る。 印象派絵画 は、1870年代 に
フランスで始 まった人 間の体感す る光 の瞬間的な印象 を色彩 に よって、絵画表 現す る と
い う芸術形式 である,。Hardyはここで光の描 写 をこの よ うな絵画的 な方法 を背景 とし
て使用 してい るのである。こ うした主観 的な印象 を反 映 した描 写に よって、読者 に人物
の様子 が鮮 明に示 され 、読者 はPercombの目とその主観 的な印象 を通 し、それ を体験
しなが ら、Southの姿 を知覚す るので ある。それ故 に、 ここPercombは極 めて特殊 な
位置 に立 た され ている とも言 え る。ArleneM.Jacksonは、このPercombの特殊 な位
置 につ いて、"Thehumanobserverinthiscaseservesasmediator[..]",と分析す る。
即 ち、この男性 は、場面 を構 成す るキャラクターで あ りなが ら、その主観 的視線 と印象
を画期 的な絵画 的手法 によって読者 に体験 させ る人物 であ り、言 わば、作品世界の人間
と読者 の間を仲介す る人物"mediator"とい う役 を担 ってい るのであ る。
Hardy自身 も実際に、 この絵画 の近代 的な手 法に強い関心 を寄せ てお り、英 国に こ
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のよ うな絵画 が持 ち込 まれ た際 も只 な らぬ関心を寄せ ていた よ うであ る。そ してHardy
は これ が人 間の主観や感覚 を視覚 的に表す重要 な手段 として考 えていた よ うであ り、こ
の点 は多 く指摘 され る ところで もある。例 えばJ.B.Bullenは彼 が この よ うな技法 をこ








印象 派 絵 画 の手 法 はHardyに とっ て は 只 最新 の 近代 的 手 法 とい うこ との み な らず 、 人
間 の 主観 及 び 主観 の外 界 に対 す る反 応 を充 分 に表 現 す るに足 る画 期 的 な技 巧 で あ り、こ
れ を 導入 す る こ と に よ っ て彼 は 人 物 の偏 見 や 願 望 とい っ た性 格 を 明確 に 描 い て い る と
こ こで言 われ て い る。Hardyは 創 作 に 当 た っ て 、 人 間 の 主 観 や 感 覚 を 明確 に描 く意 図
が あ っ た よ うで あ り、実 際 に彼 は1886年 の12,月7日 の 日記 に お い て 、"AttheSociety
ofBritishArtiststhereisgoodtechniqueinabundance[...]Theimpressionistschool
isstrong.Itisevenmoresuggestiveinthedirectionofliteraturethaninthatofart."
8と記 し、 印 象 派 に 強 く感 銘 を受 けた こ とを示 して い る。 彼 に とっ て 絵 画 的 な光 の効 果
はや は り非 常 に有 用 な もの で あ っ た の で あ ろ うg。PercombとMartyの場 面 は そ の よ う
な彼 の意 図 と技 術 が反 映 され て い る と ころ とい え る。
この よ うに 、PercombのMartyへの視 線 と欲 望 は この場 面 に お い て 、 空 間 の 明 暗 に
よ っ て効 果 的 に示 され て い る が 、 こ こで 、 このPercombは森 林 地 に この 地 の 文化 とは
質 を異 にす る概 念 も持 ち込 ん で い る。 彼 は近 代 的 な商 業 的価 値 観 に基 づ い てMartyに
視 線 を 向 け 、評 価 し、 これ に よっ てMartyの 内 面 に 、 強 い動 揺 を生 じさせ る。
彼 がMartyの 髪 を髭 に しよ うとす る行 為 は この作 品 にお け る悲劇 の 出発 点 とな っ て
い る。彼 が彼 女 の髪 を手 に した結 果 、Martyはそ の 美 貌 を失 い 、Percombはそれ をMrs.
Charmondに引 き渡 す こ とに よ っ て金 銭 を手 にす る。そ してMrs.Charmondはそ の 髭
に よ っ てFitzpiersをは じめ とす る男性 を誘 惑 す る。 この 出 来 事 が 起 点 とな っ て 、 一 方
の もの が何 か を失 う傍 らで 、も う片方 が そ の犠 牲 に よっ て何 らか の利 を得 る とい う生 存
競 争 的 な構 造 が描 かれ る の だ が 、こ うした構 造 は 、近 代 の 苛 烈 な 資 本 主 義 の構 造 そ の も






Richardsonもこの よ うな生存競争 の よ うな資本 主義 的な競争 が 田園の 中に持 ち込まれ、
それ こそが この作 品の悲劇 の根幹 となってい ると指摘す る。その よ うな概念 を最初に こ
の土地へ と持 ち込む人物 の一人 こそPercombである。彼 はMartyに視線 を向ける際 に
彼女 を飽 くまで も自分 が利 を得 る為 の商品であ り、Mrs.Charmondが消費す る為の商
品 として認識す る。Richardsonはこの点 を指摘 し、PercombとMartyのこ 場面 を以







RichardsonはPercombによ っ て持 ち込 まれ た価 値 観 はMartyの 自分 自身 の 姿 、 身 体
の見 方 を変 え て しま うこ とを指 摘 す る。 彼 女 の 自意 識 はPercombの持 ち込 む 商 業 的価
値 観 に よっ て 、動 揺 させ られ る の で あ る。 彼 女 はPercombにそ の 髪 を差 し出す よ うに
求 め られ た後 、彼 が彼 女 の髪 の代 金 と して 置 い て行 っ た 二枚 の金 貨 を鏡 で 目に す る。そ
の 二枚 の金 貨 は彼 女 の髪 に強 い視 線 を 注 ぐPercombの目の よ うに彼 女 の 目に は映 っ て
しま う。 こ こで は``jaundicedeyes"(14)とい う語 が そ れ を示 す 。 これ は、Percombの彼
女 に 向 け る視 線 を 暗示 す る もの で あ り、これ に よっ て彼 女 は 自身 の 身 体 が彼 の欲 望 の 対
象 、金 銭 と交 換 可能 な 商 品 の よ うに 見 られ て い る と強 く意 識 して しま うの で あ る。そ し
て 、同時 に彼 女 はそ の よ うに見 られ て しま うこ とに対 して 、嫌 悪感 を抱 き始 め る。そ う
い っ た意 識 を この描 写 は 暗示 す る。 この よ うに して 、彼 女 の意 識 はPercombとそ の視
線 に よっ て 自分 の身 体 に対 す る意 識 を大 き く変 え られ て しま うの で あ る。
Percombとの会 話 を起 点 と して 、彼 女 は この よ うに身 体 や 姿 を欲 望 の対 象 と して 見
られ る こ とに対 す る嫌 悪 感 を 高 め る。MartySouthはPercombにそ の美 しい髪 の 毛 を
影 と して 売 り渡 す よ うに迫 られ る が 、 これ を頑 な に拒 否 し、 嫌 悪 感 を示 す 。Percomb
は彼 の知 る上 流 階級 の夫 人 で あ るMrs.Charmondが所 望 す る髭 のた め にMartyに迫 る
が 、彼 女 は"Shewantsmycurlstogetanotherloverwith;thoughifstoriesaretrue
she'sbroketheheartofmanyanoblegentlemanalready."(12)と発 言 し、件 の 婦 人 が
放 蕩 を繰 り返 し、自 らの欲 望 を追 及 し続 け る女性 で あ り、そ の よ うな 女性 の戯 れ と虚 栄
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の為 に 自分 の身体 は手放せ ない と彼 の要求 を拒否す る。この よ うな発 言か らは、彼女 が、
人 間を も有力者 の虚栄 と欲望 のための商品に して しま う近代 的な資本 主義 を嫌悪 、拒絶
してお り、旧来 の素朴 な伝統 的村落社会 の中で生き る女性 であ ることが窺 える。実際に
彼女 は、大樹 と共 に生 きたJohnSouthの娘 であるこ とか らも、そ うした近代 の価値 体
系や欲望 の外 にいる存在 である と言 えるだろ う。しか し、彼 女にはその よ うな意識 と行
動 とは裏腹 に矛盾 した側面 もあ る。彼女 は作品 中では一貫 して同 じく伝 統的な世界に生
きるGilesWinterborneを一途に想 い続 けるが、彼女 が ここで要求 を拒否 して、自分の
髪 の毛の維持 を望 んだのは この男性 の存在 の為 である。彼 女は この男性 を惹 きつ けるた
めにその姿 に拘 るのである。皮 肉な構造 であ るが、彼 女 自身 もまた男性 の 目を惹 きっ け
るために 自分 の身体 を維持 しよ うとしているのであ る。この よ うに彼 女は男性 の欲 望の
対象 となる ことに嫌悪 を抱 きなが らも、 自身 は無意識 的に この男性 、Gilesの目を意識
し、彼 を惹 きつ けるた めにそれ を維持 しよ うとす るのである。こ うした点 は、外 部か ら
来訪 したPercombの目には、Mrs.Charmondと根本 的 に違わない よ うに写 り、彼 はそ
れ を抜 け 目な く指摘す る。
Percombは、``youvegotaloveryourselfandthat'swhyyouwon'tletitgo!"(12)
と発言 し、彼女 が髪 を手放 さないのは他 な らぬ 自分の想 い人のためで あることをその観
察 眼に よって見抜 き、彼女 が密 かに抱 いていた矛盾 を暴 き立て、彼 女 をさらに動揺 させ
るのである。これ は彼 女が無意識 に男性 の欲 望 として認識 され るこ とを志向 してい るこ
とを指摘す る皮 肉な言葉 である と言 える。彼 女は伝統社 会の外 部か らやって きた来訪者
の 目に よって、商業 的な価値体 系 とそれに伴 う欲望 の 目によって見 られ ると同時に、そ
れ まで表 に出 さなかった 自分 の中にある密 かな矛盾 を暴露 され 、その精神 の平穏 を大 き
く動揺 させ られ るのである。彼 の こ うした彼 女への言葉 は、伝 統社会外部の近代都 市文
化 に よる 田園世界へ の侵入 と攻撃 であ り、彼 女はそれ をこの よ うに被 って しま うのであ
る。 そ して、そ うした彼女 を さらに動揺 させ る事実 が彼女 に降 りかか る。
この会話 の後 、彼女 は彼 がGraceとい う教養 あ る女性 と婚約 す ることになってい る
ことをGraceの父母 のMelbury夫妻 の会話 か ら知 る。 自分 がGilesと決 して結 ばれ る
ことがない とい うことを悟 った彼女 は、髪 を切 り落 と して しま うことにな る。その断髪
の直前 の夫妻 の会話 を聞 く場面 で、Martyの姿 には彼女 の身体 に特異 な影 が差 し込み、





以上 の引用 は彼女 が夫妻 の姿 を 目撃す る場 面である。夫のMr.Melburyが庭先 に立ち、
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そ の傍 らに妻 が キ ャ ン ドル の灯 を持 ち な が ら立 っ てい る。そ の光 が彼 女 の顔 に射 す 。そ
の 際 に"thorn-pattern"の影 が彼 女 の顔 に射 し込 む の で あ る。 この 茨 の イ メ ー ジの 特 異
な影 は彼 女 が 自分 と想 い人 のGilesがGraceの存在 の為 に決 して結 ば れ る こ とが で き な
い とい う彼 女 の苦 難 と苦 痛 、そ して この後 の彼 女 の 断髪 を この影 の描 写 は 予 見 す るの で
あ る。彼 女 の 断髪 は 、想 い 人Gilesの幸福 な結 婚 を成 就 させ るた め に 、 自 らが 身 を引 く
た め の決 意 の行 為 で あ る が 、これ に は彼 女 の周 囲 の視 線 に対 す る内 面 の複 雑 な感 情 が 関
係 してお り、非 常 に象 徴 性 に 富む 重 要 な描 写 とな っ て い る。
この彼 女 の 断髪 行 為 は近 代 の 都 市 文 化 の 外 部 に 生 き る彼 女 の 内面 的 な 資 質 との 関 わ
りを 強 く示 して い る と多 くの研 究 で指 摘 され る と ころ で あ る。一 例 と して 、IanGregor
は この場 面 に注 目 し、彼 女 とそ の想 い人 で あ り、彼 女 と同 じ共 同体 に生 き るGilesに共
通 す る 内 的 な 資質 に 関 して指 摘 しな が ら、 こ の意 義 に言 及 して い る。GregorはGiles
とMartyは基 本 的 に は 、共 に このHintockの自然 と伝 統 に根 ざ して 生 き る人 間 で あ り、
この地 域 の 自然 を知 り尽 く し、交 感 す る者 で あ る と述 べ る。 作 中で はGregorの指 摘 す
る よ うに 、Martyは"MartySouthalone,ofallthewomeninHintockandtheworld,
hadapproximatedtoWinterborne'slevelofintelligentintercoursewith
Nature"(399)と語 られ る。Gregorはこの よ うな彼 女 の性 質 に 注 目 しな が ら、"that
"intercourse"withNature
,howeverintelligent,isnotbeequatedwiththe
intelligentintercourseofmanwithman,ormanwithwoman[_]"、2と述 べ る。っ ま り、
この 二人 の持 つ 自然 との交 感 能 力 は 旧来 の伝 統 的 な地 域 の共 同体 にお い て は 、非 常 に 重
視 され 有 用 な もの で は あ る が 、そ れ は決 して理 知 的 な男 と女 、即 ち、近代 的 な都 市社 会
の人 間相 互 の 関係 、結 婚 な どの行 動 、制 度 に繋 が る もの で は ない の で あ る。 これ を踏 ま
え る と、Martyは近 代 社 会 にお け る人 間 の男 女 の 関 係 性 、それ を 円 滑 に構 築 し、近 代 の
結 婚 制 度 な どの人 間 関係 に参 与 す る能 力 を充 分 に持 っ て い な い 存 在 とい うこ とに な る。
こ うした点 は先 の彼 女 の 男性 の 視 線 に対 す る反 応 を 見れ ば 、 明 らか と言 え る所 で あ り、
彼 女 の こ うした性 質 故 に 、MartyはPercombのよ うな 男性 の 異性 に 対 す る欲 望 の 目線
や そ の対 象 とな る こ とを理 解 、受 容 で き な か っ た と言 え るの で あ る。彼 女 の 断 髪 行 為 は
この よ うな 内面 の 潜 在 的 性 質 を決 定 的 に反 映 し、 示 した 描 写 で あ る と考 え られ る 。










自身 の髪 の毛 を差 し出す ことの頑 なな拒否 とそれ に続 く断髪 は、彼 女が異性 か ら性 と欲
望 の対象 として認知 され る こと、彼女 のそ うした対象 と しての女性性 の頑 なな拒否 と放
棄 を示す行為 である ことをGregorは指摘す る。そ して さらに、彼 女 自身の手 による断
髪 は、彼女 は切 り落 と した美 しい髪 の毛を枢 の よ うな椅子 に打ち捨て るため、彼 女の性
の放棄 を決定 的に示 している ことが述べ られ る。この周 囲の欲 望 と性 の拒絶 、破 棄の比
喩 の行為 の背景 には、先 に見た、Percombによって示 され、そ して上記 に述べ た彼 女
の性質 に起 因す る彼女 の内に秘 め る男性 の視線 を求 め る自身 の志 向に対す る拒絶 と、彼
女 に向け られ た商業 的な価値 と欲望 に対す る拒絶 があ り、行動 の原動 力 となってい る と
考 え られ る。
既 に見 た よ うに、髪 の毛は彼女 の容 姿の中で最 も美 しく人 目を引き、男性 の 目を惹 き
付 ける部位 である。それ を この よ うに剥ぎ取 り、打 ち捨て る行 為は一種の去勢行 為の暗
示 であ り、女性 として男性 の一方 的な欲 望を投影 され 、その対象 となって生 きるこ との
拒絶 、放棄で ある と言 える。この点は、彼 女の髪 がそ こに当て られ る光 と共にそ こに視
線 を向ける男性 の欲望 を示 していた ことを考 える と明 白と言 わ ざるを得 ない。彼 女の美
しい髪 の毛 に対す るPercombの欲 望 を、女 を照 らす 光は示 していた訳だが、その光が
集 中す る髪 を彼女 が手放す こと、そ して 自身 の手に よる廃棄 は、やは りそ うした欲望の
対象 となる こと、性対象 とな ることの拒否 であ り、自分の性 の放 棄で あると言 えるので
ある。 この よ うな行為 に及ぶ こ とで彼女 は、Mrs.Charmondと同 じよ うに男性 の欲 望
の対象 となる ことを回避 しよ うとす るのであ る。また、 さらに先 のRichardsonの分析
を考慮 に入れ ると、これ は同時に 自分が金銭 と交換 可能 な商品 とな ることの拒否 で もあ
る。彼女 はPercombが執拗 に視線 を向けた この髪 を切 り落 と し、無造作に投 げ出す こ
とでその よ うに見 られ る ことへ の嫌悪 と忌避 を提示 している。言 わば、彼女 は この よ う
な行 動 に出る ことによって男性 の欲望 と商業的価値 体系 か らの無意識 の脱却 を試 み よ
うとしてい るのであ る。 しか し、結果 として彼女 は髪 を商品 と して差 し出 して しま う。
彼女 の髪 はその後 もMrs.Charmondの髭 、この婦人 の体 の一部 として、男性 の視線、
欲望 を集 め、その よ うな対象 として扱 われ続 け るのであ る。この よ うに彼 女 自身は忌避
してはいるがその意思 に反 して、否応 な くこの よ うな価値観や視線 に巻 き込 まれて しま
っているのである。
こ うした男性 に一方 的に見 られ 、欲 望 の対象 とな るこ とを拒絶 したMartyであるが、
その内面 はや は り複雑 な ものであ り、その内には、男性 の視線 に対す る抵抗 の感 情に加
えて女性 としての魅力 を失 った ことの後悔や動揺 の念 もまた渦巻 いてお り、そ うした内
面 の複雑 な動 向は光 との関係 に よって表現 され るのである。彼 女の先 の拒絶 の意 思に も
関わ らず 、仕事 の最 中に彼女 はGilesと鉢合わせて しま う。その際 に彼 に不運 にも 自分
の変 わ り果 てた髪 に気付 かれ て しま う。 これ にMartyは深 く傷っ き、その場 を立 ち去
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彼女 はその場 を逃 げる よ うに夜 明けが近づ く中、立 ち去 って、 自分 の家路 に着 く。そ う
して、ふ と振 り返 る と、そ こに材木屋Melburyの関係者 の男達が仕 事の為 に集 まって
くる様子 を彼女 は確認 す るので あるが、彼 らの持 つ ランタ ンの灯火 の光が 円状 を成 し、
それ がまるでMartyには彼 女 を見つ める眼の よ うに映 る。 ここでの光 と彼 女のそれに
対す る行動 は、彼女 を見つ める周 囲の視線 、特 にGilesを含 む男性 の視線 を依然 として
彼女 が強 く意識 している ことを示 している。こ うした描写 によって、彼女 の男性 の視線 、
欲望 の対象 となる こと、近代 の商業的価値 体系に対す る恐怖や 動揺の感 情 を暗示 す る と
同時に、欲望 の対象 か ら脱却 す るため に衝動 的に断髪 した ことでその代償 に女性 として
の身体 的魅力 を失 い、想い人 のGilesも失 うこ とにな った彼 女の感 情的な悲哀 を強調 し
ている。彼女 が 自身 に向け られ る欲 望や価値 体系を拒絶 す る為 に支払った代償 の高 さ と
その悲哀 を示 しているのである。
これ以後 、彼女 は想い人 のGilesをは じめ として、他 の男性 と関わ りを強 く持たず に
やや後 ろへ と引いた形 の位置 を保 ち続 ける。 このよ うに、彼女 は男性の視線や欲望、そ
して彼 女 の身体や 姿が商 品の よ うに認識 され る こ とか ら一 貫 して逃れ よ うとす るので








Martyはこの物 語の最後に只一人でGraceの為 に亡 くなったGilesの墓の前で停 む。
彼女 が停む のは霧深 い夜 であ り、彼女 はその中に姿 を隠 され 孤立 した よ うな形 で立ち続
けるのである。姿の隠蔽 と孤立の描 写は他者 の視線や欲 望か らの逃避 、脱却 を暗示 して
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いる よ うに思 われ る。"thecontoursofwomanhoodsoundevelopedastobescarcely
perceptible"と表 され る彼女 の姿はそれ を良 く示 している。Martyはこの最後 の場面に
お いて も男性 を惹 き付 ける よ うないわゆる女性 的な魅力 を放棄 してお り、その よ うに見
られ るこ とをや は り忌避 してい る ことが この濃霧 の夜 で隠 され る彼 女 の姿に よって表
象 され てい る。この よ うに彼女 は一 貫 して性や欲望 を伴 う視線 を忌避 し、それ を表象す
る光 か らは無意識 的に逃れ 、その身 を淡 い月光 と薄 闇 と濃霧 の夜 に隠すのであ る。こ う
した行為 に よって 田園に侵入 した近代 的な価値観や虚栄 、欲望 を拒絶 し、自分 の望む世
界 の中に彼女 は留 まろ うとす るのである。
3.階級 意 識 と視 線:従 属 す るGraceMelbury
Martyの周 辺 を取 り巻 く光は彼 女 を見つ める周 囲の男性 の視線 、その欲 望 を表象 して
いるが、彼女 と同様 にや は りこの よ うな光や 闇の描 写 と強 く関わ る人物 が、この作品の
も う一人の ヒロイ ンであ るGraceMelburyであ る。Graceは、空 間の 明暗 に対 して
Martyとは大 きく異なった反応 をす る。
Graceはそ の出 自と置 かれた環境 はかな りMartyとは異 な り、対照 的である。Marty
がHintockに長 く住む土地 に強 く根 ざした住人で あるのに対 して、Graceは生まれ こ
そHintockであるが、父親 の希 望に よ り都 市部 で両親 と離れ て暮 らし、近代 的な教育、
即 ち、中産階級 の淑女 向けの教育 を受 けた人 間である。それ故 に、彼 女は この土地に住
み なが らも、この土地の土着 の慣 習 とはやや かけ離れ た洗練 された習慣 と教養 を身にっ
けた人物 として描 かれ る。言 わば、半分は この土地の者 で あ りなが ら、半分 は都 会育ち
であ り、このHintockからすれ ば余所者 なのであ る。言わ ば、TheReturnoftheNatlve
のClymYeobrightのよ うな立場 の帰郷者 であ ると言 えるのであ る。彼 女が最初 に登場
す るのは彼女 が都市部 の学校 か ら故郷 に帰 って くる場面 である。ここで描 かれ る彼 女の






彼女 の姿 、物腰 か らは 自分 の思い を示 す前に他 人のそれ を予め待 って しま うとい うよ う
な受動 的な側面 が強 く出てい る ことが語 られ る。 この点 はMartySouthとは異な る性
質 である。上記 で見たが、Martyはその顔 、姿に彼女 が今 まで歩んで きた人 生や 人格 が
視覚 的に如実 に現れ 、光 によってその存在 が強調 され ていた。 しか し、Graceは彼 女 と
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は対 照的に、そ のよ うなものが不透 明で あ り、只、彼女 の受動 的な側 面が特 に強調 され










彼女 の服装 は当世風 の流行 の ものであ り、そ こか ら彼女 の人格 を直接 的に読 み取れ るも
のは希薄 であ る。そ こにはや は り、当世 の流行 を只 、単純 に享受す るのみで、ほ とん ど
彼女 自身 の人格や個性 をあえて開示 させ ないのであ る。彼女 の受動 的な姿、主体性 の弱







彼女 の真 の姿 、性格 、内面な どは外 面的な特徴 か らは、多 くを掴 み取 ることがで きない。
可能 な こ とは只、類推す るこ とのみで ある。 ここではそれ故 に、彼 女 を"ashadowy
conjecturalcreature""ashapeinthegloom"と描 写 され る。彼 女は確 固 と した実体 を
持つ もの とい うよ りむ しろ、影 の よ うにおぼろげで、不透 明な存在 として ここでは紹介
され る。ここでは彼 女の様 子 は"shadowy""gloom"とい う闇や影 を示す言葉 によって表
され るが、これ は彼女 の外面 か らの捉 えがた さを示 しているのである。換言すれ ば、彼
女 の主体 的な存在感 は希薄 であ り、その性質 は着用す る衣服 とそれ を見 る者 に よって定
義 、(想起、類 推)さ れ る とい うこ とがこ うした外面か ら示 されてい るので ある。
この よ うな彼女 を見る人 々の視線 には しば しば 「類推」"conjecture"とい う行 為が付
随す る。彼女 の周 囲の人物 、特 に男性 はや は り、それ ぞれ主観 的な欲 望、願 望 による類
推 を廻 らせ なが ら、彼 女 を とい う女性 を判断 し、捉 え よ うとす るので ある。Graceが
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Gilesに連れ られ て、彼女の実家 に帰郷 した時、彼 女の父Mr.Melburyが彼 女の姿 を見









Graceは無事 に帰郷 し、彼 女の両親 によって実家へ と迎 え入れ られ る。その際、家の灯
が彼女 の姿 、顔や手 、髪 な どを照 らし、彼女 の美 しさを際立たせ る。彼女 の父 はその よ
うな彼女 の姿 を半ば見惚れ なが ら、一瞥 す る。 その様子 は"adazedconjecture"と語 ら
れ 、この言葉 か らは、彼 がその姿 に様々な思い を巡 らせてい るこ とが暗示 され る。ここ
でMr.Melburyが巡 らせ る事柄 は主 に、 この娘の都会 での文化や 教養 の獲得 と成長 で
ある。彼 はここで光 に照 らされ た美 しい外見 か ら、彼 女の変化、成 長 に思い を寄せ てい
る と考 え られ る。彼 女 を照 らす家 の光 は彼女 の洗練 された美 しさを強調す る と同時に、
彼女 を見 る父 の視線 とそれ に付 随す る様 々な思いを想起 させ る もの となっている。この
光 は何 とか して、彼 女の本 質、内容 を把握 しよ うとす る彼女 に視線 を向ける父親 の欲望 、
願望 の表象 で もある。 このよ うな類推 を廻 らせ て、女性 の風貌か ら何か を掴み、自 らの
もの としよ うとす る執拗 な視線 は前述 したPercombと同質的な もので ある。 ここでは
彼女 の父親 は照 らされ た彼女 の風貌 か ら想 いを廻 らせ 、彼 女の洗練 された性質 を読み取
ろ うとしてい るのである。
彼女 の父親 であるMr.Melburyは強い階級意識 を持 っ人物 であ り、上流 家庭や 階級
を崇拝 し、娘 の立身 出世 の野望 を持つ人物 である。 ここでGraceを照 らす 光は、 こ う
した父 の視線 の存在 を強 く示唆す る。 ここでの光 は、"ashapeinthegloom"と語 られ
る この女性 の捉 え難 い本質 を明確化 し、捉 え よ うとす るMelburyの目と欲 望 を示す も
の として機能 している。つ ま り、彼 は ここで、光で照 らされた彼 女の風貌 か ら、洗練 さ
れ た文化 の一面 を読 み取 り、自分 の娘 が洗練 された女性 になった ことを認識 し、自らの
社会 的な上昇願望 を満足 させ よ うとしているのである。彼女 に ここで差 し込 む光は、こ
のよ うな彼 の欲望 の存在 を暗示 した描 写であ るとい え るのであ る。先 のPercombと同
様 に彼 は、光 の 中に立つ人物 に近代 的な価 値観 に もとつ いた視 線 を向け るので ある。
Graceの身 には、 こ うした父親 の欲望 が降 りかか り、彼女 を支配す る。
また、 ここでの父Melburyの娘 に視線 を向ける動作 は"surveying"とい う語 に よっ
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て表 され る。この言葉 は上方 か ら見渡す 、見下 ろす とい うこ とを示すが、この動作か ら
は、彼 と娘 の力 関係 、即 ち父親 の能動 的な支配 と娘 の受動 的な被 支配 とい う二人の一種
の権力構造 が示唆 され る と考 え られ る。この視線 の関係 に よって、父は娘 を超越 す る立
場 であ り、娘 はそれ を受 け入れ るとい う父権 的な支配構 造が読 み取れ るのであ る。この
構造 の下に、二人 は視線 を交わ してい る訳 だが、この光の空間の 中での視線 の交錯 の支
配構造 は同時にMichelFoucaultの言 う可視性 と規律 の内面化 の問題 を想 起 させ は し
ないだろ うか。
MichelFoucaultはこ うした権力 の構造 を18世紀 にBenthamによって考案 された一
望監視構造 を持 つ監獄 パ ノプテ ィコンの構 造 によって説 明す る。 この監獄 の構 造は既
存 の独房 の構造 とは異 な り、監視者 か ら一方 的に収 監者 が光の よく差 し込 む房 にそれ ぞ
れ 区切 られ て収監 され 、彼 らが一方 的 に監視塔 か ら監視者 に よって可視 的に され るシス





Foucaultはこの監獄 において、習慣者 を拘束 し、 その身 を縛 るものは、その身 体 を
外部 に対 して可視 的 にす る光 に満 ちた空 間 と人知れ ず彼 を見 る視線 の存在 であ る と分
析す る。この一方 的な視線や 可視性 に よる拘 束 と規律 の構造 は、ここでの父 と娘の背景
に存在す る当時の都市文化 、即 ち、その中心的存在 であ る中産階級 の社会 に も適 用可能
ではないか と考 え られ る。この文化 に強 く傾倒 す るこの父の視線 とそれが向 け られ る教
育 を受 けた娘 の姿の関係 か らは、 こ うした視線 に対す る構 造が見 え隠れす るので ある。
この再会 の場 面において、Graceは光に よってその洗練 された美 しさを上述 の独房 中
の収監者 の よ うに鮮 明に父 の眼前 に露 呈 させ る。 これ に よってMr.Melburyは彼 が望
む上流 階級 の女性 の姿、振 る舞 い といったその規範 に彼 女が適合 してい るか否 か を見 る
"surveying"のである。 そ してそ の結果 、彼 はその規範 に彼女 が適 ってい る ことを確認
し、自らの野望 と欲望 を満 たす。ここでの光は彼 女 を支配す る父権的な権力構 造 と父の
欲望 を暗示す るもの となってい るのである。 この よ うな男性 の視線 に対 してGraceは
Percombの視線 に対す るMartySouthの反応 とは対照的 である。彼 女はMartyとは逆
に この よ うな視線 を拒否 しない。む しろ、彼 の願 望に同調 し、支配 を受容す るのであ る。
彼女 の父 は娘 を含 めた女性 の在 り方 に関 して、女性 の在 るべ き姿が男性 に対 して受動
的な ものであ ることを表 明す る。"Itellyouitisthat!1'venoticed,andI'venoticedit
manytimes,thatawomantakeshercolourfromthemanshe'swalkingwith"(101)
とMelburyは述べ る。彼 は娘 を含 めた女性 はその性 質、価値 を隣接 して歩 く男性 の質
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によって決定 され る と考 えるのである。 これ は換言すれ ば、女性 は他者、男性 か らの 目
線や欲望 に よってのみ、その人物像や 立ち位 置 を一方 的 に規 定 され るとい うことであ る。
彼 は この よ うに女性 を受動 的な存在 、即 ち男性 の付属物 的存在 として考 える人物 なので
ある。こ うした見方 は彼 の娘 の在 り方 に も反 映す る。Graceはま さに彼 の言葉、文字通
りの存在 であ り、父親 も含 めた男性 の視線や願望、欲望 に対 して受動的で あ り、彼 らの
望む よ うに従 うのである。言 わば、彼女 は、ここで父の価値観 を内面化 し、それに従 属
しているのである。 そ うした彼女 自身 の在 り方 に光 は強 く関係 して くる。
ここでGraceを照 らす光は彼 女の身体的な様相 を闇の 中か ら明確 に切 り取 り、視覚
化す る。これ によって、求 め られ る規範 を意識 し、相応 の振 る舞 い をす ることとな るの
である。言 わば、光 が彼 女に投影 され る他者 の欲 望 とそれ らに呼応 す る彼女 の精神構 造
を暗示す る もの となるのである。彼女 は この光に よって他者 の視線 を強 く意識 し、内面









GraceはHintockにしば しば訪れ る上流階級の寡婦、Mrs.Charmondの目に留 ま り、
父 の後押 しもあって、この夫人 の屋敷 に招 かれ ることにな る。上の引用はその屋 敷 を訪
問す る前 日の夜 の彼女 の姿であ る。彼 女は翌 日の訪 問の為 に着 てい く自分の服装 を鏡 の
前 に立って見 る。その際に彼女 の周 囲には蝋燭 の灯 が6本 灯 され、彼 女の姿 を照 らし出
す。この光 の下 で彼女 は 自分 の姿 を、鏡 を通 して見つ め、翌 日に控 えた高貴な女性 との
対面 に思い を巡 らせ るのである。 ここで彼女 が意識す るものは、Mrs.Charmondの視
線 である。彼女 は上流 階級 に溶 け込 む為 に、そ こに合 わせ るよ うに 自分の衣 服や姿 に注
意 を払 ってい るのである。ここで彼女 を照 らす蝋燭 の灯は彼 女の上流階級 に対 す る憧憬
を勿論表 しているが、同時にその裏 に彼女 の父親Melburyの上流階級 に対す る野心 と
願望 の存在 も暗示す る。上流 の女性 であって欲 しい とい う父 の意向に同調 し、その よ う
な女性 であろ うとす るのである。その よ うな父か ら伝 え られ た理想 と上流階級 の夫人の
視線 を彼女 は内面 に抱 き、それ を基 に彼女 は ここで 自分 の姿を見てい るのである。
この場面 にお いてはや は りFoucaultの言 う規律 の内面化 が機 能 してい る。 ここで彼
女 は上流 階級 のMrs.Charmond及び父 の視線 を強 く意識 してい るわけで あるが、この
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実 際には対面 してい ない他者 か らの視線 を意識 させ られ る とい う彼 女 の様子 はや は り
一望監視施設 の収 監者 の姿を想 起 させ る。Foucaultは常に光 を当て られ 可視 的であ る
収監者 、視線 を当て られ る者 に関 して"Hewhoissubjectedtoafieldofvisibility,and
whoknowsit,assumesresponsibilityfortheconstraintsofpower;hemakesthem
playspontaneouslyuponhimself'、5と述べ る。っま り 被観 察者 は常 に監視者 の視線 を
意識 し、彼 らの望 む規範 に適 うよ うに 自分 を 自発 的 に律 す るよ うにな るの で ある。
Graceはま さにこのよ うに彼女 を見 る父や夫人 の視線 を常 に意識 し、彼 らの望む規範 に
自らを適合 させ よ うとす るのである。光に照 らされた 自身 を見 るときに彼女 はそれ を強
く意識す る。光 に照、らされ ることで彼 女は 自身が他者 の 目線 に対 して無 防備 とな り、常
時観察 され うることを認識 し、自らの姿を既存 の社会 の規範や 要望に適合 させ るのであ
る。照射 され る光は彼 女を支配す る男性や社 会の視線 とその圧 力 を暗示す るものなので
ある。これ に よって、や は り彼 女は飽 くまで も父の視線 と意 思な ど周囲の視線 に対 して
受 動 的な存 在 で あ るこ とが示 され る。 この よ うなシ ステ ムに取 り込 まれ た意識 は、
Graceのみ な らず、勿論、当時の社会全体 に言 えるこ とで あった と考 え られ る。同時代













Millはヴ ィ ク トリア 朝 社 会 を あ らゆ る階 級 の人 々 が 周 囲 の 視線 と検 閲 、監視 に よっ て 支
配 され 、抑 圧 され た社 会 で あ る こ とを指 摘 す る。 こ こで述 べ られ る の は 、彼 らが 、常 に
自 らに求 め られ 、相 応 しい もの は何 か とい うこ とを追 求 し続 け 、 自分 の 生 来 の好 み や願
望 を 押 し殺 し、順 応"conformity"して い る とい う点 で あ る。 こ うした 状 況 は、 ま さに
先 の規 律 の 内面 化 そ の もの と もい え る事 象 で は ない だ ろ うか。 尚 、1865年 のLondon
で の生 活 の 中 でHardyは 、このJ.S.MillのOnLibertyを通 読 して い る。TheLifeand
WorkofThomasHardyによ る と、 そ の 中で も上 記 の 引用 が 含 まれ る`Individuality'
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の項 を読 ん で い た よ うで あ り、7、Ruthlandは、"Thethirdchapterofit[OnLiberty]
treatsofIndividualityasoneoftheelementofwell-being[...]asalltheyoungman
ofthatdayHardyamongtherest,read"、8と指 摘 して い る。 少 な く と も小 説 執 筆 時 に 、
Millが同 書 の 中で 主 張 して い る英 国 の 個 人 に対 す る道 徳 的 抑圧 の 問題 は 間違 い な く視
野 に入 っ て い た と考 え られ る。 このTheWoodlandersもま た少 な か らず 、 そ う した 急
進 的 な政 治 思 想 の影 響 の 下 に あ る と言 え る。
Graceが鏡 の前 でMrs.Charmondへの訪 問 の 準備 を した 夜 の翌 日、彼 女 は 無 事 に夫
人 と対 面 し、互 い に 友 人 と して の面 識 を得 る こ と とな る。 この 二 人 の 女 性 の対 面 時 に、
二人 の姿 は 、鏡 や 鏡 像 を と もな っ て描 かれ る。 この様 子 は この 規 範 の 存在 を示 唆 す る も









以上 は訪 問の後 、Graceが夫人 の下を後 にす る直前 の描 写である。去 り際に二人の姿が
鏡 に写るが、そ こで視覚的 に二人 の年齢 による対照的 な差異 と共 に、近似性、共通す る
要素"theirresemblances"が露 にな るので ある。ここか ら、この女性 達が身 に纏 う着衣
や化粧 とい った当時の淑女達 を覆 う一 定の文化規範 的な要素 の存在 が読み取れ る。二人
は年齢 に よる個別 的な差異 を持 ちっっ も根底 的には、一 定の規範 に したがった様相 を し
ている とい うことが この鏡像 の描写 か ら読 み取 りえるのである。これ 以外 に も、この二
人 には、鏡像 のイ メージが付 き纏 う。彼 女は、Fitzpiersと結 婚 した後 もふ とした偶然
か ら、 この夫人 と森林地 で鉢合 わせ になるが、その ときのGraceの様子 は、"Grace
stoodlikeawildanimalonfirstconfrontingamirror"(286)と語 られ、彼女 は夫人 を 目
前 にす る と自らの鏡像 のよ うな印象 を受 けて しま うのである。ここか らや は り二人には
数多 く共通す るものを もってい ると言 えるだろ う。さらに、この二人の共通1生が一定に





Melburyは、Graceが夫人 と近づ きになれ た要 因には、教 育に よる上流文化 の獲 得があ
り、偶然 の出会 いか ら、 この互い の共通性 を認識 し、夫人 の興味 を掻 き立 てた と語 る。
この ことか ら、教 育に よって身 につ け られ た一定の文化 、教養 に よって二人は根 幹的な
部分 を共有 してい ると言 え るであ ろ う。 そ して、言 い換 えれば、CharmondやGrace
が生 きる中産 階級 の文化 にお いては、一 定の教養等 、規範 が遍 く女性 達 に流布 していた
と言 える。
この よ うな既存 の社会 の要請 、規範 に対 して彼 女は受動的 に順応 し、規範 を受容す る。
彼女 を照 らす光 は上流社会 の 中の この既 存 の制度 の 中で 自分 が認 め られ るこ とを望 む
志 向を示す表象 であ り、この よ うな彼 女の心理 の裏 には彼女 の父の意 思があ り、彼 女は
この支配 を被 っているのである。彼女 は飽 くまでも周 囲の意見 、視線 に従順で あ り、そ






彼女 は帰郷 した後 、幼馴染 のGilesと交流す るこ とを父親 に禁 じられ る。彼 女 の父 は娘
が教養 の ない下層 階級 に属す る彼 との結婚 によって娘 が社会 的に下層 に置 かれて しま
うことを恐れ たのである。そんな彼女 が偶然 、Martyの父、Mr.Southの家の樹 上で作
業 を してい る ところを通 りかか り、声 を掛 け られた際の描写が上の引用であ る。この時、
彼女 は内心、彼 の存在 が気 に掛か りつつ も父 の言葉 に逆 ら うこ とがで きない。(尚、彼
女 は、作 中で本心 を父 に密 かに"IwishIhadnevergotintoit.Iwishyouhadnever,
neverthoughtofeducatingme"(267)と発言 し、密か な本心 を露呈 させ るが結局 は、彼
女 は周 囲の視線や要請 には逆 らえず に これ を抑圧 して しま う。)そのよ うな内面 の様子 、
葛藤 は引用文 中の"aflameofsufficientbrilliancy"とい う炎の光のイ メー ジによって
語 られ るのである。この炎 のイメージが示す のは反抗 心であ るが、これは決 して彼 女の
中で燃 え上 が ることがない。彼女 はそれ を周 囲の欲望 と要請 の下、強 く抑圧 す るので あ
り、こ うしたイ メージはそ うしたカ の弱 さを示す のであ る。この よ うな内面の激 しい光
のイ メー ジの不足 は彼女 の 自立性 、主体性 の脆弱 さを暗示す る。そ して、この こ とを踏
まえ、前述 した"gloom""shadowy"と語 られ る彼女 の様子 を振 り返 って考 えてみ る と、
最初 の影 や薄 闇のイ メー ジは彼 女 の 自立性 と主体性 の弱 さを表 象 していた もの ともい
えるであろ う。彼女 は周 囲の男性 か ら光を当て られ ることはあって も、自らの意思で光
のイ メー ジを発す る ことは決 してない。 この点で、前章 で論 じたEustaciaVyeのよ う
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な女性 とは対極 的であ ると言 えるで あろ う。彼女 には、Eustaciaが一貫 して、胸 中に
抱 き、光や炎 として表現 され ていた反動 的な感 情の不 足が ここで、示 されてい るので あ
る。(彼女 は内心 では上記 の よ うに、伝 統的な社 会での人生 を望 んでお り、真 の愛 を求
める情念 を抱 えているが、父や周 囲の ことを考 えるあま りにEustaciaのよ うにそれ を
表 立って反動 的な行動 に移す こ とはで きない のであ る。)彼女 を取 り巻 く光の比喩描写
はあった として も、全て周囲の男性 の意思 を反映 した ものなので ある。そ して、Fitzpiers





彼女 の夫 となったFitzpiersは彼 女の故郷のHintockで過 ごす よ りも都 市部 へ と移住す
る ことを望み 、それ に向けて行動す る。彼 女は 自分の故郷の環境や文化 に対 して愛着は
あるが、それ よ りも夫 の意 向に従 って生 き よ うとす るのである。
4.Fitzpiersと父 権 的イ メ ー ジ と して の 光
彼女 の夫 であるFitzpiersもまた、父親 の場合 とや は り同 じくGraceをは じめ とす る
女性 に対 して強 い視線 を向け る。彼 の視線 もや は り父権 的な権威 、権 力の存在 を強 く暗
示す る。彼 は結婚前 にGraceや女性 達を 自分の庭先 で 目撃す るが、その場 面 において







彼 は 自分 の庭 が一 望で き る居 間の窓 か ら庭 にあ る自在扉 を行 き来す る女性 た ちを観察
す る。SukeDamson,MartySouthといった村 の女性 た ちがそ こを往 来す るが、自在扉
を通 る際に各 々異 なった反応 を見せ るのである。扉 にぶつか った り、蹴飛ば した り、そ
の反応 は観察す るFitzpiersの知 る淑 女 とその規範 か らは遠 く異なった もので ある。彼
は この よ うな多彩 な反応 と差異 を見て、時 に楽 しみ、また時 に哀 れみの視線 を向ける。
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そんな中、彼 は非 常に洗練 され ている女性 であるGraceの姿 を 目撃す る。彼 女は観 察
され る女性 の中で卓抜 して彼 の思 う淑女 の在 り方 に適 っていたのであ る。彼 はその姿に
思 わず 目を奪 われ る。 この場面 にお いて、注 目すべ きは彼が女性 の規範、いわ ゆる淑女
として守 るべ き振 る舞 いを如何 に守 っているか、そ うでないか とい うことを意識 しなが
ら、女性 を見てい る点である。彼 の視線 には、男性 の優越 的な意識 、女性 に一方的にあ
るべ き規範 を押 し付 け、それが守 られ てい るか否 か を吟味す る優越 的権威 の構 造が見出
され る。彼 もまた父親 のよ うにGraceに対 して、階級 的な文化 を意識 しなが ら目を向
けるのである。
Graceは、 このFitzpiersの視線 を受け入 れ、淑女 と しての規範 を守 り、彼 の意思 と
欲望 に従 う。結果 、彼女 自身 は父親 のMelburyの場合 と同様 に この男性 の望む女 性像
に無意識 的に近付 こ うとす るのである。尚、彼 の望む女性像、そ して女性 への感 情な ど







彼 は 自 らの女 性 に対 す る愛 情 とそ の志 向 を 上 の よ うに述 べ る。彼 は こ こで人 間 の(男 性
の女 性 に対 す る)愛 情 とい うもの は本 質 的 に備 わ っ た もの で は あ るが 、そ れ は樹 木 に 掛
か っ た虹 とそ の光 の よ うに優 い もの で あ り、ま た 実 体 を伴 わ な い 幻影 の よ うな もの で あ
る こ とを語 る。Fitzpiersは光 の優 い イ メ ー ジ に よっ て 、彼 の 抱 く女性 観 が 非 常 に観 念
的 な もの で あ り、実 際 の女 性 の 実態 か らか け 離 れ た もの で あ る とい うこ とが示 唆 され る。
現 に彼 は実 際 に彼 女 を捉 え る こ とは な く、時 々 見 か け る彼 女 か ら類 推 を廻 ら して 、内 面
でGraceを 観 念 的 に捉 え る。 彼 の 口か ら語 られ る光 と虹彩 の イ メ ー ジは男 性 的 の 一 方
的 な理 念 を暗 示 す る もの とい え るで あ ろ う。 そ して実 際 にFitzpiersのこの よ うな 嗜 好
は 、"Theyoungladyremainedinhisthoughts.Hemighthavefollowedher,buthe
wasnotconstitutionallyactive,andpreferredaconjecturalpursuit"(135)と語 られ る。
注 目す べ き こ とに 、 こ こで も"conjecturalpursuit"とあ る よ うに 、彼 はMelbury同様
に主 観 的 な 印象 、欲 望 や 類 推 を以 っ て彼 女 を捉 え よ うとす るの で あ る。 この よ うな 女 性
に対 す る過 度 の実 体 とか け離 れ た観 念 化 はHardyの 作 品 の 男性 に共 通 して 頻 出す る特
色 で も あ る。 こ の 作 品 の 他 に もTheReturnoftheNatlveのClymやTesso!
d'UrbervlllesのAngelなどが や は り同様 に女 性 た ち を観 念 的 に捉 え、理想 化 して い る。
この 点 に 関 してAnneAlexanderは当 時 の社 会 の 中に 見 られ る女性 観 の反 映 の 一 つ で






Alexanderは当時の社会 にお いて、男性 が女性 を過度 に理想化 、観 念化す る傾 向が強化
され る風潮 があった ことを指摘す る。 それ は この よ うなHardyの作品 にも反 映 し、女
性 は一方 的に観念 的なイ メー ジに一致す る ことを望 まれ ている とAlexanderは述べ る。
これ は言 い換 えれ ば、一方的 な欲 望 による女性 達の抑圧 とも言 えるだろ う。Fitzpiers
も この例外 ではな く、彼 もまたGraceを理想化 し、観 念的な形で彼 女 を捉 え、 自分の
中の実体 とはかけ離れ た女性 の像 を彼女 の中に求 め よ うとす るのであ る。
最 も注 目すべ きは、Fitzpiersは継続 して、やは りこの よ うな観 念的な女性像 を光の
イ メー ジ に よ っ て 捉 え て い る とい うこ とで あ る。 彼 はGraceの こ と を"This
phenomenalgirlwillbethelightofmylifewhileIamatHintock[_]"(157)と語 る。
彼 に とって彼女 との出会 いはま さに暗雲 の中に輝 く光 の よ うに感 じられ 、また描 かれ る
のである。光 は彼 に とっての理想 の女性像 のイメー ジ を示 し、女性 に投げ掛 け られ る彼
の欲望 を示す表象 となってい るので ある。(そ して この欲望 は、先 に述べ た一定の規範
を基 に してい る。)
GraceはこのFitzpiersのよ うな男性 が抱 く女性 のイ メージ、即 ち、光のイ メー ジに
同調 し、近付 こ うとす る。ここで再び先 に触 れた鏡 の前で光に照 らされ る彼 女の姿が重
要 な意 味を帯 びて くる。先 に触れ た鏡 の前 で光 に照 らされ るGraceの様子 は この点 を
踏 まえる と、この よ うな男性 の欲望 ともや は り決 して無 関係 ではない。この場面の光輝
くGraceのイメージは彼 の抱 く光のイメージ と近似 し、相 通す るものであ る。 即ち、
この ことか ら考 え られ る ことは、Mrs.Charmondに近付 こ うとした時点で無意識 的に
彼女 は近代 的都 市文化 の中に生 きる男性 が抱 く理想 に近付 こ うとしてい る とい うこ と
である。Graceの姿 を照 らした光は主に彼 女が憧憬 をよせ るMrs.Charmondを意識 し
た ものであるが、この婦人 もまた根本 的には男性 を惹 き付 けるためにその身 を飾 る女性
である。故 に彼女 の生活す る環境や制度 、状 況に順応 す る為 に同 じよ うに着飾 ろ うとす
る ことは、同 じ階級 と文化 に属す るFitzpiersのよ うな男性 の願 望、その需 要 に応 える
ものである といえる。言 わば、こ うした男性主体の価値観、支配の構造 に彼 女 は参与す
るのである。そ して勿論、父親 の望む上流階級参入への願望 にも答 えた もので ある。こ
のよ うに、Graceの姿を照 らす 光は周 囲の他者 の 目や願 望、そ の価値観 の存在 を示唆 し、
これ らを感知 し、受容す る彼女 の心理 を複合 的に表象す るのである。
また、Graceの眼前に現れ る光は上流階級 の男性 の知識 や社 会的な優越性 の象徴 とし
て彼女 の前 に迫 り、 これ を彼女 に 自覚 させ るとい う機能 も持 ってい る。Fitzpiersも光
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によってその存在感 を彼女 に示す のである。 以下は、
在 を知 る際の描写 である。













Graceは帰郷 したそ の 日の夜 に 自室 の窓 か ら不思議 な光 を 目にす る。それ は嘗て空 き家
であった所 か ら発せ られ た光 であ り、彼 女はそ こに誰 か住 んでい るのか を不 思議 に思 う。
その家 こそが彼女不在 の問に村 にや って来 た医師 のFitzpiersの家であ る。 ここで、彼
の存在 は万華鏡 の よ うな不思議 に変化 を続 け る光"Kaleidoscopicdream"(57)によって、
Graceの目に入 り、彼女 の興 味を掻 き立てるのである。この不思議 な光は彼 の科 学研 究
によって発生 した ものであ り、彼 の職業 的な立場 とその知識 を示 す もので もあ る。この









ここで彼女 が この光 を通 して思 い描 くのは、や は り知 的な面で彼 女 を凌駕す る存在 であ
る。彼女 はそんな存在 に憧れ と畏敬 の念 を以って思 い を巡 らせ るのであ る。また この よ
う な 超 越 的 な 彼 の 存 在 は"hewassimplyremorselessJehovahofthe
75
sciences[_]"(144)とも語 られ、彼 がGraceを超越す る存在 であ ることが さらに強調 さ
れ る。 この時に彼女 は彼 に対 してMrs.Charmond同様 に強い憧れの意識 を持 っていた
のは想像 に難 くない。そ して 、その よ うな憧憬 の念 を以 って彼 女 は彼 と結婚す るが、結
婚後 も彼 の権威 と優越性 を示す光 は依然 として彼女 の眼前 に表れ る。この作品の終盤 で、
彼女 はFitzpiersの不貞行為 が原 因で身 を寄せ たGilesの下で彼 か ら熱病 を感 染 させ ら
れ て しま う。彼女 はこの病で生命 の危機 に晒 され るが、あわやの ところで、夫 は必 要な
薬 を彼女 の前 に差 し出す。そ の薬 は"Theliquidwasofanopalinehue,andborea
labelwithaninscriptioninltalian"(397)と語 られ、オパールの よ うな光沢 と色彩で彼
女 の眼前 に迫 る。これ は先 の彼 の部屋 か らの神 秘的な光 と同 じよ うに彼 の医師 と しての
知識や技術 の卓越性 を彼 女 に示す ので ある。現 に この薬 に よって彼 女の容態 は回復 し、
この ことを彼女 自身 、実感す る。その結果、彼 女は この夫の元に最終的 に戻 ってい くの
である。 この よ うにGraceの眼前に現れ る光は上流 階級や それに属す る彼 女の男性 へ
の憧憬 を掻 き立て、同時にそれ らの優越性 をも彼女 に指 し示 す。Graceはこの光 を通 し
て、 これ らの 自分 に対す る優越性 を認識 し、そ こに 自分 を従属 させ てい るのであ る。
この よ うに、Graceの周辺 の光 は彼女 の周 囲の男性 の視線 と欲望 を表象す る。彼 女 自
身 もその よ うな周 囲の視線 と願望 を意識 し、Martyとは対 照的に彼 らの意 思や欲 望に従
属す るのであ る。そ して、この よ うな周囲 の意思 と願 望 に基づいて、上流階級 への憧憬
を抱 き、そ の社会で望 まれ る女性像 を無意識 に志 向す る。この よ うな彼女の受動性、上
流社 会や男性 の優越 性 の認識 そ して彼 女 自身 の主体性 の弱 さ と抑圧 を彼 女の周辺 の光
の描 写は象徴 的に示 していたのである。
5.まと め
TheWoodlandensでは田園地域へ の近代的 な価値観や思想 の侵入 を背景 として、Marty
South,GraceMelburyの二人の女性 が周 囲の他者 か ら、金銭 、観 念的な愛 情等、一方
的に彼 らの欲望 をその身 に投 げかけ られ ていた。女性 た ちはその姿や人格 を近代 的な規
範や価値観 、欲望 を投 げ掛 け、支配す る他者、即ち男性 の一方的な視線 に よって規定 さ
れ ていたのである。彼 女 らはそれ らに対 して、対照的 な反応 を示す。MartySouthはそ
のよ うな欲望 と価値体 系か ら脱す ることを志 向 し、苦悩す る。Martyは、こ うした視線
に森林地 の闇にその身 を隠す ことによって、抵抗 し、逃れ よ うとしたので ある。そ して
他方 、GraceMelburyは彼 らの欲望 に順応 し、 これ に従 って しま う。彼女 自身、本心
ではそれ をけっ して望 まない に も関わ らず 、である。実は、彼女 は父親 にふ と、次の よ










Graceはこのよ うに教育 な ど受 けず にMartyのよ うに森林 地で暮 らしていたかった と
本音 をのぞかせ るのであ る。(この点は彼 女が 自らの胸 中に眠 る情念 を示 した数少 ない
場面 の一つ であ り、Eustaciaのよ うに彼女 も本来 は男性 か らの愛 を希求 していたので
ある。)しか し、周 囲の状況 と要請 か ら、彼 女はやむ な く、そ うした内面 に眠 る情念 を
抑圧 し、社会的 に順応 しよ うとす るので ある。彼女の周辺の光 は、こ うした彼 女 を取 り
巻 く男性 の欲望 とその視線 を暗示 し、彼女 のそれ らに よる抑圧 を示 していた。彼 女は光
によって曝 され る 自分 の身体や見掛 け等 を強 く意識 し、自らを拘 束 し、彼 らの支配 を苦
悩 しなが らも受容 したのである。
この二人 の対 照的な女性 の姿 と彼女 らと関わ る表象的 な明暗の描 写に よってHardy
は、人 間同士の相互 の関係 に現れ る欲 望や願 望を表 し、周 囲の視線や欲 望に よって抑圧
され 、在 るがまま生き ることが困難 な女性 た ちの悲哀 を強 く示 したのではないか と考 え
られ る。現 に、 どち らの女性 も決 して幸福 な婚姻関係 や生活 に行 き着 くこ とはな く、苦
悩 と葛藤 が一貫 して描 かれ る。Hardy作品の女性 に関 してRosemarieMorganは"they
struggletoshapetheirownliveswithavigourandenergyresiliencethatis,tothe
reader,themoreremarkableforthefactthattheirsisastruggleagainstallodds,a
struggleinaworldthat[_]isnotfriendlytowomen"、。と述べ、彼 の作品では女性 た ち
は彼女 らを抑圧す る世界や社会 の中で必死 に生きる道 を模索 し、苦悩 してい る様 子が描
かれ ている ことを指摘す る。 この作 品で もHardyは如何 に彼 女 らが あるがままの姿 を
抑圧 され てい るかを描 いてい るのである。特 に本作 では、対照的な女性 の姿 と彼 女 らを
取 り囲む男性 の欲望や情念 を明暗 とい う描 写で象徴 的に描 くことに よって、彼 は真 に 自
由に生 きる こと、生 をあ るがままに謳 歌す るとい うことが、いか に当時 として は困難 の
最 中にあるかを示 し、男性 の女性 に対 す る一方的な欲 望や それに基づいた価値 体系が支
配す る社会 の欠 陥を明るみ にだそ うとしたのではない か と考 え られ る。この よ うに、こ
の作 品では、自分 の求め る愛 を胸 中に抱 きなが らもそれ を周 囲の社会 的、環境 的な要因
によって抑圧す る ことを余儀 な くされ て しま うとい う悲 嘆が描 かれ ていたが、続 く3章
では、こ うした問題 を さらに発展 させ 、女性 に対 して抑圧 的な状況の 中で如何 に 自分の
願望 を追及 、葛藤 し、また抵抗す るか とい うことを さらに突 き詰 めて取 り上 げる。
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3章Tessofthed'Urbervllles(1891):性の 抑 圧 と光 と闇
1.Tessの覚 醒
2章 ではTheWoodlandensにおけ るGraceMelburyの抑圧 的な状況の 中での精神 的
葛藤 を中心 的に、対 照的なMartySouthのそれ と共に論 じた。彼 女は、都 心部で上流
階級 の子女 向けの教 育を受 け、淑女 的な価値観 をその身 に浸透 させ なが らも、かっての
故郷 の文化や習俗 に対す る郷愁や そ こに生 き る想い人 の存在 も捨 てきれず 、その狭 間で
葛藤す る女性 であった。 そ して、そ うしたGraceの内面的動 向はやは り、光や 闇の描
写 に よって視覚 的に表現 され ている点 を前章 では論 じた。都 市的な文化(中 産階級的な
価値観)と 教 育 を受容 した彼女 は最 終的に、淑 女 と して 中産階級的な価値 体系の 中に生
き ざるを得ず 、その抑圧 的な世界 の 中に帰って行 くこととなったが、こ うした帰結は 当
時の女性 達 の生き る上 での選 択肢 の制 限 と抑圧 の悲哀 を強 く示 した もの とい えるもの
であった。(勿論 、背景 にある故郷 の喪失 の悲哀 もその中に含 まれ る。)前章で扱 った女
性達 の限 られ た生 き方 の選択肢枠 を念頭 に入れ なが ら、この第3章 では、彼 の後年の作
の一つ であるTessofthed'Urbervlllesを考察対象 と して取 り上げ、その問題 を さらに
突 き詰 め る。Tessもまた近代 的な価値観 と旧来の世界の狭 間に生 きる人 間であ り、抑
圧 と葛藤 の環境 の中で生 きてい る。 しか し、この作 品では、彼 女は、そ うした環境の 中
にあって苦悩 しなが らも決 して抑圧 をただ甘受す る存在 ではな く、その 中で葛藤 しなが
らも密 かなる抵抗 も試み る女性 で もある。そ して、同時 に作品全体 として も、当時の社
会 に浸透す る女性像 に対 して も挑戦 的な描 写が満 ちている。
Tessofthed'UrbervlllesはHardyの小説 の 中で も彼 の代・名詞 とも言 える最 も有名な
作 品である。この作 品を有 名なもの としてい るのは何 と言 って も、作 品に登場す るAlec
d'Urbervilleによる ヒロイ ンTessの強姦 の場 面であ る。 直接 的な描 写 こそ避 け られて
はいるが、男女 の関係す る この よ うな描 写は この作 品が世 に出た19世 紀末 においては
周 囲を騒 がせ るに充分 であった。 その他 に も本作 にはTessの様 々な受難 が描 かれ、そ
こか ら当時 の女性 を取 り巻 く不条理 で抑 圧的 な状 況が最 も強 く浮 き彫 りに され る もの
となってい る。
前章 で見 た よ うに、ヴィク トリア朝 の英 国におい て、女性 は様 々な抑圧的 な制約 、規
範 に よって捕 らわれ ていた。社会 的に浸透 した女性観 と して、女性 は信仰 心や道徳な ど
精神 的な側面 に秀 で、男性 の よ うな性 的欲 求や肉体的衝動 か らは解 放 され た存在 として
考 え られ ていた。2この女性観 は教育 な どを通 じて社会的 に広 く浸透 し、女性達 は高い
倫理観 の下、貞淑 で男性 を支 え る存在 と して振舞 うことを求め られたのであ る。その為
に、女性達 の肉体 的快楽や性 的欲求 、男性 との関係性 は、社会 的要請の下に禁 忌 とされ、
隠匿 され ていたのである。 しか し、実際に、女性 達 も男性 同様 に、肉体 を持 った人間で
あ り、身体 的な感覚や情動 をそなえた存在 であった。女性達 は、抑圧 的文化 の 中で、禁
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忌 とされ なが らも身体 に内在 す る性 的欲 求や情念 と周囲 か ら求 め られ る規 範 との問で
葛藤 した と考 え られ る。本作 では、こ うした女性 の性やそれ と関わる身体の存在 がAlec
による暴行 の描写 も含 め、数多 く存在 し、こ うした描 写 を通 して、女性 の禁 忌 とされた
身体 的、(性的)問 題 とそれ に関わ る葛藤 が重要 なテーマ となってお り、描 かれてい る
のである。本 章では、こ うした女性 に降 りかか る抑圧 の問題 を中心に取 り上げ、論 じる。
この当時は 目を向け られず 、隠 され る傾 向にあった この問題 、性 を含 む身体の存在感
や快楽 、情念葛藤 といった もの を描 く手段 と して取 り入 れ られた手法は、や は り光や闇
を中心 とす る視覚 的な比喩描写 であった。 主人公 のTessの身 体や彼 女 を取 り囲む風 景
には月光や 陽光 、ランプの灯 り、そ して夜の闇 とい った光や 闇の描写が多用 され、暗示
的な印象 を醸 し出 してい るのである。Hardyは以前の諸作品 に引き続い て、 この よ う
な比喩 を巧妙 に行使す る ことに よって、当時 としては、禁忌 とされ、直接 的 に語 られ難
かった問題 を極 めて印象 的に読者 に提示 しよ うとしているのである。
この作 品では、頻 出す る光 と闇の描 写は、物語 を通 じて大 き く変化す るTess自身の
身体 に対す る意識 の動 向 と葛藤 を視覚 的に暗示す る もの となってい ると考 え られ る。主
人公TessはAlecとの関係 やAngelとの交遊 をきっか けに 自らの身体 を巡 る意識 、感
覚 を徐 々に変化 させ て行 く。言 わば、物語 の進行 に従 って、彼 女は経 験を通 して、性 や
身体 に関す る意識や感覚 を発展 、成熟 させ るのであ る。身体や性 に関 して彼 女 は時 に喜
び 、悦楽 を感 じ、同時にそれ に対 し、恐怖や苦悩 といった複雑 な感 情 も抱 きなが らも、
そ うした経験 を通 じて、Tessは独 自の身体 に対す る観 念や美意識 に到達 してい く。 そ
うした過程 を この物語 は示 してい る。 こ うした意識 の発展 、変化 の 中で、Tessは必然
的に当時の女性 に投 げ掛 け られ る道徳観念や規範 と対面す る こととな り、これ らとの葛
藤 が描 かれ る こととなる。この彼女 の葛藤 な どの経験 と成長過程 の要所に光 と闇は しば
しば現れ 、彼 女の意識や 心理 と関係 し、表象す る重要 な比喩表現 となって くるのであ り、
最終 的に到達す る精神 的境地 とも密接 に関わって くる。本章 では、AlecとAngelとい
う対 照的な二人 の男性 との関係 か ら、彼 女の意識 の変遷 と光 と闇 との関係 を考察 し、彼
女 が最終 的に、どの よ うに葛藤 を経験 し、また どのよ うな意識や思想 を持っ に至 ったか、
そ してまたそれ は如何 な る意義 を持つ のか、そ して、Tessの変化 、発展 を通 して、如
何 なる ものを読者 に提示 してい るのかを検討す る。
2.身体支配 とTessの精神 的抵抗
物語 の主人公 であるTessDurbeyfieldは見 目麗 しい女性 と して、その美 しい身体が
非 常に印象 的に強調 され 、描 かれ る。作品冒頭 で描 かれ る彼 女 も参加 す る故郷 の異教的










以上 の引用 は、彼女 の故郷 のMarlottの祭の様子で ある。純 白の衣装"whitefrock"に
身 を包 んだ少女達 が隊伍 を組み 、輝 く太 陽の光に よってその隊列 を構成す る女性 のそれ
ぞれ の美 しさが強調 されてい る。そ して、 この中に勿論 、Tess自身 も含 まれ てお り、






Tessもまた他 の女性達 と同様 に 白い衣装 に身 を包む。そ してそ の上 で、 さらな る装 身
具 として赤 い リボンがその頭髪 を飾 っている。これに よって彼 女の存在は少 女の 中で も
特 に際立 た され ているのである。ここで描 かれ る彼女 の姿は、非常に彼 女の内面や命 運
を示す表象 的な もの となってい る。彼女 を際立たせ るこの赤 い リボ ンは、物語 で彼 女 を
待 ち受 けるAlecの暴行や その きっか けとな る馬 車の事 故な どの命 運 を暗示す る表象 と
なってい る、。それ に加 えて、 ここで彼女 が着 用す る 白い衣装 もまた表象 として機能 し
ている と考 え られ る。 それ は、彼女 自身 の美や その身 体に対す る意識、(即ち、性 的魅
力 に関す る意識 と換 言 して も良い と思 われ る。)の希薄 さを示す。彼女 を含 む この衣装
に身 を包む女性 達 は、"theyweregenuinecountrygirls,unaccustomedtomany
eyes"(12)と語 られ、彼女 らがその眉 目秀麗 な姿 を人前 に見せ るこ とになれ てお らず 、
また、人々の眼前に 自分を表 現す る方 法を身に付 けていない とい うことが引用 中に語 ら
れ ているが、Tessや女性 達がま とい、陽光の下で存在感 を強調 され るこの純 白の姿は、
彼女達 自身 の身体 に対す る意識 を視覚 的に示 してい る と言 えるのであ る。
これ らの描 写か ら、彼 女 自身 は、美麗 な 自らの身体 に関 して殆 ど無 自覚で あるこ とが
読 み取れ るので あ る。 このTessの描 写 に続い て、彼女 の人生 は"amerevesselof
emotionuntincturedbyexperience"(13)と語 られ る。や は り、 この時点で、彼 女の身
体 は、他者 の意 思や欲 望の影響 も被 っていない 白紙 に近い状 態であ ることが暗示 されて
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いる と言 え る。Tessにとって、その身 体は この時点で は飽 くまでもその精神 の入 れ物
であ り、それ 以上の意 味 を持た ないので ある。 こ うした彼 女の思想 的傾 向の背景 には、
彼 女 の受 けた教 育 の影 響 が あ る と考 え られ る。彼 女 はLondonの女教 師 か ら、The





ここで、彼女 は地方 の社会 に住み なが らも、一定の教育 を受容 し、都 市の文化 をその身
に獲得 してい ることが示 され る。その顕 著な例 の一つ と して、彼 女の使 用す る言葉が あ
る。彼女 は、方言 と並行 して標 準的な英語 の言葉使 い を身 に付 けてい るので ある。そ し
て、さらに彼女 が この教 育に よって、彼 女の両親 をは じめとす る他 の地域社会 で生 きる







Tessと彼女 の母親 が、 ここでは比較 され てい るが、母が迷信や地域 の伝承 の中に生き
ているのに対 して、彼 女は学校 で一定の教 育 を受け、"Standardknowledge"とあ るよ
うに、当時の女性 と して適 当な教養や知識 を得 ていた ことが語 られ る。 ここか ら、彼
女 が ヴィク トリア朝 的な女性 の規範 をある程度 、受容 していた ことが推 察 され る。つま
り、彼 女 も貞淑 で高い倫理観 を持 っべ きとい う淑 女の規範 を受容 していた とい うことで
あ り、結果 、自身の性 やその周辺の欲望 に関 して、目が背 けられ ていた とい うことが考
え られ るのである。
それ に加 えて、彼女 自身の生来の気 質 も特徴 的な もの となってお り、彼 女の身体 に対
す る関心 の低 さに輪 をか けるもの となってい る。Tessの関心 の中心は 自分 の身 体や そ
れ を取 り巻 く現実 にはない。む しろ彼女 の精神 は幻想や夢想 に強 く捕 らわれ てい る。そ
の為 に、彼女 は 自身 の姿にあま り強い関心を向けず 、しば しば幻想 の世界に耽 溺 しよ う
とす るのであ る。それ が最 も明確 に現 れ る場 面は、この作品の悲劇 のp+t一矢 とな る馬車で
父 の代 わ りに幼 い弟 と町に仕事 に行 く場面 である。彼女 は星空の瞬 く薄闇の 中で夢想 に
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馬 車か らの静 かに流れ る景 色 とそれ を包 む夜 明け前の闇 の中で彼 女 の想像 力 と感性 は
刺激 され 、その魂 は現 実を超 えた見 えざる夢想 の彼方 へ と誘 われ るのであ る。彼 女は こ
こで束 の間、労働 に勤 しまなけれ ばな らない辛い生活 か ら逃 れ るために闇深 き空間 と遠
い星空 に思 いを馳せ 、夢想 に耽 るのである。 上記 の引用 に"tofantasticsceneoutside
reality"とある よ うに、 この現 実の外 の世界 を強 く彼女 は志 向す るのである。
この よ うに彼 女は夢想 にそ の意識 を傾 け、深 く耽溺 す る気 質 を持 ってい る。 そ して、
そ うした彼女 の意識 は闇の中で強 く助長 され る。これ を実証 す るかの よ うに彼 女は後に





星 空 の瞬 く闇 の 中 に そ の身 を横 た え 、星 光 に意 識 を 向 け る こ とで そ の魂 を現 世 か ら遠 ざ
け る こ とが 出来 る こ とを彼 女 は語 る。 この薄 闇 と星 空 の 中で の 体験 は 、彼 女 の 夢想 的 な
精 神 が夜 や 早 朝 の星 空 の 暗 闇 に豊 か な想 像 力 を傾 け 、それ に よっ て 身 体 を一 時 的 に 忘 却
し夢 想 に耽 る とい う彼 女 の特 徴 的 な気 質 を示 してい る の で あ る。ま た 、この彼 女 を取 り




現 実 を離 れ 、夢 想 の 世 界 へ 向 か お うとす る彼 女 の 精神 的 な状 況 との一 致 を指 摘 す る。
Casagrandeの指 摘 す る よ うに、 こ こで の彼 女 の 半 ば夢 の 中の 意識 と夜 と朝 の境 の よ う
な薄 闇 の空 間 は ア ナ ロジー を成 す 。星 が 瞬 く薄 闇 の 空 間 は彼 女 の想 像 力 を刺 激 し夢 想 へ
と誘 う原 因 とな っ て い る の だ が 、同 時 に そ の よ うな身 体 を脱 し、夢 に 耽 溺 しよ う とす る
意 識 の状 態 を視 覚 的 に表 す 表 象 とな っ て い る の で あ る。
この よ うな夢 想 の 中 に あ るTessだ が 、馬 車 の 事故 で否 応 な く彼 女 の 意識 は 引 き戻 さ
れ る こ とに な る。 この事 故 の場 面 で は 、非 常 に 目を 引 く光 の描 写 に よっ てTessの様 子
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馬車 との衝突事故 の場面で、接触す る馬車 のランタ ンの光は彼 女の顔 を強 く照 らす。
この光 と衝撃 によって彼女 は現実 に引き戻 され るのであ り、そ してまた この光 によって
それ まで忘却 していた彼女 の身体 の存在 を改めて実感 させ られ る。光 と事故 の衝 撃は身
体 の存在 を強調 し、彼 女の意識 は依然 と して肉体 と繋 が りを持 ってい るとい うことを彼
女 に 自覚 させ るもの となってい る。また、先 にCasagrandeの指摘 で見 たよ うに、空間
の闇は夢 に耽溺す る彼女 の意識 を表象 していた訳 だが、光が空間に突 如侵入す ることに
よって彼女 の夢想 が破 られ 、現実 が顕現 した ことが視 覚的に も示 され るのであ る。この
よ うに、闇が彼女 の夢想 を助長 していたの とは対照 的に、光は彼 女の意識 を現実 に強 く
牽 引す る効用 を持 った描写 となっているのである。
続 いて、光 は時 間の経過 に従い 、さらに空 間を満たす。迫 り来 る朝の陽光の下で馬の
死体 の様子 が描 かれ るが、これ は さらに視覚 的に強 く印象 的に描 かれ、悲惨な現実が読






夜 明 け の風 景 の 中 で この馬 の死 体 は曝 され る。太 陽 の 光 に よっ て 流 れ 出 る血 液 は 光 を
反 射 し、 プ リズ ム の よ うに様 ・々 な光 や 色 彩 を放 つ 。Tessは この死 体 に 当 た る太 陽 の 光
で唐 突 に過 酷 な現 実 と さ らに強 く対 面 させ られ 、動 揺 させ られ る。 この独 特 な 描 写 で 描
かれ る馬 の死 は 、 目前 の過 酷 な現 実 の 情 景 で あ る と同 時 に 、後 のAlecによ るTessへの
暴 行 行 為 を想 起 させ る もの と して 、 しば しば解 釈 され る。Casagrandeもま た この描 写
とAlecによ る暴行 との繋 が りを指 摘 す る。CasagrandeはAlecによ る暴行 とこの 事 故
との類 似 性 を"inbothcasessheisbroughttoconsciousnessbyatrespassofviolent
penetration-bythethrustofthemailcart'spointedshaftintothebreastofPrince,
byAlec'sforcinghimselfonher",と論 じ、馬 の体 の傷 の描 写 は男 性 に よ るTessの身 体
へ の性 的暴 行 の傷 の ア ナ ロジー とな り、これ を想 起 させ る こ と を指 摘 す る。 この 比 喩 と
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なる馬 の死体 を光 は強 く照 らし、その存在 を印象 的に強調 し、彼 女 を待 ち受 ける運命 を
ここで強 く読者 に印象付 ける機能 を果 た しているのである。空間に強 く差 し込む光は彼
女 の夢想 を強制 的に破壊 し、その意識 を現実に引き戻 させ ると同時に、後 に彼 女 に降 り
かかる不運 を読者 に強 く印象 的に予見 させ る もの となっているのであ る。そ して、この
事件 を皮切 りに彼女 自身 の身体 に対す る感情や意識 は大 き く変 わって行 く。
この事件 をきっかけに、彼 女は家計 を助 ける とい う必要性 に迫 られ、d'Urberville家
へ と赴 くこととなる。ここでTessはAlecと対 面 し、彼 との交流 を通 して今 までは無知
であったその身体 の感覚や 悦楽 を強 く意識 させ られ てい く経験 をす ることとなる。Alec
d'Urbervilleは巧みな方法 を駆使 して、彼 女の身体へ の意識や 情念の発 生 を強 く促 す誘
惑者 として描 かれ る。勿論 、覚醒 す る身体への意識や 情念が直接的 に描かれ るこ とはな
いが、馬 の描 写の よ うに印象 的な光 を中心 とす る視 覚描写 を伴 って表 され、暗示 され る。
Alecは初対面で彼 女の美 しい身体 に強 く惹 かれ る。彼 は彼女 の身体 に激 しい劣情 と
欲望 を掻 き立 て られ 、彼女の身体 を我 が物 としよ うとす るので ある。TessとAlecの会
話や交遊 の描 写には、Alecの彼女 を 自らの手 中に落 とし、支配 しよ うとい う欲望 が各












AlecはTessを彼 の家 が領 有 す る花 畑 や 果 樹 園へ と連 れ て行 き 、彼 女 の服 を花 で飾 り、
果 樹 園 の苺 を勧 め る。彼 はTessに領 地 の 産 物"theprodigalityofhisbounty"によ って
彩 ろ うとす る。 彼 はTessの 身体 的 な美 しさを 印象 的 な 赤 い 光 沢や 色 彩 を連 想 させ る苺
や 華 や か な多 彩 色 を 喚起 させ る花 々 で飾 り立 て る こ とに よっ て 強調 し、彼 女 に示 す 。彼
の手 に よる装 飾 と贈 り物 に よっ てTessは"Itwasaluxurianceofaspect[..]which
madeherappearmoreofawomanthanshereallywas"(48)と語 られ る 自分 の 早 熟 で
豊 満 な身 体 の存 在 を 改 め て 強 く印 象 付 け られ る の で あ る。Alecも ま たそ うした彼 女 の
姿 に大 い に そ の性 的 な欲 望 、情 動 を掻 き 立 て られ て 、 こ こで熱 い 視 線 を彼 女 に 向 け る。
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尚 、 この 時 の服 装 はAlecの 属 す る上 流 階 級 と下位 に位 置 す る階 級 の 差 を顕 著 に 示 す
指 標 と もな っ て い る。Langlandは"Theclothes,likeacustoms,wereconstructedto
distinguishlowerclassesandranksfromthegenteelmiddleclass"、と述 べ 、服 装 は 権
力 を示 す 機 能 を持 っ て い る こ とを指 摘 す る。 言 わ ば 、 これ はThorsteinVeblenの言 う
街 示 的消 費 の一 形 態 と も言 え るの で あ る。Veblenは女 性 の衣 装 に 関 し、 以 下 の よ うに










上流 階級 にお いて、服装 は単純 に身 に着 け る物質 とい うもの以上に、その高価 さによ り
彼 らの持つ財 の潤沢 さや余裕 を周 囲に示す ものであ り、また加 えて、着用す る者 が普 通
の生産 労働 の枠 か らは解放 され ている とい うことを顕示す る効果 を含む とVeblenは述
べ る。つ ま り、服装 に よってAlecの金銭 的、経 済的な富の優越性 が提示 され 、同時に
それ を着用す るTess自身 も周辺 の労働者 とは異な り、 あらゆ る労働行為 の外 に生き る








ここでAlecによって飾 り立て られ たTessの姿は、帰 りの馬 車で同乗者 とは質 を異にす
る もの となって しま う。彼女 は本来 な らば、同乗者 達 と変わ らぬ階級で あ り、地域社会
の人物 であるのだが、 ここでAlecの手に よってその容貌 を大 きく変 えられ て しま うの
である。言い換 えれ ば、AlecはTessを自分の嗜好 と価値観 に沿 う所有物 に作 り変 える
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と言 え よ う。彼女 の姿は結果 として、彼 の嗜好 と欲 望が強 く反 映 した贅沢品の一つ とし
て周 囲か ら見 られ て しまい、それ 以前 の彼女 とは全 く異 なった ものに され て しま うので
ある。彼女 の身 体に彼 か ら施 され る過剰 な装飾 は、Tessの身体へ の彼 の欲望 を暗示す
る ものであ り、それ は彼女 を視覚 的に大き く変貌 させ 、彼 女を生来の生活 圏や 文化 か ら
以前 に も増 して一層 、引き離 して しま うのである。TheWoodlandersにおいて、Grace
は教 育 と父親 の立身 出世 に対す る野心 に よって、生来 の文化 、生活圏か ら中産階級的な
価値体系 の中へ と取 り込 まれ て行 ったが、 ここで も同様 にTessは父親 の出世願 望に加
えて、この男性 の欲望 に よって異 な る価値 体系の中へ と取 り込 まれ てい くのであ る。こ
のよ うに、装飾 はAlecの身体に対す る支配 を強 く示 した描 写であ ると言 える。 そ して
同時にそ うして変化 させ られ るTessもまた戸惑いなが らも、 自らのそ うした身体の存
在 を強 く意識 させ られ 、また、異性 か ら初 めて触れ られ る悦び を密 かに感 じるのである。
言 わば、彼女 の意識 に もまた変化 が生 じ始 め るのであ る。
勿論 、 こ うした交遊 による悦楽 は明確 に語 られ る ことはない。 しか し、 このAlecと





唐突 に 自然"Nature"に関す る論議が展開 され るが、ここで 「自然」と表 され るものは
彼女 の身体及 び性 的欲求 を含む 、生物 と しての人間が本 来持 っ生理 的欲求であ る と考 え
られ る。 こ うした言葉が用い られ る背景 には、Hardyの生物学 に関す る関心 があ る。
AngeliqueRichardsonは"Hardyrepositionedhumaninnature,atatimewhen
biologywasbeinglookedtoexplainformsofsocialandsexualbehavior"6と述べ、
Hardyは人 間や その社 会 を生物学的 な視点 か ら観 察 し、説明付 けよ うとしていた こと
を指摘す る。つま り、ここでHardyはTessとい う人物 を生物 とい う文脈 か ら捉 えてい
るのである。他 の生物の雌 雄が本能的 に引かれ るよ うに、"Nature"即ち、身 体及 び身体
的情 動 は人 のその意思 とは無 関係 に彼女 を翻弄 させ るものであ る とい うこ とが ここで
暗 に語 られ るのである。言 い換 えれ ば、彼女 の意思 に反 して、しば しば身体 的、生物 の
本能 的な欲望や情動 が彼女 を襲 い、駆 り立て るとい うことが、上述の語 りの 中には示唆
され ているのである。故 に、彼女 がAlecとの交流 を通 して着実に女性 と して本 能 を刺
激 され 、その本能 に基 づき、男性 との交流で もた らされ る悦 び を感 じてい るこ とも暗示
され ているのである。実際に物語の 中でAlecは実際 にこ うした彼女 の様子 を見逃 さず、
これ に付 け入 ろ うとす る。









彼女 はd'Urberville夫人か ら、鳥 の世話 の為 に 口笛 を吹 く技術 を習得す るよ うに命 じら
れ る。その為 にTessは翌 日の朝 か らその練習 を行 な う。上の引用はその描 写で あるが、
その様子 は 日光 の捏 きの下に展 開す る。ここでの空 間 を照、らす光が暗示す るものは、彼
女 の身体 的な高揚 であ る。"Tessinclinedtothefreedomandnoveltyofhernew
position"と陽光の描写 の直前で語 られてい るよ うに、d'Urberville家での新 しい環境の
刺激 に よる快感 と高揚 を彼女 は ここで享受す る。ここでの陽光は この よ うな彼 女の高揚
感 を凝縮 して暗示す るのであるが、同時 に、太陽は男性的なイ メー ジを包含 す る。作中
に お い て も 、 太 陽 は"Thesun,[..]hadacurioussentiment,personallook,
demandingthemasculinepronounforitsadequateexpression"(109)と語 られてお り、
その内に男性 的なイ メー ジを保持す る存在 である ことが示 され ている。つま り、彼 女の
新 しい環境 に対す る喜 び、高揚感 が描 写 され てい ると同時に、その背後 に男性 による彼
女 の身体 の支配 が暗示 され てい ると読 む こともでき るのである。太陽が暗示 す るよ うに、
彼女 は、実際 に男性 による支配 を被 ってい る。なぜな ら、彼 女 を高揚 させ る環境 は全て
d'Urberville家の領有物 であ り、全 てAlecの御 膳立て によるものだか らで ある。彼 女
が如何 に強 い高揚感 を感 じよ うともそれ は全 て この男性 の掌 中での ものであ り、常に彼
女 の周 囲には彼 の支配 の手 が及ぶ のである。こ うした支配 を、空間 を照 らす太陽が暗示
している と考 え られ える。
この環境 の中、彼女 は さらにAlecに接触 され、その支配の密 度は増 してい く。彼 は
口笛 の練習 をす る彼女 に近付 き、強 く彼女 に干渉す る。 ここでのTessの姿は、男性 の











こ こでTessは 、 口を窄 め て 音 を出 そ うとす るが 、簡 単 にそ れ を実行 す る こ とが 出 来 な
い。"10ng-neglectedpractice"とあ る よ うに 、彼 女 に とっ て 口笛 は 、長 らく行 な っ て お
らず 、忘れ か け て い た技 術 で あ り、自分 の 身 体 に も関 わ らず 上 手 く思 うよ うに動 かせ な
い こ とに彼 女 は 、も どか し さを感 じな が ら訓 練 す る。 この 時 の彼 女 の姿 は、非 常 に 扇 情
的 な もの とな り、特 に唇 の様 子 は"screweduphermouth"は際 立 っ て 悩 ま しい もの と
な る。 それ を密 か に 見 て い たAlecは 、 こ う した彼 女 の 姿 の 印象 を"Therewasnever
beforesuchabeautifulthinginNatureorArtasyoulook,``Cousin"Tess"(72)と語 り、
そ の美 し さを褒 め称 え る。
彼 女 の この 姿 に惹 き付 け られ たAlecは彼 女 に 近付 き、 この 口笛 の 指 導 とい う名 目で





Tessは彼 の手解 きを受 け、何度 も失敗 を しなが らも、 よ うや く口笛 に成功す る。 上記
はその時の様子 である。彼 女は ここで 自分が意図 した よ うに身体を動 かせ た とい う喜び
を感 じ、それ を笑み とい う表情 でAlecに示 すが、 これ もまた非常に示唆的な描 写であ
る と言 える。 なぜ な ら、 こ うした身体 的な喜 びはAlecの指 導の下に もた らされた もの
だか らであ り、この歓喜 の表情 を彼 に示す とい う行為 は、身体的な快楽 によって彼 女が
Alecの支配 を受 け入れた ことを良 く表 してい る。 そ して先 に見 たよ うに、 この よ うな
描写 は陽光 の下で展 開 され 、この陽光 に よって彼 女の身 体の快 楽に よる篭絡 と男性 に よ
る支配 を視覚 的に暗示 してい る と言 えるだろ う。
Tessは身体的快楽 に時 に溺れ る一方 で、その よ うな快楽 によって 自分 が支配 されて
しま うことを戸惑 い、恐れ る。その よ うな恐怖 は彼 女の 日常での生活の 中の風景 とその
中で出会 うこととなる一人 の女性 との対面 の中でや は り印象 的な光 を伴 って現 され る。
d'Urberville家周辺 の村人達 は仕事 を終 える週末 にな る と、Chaseboroughで一時の
歓楽 の時を過 ごす。そ こで酒宴 を楽 しんだ後 、彼 らは朝 には再び家 に戻ってい く とい う
のが この地 の習慣 と して根付いてい る。Tessも最初 こそ、 この習慣 に戸惑 い を覚 えは
した ものの、彼 らに混 じってひ と時の歓 楽に耽溺す るよ うにな る。こ うした 日常の場面











その道 の様子 は月光 に照 らされ 、その様子 は"serpentinecourse"と描かれ る。 これは
疑 いな く聖書 の誘惑者 としての蛇 を暗示す る,もので あ り、,月光 が このよ うな道 を通 る
Tessをは じめ とす る"carelesswoman"と表 され る女性 の姿 を照 らし、強調 す ることで
この道 中で彼女等 らを取 り巻 く男性達 の欲望 の視線や誘惑 、そ して女性 達 自身の性 的欲
求 の存在 が暗示 され る。
こ うした性 的イ メージに満 ちた光景 と住人 達の中で、CarDarchとい う一人の女性 が
特 に強 く月光 に照 らされ て性 的なイ メージに満 ちた特徴 的な姿でTessの眼前 に出現す












家 路 へ と向 か う村 人 達 の先 頭 を このCarは 行 くが 、 そ の 際 、彼 女 に 何 か細 長 い 蛇 の よ
うな もの が ま とわ り付 い てい る様 子 が,月光 に 照 ら され 、描 かれ る。そ の 正 体 は彼 女 の 荷
物 か ら流 れ 出 た糖 蜜 で あ り、"itglistenedlikeaslimysnakeinthecoldstillraysof
themoon"と語 られ る。そ の様 子 は ま さに先 の"serpentinecourse"と同 じ く蛇 の イ メ ー
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ジであ り、や は り性や誘 惑を喚起す る。この よ うなイ メー ジは ここで も月光 によって強
調 され 、Tessの眼前 に迫 って くるのである。
このCarの背景にはAlecの存在 が示唆 され る。彼女 は、作 中でTessがd'Urberville
家 にや って くる前 までAlecのお気 に入 りの女性 であった こ とが"[shewas]tilllately
afavouriteofd'Urberville's"(80)と語 られ、表 され る。 このよ うな ことを踏 まえる と、
彼女 を取 り巻 く上記 の蛇 の よ うなイ メージは彼女 を性 的な面 で誘惑す るAlecの存在 を
強 く示唆す る。つ ま り、彼女 もまたAlecとの性 関係 に よってその身 を彼 に支配 され る
存在 とい うことなのである。 こ うした彼女 とAlecとの関係 は現在 のTessとAlecの関
係 を喚起す る。言 わば、Tessにとって、CarはAlecに性 的に支配 され る自分の鏡像 の
よ うな存在 とも読 めるのであ る。(TheReturnoftheNativeにお いて、Eustaciaが彼
女 自身 の鏡像 的なイメー ジを含 む荒野 と対峙 した よ うに、Tessも自らの鏡像 とここで
対峙す るのであ る。)この女性 は月光に よって存在感 を さらに強 め られ なが ら彼 女の眼
前 に迫 る。こ うしたCarとのや り取 りでTessはす っか り疲弊 して しま うこととなるが、
その背景 には こ うした恐 るべ き 自分 の鏡像 の よ うなイ メー ジ との対面 に よる強烈 な精
神 的疲弊 と恐怖 があ り、この場 面か らはそれが強 く暗示 されてい る と考 えられないだ ろ
うか。
Tessはこ うした疲弊 によ り、意識 を暫時的 に喪失 して行 く。その中でAlecによ りそ
の身体 は暴行 を被 る こととなるが、 ここでの意識 の喪失 と混濁 はTessにとって重要な
意 味を持っ事象 である。期せず して彼 女は意識 を希薄化 させ るが、ここでの彼 女の意識
の混濁 と喪失 は彼女 の前 に立 て続 けに迫 る強烈な性イ メージ と、それに よる支配 か ら逃
れ るための防衛行為 である と考 え られ る。 この偶然 の意識喪失 か らは、性やAlecの存
在 に動揺 し恐怖 を抱 いた彼女 の深層意識 が働 き、こ うした突然の行 動 に駆 り立ててい る
かの よ うな様子 が読 み取れ る。彼女 は先 に見 たよ うに生来 、夢想 的 な性格 を持 ち、現実
逃避 的な傾 向があったが、ここでは 自らの精神 を守 るた めにそれが発 揮 され たのではな
いだろ うか と考 え られ る。Tessは眼前で 目撃 した強烈 な存在感 を持っ身体 とそれ に付
随す る性 的感覚 と欲望 に支配 され ないために意識 を身体 か ら引き離 し、眠 りに落ちてい
く。Carと謡 いを起 こした後 、Alecによって助 け られ るが、 この時、彼 女の意識 の混
濁 は頂点 に達 し、喪失 へ と向かってい く。馬 上の この男女 を取 り囲む情景 には彼 女の こ







,月光 の 下 、 二 人 は 馬 で 移 動 す る が 、そ の周 囲 の風 景 は 突 如 と して霧"afaintluminous
fog"に包 ま れ 始 め る。 霧 は淡 い 光 を含 み な が ら、AlecとTessを包 み 込 む。 この霧 に よ
り彼 らの周 りの情 景 は徐 々に 明確 な輪 郭 を な く して い くの で あ る。この よ うな 明 る さ を
徐 々 に失 っ て い く情 景 は"inexpressivelyweary"(86)と語 られ る猛 烈 な眠 気 に襲 われ る
彼 女 の意 識 を視 覚 的 に表 して い る。
この よ うな状 態 のTessに対 し、Alecは"Weknoweachotherwel1;andyouknow
thatIloveyouandthinkyouaretheprettiestgirlintheworld,whichyouare.
Mayn'tItreatyouaslover?"(87)と発 言 し、強 く彼 女 を求 め、 迫 る。 こ う した彼 の 露 骨
な欲 望 の露 呈 に対 して彼 女 の無 意 識 的 な 防衛 は さ らに強 固 な もの とな り、さ らに意識 を
闇 の奥 へ 沈 め て い く。 こ うした彼 女 の意 識 の動 き に従 い 、彼 女 の 周 辺 の 風 景 も光 を さ ら
に失 い 、深 い 闇 へ と落 ちて行 く。 こ の時 の 様 子 は"Withthesettingmoonthepalelight
lessoned,andTessbecameinvisibleasshefellintoreverieupontheleaves[...]"(89)
と表 され 、彼 女 が意 識 を失 うの に並 行 して 、月 光 は 陰 り、彼 女 自身 も闇 へ と隠 され 見 え








しか し、以上 の描写で彼女 は完全 にその意識 を失い、眠 りに落 ちてい る。この意識 と連
動 し周 囲は闇に閉 ざされ 、全 ては完全 に闇の中へ と飲 み込まれ て しま う。ここでの暗黒
は彼女 の意識 が完全 に喪失 し、身 体か ら乖離 した ことを視 覚的に示 してい ると考 え られ
る。
この暗黒 の描写 の中で隠 され なが ら、っ いにAlecはここで彼 女 と直接 、性 的に接触
し、自身 のもの とす るので ある。 しか し、それは飽 くまで も彼 女の身体に限った もので
ある。ここで彼女 の身 体は彼 の毒牙 に掛 かってい るが、その精神 は肉体 には不在なので
ある。それ故 に決 して彼女 の精神 は彼 の支配 下に入 ることはない。意識の乖離 と喪失 に
よって彼女 の魂 は躁躍 を免れ るのである。 暗黒に よって示 され るTessの意識 の喪失は
こ うした彼女 の魂 の防衛 を如実 に示 しているのではないだろ うか。換言すれ ば、彼 女の
意識 の喪失 を示す 暗黒 は、彼女 の肉体 を我 が物 に しよ うとす るAlecに対す る静かな抵
抗 の意思 を暗示す る もの ともなっているのである。
この よ うに して彼女 の精神 は巧み に彼 の肉体的な支配 を逃れ る。自身に向 け られ る性
91
的な ものや男性 的な欲望 に対 して、意識 を失 うとい う方法 に よってTessは自身の魂 を
自衛す るのである。しか し、その身体 がAlecの手に掛 か った とい うこ とは事実で あ り、
この事実 か ら逃避す る ことは決 して容易 ではない。上記 の暴行後 も彼女 はAlecから継






TessはAlecによる暴 行 の後 、 しば ら く してd'Urberville家を離 れ 、地 元 へ 帰 郷 す る こ
と とな る が 、d'Urberville家を離 れ る 際 にAlecに 声 を掛 け られ 、 思 い と どま る よ うに
迫 られ る。 上 は そ の 時 の描 写 で あ る。 彼 は この 時 も執 拗 にTessに 対 して身 体 的 な接 触
を求 め る。 彼 女 の身 体 に彼 は 、依 然 と して"heimprintedakissuponhercheek"(99)
と描 かれ る よ うに 、 そ の 欲 望 を強 く向 け られ て い る こ とが示 され る。 ま た 彼 女 は こ う
した 自分 の身 体 を指 して 、"howyou'vemasteredme!"(99)と発 言 す る こ とか らも、彼
女 の 身 体 は夜 の暴 行 以 降 も彼 の 手 に よっ て 継 続 的 に支 配 され 続 けて い た こ とが 暗 示 さ
れ て い る。
そ の よ うな彼 に対 して 、Tessは視 線 を決 して 向 け よ うと しな い。"Hereyesvaguely
restedupontheremotesttreesinthelane"とあ る よ うに 、彼 女 は そ の視 線 を逸 ら し、
遠 くの風 景 に 目をや る。 ま た 同様 に彼 が 話 しか け て も、 彼 女 は人 形 の よ うに"likea
puppet"(97)心こ こ に在 らず の状 態 で あ る。 こ こ で 、彼 女 は先 の 暴 行 の際 の よ うに 、 意
識 を逸 ら し、そ の魂 をや は り闇 の 中 に沈 めて い る と考 え られ る。つ ま り、 こ こで も彼 女
は依 然 と して 同 じ手 段 に よ っ て 、彼 の身 体 的支 配 に抵 抗 し、魂 を 自衛 しよ うと して い る
の で あ る。 この よ うなTessのAlecに対 す る行 動 はRosemarieMorganも次 の よ うに





視線 をAlecから逸 らす ことに よって、 自 らが望まない性経 験 を課 した この男性 か ら精
神 的に距離 を と り、抑圧す る とい う彼女 の精神 的な動 きを暗示 してい ることをMorgan
指摘す る。そ して、この よ うな彼 女の行動 は彼 に対す る静かな抵抗で ある とす る。これ
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はま さしく、前述 した彼女 の意識 の喪失 とそれに よる抵抗 その ものであ り、的確 な指摘
と言 えるだろ う。 このよ うに して、彼 女の魂 は巧み に彼 の手 に落 ちるのを避 け、彼 の支
配 に抵抗 の意 を示 しているのである。 このTessの行為 は密 かな る抵抗の意 を示 すのみ
でな く、 さらにAlecにも強い影 響 を与 える。RichardNemesvariは、 このTessの行












TessのAlecに対 す る拒 絶 は 、彼 の意 識 に強 い圧 力 を与 え る。彼 は こ こで 、Tessが他 の
女 性 の よ うに 自分 の手 中 に納 ま らな い とい うこ とに強 い衝 撃 を受 け る の で あ る。こ こで
これ ま でCarな どの 多 くの 女性 を、 肉体 関係 な ど を通 して誘 惑 して きた彼 の 男性 と し
て の 自信 や 自意 識 は 大 き く動 揺 、弱体 化 させ られ て しま うの で あ る。 これ もま た彼 女 の
男 性 に対 す る静 か な抵 抗 で あ り、 ま た報 復 で もあ る と言 え よ う。
この よ うにTessはAlecに身 体 こそ躁 躍 され て しま うが 、そ の 精神 は 静 か に彼 を拒 絶
し、抵 抗 す る。 そ の精 神 は 、彼 の 一 方 的 な支 配 か ら脱 しよ うとす るの で あ る。 そ う して
彼 女 はAlecを拒 否 し帰郷 す るが 、Alecの手 に 掛 か った 自分 の 身 体 に対 して は 否応 な く
意 識 を 向 け させ られ る こ と とな る。Tessは帰 郷 の 道 で 、 壁 にペ ン キ で宗 教 的 ス ロー ガ
ン が書 かれ て い る光 景 を 目にす る。 そ の言 葉 は"THY,DAMNATION,SLUMBERTH,
NOT"(101)であ る。この標 語 は光 に照 ら され 、輝 い て彼 女 の視 界 に入 り込 む 。"Against
thepeacefullandscape,thepale,decayingtintsofthecopses,theblueairofthe
horizon,andthelichenedstileboards,thesestaringvermilionwordsshone
forth"(101)と語 られ る この 文 字 は輝 き に よ って 強 調 され る の で あ る。 「汝 、 眠 る こ とな
かれ 」 とい う文 は意 識 を喪 失 させ 、 視 線 を逸 らす こ とに よっ て 、Alecの支 配 か ら逃 れ
て い た彼 女 に 強 く響 く。 この 光 に よ って 強 調 され た 文 字 と言 葉 に よ って 、 彼 女 はAlec
と関係 を持 っ た とい うこ と、身 体 は彼 の 手 に掛 か り躁 躍 され た とい う事 実 に 目を向 け ざ
る を得 な くな っ て しま うの で あ る。 こ こで 改 め て彼 女 は 自分 の体 験 したAlecと の 身 体
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的、性的経験 が当時 の道徳上、好ま しくない もので あ り、罪 に値 す ることを自覚 させ ら
れ るのである。文字 を強調す る光 は彼女 にAlecとの関係 を強制的に喚起 させ 、罪の意
識 に強 く追 い込む。加 えて、ここで彼 女が も う以前の よ うな身体に対す る無関心 を決 め
込む ことができな くなった こ とが決定的 に示 され てい るので ある。 この場面 での光 は、
彼女 が改 めて、自身 の身体 に生 じた事柄 、行為 を 自覚 し、道徳 との狭間での葛藤 が発 生
した ことを喚起す る描 写 となっているのであ る。
この よ うにTessはAlecとの関係 を通 じて、それまで 自覚 していなかった性 的な魅 力
を持っ身体 的の存在や感 覚 を意識 させ られ るよ うにな る。Alecは身体的 な接触や 交接
を通 じて彼女 の身体 的な感覚 を刺激 し、覚醒 させ 、そ うした身体的悦楽 によって彼 女 を
屈従 させ支配 しよ うとす るので ある。そ して、Tessを苛む身体 的な感覚や快 楽は光の
描写 に よって暗示 的に表 され 、彼女 の周辺 に現 れ るので ある。光は身体の存在 やそれ に
付 随す る性 的感覚や欲望 の表象 とな り、同時にAlecの彼 女の身体に対す る支配 を暗示
す る もの として機 能す るので ある。Tessは支配 され るこ とに恐怖 と当惑 、危機感 を感
じ、この支配 に対 して意識 を身体 か ら逸 ら し、魂 を闇の 中に沈 めるこ とによって抵抗す
る。彼 に よる暴行 とい う決 定的な場 面 においてはそ うした彼 女の意識 は周 囲の風 景に も
彼女 を取 り巻 く闇 とい う形 で反 映 し、これ は彼 女の抵抗 と自衛 の意 思の表象 とな るので
ある。彼 に よる暴行後 も同様 に彼女 は彼 に迫 られ る時、その視線 や意識 を彼 や 自分の身
体 か ら逸 らす ことで僅 かばか りの抵抗 の意 思を継続 して示す のであ る。終始彼 女は意識
を身体 か らそ らし、闇の中へ意識 を落 とす こ とで彼女 は彼 の支配 を脱 し、自 らの 自律 性
を保 と うとす る。 こ うしてAlecの支配 を逃れ るTessだが、彼 女の身体はAlecと関係
を持 って しまったが故 に、容易 に以前 と同 じよ うな心身 の状 態 を保 つ ことは困難 とな る。
彼女 の身体 には忘れ難 き性的 な感覚や欲望 がその後 も付 きま と うこととな り、また同時
にそれ に対す る強烈 な罪 の意識 に取 り付 かれ て しま うのである。それ を示す よ うに光は、
彼女身体 の存在 を示す と同時 に上述 の標語 の描写 の よ うに、彼 女に男性 との性 関係や そ
れ に関わる欲望 に関す る罪 を想起 させ る表象 として出現す るのであ る。以降、彼 女 に と
ってその身体 は罪 の意識 と葛藤 を もた らす もの とな り彼女 を苦 しめる もの となって し
ま うのである。 そ して、そ うした身体 に対す る葛藤 は この後 に出会 うAngelとの交遊
の中で さらに顕著 な もの とな り、彼女 を苦 しめる こととなるのである。
3.葛藤 と共鳴
Alecとの生活、交遊 を通 してTessは性経 験及 び男性 によって もた らされ る密 かな る
身体 的快楽 を彼女 は知 って しま うこととなる。そ してそれ は、同時に彼 女に 自分の身体
が既存 の道徳観念 か らは逸脱 した罪深 き存在 となった ことを実感 させ るもので あった。
その結果 、彼女 はそれ 以前 と同 じよ うに暮 らす ことは困難 とな り、その生活 を新た に始
め直す ために、彼 女はTalbothaysとい う牧場で奉公人 として仕事 を始 めるこ ととなる。
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そ こで彼女 はAngelClareと出会い、彼 との交流で彼 女は新 たな喜び と葛藤 に苛まれ る
こととなる。 その時の彼女 の内面 もまた光や 闇を通 して継続 して視覚 的に描 かれ る。
Angelはその性格 、出 自ともにAlecとは対照的 である。Alecが放蕩 を繰 り返 し、女
性 に対 して、性的 な欲望 を露骨 に示 し、行 動 していたの に対 して、彼 は牧師の家系の出
身 であ り、知 的好奇 心の旺盛 な人 間 として描 かれ る。 このよ うなAnge1の姿は非常に








彼 はかな り線 の細いイ メー ジである ことが ここで語 られ る。印象 として、明確 な姿"a
distinctfigure"は残 らず、その内面 は現実 的、物質 的な ものではな く何処 か夢想 、観 念
的、抽象 的で不 明瞭な ものを持 つ曖昧模糊 と した存在 と して描 かれ るのであ る。上記の
彼 の姿の描写 は こ うした特徴 的な性格 を良 く反映 した もの となってい る。彼 は物 質的な
欲望 よ りも精神 的な充足 、成功 を志 向す る人物 なのであ り、近代的な哲学や社 会学 とい
った急進 的な学 問を身 に付 け、現状 をよ り良 くす るための思索 を巡 らせ る人物 と して描
かれ る。
この よ うな思索 的、夢想的 なAnge1はや は り夢想 的な気質 を持っTessと共感 し、魂
が共 鳴す る よ うに惹 かれ合 う。彼 らの出会 いはその よ うな気 質 を良 く反映 した もの とな
っている。Ange1はあ る朝 、偶然Tessの話 し声 を耳に し、その存在 に惹 かれ始 め る。











Ange1は外 部 の情 景 に 関心 を 向 け な い。Tessを知 る際 に も、 楽譜 に 目を通 し、想 像 力
に よ っ て そ の 内面 に流 れ る音 楽 に 耳 を傾 け て い る。 この よ うな彼 の 内省 をTessの 声 が
浸 食 す る。Tessと 他 の女 性 達 の会 話 は彼 の耳 に届 く時 、彼 の 内 面 に 流れ る音 楽 と混合
し、美 しい 旋 律 とな る の で あ る。"Theconversationatthetablemixedinwithhis
phantasmalorchestratillhethought`Whataflutyvoiceoneofthosemilkmaids
has!Isupposeitisnewone'"(154)この よ うに描 写 され る よ うに 、彼 女 の 声 は彼 の 関 心
を強 く惹 きつ け る。Alecと は対 照 的 に 、彼 は身 体 的 な 接 触 な しに彼 女 の精 神 性 に 強 く
惹 かれ てい くの で あ る。
Angelと同 じ く、Tessもま た彼 に惹 か れ て い く こ と とな るが 、 そ の 引 き金 とな るの
はや は りAngelと 同 じく音 楽 で あ り、や は り身 体 的 な接 触 な しに 二 人 の精 神 は接 近 し
て い く。 彼 の 竪琴 の旋 律 が 、先 に見 たTessの 声 の よ うに彼 女 を引 き寄せ るの で あ る。
この彼 らの 出会 い の描 写 は非 常 に 印象 的 な風 景 で あ り、彼 らの 心理 を如 実 に反 映 させ る
















Tessは竪琴 の音色 に惹 かれ て、庭 を通 る。彼 女の体が周囲 に触れ る と、草木 の花粉 が
周 囲に霧散"mistofpollen"する。 そ してそれ に続 いて、色鮮 やかな花の多彩色のイ メ
ー ジが登場す るのである。この よ うな周 囲の風 景は高揚 す る彼 女の精神 を体現 した描 写
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で あ る。そ して 、彼 女 が 登 場 す る この 夕暮 れ の 空 間 は 、以 前彼 女 が 身 体 と精 神 の 乖 離 を
体 験 した星 空 の瞬 く早 朝 と類 似 した環 境 で もあ る。僅 か な 光 とそ れ を覆 う薄 闇 に満 た さ
れ て い る とい う点 に お い て 両者 は近 似 して い る の で あ る。それ を 示 す よ うに この 時 の彼
女 の様 子 は"Therewasnodistinctionbetweennearandfar,andanauditorfelt
closetoeverythingwithinthehorizon"(157)とい う語 り手 の 言葉 に 暗示 され て い る。
この空 間 で もかつ て の よ うに彼 女 の 内 面 的 な感 性 は刺 激 され 、彼 女 は遠 近 の感 覚 を失 い 、
あ た か も、地 平 線 の 向 こ うへ飛 び 立 て るか の よ うな感 覚 に襲 わ れ るの で あ る。そ の よ う
な空 間 に流 れ るAngelの音 楽 は これ を さ らに加 速 させ る。 さ らに この後 のTessの様 子
は 、"Tesswasconsciousofneithertimenorspace.Theexaltationwhichshehad
describedasbeingproducibleatwillbygazingstar,camenowwithoutany
determinationofhers"(158)と語 られ 、や は りこの 夕暮 れ の 情 景 は 以 前 の馬 車 の 事 故 の
夜 明 け前 の状 況 と同 じ く彼 女 の夢 想 を誘 うもの で あ り、こ こで の彼 女 の精 神 的 高揚 、一
時 的 な 肉体 の忘 却 を示 す もの で あ る。そ う して 、彼 女 の 精神 は 罪 の 意 識 を想 起 させ る肉
体 を忘 却 し、Angelの精 神 と共 鳴 して 、彼 へ と引 き 寄せ られ て い く。
こ うして互 い に夢 想 的 な精 神 を持 っ 彼 らは 共鳴 し、親 密 な 関係 とな り、逢 瀬 を重 ね て
行 く こ と とな る。 この 逢瀬 の 場 も また 幻 想 的 な空 間 で 展 開す るが 、それ は次 第 にAngel
のTessに対 す る一 方 的 な 強 い 憧 憬 や 敬 意 を反 映 した も の とな って 現 れ る。Tessと共 鳴









"thetwilightofthemorning"とあ るよ うに、彼 らが出会 うのはやは り夜 明 け前の薄闇
と霧 の時間であ る。先 の夕暮れ の風景 と同様 に夢想 を誘 う幻想 的な空間 となっている。
人物 の姿 は決 して ここでは明確 に現れ る ことな く微妙 な影や 闇の干渉 を伴 い、非現実的
な形 で現れ る。 そ うした空間で継続 して、Tessは想像力 を刺激 され 、精神 的な高揚感
に耽溺す るのだが、その一方 で この場 面では、特 にAngelの理想 的願 望が強 く空間に









この光 と闇 の混 合"luminousgloom"の中で 、Angelの目に映 るTessはた だ の 女性 で は
な く、霊 的 、神 秘 的 な 存在 と して 現 れ て くる。"Shelookedghostly,asifshewere
merelyasoulatlarge"と語 られ る よ うに、 こ こで はTessは肉 体 を脱 した 、精神 的 な 存
在 と して彼 に捉 え られ る。 こ こ で"Magdalen"と聖 人 の 名 で 表 され る よ うに、極 め て神
聖 な存 在 へ と彼 女 は変 貌 させ られ る の で あ る。 これ はAngelのTessに対 す る神 格 化 と
も言 うべ き もの で あ り、こ う した彼 の 女性 に た い す る願 望 が 強 く反 映 した描 写 と言 え る
で あ ろ う。 尚 、 こ うしたAnge1とTessの出 会 い と逢 瀬 の 中で 出 現 し、 内 面 を視 覚 的 に
表 現 す る光 と闇 の様 子 の背 景 に は 、J.WTurnerの絵 画 の影 響 が考 え られ る。こ こで の 、
"sortofphosphorescence""l
uminousgloom""aqueouslight"とい っ た表 現 で描 か れ る
光 や 闇 の 様 子 は 、 こ の 画 家 の"Raln,SteamandSpeed'や"Snowstormanda
Steamboat'などの 作 品 に見 られ る強 烈 な 主観 的 印 象 を伝 え る空 間 の 明暗 の表 現 と類 似
を成 してい る よ うに思 われ る。実 際 に 、彼 の 日記 で 上 記 の絵 画 に対 す る言 及 が見 られ る。
Hardyは この作 品 の 執筆 の 前 に実 際 に彼 の絵 を鑑 賞 し、 そ の 光 の効 果 に強 く印象 付 け
られ 、これ を高 く評 価 してい る。彼 は 日記 にお い て 、"Turner'swater-colours:eachisa
landscape」plusman'ssoul[...]Whathepaintschieflyis五幼6aθ1ηo磁 θゴ加 吻 魔 ず
・・と記 して お り、 この 画 家 の 光 の 表 現 技 法 の深 さに感 銘 を受 け て い た こ とが窺 え る。 そ






Bullenは、この画家か らHardyは光が通常の外 面的な視 覚効果 以上の意 味 をその内に
含有 してい る ことを学 び、表現技術 として取 り入れ たこ とを指摘す る。この よ うに、こ
こで、絵画 の影響 の下Hardyは、人物 の高ま る感情 を空間に満 ちる光 と闇 によって視
覚 的に読者 に示 している と考 え られ 、 ここではAngelの主観 的印象 をこ うした技 巧に
よって描 き出 しているのである。
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この よ うに 、こ こで 、Ange1はTessの精 神 に 共 鳴 し、彼 女 を崇 高 な 存在 と して 崇 め、
そ の様 子 は視 覚 的 な描 写 に よ って 示 され て い る の で あ る。 そ して 、彼 は さ らに続 い て 、
彼 女 に 自分 のパ ー トナー とな る こ とを求 め る よ うに な り、それ に伴 い 、彼 は彼 女 と さ ら
に交 流 を深 め 、彼 女 を啓 蒙 しよ う とす る。こ うした彼 らの 関係 は 、聖 書 のEdenのAdam
とEveの それ を思 わせ る も の と して描 かれ る。(彼 らの 逢瀬 の様 子 は実 際 に"asifthey
wereAdamandEve"(167)と語 られ る。)し か し、 こ こで彼 らは 必 ず しも、 正確 に この
創 世 記 のAdamとEveの 役 割 を忠 実 に担 っ て い な い の で あ る。 そ の役 割 は こ こで は 逆
転 して描 かれ る。 この 点 をRosemarieMorganは指 摘 し、"theEdenicrolesofthe
centralcharacterareinverted.ItisEvewhoislured`likeafascinatedbird'and
Adamwholures"、2と述 べ る。 元 来 の創 世 記 に お い て は 、 知 恵 の 実 を 口に し、 そ れ を
Adamに 勧 め、誘 惑 す る役 割 を負 うの はEveで あ る。 しか し、 こ こで は そ の役 割 は 転
倒 して い る の で あ る。 男 性 で あ り、Adamの 立 場 に相 等 す るAngelがこ こで はEveで
あ るTessを誘 惑 す るの で あ る、3。こ こ で音 楽 を き っか け にTessを惹 きつ け るAnge1の
姿 は ま さに そ の よ うな誘 惑 を物 語 る。 こ こで彼 はEveがAdamを 誘 惑 す るか の よ うに
彼 女 を惹 きっ け 、自分 の持 っ知 識 や 哲 学 とい っ た観 念 の 世界 へ と誘 うの で あ る。彼 は 自
分 と共 鳴 す るTessを精 神 的 に成 熟 し、 洗練 され た理 想 的 な 女性 で あ る と認 識 し、彼 女
を 自分 と同 じ文 化 、階級 の 中へ と取 り込 も うとす る。彼 は彼 女 の そ う した潜 在 的 な 能 力
に期 待 し、 自分 の理 想 的 な妻 に しよ う とす る の で あ る。(尚 、 こ う したAdamとEveと
い う聖 書 的 な男 女 の 姿 を想 起 す る描 写 は以 前 のTheReturnoftheNatlveでも読 み 取
れ た が 、 こ こで は 、それ の 関係 が転 倒 され る こ とに よっ て 、そ の価 値 が相 対 化 され 、そ
の価 値 の絶 対 性 を剥 ぎ取 っ て い るの で あ る。)
この 後 も彼 は"Wouldyouliketotakeupanycourseofstudy-history,for
example?"(162)と発 言 し、彼 女 に歴 史 な どの 教養 を身 に付 け させ よ う と持 ちか け る。 し
か し、Tessは知 りたい こ とは あ る もの の 、彼 が彼 女 に勧 め る よ うな教 養 とは違 うと、






Ange1は彼女 に学 ぶ ことを望 まないのか と問 う。 それ に対 してTessは自分 の知 りたい
こととは何故 、太 陽は必 要な ものに も不必 要な ものに も区別 な く降 り注いで しま うのか
とい うことであ り、それ は一般 的な教養 た る書物 が決 して教 えては くれない ことだ と答
える。この彼女 の発言 は これ までの彼 女の人生経験 を色濃 く反 映 した ものであ る。彼 女
の太 陽に対す る言及 は非 常に示唆 的である。太 陽や その陽光に照 らされ る身 体は、既 に
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見 た よ うに彼女 に対す る男性 の支配 と彼女 の身体 的、性 的な欲 望 を暗示す る表象 であっ
た。このよ うな彼女 の言及 は、そ うした情念が彼女の 中で未だ に燥 り、彼 女 を苛んでい
る ことを示唆す る ものであ り、自分 に意 思では ど うに もな らない こ うした もの に対す る
苦悩 を強 く示す ものではない だろ うか。現 に、彼女 の苦悩 はAnge1の知性や 教養 では
容易 に解消可能 な ものではないのである。ここで彼女 は改めて、その身体 とその うちに
眠 る情念 の存在 を意識 し、苦悩 してい るので ある。故 に、彼 女は彼 の誘 い を拒否 す るの
である。Tessはこ うした内な る性的欲望や感 覚 と身体 の存在故 にAngelの望む よ うな
女性 とはな りえない。 その よ うに彼女 は思 い悩み 、 こ うした彼 の誘い を拒 むので ある。
この よ うな彼女 の拒絶 は何気 ない 日常的な会話 の中に もさらに継続 的に現れ る。彼 は
逢瀬 の時に戯れ に、早朝 の明暗の効果 によって神秘 的な姿 となったTessを"Artemis"、
"Demeter"と呼び、4、彼 女 を非常 に霊 的な存在 として捉 えるが、彼 女 はそれ を受 け入 れ
ない。Alecとの経験 を経 たTessにとって は、彼 女 を神格化 す るよ うな呼称 は耐え難 い
ものであ り、拒絶す る。彼女 は この よ うな名 で呼ぶ彼 に対 して、 自分 はただのTessで
あ り、自分 の名 を正確 に呼 んで欲 しい と彼 に主張す る。彼女 は 自分 の身体 を意識 し、自
分 がその よ うな神聖 な存在 ではない と考 え、彼 に この よ うに求 めるのである。
こ うしたAnge1の彼 女に対す る見方の背後 には、男性 の一方的な女性 に対 す る見識
が読み 取れ る よ うに もな ってい る。彼 は、 この場 面で描 かれ る よ うに、彼 女 を霊 的
"ghostly'な存在 として認識
、また"Artemis"、"Demeter"など と神 格化す るが、そ う
した認識 の中では、決 して彼女 自身 の人格 は、省 み られ るこ とが ない。こ うしたイ メー
ジ群 は、決 して彼 女個人 の実質 を捉 えた もので はな く、 こ うした認 識 で彼 女 を捉 え る
Ange1は、彼 女の本 質 を見 る 目を欠 いてい るとも言 え るのであ る。
EllenRooneyは、彼 女の周辺 に頻 出す る 自然風景 に よる比喩、表象か らは、彼 女の
人 間 として人格 に対 す る認識 の欠如、非人 間化 の よ うな ものが見 られ る点 を指摘す る。
Rooneyは比 喩 に 内包 され る この性 質 に 関 して 、"Thispotentialforthelossof
personalityisspecificallyfeminine,andTessseesherselfintheseterms
[metaphors]attimes"、5と述 べ、 自然描 写、その比喩に よる人格性 の欠如 は、明確 に女
性 に対す る人格 の認知 の弱 さであ り、彼 女 自身 もこ うした抑圧 的な比喩 と視 点の 中で 自
身 を認識す る点 と示唆 してい る。上述 のAngelによるTessに対す る認識 もまた、同様
に抑圧 的視点 に基づ いた ものであ り、一種 の女性 に対す る男性 の支配であ ると考 え られ
る。彼女 は、こ うした彼 の視線 と認識 を鋭敏 に、否応 な く意識 す る。一種 の抑圧 的な も
の と取れ る この女性観 に対 して必然 的に 自分 の実質的 な姿や身 体 との落 差 に困惑 して
しま うのであ る。
この よ うな困惑 の態度 をTessが示す 時、彼 女を取 り巻 く周 囲の風景 もまた、彼 女の










Tessが神格化 に拒否 を示す と、それ と並行す るよ うに彼 らのい た空 間は変化す る。夜
明け前 の薄 闇は太 陽の上昇 と共 に光 に よって侵食 され 、辺 りの明度 は上昇 してい く。そ
れ に従 って、神掛 って見えたTessの姿 も一般的 な女性 のそれへ と戻 ってい くのである。
彼女 は霊 的な姿か ら肉体 を もった一人 の女性へ と回帰す るのである。この変化 は理想 的
な女性像 を求 めるAnge1を無意識 に拒絶 した ことを暗 に示 し、また彼 女 自身がその身
体 を再び強 く意識 している ことを示 している。 このよ うにTessはAngelと精神 的な面
で強 く共鳴す るものの、自らの過去 と、内に秘 める身体的 な感 覚や情欲、それ に対す る
罪悪感 の為 に、観念 的で保守的 な女性観 を求 める彼 を素直 に受 け入れ るこ とができず、
抵抗感 を感 じ、拒絶 して しま う。彼女 の身体 は彼女 の精神 を強 い葛藤 に陥れ るのである。
4.身体的、性的欲望 と葛藤
TessはAngelによる理想化や啓蒙 を拒 絶す るものの、彼 女はや は りこの男性 に惹 か
れ ていって しま う。彼女 はAngelとの交 際を続 ける うちに、Alecとの交流 、経 験の う
ちに覚醒 させ られ た肉体 的な悦楽 と欲望 に強 く干渉 され 、その よ うな ものに対 す る渇望
が湧 き出て くるのである。彼女 の この身 体的な快楽や接触 を求め る願 望は、彼 女の周囲
の近 しい同僚 の女性 たち との接触 によって、強 く触発 され 、顕在化す る。AngelClare
に同 じく想 いを寄せ る女性 はIzz,Marian,Rettyの三人 であ る。彼女 らはTessとAnge1
の関係 を知 りなが らも彼 に密 かに想 いを寄せ る。彼女 たちのAnge1に対す る情念は肉








上 の引用 はTessが偶然 この三人の女性 達 と共用の部屋 で居合 わせ た際の描 写であ る。
Tessは彼女達が あ られ もない姿"undressing"でい る姿 を 目にす る。 ここで この女性 達
の身体 は太 陽の光"theorangelightofthevanishedsun"によって強調 されて、彼 女の
眼前 に強い存在感 を持 って迫 る。 この後 、三人 は偶然外 に通 りかかったAngelに視線








彼 女 達 は庭 を偶 然Ange1が 通 り掛 か る と、 挙 っ て彼 を見 よ う と窓 か ら身 を乗 り出 す。
そ の 際 の女 性 達 の 姿 はや は り太 陽 の光"redraysofthewest"1こよっ て 照 ら され 、 そ の
身 体 が さ ら に視 覚 的 に 強 調 され る の で あ る 。 陽 光 に よ っ て 照 ら され 、"barefooted"
"necks""faces"とい っ た露 出 した身 体 の存 在 が強 調 され る。 い ず れ も非 常 に扇 情 的 な 部
位 で あ り、そ こか ら彼 女 た ち の身 体 的 な情 念 が 暗示 され るの で あ る。 この様 子 は先 ほ ど
庭 先 でAngelの竪琴 の音 で誘 惑 され るTessとは対 照 的 で も あ る。Tessが精神 的 な 次 元
にお い て彼 に惹 かれ て い っ た の に対 して 、この 女性 達 は 肉体 的 な接 触 や それ に よ る悦 楽
を強 く意 識 して 、彼 を求 め て い るの で あ る。 実 際 に、彼 女 達 の 内一 人 のIZZは明確 に 肉
体 的 な接 触 を求 め て い る こ とが語 られ る。"theshadeofhisfacecameuponthewall
behind,closetoIzz,whowasstandingtherefillingavat.Sheputhermouthagainst
thewallandkissedtheshadeofhismouth"(174)と語 られ 、IzzはAngelの影 に密 か
に 口付 け を し よ うと して い た こ とが表 され る の で あ る。この よ うに この 女性 達 は 身 体 的
な 快 楽 や 欲 望 に 基 づ い て 行 動 して い る こ とが 示 され る。 彼 女 達 の 姿 は さ ら に"They
writhedfeverishlyundertheoppressivenessofanemotionthrustonthembycruel
Nature'slaw"(187)と言吾られ 、 そ の様 子 が描 かれ るが 、 こ こで使 われ る"Nature'slaw"
とい う言 葉 もや は り明確 に女 性 達 が持 っ 自然 的 、生 物 的 な欲 求 、即 ち、性 的 な欲 求 を含
む 身 体 的 な欲 望 を示 して い る の で あ る。
この よ うな女 性 達 の影 響 をTessは 大 き く被 る。 彼 女 らと行 動 を共 にす る内 に、Tess
の秘 め られ た 肉体 的 な欲 求 、即 ち 、"Nature'slaw"に基 づ い た感 覚 、情念 を彼 女 は 再 び
意 識 す る よ うに な る の で あ る。 この 女 性 達 のAngelに対 す る好 意 はTessの彼 に対 す る
感 情 を強 く刺 激 し、彼 女 の 内 に秘 め る性 的欲 望 を 強 く誘 発 す るの で あ る・6。Tessのこの
よ うな欲 求 が最 も顕 著 に現 れ る の が 、Ange1がTessを含 め る女性 達 を抱 きか か えて 、
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水溜 りを渡 る場面 である。Izz,Retty,Marianの三人 は増水 に よって渡れ な くなった教
会へ の道 をそれ ぞれ 、彼 に抱かれ て渡 る。それ ぞれ歓 喜の表 情 を示すが、Tessもまた





Tessは彼 に抱 きかかえ られ る と、彼 の息遣 いや 目とい った今 まで意識 しなかった肉体
的な存在 がその眼前 に強 く迫 って くる ことを実感す る。この描 写か ら、彼女 は 自分 もま
た上記の女性達 と同 じく彼 に対 して 肉体 的な情念 を抱 いてい る こ とを 自覚す るこ とと
なる。彼 の抱擁 をここで受 け入れ ることに よって彼女 の情念 は最 高潮 に高ま る。彼 女 も
またあの女性達 と同様 の情念 を ここで表 出 させ るのである。以 降Tessは彼 の身体 を強
く意識 し、欲望 を向けるよ うになる。
こ うして、彼女 はついに 自分 の欲 求に従 って彼 を求 め、ついに結婚す るこ とを決 めて
しま う。結婚 が決 まってか らもTessは身体的な接触 を無意識 的に求 めて しま うのであ
る。身 体的に彼 と接触す るたびに罪 の意識や負 い 目を感 じなが らも彼 女は本能 的 ともい







二人 は蜜月 の時をd'Urverville家縁 の館 で偶然 に も過 ごす ことにな る。以上はその場所
に用意 され た部屋 で二人 がひ とつ の桶 で同時に手 を洗 う様子 であ る。彼 らの手 と手は水
中で重 な り合 う。この接触 によって、や は り彼女 は無上 の喜び を感 じて しま うのである。
ここで も先 のAngelとの抱擁 の描 写 と同様 の感 情 と感 覚が彼 女に起 こってい る とい え






手 が触れ合 い、感情 高ぶ るTessに暮れ かけた陽光が差 し込む。 この光は彼 女の身体 を
強調 し、そ こにや は り内在す る彼女 の快楽 を暗示す るのである。また、ここで彼 女の身
体 を照 らす 陽光 は"apaint-mark"と語 られ 、その様子 は彼女 をかつて苛 んだ壁 にペ ン
キで書 かれ た標語 も想起 させ る もの となっている。ここか らは、彼 女が快 楽の一方で感
じる罪 の意識 も示唆 され るのであ る。
Angelもまた彼 女の美 しさに圧倒 され て しま う。これ までは、彼 女の精神 的な気高 さ
や美 しさに惹 かれ ていた彼 ではあるが、ここで彼 の眼前 に改めて肉体 を持 った存在 と し






二人 の下にAnge1の両親 か ら、花嫁 のための装飾 具が贈 られ る。 以上の引用 は、それ
らを彼 がTessに身 に付 け させ た際の様子 であ る。煙 びや かな装 身具 と服装 は彼 女の美
しさを強 く引き立てる。これに よって彼 は初 めてその身 体的な美 と魅 力に気付 か され る。
だが、それ は彼 をTessと同 じ葛藤 へ と追い込む こ ととなるので ある。
先 に見 た よ うに、彼 は既存 の中産 階級 的な女性観 でのみ で彼女 を捉 える。当時、女性
は身体 的な性や性 的欲望 を持 たない存在 であるべ き と考 え られ ていたが、彼 は依 然 と し
て この よ うな見識 に捕 らわれ てお り、彼女 の過去 のAlecとの性 体験が告 白され ると、
それ に対 し、露骨 な嫌悪 を示す。この告 白に よって彼 の眼前に一層強 く圧倒 的 な性 的魅
力 と活力 を持 った存在 として現れ て来 るのである。既存 の道徳 体系に強 く縛 られ 、性 体
験 を持 たない彼 は、ここで男性 としての 自意識 を強 く彼 女に よって揺 さぶ られ て しま う
のである。既 に見た よ うに、Alecは彼女 に よって男性 として の 自意識 を揺 さぶ られ た
が、Angelもまた彼 とは異 なった観 点で男性 としての 自意識 を動揺 させ られ るのであ る。













Angelが今 まで構 築 してきたTess像は この彼 女の告 白によって見事 に崩壊 す る。彼
はTessの性体験の告 白を通 して、彼女 と関係 を持 ったAlecの存在 とその攻撃 的、衝 動
的な性格 を強 く感知す る。 ここではTessと共 にAlecの存在がAngelの自意識 を強 く
動揺 させ る原 因 となるのであ る。Alecとは全 く対照 的な道徳観 の下に生きてきたAngel
には、 この男性 の存在及び彼 と関係 を持 ったTessの存在 は、彼 の男性 と して、夫 と し
ての価値観や意識 を大 き く動揺 させ る もの として迫 って くるのである。彼 は彼 らが経 験
した肉体 的な悦楽や感覚 の存在 を近 くに感 じることに よって、自分のカ 、能力 の欠 落や
未熟 さを強 く認識 させ られ る こととなるのである。言 わば、彼 が密 かに胸 中に抱いてい
た教養 ある男性 としての優越感情 が ここで危機 的な状況 に さ らされて しま うので ある。
こ うした結果 、AngelにとってTessは扇情的な身 体 を持っ罪深い誘 惑者 の よ うな存
在 にな り、同時に 自分 の欠 陥を実感 させ る忌むべき存在 となって しま う。それが明確 に
示 され る場面 が、彼 らが滞在 した この屋敷 に飾 られ たd'Urberville家の祖先 の夫人の絵
に対す る彼 の態度 である。AngelはTessの告 白を聞いた後 、彼 女の面影 を持 つ この絵







d'Urberville家の夫人の絵 は キャン ドルの光 に照 らされ、彼 の眼前 に現れ る。光の照
射 に よって、改 めて この夫人 とTessの酷似 が強調 され て現れて くる。光は身体 と性 の
存 在 を強 く表 す 表 象 と して 、 ま た 出 現 す る の で あ る。 こ こで 、 そ の 肉 体 は"a
concentratedpurposeofrevengeontheothersex"とある通 り、圧倒 的で暴力的 とも言
える性 的なイ メー ジ と肉感 を持 ち男性 に迫 って くる よ うに描 かれ 、Angelの持 つ道徳観
や女性観 に挑戦 的な存在 として表 され る。Tessを取 り巻 くこのよ うな身体 と性 のイメ
ー ジに彼 は衝動 的に恐怖 を覚 え、拒否感 を強め させ て しま う。こ うした暴力的 なまで に
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その存在感 を強 める性 によって圧倒 され る彼 の姿 は、ま さにかつてCarとAlecによっ
て翻 弄 され るTessと類似す る。彼 もかつ てのTessと同 じ葛藤 と苦悩 を経 験 してい る と
い うことが ここで表 され てい るといって良いであろ う。
だがAngelの中に渦巻 く彼 女 に対 す る情念は、それ で も尚、抗い難 い ものであ り、
彼 はそれ を完全 に捨 て去 る ことが出来ず に葛藤す る。それ が顕 著に現れ るのが、彼 が夢







以上 の描 写は彼 が夜 に眠 りなが ら歩い て、Tessの下 にや って来 た際の様子 であ る。
彼 はまるで葬儀 で死者 の体 を扱 うかの よ うに、彼女 に触れ て抱 き寄せ る。この よ うな彼
の行為 は彼 の無意識 、深層心理 が暗示 され た描写 と言 われ る。TbnyTannerはこの無意
識 に行 なわれ るこの葬儀 の よ うな行為 に対 して、彼 の性意識や衝動 との関係性 を指摘 す
る。"Heencoffinsthesexualinstinct,thenliesdownbesideTess.Thedeepest
inclinationsofhispsyche,[_]havebeenrevealed"、8とTannerは述べ る。 つま り、葬
儀 の よ うにTessを枢 に納 め る行為 は、彼 の女性 に対す る性 的欲 望の抑圧 を暗示 してい
る ことが指摘 され るので ある。確 かに、彼 の行動 か らは、Tessと同時に彼女 に対す る
彼 の欲望 も葬 り去 って しまお うとい う彼 の心理 的な願望 が読 み取れ る。 しか し、その よ
うな抑圧 的な感情 と同時にAnge1は抗 い難 い性衝動 も感 じてお り、 この一連 の夢遊 病
の場 面で展 開す る彼 の抱擁や身体 的接触 といった行為 か らは、彼 の秘めた る身 体的接触 、
性 的接触 に関す る欲望 が読み取れ ると考 え られ る。彼 はTessに対す る欲 求や 情動 を葬
ろ うとす る一方 で、無意識 的に彼女 の美 しい身体に抗 い難 い魅 力 を感 じてい るのであ る。
っ ま り、Angelの抱 く性 的な葛藤 と両義的な感 情の表 現 とい えるだ ろ う。
彼 に抱擁 され るTessもまた、彼 と同 じく身体に対 して、強い葛藤 を抱 く。彼 女は身
体 的な接触 にや は り至高の悦び を感 じなが らも、彼 の精神 を苦 しめて しま う自分の身 体
に対す る罪悪感 を同時に強 く感 じるのである。こ うした身体に対す る両義的な感 情 と葛
藤 は、彼女 をAngelとの交遊の 中で常に苦 しめていた ものであ るが、 この夢遊病者 と
なったAngelに抱 かれ る中で、彼 女はその苦 しみ を解 消 し得 る道 を見出す。 それは以









Tessは眠 りなが ら俳徊す るAngelに抱 かれ て、僅 かな月光のみが照 らす 闇夜 の中、河
を渡 る。Angelは無意識 的に、かっ てTessに無上の喜び をもた らした先 の抱擁 の場 面
を再現す るのだが、 ここでTessはこのまま彼 の腕 に抱 かれ なが ら、入水 し、 自 らの生
に終止符 を打 と うとい う思い に衝動 的に駆 られ る。っ ま り、葛藤 の根本 的な原 因 となっ
ている身体 の破壊 の衝動 に彼女 は取 り付 かれ るのであ る。ここで人物 の身 体は夜 の闇の
中に包 まれ ているが、こ うした闇は彼 女の破壊衝動 を反 映 し、暗示 してい ると考 え られ
る。
しか し、彼女 はこ こでそれ を実行 はせず 、思い とどま る。彼 女は 肉体 に対す る破 壊衝
動 を感 じなが らも、想 い人 の腕 に抱 かれ る身体的悦 楽に もその身 を委ねてい るのであ る。
それ喜び故 に、容易 に これ を放棄 し、自害す ることはできないのであ る。闇夜 の 中、水
面 に反射す る淡 い月光 が身体 を照 らしているが、淡 い光は身 体の存在 を浮 上 させ 、やは
り彼女 がそれ に関 して執着 を捨 てきれ ない ことを示 している。ここでは闇 と光が混沌 と
して交 じ り合 うかの よ うな空 間 となってお り、彼 女の身 体に対す る両義的な感 情が視 覚
的に示唆 され ているのである。"distorting,andsplitting"と語 られ る水 面 に写 る月の
様子 はま さに揺れ動 く彼女 のそ うした感情 をま さに表象 している と言 えるだろ う。
だが、彼女 の身 体に対す る破 壊願望や憎 しみ は時を経 るごとに募 り、強ま って行 く。
彼女 は過去 の告 白をきっかけにAngelと離別 す る。 そ して、狂信 的な牧師 と して生 き
るよ うになったAlecとFlintcomb-Ashの農場で偶然再会す る こととなるが、この時、
Tessはさらにこの男 によって、貝乏め られ る。Alecは、再会 した彼女 に再び、魅 了 され、











Alecは、彼 女の肉体に再び惹かれ るあま り、聖職者 と しての職務 を放 棄 して しま うが、
この責任 を彼 は、Tessに転嫁 して しま うので ある。彼 は、Tessに対 して、彼 女の美 し
い身体 と容姿 は、罪深 い誘 惑者 、即 ち、"Eve"であ り"Babylon"の魔女 と同 じであ る と
い う旨の発言 を して、彼 女の身体 に罪の レッテル を貼 る。彼女 の身体 を汚 したAlecは、
ここで さらに彼女 に罪 を押 し付 け、彼女 の精神 を苛 むのであ る。彼 の こ うした行 為 と発
言 は彼女 の身体 に対す る複雑 な感情 を助長す ることになる。
この よ うなAlecを勿 論、彼 女は受 け入 れ ることな どで きず、拒絶す る。 しか し、父
親 の死 に よる経済 的困窮 とい う不幸 が さらに降 りかかったTessは、皮 肉にも このAlec
の下へ戻 る こととなって しま う。再度 戻った この男の下で彼 女の罪 の意識 と身 体に対す
る破壊 的な衝動 は増 幅 され 、顕著 に現れ る。彼女 は愛人 としてAlecと共に過 ごすが、
その最 中にTessとの離別後 、南米 へ と出かけたAnge1が帰還 した とい う事実 を知 る。













Tessは事実 を知 り、Angelを裏切 って過 去の男性 の愛 人 に甘ん じるとい う自分の状況
に対す る罪悪感 と、 自分 を誘惑 したAlecに対す る憎 しみ に苦悶の言葉 を発す る。 そ し
て悔恨 と憤 りの入 り混 じった想 いに連動 して、彼 女は無意識 的に 自 らの歯 で唇 を噛んで
しま う。 この よ うな衝動 的に行 なわれ る 自傷行為 はTessの自身の身体 に対 す る無意識
的な破壊衝動 を示 している。彼女 は罪悪感 の根源 であ る身体に対す る嫌悪 と憎悪 とい う
感情 を無意識 的に発 露 させてい るので ある。 しか し、両義 的な感 情故 に、Tessは直接
的に死へ の道 をや は り進 む こ とはできない のであ る。 最終的 に、彼 女 は衝動的 にAlec
を殺害 して しま うのだが、彼女 の内面に募 った身体へ の意識 を考慮 に入れ ると、この唐
突 に行 われ る衝撃 的な行為 はTessの行 き場 のない 自らの身 体に対す る憎 しみ と破壊衝
動 をAlecにぶ っけた もの と考 えられ る。彼 女は 自らの身体の代替 として、彼 の身体 を
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衝動 的に破壊 したのである。そ うした繋 が りを示す よ うに、ここで流 され る彼 女の唇の
流血"herlipswerebleedingfromtheclenchofherteethuponthem"は、Alecの死因
となる傷 とアナロジーを成 しているよ うに思 われ る。
しか し、Tessの精神 的葛藤 は決 して解 消 され るこ とはない。依然 として彼女 の罪 の
意識 の根源 た る身体 は存在 し、それ無 しではAngelと会 うこ とがで きない。 故に彼 女
は憎 しみ なが らも、それ を捨 て られず、ジ レンマは継 続す るので ある。 だが、Ange1と
再会 し、彼 と共 に在 る為にAlecを殺害 したTessは二人で周 囲の 目をかわ しなが ら逃避
行 に出る中で、苦 しみに対す る窮余 の策 を見 出す。Tessはかつ て彼 女の想像力 を刺激
し、身 体の忘却 を促 した暗黒に再 び救 済の価値 を見出す のであ る。暗黒の空間 にその身
体 を置 き、それ に包 まれ ることで彼女 はそ こに安 息を見出す。暗黒は彼 女の身体 を抱擁
し、視 覚的に隠蔽 す る。そ して 同時 に彼女 の身体的感覚 も限 りな く減少 させ るのである。
彼女 は生 きなが らに して身体 的な五感 を最低 限に減退 させ 、限 りな く死に近付 こ うとす
る。彼女 は一時的 に生 きなが らに して、肉体の苦痛か らも解放 され よ うとす る。そ うし








TessとAngelは逃 避 行 の夜 を うらぶ れ た 家屋 で過 ごす が 、 こ こで 、彼 らは 闇 に 包 ま
れ る"theywereenvelopedinshadesofnights"と同 時 に、 静 け さ"greatquietness"の
中 に包 まれ る。 こ う した 環 境 に身 を横 た え るTessの視 覚聴 覚 をは じめ とす る五感 は,限
りな く死 に近 づ い た か の よ うに 、閉 ざ され る。そ れ に よ って彼 女 は こ こで擬 似 的 に 死 を
体 感 す る と同 時 に 、僅 か ば か りに残 っ た感 覚 を用 い て 、想 い人 との逢 瀬 に耽 溺 す る。
この よ うな 闇 は さ らに続 い て物 語 の終 幕 に も描 写 され る。彼 らは 最 終 的 に ス トー ンヘ
ン ジ の遺 跡 に辿 り付 くが 、こ こで も上 記 の よ うな 闇 は継 続 して 現 れ る。 巨大 な 石 柱 が 屹
立 す る空 間 は 、"Atanindefiniteheightoverheadsomethingmadetheblacksky
blacker,whichhadsemblanceofavastarchitraveunitingthepillars
horizontally"(501)と描 写 され 、Tessは巨 大 な 暗 黒 の 空 間 に包 み こま れ る。 そ の周 囲 の
石 柱 もま た 、陽光 を遮 るか の よ うに讐 え 立 ち 、そ の 巨大 さで彼 女 を守 るか の よ うに も語
られ る の で あ る。("Theeastwardpillarsandtheirarchitravesstoodupblackly
againstthelight"(504))。空 間 は こ こで完 全 に周 囲 の 目か らは 隔絶 され 、暗 黒 が満 た す
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空 間にTessとAngelは包まれ る。 これ によって、先 の描 写 と同様 にやは り静寂 と闇の
中で、Tessは肉体 の感 覚 を最低限 に抑 え、隠 しなが らAngelとの安 らぎに満 ちた時間
を過 ごす のである。暗黒は彼女 の身 体の隠蔽 に よって、一時的な安息感 を示 唆す るので
ある。
しか し、こ うした安 息の空間は飽 くまで も一時的な窮 余の策 として彼 女が見出 した も
のであ り、決 して永続 す る安息ではない。時 間の経過 に従い 、次第に陽光が進入 し、Tess
の姿を可視化 させ て しま う。これ に よ り夢想 的な安息の空間は不可避 的に消失 して しま
うのである。闇に対す る光 の干渉 は、彼 女が最終的 に見 出 した安息は一時的な もので あ
り、彼女 は生 きてい る限 り身体 に不 可避 的に捕 らわれ 、精神 との問で葛藤 に苛まれな く
てはいけない とい うことを示唆 している と言 える。この陽光の描 写の後 、直接 的な言明
はない ものの、彼 女は陽光 と共 にや って来 た と思 われ る警 吏た ちに抵抗な く捉 え られ、
処刑 台に消 え る。こ うした彼女 の行動 は、生 きてい る限 り苛まれ る身体の苦痛 を予期 し
ていたが故 の もの と考 え られ る。最終 的に彼 女に とっては、死 こそが 肉体か ら解 放 され
る究極 的な術 とな り、それ を 自ら選ぶ こ ととなるのであ る。(また こ うした愛の追及の
結果 、身体 の消滅 と死 を志 向す る彼女 の姿は既 に見 たEustaciaの情念 とも根源 的に近
い ものがある と考 え られ 、以前の作品か ら受 け継 がれ てい る点であ ると言 えるだ ろ う。)
この彼女 の死 、そ してそれ に至 るまでの彼 女の葛藤 は、彼 女の精神 を最後 の時まで
苛 んだ女性 の性 の在 り方や感情 、情念 を過度 に束縛 し抑圧 す る当時の道徳観念 の不条理
さを強 く訴 えてい る とい えるだろ う。Hardyは彼女 の性 と身体 に関す る葛藤 を交錯 す
る光 と闇の視覚 的比喩 に よって描写す る ことで、こ うした不条理 を読者 に強 く印象付 け、
社会 に訴 え よ うとしていたのではないだろ うか。
5.ま と め
ここまで見た よ うに、Tessの周辺 には彼 女の身体 に関す る意識 の変化 と葛藤 に伴 っ
て光 と闇が効果 的に現れ 、その 内面 を視覚的 に暗示す る。TessはAlecの暴行 と彼 との
生活 がきっかけ とな り、自分の意 思 とは裏腹 に身体 的な欲 望、情動に覚醒 させ られて し
ま う。彼 女を照 らす 光は性 の存在 とそれに対す る内面的な情念 を強 く表象す るもの とな
っている。強 い光 に よって彼女や周辺 の女性 の身体 の存在 が強 く示 され 、彼 女の秘 めた
る情動 が暗示 され るのである。
しか し、当時の女性 に関す る道徳 と照 らし合 わせ ると、これは許 され ざるこ とで あっ
た。男性 と不適切 な関係 を結 び、私生児 まで産 み落 とした彼女 は、当時の社会 では、到
底受容 され る ものではな く、ま ともに社会 的に認知 され ることもな く、身持 ちを崩 した
女 として排 除 され るのみで あった ので ある。 それ故 に、Tessはこ うした不道徳 な存在
に成 り果 て、性 的経験 と情動 を内に秘 めて しまった 自らの身 体に強い罪悪感 を持 っ。そ
して、それ は既存 の女性観 を持つAngelとの交流、結婚 を経 て、大 きく肥 大化 して彼
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女 の精神 を苛 んで しま うこ ととなるので ある。 この よ うな罪悪感 を消 し去 る為 にTess
は 自らの身体 の破壊 、即 ち死 を志 向す るよ うになる。 しか し、異性 との身体的接触 、交
遊 に よる悦楽 と喜 びを知 る彼女 は容易 に身体 を破壊す ることができない。破壊衝 動 を身
体 に向けなが らも、こ うした忘れ難 い快 楽を知 るが故 に、彼 女は破壊 を思い止ま らざる
を得 な くなって しま うのである。 この よ うなTessの悲劇や 苦悩は、彼 女が 当時の 中産
階級 的な女性像 に大 き く縛 られて しまっていた ことにや は り端 を発す る とも言 え るだ
ろ う。KathleenBlakeもまた このTessに関 し、"Tessaspurewomanisbelovedand
beautiful,inspireslove,inspiresartbythesametokenthatshesuffers
misapprehensionandmisuse"、gと述 べ、彼 女が女性 として、美的な面で人・々 を惹 きつ
け、また認識 され、愛や欲 望 を向け られ る一方で、そ うした 目線 に伴 う既存 の女性像 に
よって苦悩 していた とい うことを指摘す る。既 存の女性 のイメージ と実際の 自身の認識
との差異 が彼女 の苦悩 の根源 となったのであ る。女性像 は、彼 女の内面 に強 く取 り付 き
彼女 を苦悩 させ た と言 えるのであ る。
そ うした葛藤 を解 消す るために彼女 は闇の空間を志 向す る。暗黒の空間にその身体 を
抱合 され る ことに よって、彼女 は一 時的に身 体の存在 を不 可視化 し、身体的感 覚 を減退
させ る ことで、肉体 を忘却 して解放 の安 らぎを得 るのである。言わ ば、これ は擬似 的な
死 の体験 であ り、暗闇で身 体を視覚 的に消滅 させ ることによって、彼 女は精神 だ けの存
在 になったかのよ うに肉体 を忘れ 、想 い人 と安 息の時 を過 ごす のであ る。闇 はそれまで
も、彼女 の想像力 を刺激 し、意識 を身体 か ら離 して、夢想 へ と牽引す るもので あったが、
身体 に関す る苦痛 と葛藤 の経験 を経 て、彼女 は再び価値 を見 出す のである。 しか し、こ
うした闇の空 間で得 る安息 は所詮 、一 時的な救 済に過 ぎず 、決 して永続 的な もの とはな
り得 ない。彼女 は この世 にあ る限 りその身 に秘め る情動 に苛 まれ、葛藤 は必然 的に付 き
纏 うのである。 そのために彼女 は究極 的には死 を希求 、Angelとの別離 を受 け入れ る。
そ して最終 的に死 を受 け入れ 、完全 に肉体を消滅 させ るのであ る。彼 女が性 や身体 に関
す る葛藤 を経 て見 出 した究極 の安息 は、擬似 的に死 を想 起 させ る暗黒 と死その ものであ
ったのであった と言 え よ う。Tess`sLamentと題 され た この小説 をモチー フと した詩 の











この詩 の 中 でTessは 自 らの 存 在 の 消 失 の願 い を 口にす る。 この こ とか ら、作 者Hardy
は彼 女 に とっ て は 、死 こそ 救 済 とな る こ と を意識 して い た こ とは 疑 い な い よ うに思 わ れ
る。
こ うした暗 黒 や 死 の イ メー ジへ の志 向 は 、HardyがTheReturnoftheNativeで予
見 した人 間 の美 意 識 の発 展 を体 現 した もの と言 え る の で は な い だ ろ うか。第1章 で 触 れ
た よ うに 、彼 は"humansoulsmayfindthemselvesincloserandcloserharmony
withexternalthingswearingasombrenessdistastefultoourracewhenitwas
young"(3)と作 品で 表 し、人 間 の感 性 は成 熟 に従 い 、 暗 く荒 涼 と した 風 景 に強 い親 和性
を抱 く よ うに な る とい うこ とを示 して い る。Tessが身 体 に対 す る意 識 の変 遷 を通 じて
辿 り着 い た暗 黒 の空 間へ の親 和 性 や 死 へ の志 向 は 、ま さに この よ うな 意識 と繋 が る もの
で は な い だ ろ うか。
以 上 で 見 た よ うに 、交錯 す る光 と闇 は彼 女 の 身 体 に対 す る絶 え ざ る葛藤 とそ こか ら導
き だ され る彼 女 の身 体 意 識 を視 覚 的 に示 して い る。この葛 藤 の 末 に彼 女 は 死 へ と向 か う
こ とに な る が 、 この よ うな描 写 を通 してHardyは 理 不尽 な社 会 通 念 や規 範 に彼 女 が 捉
われ る こ とに よっ て 引 き起 こ され た苦 悩 を指 し示 し、女 性 の 自然 な感 情や 感 性 に対 す る
不 当 な抑 圧 を糾 弾 した と考 え られ る。 最 後 に彼 女 が到 達す る死 へ の 志 向 と言 う境 地 は、
ま さに こ の よ うに 女 性 に過 重 な る抑 圧 を 強 い る 当 時 の 社 会 制 度 と道 徳 に対 す る皮 肉 で
あ り、抵 抗 で あ っ た よ うに も感 じ られ る。
この よ うに 、ThomasHardyはTessに罪 の 烙 印 を押 す 当時 の 女性 の周 辺 の道 徳 観 念
が人 間 の在 るべ き 姿 、即 ち、本 来 、人 間 と して 持 つ べ き 自然 的 な 情 愛 や感 性 に従 っ て 生
き る とい うこ とを 阻 害 す る も の と考 え、Tessが規 範 か ら逸 脱 し、葛 藤 す る姿 を この 作
品 で効 果 的 に描 く こ とに よ っ て 、読 者 に 女性 の真 の在 り方 を問 うた と考 え られ な い だ ろ
うか。 そ して 、 こ うした 姿勢 は次 回作 のJudetheObscureとも大 き く繋 が っ て く る。
KathleenBlakeは、このTessに向 け られ る慣 例 的 な女 性 像 に よ る悲 劇 を指 摘 しな が ら、
"IbelieveTessmusthavepreparedthewaytowardthemorefullyfeministJudethe
Obscure"、、と述 べ 、 この 作 品 のTessの姿 は 、続 く作 品 で あ るJudetheObscureの急 進
的 なSueと い う女性 の 姿 に先 立 っ もの で あ る こ とを指 摘 す る。Blakeの指 摘 す る よ う
に 、 この2作 品 の人 物 は密 接 な接 続 性 を持 っ てい る と考 え られ る。 そ れ を示 す よ うに、
このTessofthed'Urbervlllesは、草 稿 段 階 で は、そ の タイ トル が"TheBodyandSoul
ofSue"と付 け られ て お り22、この 点 か らも この物 語 の 主 人公 で あ っ たTessと 続 く作 品
の ヒ ロイ ン で あ るSueBrideheadは非 常 に密 接 な繋 が りを持 っ て い る こ とが読 み 取 れ
る。 そ して 、実 際 に 、 こ うした女 性 の 苦悩 は 、 さ らに これ に続 くHardyの 長 編 小説 、
JudetheObscureのSueに引 き継 がれ 、女性 像 の 時 代 に よ る変 化 と葛 藤 と共 に さ らに 、
女 性 の在 り方 や それ に 関 わ る思 想 が展 開 され て い く こ とに な る。次 章 で は 、こ う した 問
題 を検 討 す る。
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4章JudetheObscure(1895):脱「女 性 的 」 志 向 と苦 悩
1.女性像 の動揺 と 「新 しい女性 」の登場
JudetheObscure(1895)は、問題作 のTessofthed'Urbervlllesに続いて発 表 された
ThomasHardyの小説 としては、最後 の作 品である。既 に見 たTessofthed'Urbervllles
は、当時の文化 の 中ではタブー視 され ていた女性 の性 的情念や それに関わ る感 情に光 を
当て、読者 の眼前 に彼 女の性 的欲 求、情念 とヴィク トリア朝的な女性観 念や道徳 との問
の葛藤 を見せつ けた作 品であった。 このJudetheObscureもまたやは り同様 に女性 の
問題 に深 く根差 した作 品 となっている。 この作品をTessofthed'Urbervlllesよりも女
性 の問題 に関 して突 き詰 めた形 に しているのは、何 と言 って も、この作品が書かれた時
代 における女性 を取 り巻 く社会環境 、状況 の変化 を顕 著 に反 映 させ てい るとい う点であ
る。ヴィク トリア朝社会 の中産 階級 の文化 において、支配 的であった家庭 を守 る貞淑 で
従順 な女性 とい う言説 は この作 品が発表 され た頃には、激 しい動揺 に曝 され ていた。こ
うした女性像 は、結婚 とい う制度 を前提 とし、それ によって支 え られていたが、その結
婚 とい う制度 に、19世 紀 も終 わ りに差 し掛 かった頃には、揺 らぎや歪みが生 じ始 めて
いた。女性達 は、必ず しも適切 な相 手を見つけ、婚姻 し、家庭 にその居場所 を構 えると
い うことがな くなってきたのである。いわゆ る 「余 った女性 達」とい う問題 であ る。人
口の不均衡 、結婚適齢期 の女性 に対 して、絶対 的な男性 の数 の不足 とい う状態 によ り、
結婚 の機会 か らあぶれ て しま う女性 の存在 が表面化 し、社会 問題 となって きたのであ る。
こ うした問題 は、必然 的に、当時は結婚 以外 に生活の場 をほ とん ど認 め られなか った女
性 が、就 労や 高等教育の機 会の拡張 を求 める機 運 を発 生 させ るに至 った。そ うした中で、
今 までの結婚 が女性 の唯一 の人生 の選択 であ るとい う旧来 の見識や社会 に懐疑 的、批判
的な視線 を向ける急進 的な女性達 が出現 し始 めたのである。結果 として、今 までの女性
像 と全 く異 なった女性 の姿が、社会 的に も大き く取 り上げ られ るよ うになったのであ る。











世紀末 になる と、女性 の権利 は、社会 的に も無視 し難 い問題 として、取 り上 げ られ 、雑
誌 な どのメデ ィアで も、こ うした動 向に伴 って旧来 の女性 とは対照的 に、力強 く、活動
的な女性 の姿 が大 々的に取 り上 げ られ る よ うになったのである。そ うした新 しい女性像
の動 向は、小説 も例外 ではな く、1890年代 には、取 り上げ られ ることが多 くな り、一













多 くの作家 が 「新 しい女性」を作品 もモチー フ として取 り上 げ、当時の文学の思潮の一
っ となっていた。 そ して、Hardyもまた同時代 を生き る作家 として 、や は り、それ を
取 り上 げたのであ り、JudetheObscureもまた、新 しい女性 の姿 を扱 った小説 の一っ
として数 え られ るのである。こ うした作 品の女性達 は、結婚 を、女性 を圧迫 す る悪 しき
制度 として拒絶 し、性 とい う枠 か ら自由な繋が りを求め る人物 として描かれ るのであ る。
前章 にお いて取 り上 げたTessは、最後の時 に至 るまで 当時の慣 習的な女性観 に捉わ
れ てお り、それ が彼女 の葛藤や悲劇 の動 因 となってい たが、JudetheObscureでは、
そ うした文化 的な前提 が揺 るが され 、作品に登場す る女性 の姿は以前の もの とは大き く
異 なる もの となっている。この作 品で取 り上 げ られ る女性 は、急進的な思想 を持 ち、旧
来 の慣例 となっている男性 に よる女性 の支配 とい う構造 を脱 し、同等の権利 と力 を持 と
うとす る女性 、"NewWoman"である。 こ うした類 の女性 、"NewWoman"的な要素
を多 く持つ人物 が、ま さに本作 の主人公 の一人 であるSueBrideheadである。
彼女 を通 して、作品では、上記 の結婚 の拒否や男女の 関係 に対す る当時勃興 した新た
な思想 と感性 が描 かれ るのであ る。"NewWoman"とこの作 品のSueに関 して、Hardy















Hardyは、 ドイツでの この作品の発 表に 当た り、JudetheObscureの主人公 の一人で
あるSueに 関 して、当時、現れ始 めていた慣例 に反発 し、旺盛 な知識欲 を持 ち、独 立
的な女性 の姿に該 当す ると編集者 か ら指摘 され た ことを語 ってい る。 実際にSueは 作
中で、既存 の従順 な女性 とい うヴィク トリア朝的な女性 の姿の枠 を大 きく逸脱 しよ うと
す る志 向を持 つ人物 として描 かれ る。結婚 とい う制度 を彼女 は、拒否 し、さ らには男性
と同様 のカ か、それ を しば しば凌駕す る知性 を持って行動 す ることを志向す るのであ る。
この知 的で、独 立志 向の強い存在 である彼女 の姿 は、指摘 され る とお りに、ま さに新 し
い女性 的な要 素を強 く持っ であ る。 この点でSueは 、前作 の主人公 、Tessとは大き く
異 な る。Tessは、最後 まで既存 の女性観 に精神 的 に捉われてお り、周 囲の社会や男性
の視線や要請 を意識 し、そ うした ものか ら最後 まで完全 に脱す るこ とがで きなか った。
Sueは、対照的 にそ うした慣例 か らは、距離 を置 き、急進 的な思想 や知性 を持 って男性
同様 に活動す るので ある。換言すれ ば、彼女 は、Tessが受容 した文化 的な素地 とい う
べ き ものその ものに疑念 を持 ち、それ に対抗 しよ うとす るのである。そ して、そ うした
中での女性 の性 、身体 と精神 との葛藤 が この作品の主要なテーマ となって来 る。それ を
示す よ うに、Hardy自身 もこの作品の前書 きで この物語 に関 して"adeadlywarwaged
betweenfleshandspirit"、と語 り、この物語 の核 として、身 体 と精神 の対 立が問題 と し
て取 り上 げ られ てい ることを表 明 している ことか らも明確 であろ う。言 わば、前作に描
かれ たTessの葛藤 を時代 の変化 に伴 って一歩進 めた もの となってい るとも言 えるので
ある。
この物語 の主人公 は作品タイ トル にあ るよ うに、JudeFawleyとい う男性 となってい
るが、Sueは彼 に対 して、多大 なる存在感 と影響力 を持 ってい る。 そ して、 このJude
Fawleyの内面や 思想 は、 この女性 か らの影 響 を作 中で強 く受 け、その人生 を大 きく翻
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弄 され て い く こ とに な る。Judeが 惹 か れ て い く こ とに な る彼 女 は そ の性 格 的 、性 質 的
な特 性 を 暗示 す る もの と して 、女 性 的 な 肉 体 の 存在 感 が 比較 的 に希 薄 で あ るか の よ うに
作 中 で 語 られ る 。 彼 女 に 関 して 、Judeは 、"disembodiedcreature(294)""sweet,
tantalizingphantom"(294)とそ の印 象 を語 る。 つ ま り換 言 す れ ば 、 女性 の 肉体 的魅 力
や そ の 存 在 感 よ りも彼 女 は 非 常 に精 神 的 な 魅 力 の 面 が 強 調 され た 人 物 で あ る とい うこ
とが 示 され て い る と言 え る。 この 点 は、D.H.Lawrenceも指 摘 す る と こ ろで あ り、
Lawrenceは、"Beingfemininegender,sheisyetnowomanatall,normale;sheis
almostneuter",と彼 女 が 、 女性 で あ りな が らも、 ど こか通 常 の性 を逸 脱 して い る印象
を 持 っ て い る こ と を 指 摘 す る 。 そ し て 、 実 際 に 作 中 で 彼 女 の 姿 は 、"boyishas
Ganymede"(184)と中性 的 な少 年 的 な イ メー ジ も付 加 され 、性 別 に 関 して 既 存 の女 性
とい う概 念 か ら逸 脱 して い る こ とがや は り窺 い知 れ る。こ こか らも彼 女 が通 常 の 女性 と
い う枠 に収 ま りき らな い人 物 で あ る こ とが 見 て取 れ るだ ろ う。
彼 女 に次 い で 、強 い存 在 感 を示 し、ま た 主 人公 に 対 して影 響 力 を持 っ 女性 が 、Arabella
Donnであ る。 彼 女 は 、Sueの よ うに既 存 の 制 度 や 慣 習 につ い て、 反 動 的 な 特 質 こそ 持
っ て い な い が 、非 常 に性 的 な 面 を強調 して描 かれ る人 物 で あ り、や は り強 い存 在 感 を作
中 で放 っ て い る。 彼 女 の様 子 は 、"Shehadaroundandprominentbosom,fulllips,
perfectteeth,andrichcomplexionofaCochinhen'segg.Shewasacompleteand
substantialfemalewoman"(42)と語 られ 、極 め て扇 情 的 な 身 体 の 存在 が 強調 され て い
る。そ して 、 さ らに彼 女 の 持 つ 性 的 なイ メー ジ と して 際 立 って い る の は、次 の よ うな彼







彼女 は、学問 による成功 を 目指 し、思索 と読書 に耽 るJudeに対 して家畜の男性器 を投
げつ け、彼 の気 を引 くのである。こ うした行動 は、彼 女の性 的な情念 を強烈 に示唆す る
描 写であ り、この よ うな行動 を 中心 と して、彼 女の性 的な情念 は繰 り返 し作 中で強調 さ
れ描 かれ るのであ る。 そ して、 こ うした彼女 の姿 とJudeを交 えた関係 を通 して、Sue
の先 進的 な思想や感 性 な どの 内面 と葛藤 が よ り際立 って この作品 では提 示 され るので
ある。
この作 品は、SueとArabellaとJudeとの関係 を中心 と して物 語が展 開す る。 こ う
した構成 は、先行す るTessofthed'Urbervlllesにお けるTessとAngel、Alecとの関
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係 と酷似 してお り、そ の性別 を反転 させ た よ うな構 造 となってい る。 前作で は、Tess
の二人 の男性 との関係 を通 しての精神 の変化 の様子 が描 かれ る構造 となっていたが、こ
の作 品 もまた同 じよ うな三角 関係 に よって、主人公Judeの成 長が強 く描 かれ る構成 と
なってい る。そ して同時に、さらな る特色 と して、この作品は、彼 の少年 時代 か ら死ま
で とい う人生 の物語 が描 かれ るが、これ は教養 小説 的な構造 であ り、こ うした要素が取
り入れ られ ることに よって、この人物 の経 験に よる内面の変化 や成 熟が描 かれ るもの と
なってい る。 しか し、この物語 の構成 は厳密 には、教養 小説 その ものではな く、それ を
意識 し、パ ロデ ィー化 した ものであ ると言 え る。特に この作品ではそれは顕 著な所 であ
り、M.H.Daleskiは、"invertedBlldungsroman"と述べ、 この物語が教養 小説 と類
似 した構成 を持 ち、彼 の心身 の変化 と成長 、成 熟を描 きなが らも本 来のそれ とは逆に人
物 の社会 的成 功 を描 くこ とな く、転落 と悲哀 を描 くとい う特殊 な構成 を指摘す る・。 言
わば、主人公 の成長 と反比例 して、彼 は社会的 に追い詰 め られ 、悲劇 的 な結末へ と追い
込 まれ る構造 となっているのであ る。 この よ うに、前作 の構成 を意識 しなが らも、同時
に先 行す る文 学の形態 の要 素 を強 く取 り入れ る とい う構造 をこの作 品は とって いるの
であ る。特 に この前作 の性別 を反転 させ た構 造 とい う点は、先行研 究において も多 く指
摘 され るところであ り、注 目に値す る重要 な点であ る。 一例 と して、D.H.Lawrence






ここでLawrenceが指摘す るよ うに、前作が女性 の視 点での男性 との関係 を描 いた もの
であ るのに対 して、本作 では、逆 に男性 を主人公 として、その視点での 同様 の 関係 が示
され てい るのであ る。 しか し、 この作 品は性別 を反転 させ たTessの物語 の只の単純な
男性版 とい う訳 ではない。男性で あるJudeの視点 か ら、二人の女性 との関係 が描 かれ
る ことに よって、先 の作品で も重要 なテーマであった女性 が経 験す る当時の社会規範や
倫理 、そ して性 的な情念 との葛藤 を よ り深化 、複雑化 して、この作品で は表現 されてい
る。即 ち、男女の配役 が転倒 す るこ とによって、女性 が男性 に強 く積 極的 に働 きか ける
様子や 姿、心理 が必然 的に強 く描 かれ 、その構 造を通 して、女性 は既 存の女性 の従属的、
受動 的な姿か ら離れ 、よ り主体 的に男性 と関わ る姿が描 かれ るよ うにな り、女性 に内在
す る性 的な ものを含 む情念や欲求 、そ して葛藤 が よ り一層 に肉薄 して描かれ るよ うにな
ってい るのである。
その結果 として、上で見た二人 の女性 の存在感 は、Judeを凌 ぐかの よ うに強い もの
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となってい る。そ して加 えて、先 に見た よ うに、この女性 が積極 的、主体的な姿が描 か
れ る構造 に伴 って、世紀末 になって現れ た、既存 の伝統 的価値観 、倫理観 か ら見れ ば、
極 めて奇妙 で規範 か らは逸脱 した"NewWoman"的な女性 の姿が描 かれてお り、女性 の
在 り方 が、女性観 が大 きく変化 を迎 えた時代 を背景 に、Tessのそれ 以上 に問われ てい
るのであ る。そ して、や は りこの作 品において も、人物 の周辺 には、光や 闇が彼 らの内
面的心理 の動 向を象徴 的な機能 を持 って配置 され てい るのであ る。 実際に作 中のJude
の言葉 か らは、彼 自身の精神 やSueの知性 に関 して、"astar""abenzolinelamp"(484)
といった光輝 くイ メージを見 出す ことができ る。や は り本 作で も、こ うした描 写は人物
の精神や思想 を検討す る上で重要 な鍵 となってい る。本 章では、SueBrideheadとJude
Fawleyの関係 とこの二人 の思想や感性 を中心に据 え、彼 らの身体や性 に対す る意識 、
その共通性や差異 を検討 し、光や 闇の風景描 写 との関係 を見てい く。
2.JudeFawley:知へ の 憧 憬 と性 的衝 動
最初 に、この物語 の主人公で ある男性 、JudeFawleyの精神 的傾 向 と彼 の性 に関す る
感情 とそれ に伴 う葛藤 につ いて検討 してお くことにす る。彼 は、上記の二人 の女性 に惹
き付 け られ 、女性達 との接触 と交流 を通 し、彼女達 の狭 間で、その内面 に様 々な影響 を
被 る。 この点 は、先 に見た よ うにAlecとAnge1との接 触 を経て、その内面や思想 にお
いて大き く変化 してい くTessと共通 の構 造であ る。 そ して、 こ うした彼 の精神 の動 き
や変遷 もまた、や は り、周 囲の空間の光や 闇の描 写や それ らに対す る彼 の反応 を通 して
表 され るのである。
物語 は この男性 の少年 時代 か ら始 ま り、描 かれ るが、彼 が幼少期 か ら根底 的に持 っ精
神構造 は、特徴的 なもの とな ってい る。少年 時代 のJudeの次の よ うな行動 と描写か ら









Judeは少年時代 をMarygreenで労働者階級 の子 として過 ごす。彼 は この地 に地縁 を強
く持つ人 間ではな く、叔母 に引き取 られ て この地へ とや ってきた とい う背景 か ら、地域
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社会 で孤立 している存在 であ る。彼 は、任 された仕 事 を上手 くこなせず、疎外感 をその
身 に痛切 に感 じる。 そ うした彼 の感情が表 され てい る場 面が上述の引用で ある。彼 は、
仕事 を解雇 され た後 、自らの存在 が周 囲か ら必要 とされ てお らず、無意味な存在 であ る
とい うことを身 に しみて感 じなが ら、帽子 でその顔 を覆 い隠 し、照 り付 ける太 陽の光 を
遮 り、それ を直視す ることを避 けてい る。 ここで、彼 は光に照 らされ 、明確 な視 界が開
けている空 間、世界 を拒絶 、遮 断 し、そ こか ら距離 を とろ うと してい るのであ る。引用
中の光 に満 ちた空 間に対す る反応 か らは、彼 のそ うした内面 が窺 える。言わ ば、現世に
対す る拒否感 の よ うな ものが この行動か らは、に じみ出てい ると言っていいで あろ う。
そ して、同時 に彼 の周 囲の風景 もまた霧 に うっす らと覆 われてお り、光が弱 く、全体的
に驕 った もの となっている。"Thefoghadbythistimebecomemoretranslucent,and
thepositionofthesuncouldbeseenthroughit."とそれは描 かれ、 こ うした彼 の眼前
の光の陰 りの描 写 も彼 の現状 に対す る絶 望の感情 の暗示す るもの となってい る と言 え
るのではないだろ うか。
こ うした陰 りの情景 とその中の僅 かな光 に対す る態度 は、Judeの生 に対 す る厭 世的
な思想 を強 く反 映 した ものであ る。"Growingupbroughtresponsibilities,hefound.
Eventsdidnotrhymequiteashehadthought.Nature'slogicwastoohorridforhim
tocarefor."とこの場 面で語 り手が語 ってい るよ うに、彼 は成長 し、生 きるとい うこと
と彼 を取 り巻 く世界 に関 して、強い拒否感 を持 ってい るのであ る。直接的な光か ら距離
を置 き、陰 りと間接 的な明か りへの志 向は、彼 のこ うした世界観 を示 してい るのである。
実 際に、それ を示す よ うに、彼 は成長 してか らも、そ うした気質 を持続 的に示す。彼 は、
年月 を経 て、都 市の闇の中で夢 の 中にその身 を置いた際に も、死の世界 を強 く意識 して






ここで言葉 か らは、Judeが、墓石 の前に立っ時には、内面的に複雑 な思いが あるこ と
を示 され てい るよ うに思 われ る。彼 は、偉人 の死や美 しい墓碑 に強い美的 に魅力 を感 じ、
畏敬 の念 を抱 く。そ して また、 自らもその死 とい うものが、不可避 的に付 き纏 うこ とを
熟知 し、世 の万物 の生の修 さと虚 しさ、苦悩 を想 うこ とが この言葉か らは伺 い知れ るの
である。 こ うした彼 の様子 か らは、や は り死 に対す る強い執着 と意識 、そ して、現世 に
対す る虚無感 をその気質 の根本 的な もの として抱い ている ことが読み取れ るだろ う。
こ うした厭世 的な性格 を根底 に持つJudeであ るが、強 く希 望 と して求め るものがあ
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る。 それ はChristminsterに代表 され る大学、高等教育 である。彼 は、教養や知性 を
獲得 し、それ に よって現状の孤立 した 自分 の状況や 立場 を打開 しよ うとす るのである。
(その過程 で、社会や道 徳 と衝突 してい くこととな る。)しか し、 こ うした彼 の教養 へ
の憧憬 の背後 には、孤児 で、明確 な縁故、地縁 を一切持 たない彼 の、自分 を受容 し、常
助 して くれ る共 同体へ の切 な る希求 が根本 として存在 している と、SimonGatrel1は指





彼 は 自分 が持 ち得 る内面を洗練す ることで、新 たな よ り良い共同体への参入 を信 じ、大
学 と高等教育 に憧憬 を寄せ るのである。こ うした彼 の社 会での成 功 と新たな共同体への
切望 は、後 にChristminsterの大学 と実際 に対面 した際 に、 語 り手 によって語 られ る
"ThosePalacesoflightandleading;hemightsomedaylookdownontheworld
throughtheirpanes"(100-101)とい うこ とか らも明確 に読み取れ る。
さらに彼 の抱 く大学 とこの都市 のイ メージには、彼 のその後 の命運 を暗示す るものが
含 まれ てい る。"Yes,ChristminstershallbemyAlmaMater;andI'11beherbeloved
son,inwhomsheshallbewellpleased"(41)とJudeは大学について憧れ の感 情 を露に
す るのだが、ここでの"AlmaMater"とい う言葉 か らは、大学 とい う知的階級社 会 を彼
は、女性 的なイ メージで認識 してい るとい うことが読 み取れ る。知性 を彼 に授 ける権威
ある女性 とい うイ メージが、彼 の この言葉の 中には潜 んでお り、読み取れ るのであるが、
これ は後 に彼 に大 いに知 的な刺激 を与 える ことになるSueBrideheadの存在 を予見す
る もの となっている と考 え られ る。この よ うに、彼 は 自分 の孤立感 と疎外感 が払拭 され、
自分 の存在価値 が認 め られ るべ き共 同体 として、Christminsterの大学 とその周辺の社
会 を理想 として、そ の地へ と思い を寄せ る。そ して、同時 にこの彼 の知性 の発 展 とそれ
に伴 う成功 に対す る渇望 を示す言葉 の中には、彼 の後 の命運 が密 かに暗示 され てい るの
である。このよ うにChristminsterは彼 の 中で理想化 され、彼 はその幻想 に耽溺 してい
くのである。
このJudeの憧憬 は、や は り風景 の光 に反映 して現れ る。彼 の知 とそ うした共同体に
対す る憧れ を反 映す る風景 の様子 も、光 を拒 絶 していた彼 に とって は、逆説 的であるが、









Christminsterに憧 れ るJudeFawleyはそ こへ 移 住 して行 っ た教 師 のPhillotsonの所
在 に推 論 を巡 らせ な が ら、遠 く地 平線 の 向 こ うに存 在 す るそ の都 市 を見 よ うと梯 子 に 登
り、都 市 の風 景 を何 とか して そ の 目に し よ うとす る。 上 記 の 引用 は 、Judeの そ う した
行 為 の情 景 で あ る。彼 は黄 昏 時 の 空 間 の 中 に 憧憬 の感 情 と共 に 、僅 か な街 の 光 を こ こで
目撃 す る。 こ こで彼 の 眼前 に 出現 す る光 は 、"onlyahaloorglow-fogoverarchingthe
placeagainsttheblackheavens"と表 され る よ うに、暗 が りの 中に僅 か に洩 れ る光 で あ
る。 こ う した 光 は、彼 の 内 面 で 渦 巻 く憧 憬 の感 情 と絡 み 合 い 、彼 の この 地域 か らの脱 却
へ の願 望 と 自 らの知 的側 面 にお い て の成 長 と発 展 へ の渇 望 、憧 れ 、そ して そ うい っ た成
功 に対 す る幻 想 へ の耽 溺 を示 す 表 象 とな る。彼 の 中 で憧 れ の 地 は 、弱 い 光 の イ メー ジ と
共 に これ 以 後 、 出現 す る よ うに な る の で あ る。Judeは 、 そ れ を示 す よ うに 、 この都 市
を"cityoflight"(24)と形 容 す る。 こ う した 、Judeの内 な る感 情 と風 景 の 関係 は 、Ruth
BernardYeazellもま た 、"ThatJude'sfirstvisionofhisbelovedcityisliterallyan
effectoflightmakestheconnectionbetweendreamsofenlightenmentandoptical
experienceinescapable",と述 べ 、 そ の相 関1生を指 摘 す る。Yeazellは、 この 光"light"
の 風 景 は 、 視 覚 的 に 存 在 感 の あ る 描 写 に 留 ま ら ず 、 高 等 教 育 に よ る 啓 蒙
"enlightenment"とい う彼 の希 望 の 対 象 の 存 在 を 同時 に示 して い る とい うこ と を指 摘 す
る。 言 わ ば 、光 の都 市"cityoflight"とい う言 葉 とそ の描 写 を通 して 、 そ の 派 生 語 で あ
る啓 蒙 、教 化 とい う存 在 が 、喚 起 され 、彼 の 希 望や 願 望 を強 く暗示 す る表 現 とな っ て い
る の で あ る。 こ の よ うに、微 か な 都 市 の 光 の風 景 は 、彼 の 知性 と教養 とい っ た 理想 の 表
象 とな り、 これ 以 後 も反 復 して現 れ る よ うに な る の で あ る。
続 い て 、Judeは 、読 書経 験 を重 ね るた び に こ うした 憧 憬 と理想 化 を強化 して い く。
彼 の 目 と感 性 は 、それ に 呼応 す る よ うに灰 か な 光 に対 して鋭 敏 化 し、天 体 の 光 に強 く反













Judeは、 日常 的 に馬 車 に乗 りな が ら読 書 に 耽 り、現 実 の風 景 か ら 目線 を背 け、 読 書 に
よ る幻 想 世 界 に耽 溺 す る よ うに な る。そ う した 生 活 形 態 の 中で 、唯 一彼 の 注 意 、関 心 を
惹 きつ け る現 象 は 、日没 直 後 の淡 い,月明 か りで あ る。この天 体 光 に対 して 、彼 の 内 面 は 、
"Hismindhadbecomesoimpregnated
withpoem"と語 られ て い る よ うに 、 書 物 と学
問 の知 識 に起 因す る詩 心 を刺 激 され 、詩 を衝 動 的 に読 む 。薄 明 か りは、彼 の理 想 と幻想
を表 象 す る もの で あ り、 ま た それ を よ り一 層 に刺 激 す る媒 体 とな る の で あ る。
こ う し た 彼 を 惹 き つ け る 光 は い ず れ も 、 先 のChristminsterの光 の 描 写 に"No
individuallightwasvisible,onlyahaloorglow-fogoverarchingtheplaceagainst
theblackheavensbehindit,makingthelightandthecitydistantbutamileorso.",
そ して 黄 昏 の 風 景 が"Thesunwasgoingdown,andthefullmoonwasrising
simultaneouslybehindthewoodsintheoppositequarter"と描 か れ て い る よ うに 、鮮
明 な視 覚 的 に認 識 可能 な光 で は な く、いず れ も闇 の 中に うっ す らと浮 か び 上 が り、漏 れ
伝 わ っ てい る 間接 的 な僅 か な光 で あ る。 ち ょ う どJudeが 、帽 子 を通 して 、感 知 して い
た光 線 の よ うな もの で あ る。つ ま り、先 に彼 の 現 世 に対 す る拒否 感 の感 情 の表 象 とな っ
て い た弱 い 光 と同質 の もの な の で あ る。 こ うした不 透 明 、不 明 瞭 な弱 い 光 か らは、や は
り彼 の 内面 に根 強 く存在 す る現 状 に対 す る拒 否 感 が読 み 取 りえ る。彼 は、 現 状 を厭 い、
直 視 を拒 絶 し、視 覚 的 な 不 明 瞭 さの 中 に 自分 の 理想 世 界 を見 出 す の で あ る。換 言 す れ ば 、
現 状 の現 実 か らの離 脱 とい う無 意 識 的 な彼 の意 思 が遠 方 のChristminsterの風 景 へ の
耽 溺 の 中 に暗 示 され て い る と考 え られ る。
先 に見 た よ うに 、鮮 明 な 光 は彼 に と って 自分 が 阻 害 され て い る社 会 の風 景 を明確 に彼
の 目の前 に露 出 させ る為 に 、忌 避 す べ き も ので あ っ た。そ れ は、彼 の 内 面 の根 底 に根 深
く存 在 す る感 情 な の で あ る。そ うい っ た精 神 性 を深 層 に抱 き な が ら も、彼 は希 望 を学 問
と 自身 の啓 蒙 に見 出す 。そ うした希 望 は 、光 に よ って 表 象 され る ので あ るが 、そ の 明度
は非 常 に弱 く、薄 暗 い もの で あ り、 視 覚 的 な鮮 明 さを欠 く もの とな って い る。 これ は、
彼 の現 場 忌 避 と幻 想 、理 想 へ の耽 溺 とい う内 面 の 志 向 を暗示 す る もの とな っ て い るの で
あ る。こ う したJudeの 視 覚 的 な志 向 は、NormanPageもま た 指摘 す る と こ ろで あ る。
Pageは、 彼 の学 問、 とそ の 理 想 に対 す る志 向 と彼 の視 覚 との 関係 性 を"Hisidealistic
notionofwhatthecitystandsforproducestemporaryblindnesstothereality
aroundhimintheintensityofhisattractiontotheinwardvision"、。と述 べ 、彼 の 大 学
と学 問 に よる成 功 とい う理 想 、幻 想 は彼 の現 実 に対 す る認 識 を遮 り、彼 を一 時 的 に 盲 目
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に している とい うことを指摘す る。確か に、ここまで見た光 とそれ に対す る反応、志向
は、こ うした彼 の内面を強 く反 映 した もの と言え るであ ろ う。光の弱ま った薄闇の世界
は、彼 の視界 に明確 な現実 を与 えない。む しろ彼 の内面の理想 世界 を強 く刺激 し、彼 の
現実 に対す る認識 を捻 じ曲げ、幻想 に強 く耽溺 させ るのである。
そ もそ も、このJudetheObscureとい う題名 は、Judeの光僅 かな薄闇の空間への志










Bullenは、"obscure"とい う語 は、Judeの社 会 的 な ス テ ー タ ス 、 即 ち、 日陰者 とい う
意 味 の他 に も、視 覚 的 な薄 暗 さの よ うな意 味 も含 ん で い る点 を指 摘 し、こ う した 意 味 を
孕 む タイ トル は 、 この 物 語 に現 れ る視 覚 的 な 陰影 を 強 く意 識 した もの で あ る と述 べ る。
こ うした指 摘 を踏 ま えれ ば 、 この物 語 で描 かれ るJudeの 薄 闇や 灰 か な光 へ の志 向 は 、
ま さに この タイ トル と良 く合 致 した もの とい え る だ ろ う。
この光 の質 とJudeの それ に 対す る視 線 や 反 応 は 、物 語 と共 に変 動 す る。 そ の 契機 と
な る の がArabellaDonnとの 出会 い と接 触 で あ る。上 で 引 用 した よ うに 、Arabellaは、
屠 殺 した豚 の男 性 器 をJudeの顔 に ぶ つ け る とい う衝 撃 的 な行 動 に よっ て彼 との 面識 を
得 る。 この描 写 は 、彼 女 の性 に 関す る情 動 や 情念 を露 骨 に暗示 す る。 この 点 は 、数 多 く
指 摘 され る と ころ で もあ り、M.H.Daleskiもこの 彼 女 の示 唆 的 な行 為 に 関 して 、"All
Arabella'sBoldnessandsexualprovocativenessarecapturedinthisact"、2と述 べ 、 や
は りArabellaの性 的 な大 胆 さ とJudeに 対 す る彼 女 の 情 念 、Judeに対 す る彼 女 の性 的
な優 越 性 が彼 女 の行 為 に集 約 され て い る こ とを指 摘 して い る。 そ して 、 さ らにDaleski
は さ らに 、"Thepizzleepisode,evenbeforethereisanysexualcontactbetweenJude
andArabella,invigorateshimandgiveshimanewsenseofordinallife,asifhe
hassuddenlypassedthroughabarrierthathashithertocuthimoffhimself'、3と述
べ 、 この接 触 を き っ か け と して 、Judeは彼 女 に 対す る感 情 を焚 きつ け られ 、彼 の 人 生
観 や 世 界 観 を大 き く変 化 させ られ て しま う点 を指 摘 す る。こ う した示 唆 に富 ん だ 出 会 い
の描 写 が示 す よ うに 、 実 際 に 、性 的 なカ に満 ち た彼 女 は 、Judeと の接 触 を通 して 、彼
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の性 的欲求 の発 露 を強 く促 し、物事 の見方 に変化 を与 える。そ の際 に、Arabellaの女
性 としての身体 の存在感 は、視覚 的に も強調 され て描 かれ るが、その時 にこれ を さらに
強 調す る物 とな り得 る もの もま た、 光 の描 写 で あ る。 そ して 、 この時 の光 は、彼 の












Arabellaと衝 撃的な形で知 り合 ったJudeは、関心 を彼女 の身体へ と向けてい く。太陽
の光 は、彼女 の姿 を"usefullamp"としては っき りと照 らし、その肉体の存在感 を示す
描写 となってい る。 そ して、 この太陽 は、 陰 りな く明確 に風 景 を明 る く照 らしてお り、
彼 がそれ まで、志 向 してい た間接的 な薄 明か りとは対照 的で ある。彼 は、学問 と啓蒙に
対す る関心 、情熱 を忘却 して しまい 、彼がChristminsterの灯 を 目撃 した場所 を通って
もそれ を思 い出す ことがな くなって しま うのである。そ してまた、かつて彼 が詩 作の情
熱 を引き起 こした風景 も同様 に、その記憶 か ら抹消 され て しま うのであ る。それ を示す









う語 り手 の言 葉 に示 され る よ うに 、彼 はArabellaとの 出会 い とそ れ 以 前 とで は 、 ま る
で別 の人 間 に な っ て しま った か の よ うに な っ て しま うの で あ る。 そ れ 以 前 ま で の彼 は、
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大学へ の入学 と学位へ の飽 くなき憧憬 と執着 を持 っていたのに対 して、彼女 との接触 を
契機 として、彼 はその 目を強 く女性へ と向け るよ うになって しま うのである。










Judeは、Arabellaと知 り合 っ て以 降 、常 に彼 女 の 存在 が そ の脳 裏 に留 め る よ うにな る。
上 記 の 引用 は そ う した 彼 の 様 子 を端 的 に示 す もの で あ る。Arabellaとの逢 瀬 を果 た し
た翌 日の夜 明 け の光 の 中 、Judeは 、彼 女 と肉 体 的 、身 体 的 な接 触 を持 っ た場 所 を歩 く
が 、そ の 際 に風 景 を 強 く照 らす 太 陽 の 光 は 、そ の 風 景 の 存在 を くっ き り と彼 の 眼 に写 さ
せ 、彼 に そ の 時 の記 憶 を想 起 させ る。 この 瞬 間 、彼 に とっ て 、世 界 はArabellaその も
の で あ り、彼 に とっ て彼 女 と と もに あ る こ と こそ が 、最 も意 義 あ る と こ ろ とな って い る
の で あ る。言 わ ば、彼 に とって 世 界 の 意 義 は、彼 女 との 出会 い と接 触 を通 して 大 き く変
わ る の で あ る。 こ こで の 、 陽光 は 、先 のArabellaの身 体 を照 ら し、 そ の存 在 感 を強調
した光 と同様 に 、 こ うした彼 の情 念 と意 思 を 暗示 す る の で あ る。
この よ うに 、このArabellaとの 出会 い と交 流 は、彼 の 男性 的 な性 衝 動 を 目覚 め させ 、
女 性 に対 す る欲 望 の 目を 向 け させ る。この点 を 、D.H.Lawrenceもま た指 摘 して お り、
Lawrenceは、ArabellaがJudeの男 性 的 な 性 的 能 力 、衝 動 の 薄 弱 さを改 善 させ る存 在
で もあ り、 彼 に性 的 な能 力 や 衝 動 を もた らす 者 で あ る と述 べ て い る。 彼 女 に 関 して 、
"Arabellabroughthimtohimself
,gavehimhimself,madehimfree,soundasa
physicalmale"、4とLawrenceは述 べ 、彼 に性 的 な 能 力 を啓発 す る人 物 で あ る と分析 す
る。言 わ ば 、前 章 で述 べ たAlecD'UrbervilleがTessに女性 的 な 身 体感 覚 を覚 醒 させ た
の と同 じ役 割 を この女 性 は担 うの で あ る。Judeの 男性 的 な衝 動 へ の 覚醒 は 、語 り手 に
よ っ て"Inshort,asifmaterially,acompellingarmofextraordinarymuscular
powerseizedholdofhim‐somethingwhichhadnothingincommonwithspirits
andinfluencesthathadmovedhimhitherto"(48)と比 喩 的 に表 され 、Arabellaとの 出
会 い と接 触 を き っ か け に"extraordinarymuscularpower"と比 喩 的 に示 され る衝 動 が
や は り、彼 を支 配 して い る こ とが語 られ る。
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光 は、この よ うな彼 の欲 望や意 思 といった内面の志 向の変化 を強 く示唆す るのであ る。
そ して、光 は、さらに彼 の内面的な変化 に付 随 して経験 す るこ とにな る葛藤 の様 子 も次







以上 の様子 は、JudeがArabellaとの逢瀬 か ら自宅 に帰宅 した際の様子 である。彼 は
薄 暗い闇の中、自分 の部屋へ と向か う。そ して、彼 は 自分の部屋 で、勉 学の為 に購入 し
た新約 聖書 の"HKAINH△IAOHKH"(53)の 文字が 闇の中で星の光 に よっ
て灰 かに輝 いている様子 を 目にす る。"thecapitallettersonthetitle-pageregarded
himwithfixedreproachinthegreystarlight,liketheunclosedeyesofadeadman"
とその様子 は語 られ るが、この描写は特筆 して、彼 の葛藤 を示 してい る。死人の 目"eyes
ofadeadman"のよ うな書籍 の文字 は、ま さに彼 がArabellaとの交流の 中で忘却 した
学識 に対す る情熱 の存在 を示唆 しているであ り、星光 に照 らされた こ うした文字の存在
は、彼 が女性 との接触 による情動 に溺れ た後 、ふ とArabellaと知 り合 う直前まで固執
していた信念 を思 い出 してい る ことを示す のである。 ここでの"adeadman"と称 され
る灰 かな光 の様子 は、ま さに今 はもはや死 して しまったかつ ての彼 の人格 、性格、学位
と教養 に対す る熱意 、熱狂 の比喩であ り、過 去の亡霊の よ うに彼 の前 に出現す るので あ
る。言 わば、彼 は、ここで過去 の 自分 と対 面 してお り、彼 の女性 との接触 に よる内面の
変化 と葛藤 の様子 が光 に よって暗示 され てい るのであ る。
学位 、教養 に対す る思い を密 かに内面 に抱 えなが らも、彼 は結局、女性へ の情念 と社
会 的な慣習 の圧力 に屈 し、彼 女 と結婚 す るこ ととな って しま う。JudeとArabellaの結
婚生活 は、決 して順調 なもの となるこ とが ない。結婚後 も彼 は、学位 と知性 に対す る執
着 を放棄す る ことはできず 、その思いは彼 の胸 中に留ま り続 けるので ある。結果 として、
彼 らの感性や価値観 の違 いが次 々 と露 呈 し、結婚生活 は破綻 して しま う。女性 と結婚 に
対す る失望 と虚脱感 、自らの性 的な衝動 に関す る悔恨 の念等 に彼 は、襲われ るが、そん
な中に彼 が唯一持つ希望 が、や は り、Christminsterである。 そ して 、それ は、 また
Arabellaとの出会 いの前 に彼が、希求 した光 と同 じよ うな光明 の描写 に よって彼 の眼









Judeは失意 に満 ちた結婚生活 の破 綻の後、Christminsterへの憧れ を募 らせ た場所 で、
かつ て彼 がその学問 と教養 に対す る熱意 の下にmilestoneに掘 り込 んだ文字 を思い出
し、それ を再 び見 る。彼 は、そ こにかつ て、"thitherJ.E"(85)、即 ち、彼 の地へ とい
う言葉 と自分 の名を刻 んでい るのだが、彼 はそれをマ ッチの灰 かな光で未 だ にその文字
が風化せず に、健在で あるこ とを確認す るのである。この時の文字 を照 らす光 は、彼 の
かつ て持 っていた理想 とそれ に対す る感情 の再燃 を示す と言 え よ う。この よ うに、彼 の
周 囲の光や 闇は、彼 の精神的 な動 向に従 って 、その様子 を変 え、彼 の志向 を如 実に示す
のである。薄 闇や灰 かな光 は、彼 の知や教養 に対す る憧憬 の表象 とな り、一方 で、鮮 明
な光 は、彼 に 目覚 めた性 的な衝動 、欲求 を暗示す る描 写 となってい るのであ る。そ して、
こ うした ものの交錯 に よって彼 の内面 の葛藤 が鮮 明に描 かれ ているのである。
ここまで、Judeの根底的 な精神的性質 とArabellaによる接触 に伴 う、彼 の性 的衝 動
の発 生 とそれ に伴 う内面 の葛藤 とそれ に呼応 して現 れ る明暗 の関係 とその比喩 的な意
義 を見たが、続 いて彼 は、Christminsterへと向かい、そ こでSueBrideheadと出会 う
こととな る。Arabellaとはまた異 なる彼女 との接触 によって、彼 の内面 は さらに大 き
く変化 を被 る こととな り、この女性 もまた彼 との接触 と交遊 に よって、多大な る精神 的
動揺 を経験す る。次 にこのSueの内面や葛藤 に関 して、Judeとの関係 を視 野 に入 れな
が ら検討 してい く。
3.SueBridehead:理念 的存 在 と してSue
SueBrideheadは、JudeFawleyの従妹 であ り、彼 がChristminsterで出会 うこ と
になる女性 である。Judeは、 この女性 の存在 を叔母 か ら聞か された ことをきっかけに
興 味を持 ち、彼 女 に惹かれてい くこととな る。先 に見た よ うに、彼女 は、Arabellaと
は対 照的に、女性 としての扇情 的な肉体の存在感 が希薄 で、急進 的な思想 と精神 の存在






この よ うにJudeは、彼女 を、肉体 を持 った生身の人 間 と言 うよ りも、そ うい うもの を
一切持 たない霊 的な存在 、清廉 な精神の権化 のよ うに捉 えるのである。また さらに、彼
女 の印象 は、"Therewasnothingstatuesqueinher"(105)とも言吾られ 、ここか らも、よ
り一層 に彼女 に物質 的、物理 的な質感 が希薄 である ことが示 され てい る。
しか し、そ うした精神 的、霊 的なイメー ジは、飽 くまで も男性で あるJudeFawley
の 目線 を通 した彼 の主観 的印象 に よるSueの 像 であ り、彼 女の実像 はそれ とは異な る
ものである。 そのJudeの作 り上げ るSueの イ メー ジは、彼 の憧れ たChristminster
と共通 したイ メー ジ、即 ち淡 い光 に よって表現 され る。 以下は、Judeが初 めて彼 女の





彼 はSueの 姿 を叔母 の家の暖炉 の脇 の置かれていた写真 か ら初 めて知 る。 その写真 に
写 る美 しい彼女 の姿は、後光 が挿す よ うに描 かれ る。 ここで の、"therayofahalo"と
い う光 の表現 は、彼が憧れ の眼差 しで見てい たChristminsterの都 市の灰 かな光 と共通









彼 は教 会 でSueの 姿 を 見 か け る こ と にな るが 、 そ の 時 の教 会 は 、 窓 を通 して 差 し込 む
僅 か な光"lnthedimlightandthebafflingglareoftheclerestorywindows"が支配 的
な空 間 で あ る。 そ うした 中 で彼 の 目は 、Sueの 姿 を 見 つ け るの で あ る。 しか し、そ う し
た空 間 の 中 で は 、彼 女 の 姿 は直 接 的 、 明確 に は捉 え られ る こ とが な い。Judeは 、彼 女
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の座 ってい る場所 を、距離 を置 いた ところか ら見つ め るのみであ る。こ うした彼 の姿勢
は、Christminsterを見つ めていた時 と同様 の ものであ る。遠 い都 市の情景 と同様 に彼
女 の周辺 も同 じく淡 い光 に包 まれ 、彼 の眼前 に現れ るのである。こ うした点か ら、彼 の
Sueに対す る感情 と都市 に対す る憧憬 は、本質 的に同 じもので あるこ とが読み 取れ る。
淡 い光 は、彼 の英知 とChristminsterへの憧憬 を視覚的 に表す表象で あったが、ここ
で もや は り、彼 の憧憬 の感情 を示す描写 として出現 しているのである。また、先 に見た
よ うに、Christminsterの風景 は、彼 に"AlmaMater"(41)とい う言葉で示 され るよ う
な、女性 的なイメー ジを伴 って、語 られていたが、それ は、この女性 、Sueのイメージ
との強い接続性 を示 してお り、彼女 の存在 を予見す るイメージであった。叔 母か ら彼 女
が現在 は、Christminsterに居 を構 えてい ることを伝 え られ る と、実 際に、彼 女のイメ
ー ジ とこの都市 のイ メー ジは強 く結 びつ き、彼 の中で理想化 され、その内面 に根 付いて
しま う。Judeにとって、Sueは理想 の都 市 とその世界 と知的な文化 の 中で生 きる理想
的存在 として認識 され るよ うになるのである。その結果 と して、Sueの存在 は彼 の 中で
Christminsterを表象 してい たよ うな光 と結 び付 け られ るよ うにな るので ある。彼 は、
最後 まで彼女 をstarなどの光 を伴 うイメージに よって語 るが、そ こには こ うした彼 の
感情 が反映 している と考 え られ る。
4.性的抑圧 、拒絶 と共 鳴
このJudeのSueに対す る認識 、感性 の背後 には、や は り彼 の理想 に対す る強い思い
と、 自身 の身 体 や性 に対 す る感 情 が 関係 して い る。 このJudeの 感 情 は 、憧 れ の
Christminsterに足 を踏み入れ 、居 を構 え るよ うにな ると、彼 とその周囲の風景 に特徴














Judeは、Christminsterの夜 の闇に包 まれ た街 の大学周辺 を歩き回 り、その想 いを馳
せ る。 この時の彼 は、闇の中("shadows"、"blacksky"、"obscurealleys")にその
身 を置 き、それ によって、視 覚 を遮断 され、指の感 覚のみ を頼 りに大学の建物 の姿 を想
像す るのであ る。Marygreenにおいて、彼 は直接的 に対象 を視 覚的に明瞭 に認識 す る
ことな く、飽 くまで も不鮮 明な光 と薄 闇を通 して理想 を想像 していたが、憧憬 の地に降
り立って もなお 、その姿勢 は継続 され てい るのである。そ して、この地では、さ らに こ







Christminsterの夜 の通 りの風 景 にJude以外の人間の姿はな く、暗闇に伴 うそ うした
状況 は、彼 を他者 の耳 目か ら分離 させ る。そ して、闇の空間は、彼 の思い描 く理想 の空
間その もの となって現れ て くるのである。闇の 中で彼 は 自分の読書 と学習の体験 を思い













闇の空 間 とそ の中での孤立 は、彼 の視 覚 を遮 断 し、そ の想像力 を強 く刺激す る。想 像
力 に従 って 、彼 は読書体験 か ら得 た偉大 な思想家や作家 のイ メージを幻視す る。そ し
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て、"Inthegloomitwasasifheranagainstthemwithoutfeelingtheirbodily
frame"とある よ うに、彼 は闇の中で、自らの身体 的感 覚か ら解放 され 、自らも精神 の
み の亡霊 の よ うな存在 となったかのよ うに錯覚 し、街 の 中で幻想 に耽溺す るのであ る。
この彼 の夜 のChristminsterでの幻視 とそれ に基づ く行動 は、彼 の精神 的傾 向 を示 し
てい る と言 える。それ は即 ち、肉体やそれ に付随す る衝動か らの離脱 である。Arabella
との接触 は、彼 に強烈な 肉体的情念 をもた らしたが、 こ うした彼 の志 向は、そ うした
彼女 との経験 の反動 によって生 じたもの と考 え られ る。Arabellaとの結婚 の破 綻 は、
彼 に性や 自身 に内在す る衝動 に対す る抑制 を呼び起 こし、彼 の精神 は よ り理念 、観念
の世界 を志 向 してい くことになるのである。Arabellaに対す る彼 の性 的衝動 が強い光
によって表象 され ていたが、彼 のそ うした もの を抑圧 、拒絶 し、理想 を志向す る精神
は対照的 な闇へ の志 向によって視覚 的に現れ て くるのである。この性 に対す る抑圧 は、
Judeの発言 の中に も明確 に表 され る。彼 は、Arabellaとの過 去の関係 、性衝 動に突





Judeは、Sueに惹 かれてい る 自分 の感情 、内面が決 してArabellaとの関係 で彼 に取 り
付 いていた性 的な衝動`erotoleps〆に よるものではな く、飽 くまで も知的な面 において
の共感 に よる ものである と考 え る。ここか らは、彼 が彼 女 とそ ういった精神 的な面で関
係 を結ぶ ことを願 っている ことが示唆 され るのである。彼 はArabellaとの体験 との反
動 で、性 的、身体的衝動 を超克 し、精神 的な共感 、充足 を志 向 してい る と言 えるだ ろ う。
こ うした彼 の精神 的志 向に よってSueは 、理想化 され、その結果 と して、 肉体的な
存在感 が希薄 で霊 的な存在 の よ うな彼女 の姿が彼 の 目に出現 して くるのだが、Sue自身
もまた、彼 と共鳴す るよ うに、同 じく、身体の存在や それ に付 随す る性衝動や行 為 を忌
避 し、それ を故意 に視 界か ら外 して生 きよ うとす る志 向 を持 った存在 として描 かれ る。
こ うした面 でSueは、Judeと共感 し、惹かれ合 ってい くこ ととなる。 尚、 この女性の
性 の抑圧 とい うのは、一見す る と、ある面で は、旧来 の ヴィク トリア朝的な女性観 に も
共通す る事象 であ り、また これ に従 ったものであるよ うにも見 える。 しか しなが ら、彼
女 の場合 の抑圧 は、彼 女が男性 と同等 の権利 や立場 を持 と うとす る点で大き く旧来の女
性 とは、異 なるもの となってい るのである。Sueのそ うした精神 の志 向は、彼 女 自身が
明確 に語 っている。
Sueは、Judeとの会話 の中で、 自身 のJudeと並ぶ ほ どかそれ以上の豊かな読書体
験 を語 り、そ して、それ に よって培 われ た知性 を彼 に見せ る。 この点 は、非 常にJude
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の体 験 と重 な る と ころ で あ り、彼 自身 も、そ れ に強 い 親 近感 を感 じ、共 鳴す る よ うに彼
女 に惹 かれ て い く。彼 女 の知 性 や そ の 志 向 は 、当時 の 女性 の枠 には 収 ま りき らな い もの
で あ り、 知 性 に よ っ て男 性 と対 等 に 立 と うとす る彼 女 の急 進 的 な 姿勢 が 強 く窺 え る。
そ して 、Sueは続 いて"Ihavenofearofmen,assuch,noroftheirbooks.Ihavemixed
withthem‐oneortwoofthemparticularly‐almostasoneoftheirownsex."(177)
と語 り、女 性 とい う性 の枠 組 み を度 外 視 し、男性 と同 じよ うにな ろ う と志 向 して い る こ
とをJudeに示 す の で あ る。彼 女 はそ こ か ら さ らに女 性 の身 体 的性 につ い て も言 及 す る。
彼 女 は 、過 去 に経 験 した男 性 との 関係 を語 るが 、そ の 内容 は彼 女 の 身 体 の 存在 に対 す る









Sueは、 か っ てChristminsterの学 生 と同室 で生 活 して い た過 去 をJudeに 語 る。彼 女
は 、男 性 と共 に書 物 に触 れ 、旅 行 に出 る等 、共感 を 寄せ な が ら行 動 を共 に して い た の で
あ る。 二人 の 関係 は 、彼 女 自身 が"liketwomenalmost"と語 る よ うに 、 男性 の 伴 侶 た
る女 性 で は な く、男 性 と同等 の存 在 と して振 舞 お うとす る の で あ る。 そ うしたSueに
対 して 、男 性 か らは 、恋 人 と して女 性 で あ る こ と と、そ して性 的 な 関係(そ れ は暗 に 語
られ て い る)を 求 め られ る が、彼 女 は そ うい った 要 請 を断 固 と して 拒 絶 して い る。 こ う
した 点 か ら、彼 女 が女 性 と して の身 体や 性 の枠 に捕 らわ れ る こ とを拒 絶 して い る こ とが
読 み 取 れ る。この 点 は 、性 を忌 避 し、理 想 、幻 想 に耽 溺 す るJudeの 気 質 と志 向 に通 じ、




two!"(276)と語 られ 、彼 らは 内 面 にお い て 相 通 じ、 それ は ま るで 一 人 の 人物 か ら分 裂 し
て誕 生 した か の よ うで あ る よ うな 印象 与 え る こ とが示 され る。この 二 人 の 共 通 卜生、即 ち 、
双 生 児 や ア ン ドロ ギ ュ ノ ス の よ うなイ メー ジ は 、繰 り返 し作 中 で この 二人 の親 近性 を示
す もの と して頻 出す る。 人 物 のみ な らず 、語 り手 も彼 らにつ い て は 、"Thatcomplete
mutualunderstanding,inwhicheveryglanceandmovementwasaseffectualas
speechforconveyingintelligencebetweenthem,madethemalmostthetwopartsof
singlewhole"(352)と語 り、 二人 の性 質 の 同質 性 を 強調 して い る。
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この よ うに 、女 性 とい う性 別 の枠 や そ の身 体 的情 念 に捉 われ る こ とを厭 うSueで あ
る が 、彼 女 もま た 、Tessの よ うに 、や は りそ の 身 体 に付 随 す る性 的情 念 や 感 覚 を持 っ
て い る。Hardy自身 も1895年 のEdmondGosseに充 て た手 紙 の 中 で 、"hersexual
instinctbeinghealthyasfarasitgoes,butunusuallyweakandfastidious"、5と述 べ 、
Sueは疑 い な く 自身 の性 や 身 体 に 関 わ る意 識 を持 っ て い る こ とを認 め て い る。 しか し、
"
weak""fastidious"とHardyが指 摘 す る よ うに 、 そ う した彼 女 の感 覚や 情 念 は 、 比 較
的弱 く、また 厳 格 に抑 え られ た も の で あ る こ とも示 され てお り、そ れ 故 に、彼 女 の 秘 め













彼女 は、ある 日、外国の物 売 りが異教の彫像 を売ってい る様子 を 目にす る。その際の情
景 は、"oneofthosecloudlessdays"と語 られ るよ うに陽光に満 ちた空間 と して描 かれ
る。そ うした空 間の中で、この行 商人が並べ る彫像 は、太 陽の光に よって強 く照、らされ 、
その存在感 を強 く彼女 の 目に示す のである。Sueは、像 に魅せ られ、 それ を買い求 め、
自宅へ と持 ち帰 る ことになるが、この像 とそれ に対す る彼女 の態度 は、彼 女の身体的な
情念 の存在 を暗示す る もの となっている。
Sueが選び、持 ち帰 った もの はVenusとApolloの像 である。彼女 は、それ を包み に
梱包 し、持 ち歩 くが、包 みの隙間か らそれ に強い注意 と好奇 心 をもって見つ めなが ら運
ぶ。特に、彼女 は、"OccasionallypeepinginsidestheleavestoseethatVenus'sarm
wasnotbroken"とあ るよ うに、移動 中にもVenusの像 の身体に強い関心 と注意 を払っ
ている。このVenusはローマ神話 の愛、美 の神 であるが、その名 は、肉体美 を意 味 し、
また加 えて、肉体的 な情念 も示唆す る。こ うした ものが陽光 の下で照、らされ、それ らに
惹 かれ る彼女 の姿か らは、ま さに彼女 の秘 めた る肉体 的な情念 や 自身の身体 に対す る意
識 が暗示 され ている といっていいであろ う。この異教 の像 は、彼 女の部屋 に持 ち込まれ
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る と、さらに存在感 を増 し、









自分 の部 屋 に帰 っ たSueは 、像 に対 す る強 い 関心 、見 た い とい う欲 望"agreatzestfor
unpackingherobjectsandlookingatthem"に取 り付 かれ 、包 み を 開 け る。 そ して 、像
を棚 の上 にApolloとVenusを置 き 、そ れ らをキ ャ ン ドル の炎 に よっ て 照 ら され る よ う
に配 置 す る。(こ の よ うな行 動 か ら、像 に触 れ 、 視 界 に入 れ よ うとす る欲 望 が 読 み 取 れ








夜 中になって も、この像 は、窓か らの月明か りに照 らされて、室内で強い存在感 を醸 し
出す。床 に着 くSueも また、そ うした光の照射 を受 ける美 しい像 の姿に 目を強 く惹 き
つ け られ 、終始 その存在 を意識す る。 この よ うに視線 を向けるSueの 就寝 時の姿は、
"undressed"と表 され てお り、裸体 であ る。勿 論、 ここで は、闇の中でその姿は多 くは
語 られず に隠 され ているのだが、並行 して、像が光に照 らされ、その肉体の存在 を暗に
強調 され てい る。ここでの像 の存在 は、彼 女の裸 体の存在 を暗示す るもので ある とも言
えるのである。そ して、その像 を強 く見つ める彼 女 もまた こ うした 自身の存在、即ち身
体 を、像 を通 して、密 かに意識 してい るよ うに も読 み取れ るのであ る。言わば、彼 女の
自身 の性 や身体 に関す る意識や それ に対 す る無意識 的 な欲 求の片鱗 が比喩 によって示
され てい る と言 え るの で あ る。 以前 、彼 女 の印象 は、Judeの視 点 か ら"Therewas
nothingstatuesqueinher"(105)と語 られていたが、皮 肉に も、彼 女の身体 の存在 は彫
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像"statue"の存在 に よって密や かに暗示 され るのであ る。
また、この他 に も光 は彼 女の秘 めた身体的な感覚や情念 、意識 を暗示す る描 写 として








これ は、師範 学校 に在籍 した彼 女が、Judeの前に現れ た際の彼 女の風貌の様子 であ る。
彼女 は、所属す る学校 の規範 に従 った質素な風貌 を してい るが、語 り手は彼 女の姿か ら
は、規範 では押 さえきれ ない よ うな女性 的 な魅力が光"anunder-brightnessshining
throughfromthedepth"のよ うに現れていた と語 る。 ここでの光の比喩は、彼 女の抑
圧 され る"theairofawoman"、即 ち、女性 としての身 体的な情念の存在 を暗示 してい
る と考 え られ る。
この よ うに、彼女 は、密 か にその身体の存在や感 覚 を意識 してお り、それ は光の描 写
によって僅 かに暗示 され 、読み取 りえるよ うになってい る。 しか し、意識 的に彼 女は女
性 とい う性別 の枠や性 的な情念 、欲望 に捉 われ る ことを厭 う。それ故 に、彼 女は、こ う
した女性 としての性 的な情念や身体 に関す る意識 を抑圧 し、また文化 的な性別 の枠組 み
も合 わせ て忌避 しよ うとす るのである。この身 体 と性 に対す る抑圧 、文化 的な性 の枠 に
対す る忌避 は、彼女 の行動 に顕著 に現れ る。
その例 として、挙 げ られ るのが、彼女 の師範学校 での行動やPhillotsonとの結婚後
の行動 である。彼 女は、Phillotsonの勧 めによって、師範 学校 で、当時の女性 として相
応 な教養 と作法 を身 に付 ける為 の教育 を受容す る。しか し、急進 的な思想 を持 っ彼 女に
とって この場所 は、決 して心落 ち着 く場所 とはな りえない。彼女 は、Judeに当てた便
りの中で、"lonely,""miserable,""friendless"(155)とそ の印象 を語 る。ここか らは、こ
の場所 にお いて、彼女 が慣例 として女性 に求め られ る価値観や 思想 と全 く相容 れず、違
和感 と孤立感 、圧迫感 を強 く感 じている ことが窺 える。
Sueは、こ うした学寮での生活の 中でJudeと逢瀬 の場 を設 けるが、規則で決 め られ
た刻 限までに帰宅す る ことができなかったために、罰則 と して寮内に拘禁 されて しま う。







彼女 は、拘禁 を課 して、 自由を奪い、抑圧 す る師範 学校 の理 不尽 な規則や その慣 例的思
想 に対す る反発 か ら、部屋 の窓か ら暗黒の空間へ と身 を投げ る。彼女 の窓 か らの投身 は、
さらにPhillotsonとの結婚 後に も繰 り返 し現れ、彼 との結婚 生活 の破綻 を示 す決定的
な場 面 として描 かれ る。そ して、その描写 は、投身の描 写 と共通 した要素 を含 んで次の









Sueは、師範 学校 での トラブル を払拭す る為 に社会 的な要請 に従って、Phillotsonと結
婚す るが、その結婚生活 は彼女 に とって耐 え難 く、結果 的に破綻す る。彼女 は、慣例 に
従 って夫 と同会す るこ とを嫌い、部屋 を別 に して生活す ることにな る。上記 の場面 は、
無意識 的にPhillotsonが彼 女の部屋 へ と入 って しまった時の彼 女の反応 であ る。 この
際 も彼女 は、衝動的 に窓か らそ の身 を投 げる。この時 もまた、彼 女がその身体 を投げ出
す場 は、暗 闇の空 間"thedarkness"である。 師範 学校 において も、Phillotsonとの結
婚生活 の中にお いて も彼女 は、"Shedisappearedinthedarkness"とあるよ うに、闇
の中にその身 を投 げ出す のであ る。前者 の場合 は、師範 学校 を支配す る女性 に要請 され
る理不尽 に 自由を抑圧す る規則 と慣例 的思想 、そ して後者 の場合 は、結婚 に伴 う男性 か
らの慣例 に伴 う性 的接触へ の要請 と欲望 、こ うした ものに耐えかね、彼 女は衝 動的に窓
の外 の暗い空 間へ脱 出を試み ているのである。尚、ここで、彼女 が飛 び越 え る窓は、彼
女 の精神 的な志 向を示す重要 な描写 として しば しば指摘 され る ところであ る。窓に纏 わ
るSueの 行動 について、KathleenBlakeは、"TheconcreteillustrationofSue's
Platonic/Shelleyanlovetheoryisherfondnessforwindows"、6と述べ、彼 女の性 的衝
動 を伴 わないプラ トニ ックな内的志 向は、彼 女の窓に対 す る執着 に よって顕 著に表 され
ている としている。Blakeは、窓 を介 して、互いに一定の距離 を置 くことに よ り、Sue
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とJudeは肉体的接触 な しにや り取 りを頻繁 に行 ってい る点 を指摘 し、この窓が彼 女の
彼 に対す る精神 的 な情愛 を明確 に示す装 置 になってい る と述 べ る。 この点 は同様 に、
WilliamDeresiewiczも、"WindowsareassociatedespeciallywithSue,withher
unconventional,freedomseeking-behavior"、7と述べ、や は り指摘 してい る。 しか し、
ここでは、この窓以 上に、この窓の先 にあ る空間その ものが重要 とな ってい る と考 え ら
れ る。窓の外側 には、いずれ の場 面において も、暗黒の空間が広 がってお り、彼 女は窓
の外 の この空 間へ と飛 び出 してい く。彼女 は、自分 は、文明の否定者 で ある"Iamasort
ofnegationofit[civilization]"(176)と宣言す るが、部屋の 中の空間 はいずれ も、既存 の
文化 、文明が支配す る空間で あ り、彼女 は無意識的 かつ衝動 的にそ うい ったものを否定 、
拒絶す る為 に、それ の支配 の及 ぼない空 間へ と身 を投 げるので ある。窓 は、そ うした文
化 、文 明の外部 の空間へ の門の よ うな存在 で もあ ると言 えるであろ う。故 に、彼 女の姿、
身体 の暗黒へ の消失 は、視 覚的に、彼 女に女性性 を想 起 させ る事物や慣習的な女性 の枠
組 み か らの 離 脱 、拒 絶 とい う彼 女 の意 思 を暗 示 して い る と言 え る。Tessofthe
d'Urbervlllesの最後 において、Tessは、 自らの 自由 と愛のため に、最後 に廃屋 やス ト
ー ンヘ ンジの遺跡 の風景 の暗黒 の中に、そ の身 を置 き、身体 を不可視化 して、その身体
の存在 を消 して、それ を成就 させ よ うと試み ていた こ とを前 章で述べ たが、 ここでの
Sueの行動 もまた これ と根本 的に同質の行 動 と考 えられ る。Tessと類似 す る行 為 を衝
動 的に彼女 は実践 してい るので ある。 しか し、Tessと大 き く異 なる点は、彼女 が既 存
の女性観 の枠組み の中で生活 し、それ に反 した ことに対 す る道徳 的な罪悪感 を背景に し
て、自身 の身体 、女性 に纏 わ り付 く拘束 に対す る拒絶 を示 してい るのに対 して、Sueは、
そ うした慣例 か ら積極 的 に脱 してお り、只 、 自由 と自律 を求 める 自分の願望 によって、
彼女 を閉 じ込 める女性 とい う枠組み 、慣例 の支配す る空間か ら脱 出 して、闇の 中に飛び
込む のである。彼女 は、Tessのよ うに死 を受 け入れ、そ こへ身 を投げ出そ うとはせ ず、
飽 くまで も生 きなが ら、徹底 的に既存 の文化 に対 して抵抗 を試 みてい るのであ る。彼 女
が この後 、Judeを訪 問 し、共感す る同志 と して共に交流 を持 とうとす ることを視 野に
入れ る とその点 は明確 であろ うと考 え られ る。
こ うした暗 い空 間へ身 を隠す とい う行為 は、この他 に もや は り女性 に求め られ る要請 、
規範 との関係 の中で繰 り返 し出現す る。上記 のPhillotsonとの描 写の前に描 かれ る彼








彼女 は、や は りPhillotsonとの同床 とそれに必然 的に伴 う性 的な接 触 を避 けるために
暗 いク ローゼ ッ トの中にその身 を潜 める。Phillotsonが、彼 女に呼びか けて も彼 女は断
固 として、窓一つ な く狭い クローゼ ッ トの中に閉 じこも り、身 を隠 して、断固 と して彼
との接触 を避 けよ うとす るのである。この よ うな暗黒の 中へ と潜 り込んでい く行 為 もま
た、や は り暗黒へ の投身 の描 写 と同様 に 自らの女性性 を拒絶 し、隠匿 しよ うとい う彼 女
の内的な衝動 を示す ものである と考 え られ る。言 わば、彼女が身 を置 き、その身 を隠す
この暗黒 は抑圧 的な文化 と男性 の欲望へ の拒絶 と反発 を この描 写は暗示す るのである。
また、この闇 と身体 との関係 は、先 に見たChristminsterにお けるJudeの闇の空間 に
対す る精神 の志 向 とも通 じる ものである と考 え られ る。彼 もまた闇の 中で 自身 の身体 を
一 時的に忘却 し、夢想 と理想 の世界 に耽溺 していたが、 こ うした視覚的 に身体 を消失、
隠匿 させ る描 写は このSueの それ と近 しい ものであ り、両者 の共通性 は この二人の類
似 した闇に対す る反応 か ら読み取 る ことができるのである。
この よ うに、Sueの自身 の性 か らの離脱願 望や拒絶 は、彼 女の行 為 とそれ が展開す る
空 間の中か ら暗示 され ているのであるが、求 め られ る女性 としての文化規範、その圧力 、
自身 の性 、そ して男性 の欲望 な どを拒絶 し、離脱 を試み る彼女 は、上述の よ うな行 為の
後 、彼女 に理解 を示 し、受容 し、また彼女 と同様 の精神 的傾 向 を持 っJudeの下へ と逃
亡す る。Sueは、彼 に対 して暗 に 自分 を既 存の女性 規範、性 的な関係 の対象 と しての存
在 、も しくは男性 に従 属す る存在 と しての女性 とい う枠 か ら外 して見 るよ うに働 きか け
る の で あ る 。 こ こ で 、 彼 女 は 先 に 見 た よ うに 、"Iamasortofnegationof
it[civilization]"(176)と語 り、 自分 が既 存 の文化 、文明 の中の女性 の枠や観 念 には当て
はまる存在 ではない ことを彼 の前 で宣言す る。 尚、先 に見た よ うに、 この点 がTessと
Sueの最 も大 きな差 である と言 え るだろ う。Tessは、彼女 の言 う"civilization"、即 ち
慣習 その ものを強 く否 定す る ことはな く、基本 的な文化 的素地 と して、ヴィク トリア朝
社会 、文化 の 中に生き る女性 とい う枠 を激 しく脱す ることはなかった。 しか しなが ら、
Sueは、 この 自分 の属す る文化 、文 明"civilization"その ものに よ り強 く抵 抗 し、それ
を否 定、踏破 しよ うとす るので ある。それ を示す よ うに、彼 女はJudeに対 して、男性
同様 に 自分 が知性 と理性 を持 っている ことを誇示す る。続いて彼 女 は、Judeに対 して、
過去 の男性 との経験 を語 る。この告 白を通 して、"1iketwomenalmost"(177)と語 られ
るよ うな、女性 とい う既存 の性 的な枠組み を超越 した関係 を求 めてい ることをJudeに
対 して強調 して語 る。 こ うした彼 に対す る 自己主張 を通 して、彼女 は、Judeに彼 こそ
が、そ うした 自分 と共感 しえる同志た りえる存在 であ る と語 り、それ を求 めるのである。








Sueは急 進 的 な思 想 でJudeの 内 面 を刺 激 し、意 見 の相 違 か ら言 い 争 う。 そ う した 中で
彼 女 は上 述 の よ うに発 言 し、 自分 の求 め て い た人 物 こそJudeの よ うな 人物 で あ る と主
張す る の で あ る。 こ こで 、Sueは 、"WhenIsawyou,andknewyouwantedtobemy
comrade"とい う言 葉 をJudeに 掛 けて い るが 、こ こか らは、彼 女 が 関係 の 主 導権 を主 に
握 り、彼 を 自分 の 同志 と し よ うとす る意 思 が 強 く窺 え る。
Judeは、 こ うした知 的 な彼 女 に感 化 され 、彼 女 に惹 かれ て い く。 そ の様 子 は 、 次 の








Judeは、彼 女 の性 別 を超 越 した 中性 的 な魅 力 と知 性 に惑 わ され 、 自分 も彼 女 の 過 去 の
男 性 と同 じ よ うな 立 ち位 置 に置 かれ る の だ ろ うか と困惑 しな が ら も、彼 はSueに 対
して親 近 性 を感 じて 、惹 か れ て い く。 そ う した 中 で 、彼 は 、"Ifhecouldonlygetover
thesenseofhersex,assheseemedtobeabletodoeasilyofhis,whatacomradeshe
wouldmake"と語 られ る よ うに、Sueが性 や 身 体 的 衝 動 を断 ち切 ろ うとす る よ うに 、彼
自身 の性 的衝 動 も彼 女 に合 わせ て よ り一 層 、抑 圧 し よ うとす るの で あ る。言 わ ば 、彼 は 、
彼 女 の思 考 に よっ て 内面 を支 配 され る か の よ うに描 かれ る の で あ る。そ して 、彼 の こ う





疲 れ 果 て眠 るSueの 姿 は 、Judeの衣 服"hisgreat-coat"に包 ま れ 、 女性 的 な 姿 か らは
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離れ 、ま るで少年 のよ うな印象 を醸 し出す のである。彼 の服 を纏 ったSueの姿はJude
と彼女 の親近性 と、性 を超越 、逸脱す る意思 を暗示す るもので ある と言 えるだ ろ う。ま
た、彼女 に対 してそ のよ うな印象 を受 けるJudeの様子 は、彼 がSueの思惑通 りに、彼
女 を、性 を超越 した、神秘 的、中性 的な存在 と して受 け入 れた ことを示 してい る。 ここ
でのSueの 衣服 とその意 義は、既存 の性別 やそれ に関わ る見識 を混乱 させ るもの とな





Thomasは、彼 女の異性装 は、Judeに対 し、既 存の男女の関係性 や ジェンダーの区別
に対す る意識 を消失 させ る と同時に、彼女 自身 を も通 常の男女 の関係性 、即 ち異性 愛 を
大前提 とした関係性"heterosexualconfiguration"とい う枠 か ら逸脱 させ なが ら、彼 女
に過去 のChristminsterの学生 との理想的 な関係性 、即 ち、ま るで男性 同士の よ うな関
係 を容易 に語 らせ 、彼 女の志向す る関係性 に潜 む女性 であ りなが らも、男性 の 同志の対
等 な関係性 の よ うな志 向を露呈 させ る と指摘す る。 ここで、Thomasは、同性 愛的な観
点 か ら、この二人 の関係性 を読 んでい る訳 である。換言すれ ば、これ は、彼 女が既 存の
女性 的な在 り方 を拒絶 し、性別 の呪縛 か ら脱 し、男性 と同等のカ を得 よ うと してい るこ
とで もあ り、彼女 の女性 とい う枠組 か らの離脱 とい う志 向の結果 、この よ うな性 的な錯
綜 と既存 の性 による秩序 の混乱 、錯綜 が現れ ている と言 えるだろ う。
また、 ここで描 かれ るSueとJudeの共感 し、惹 かれ合 う関係性 は、前作のTessと
Ange1の共感 し合 う関係 に類似 し、それ を喚起す るもの ともなっている。しか し、Ange1
が親近性 を感 じなが ら、Tessを啓蒙す るに当た って、 あ くまでも男性 に対す る下位 の
存在 である女性 としてTessを捉 えていたの に対 して、 この女性Sueは 、彼 に親 近感 を
感 じなが らも、男性 と同権 を求 め、同時に上記の よ うにむ しろ男性 と見紛 うよ うなイ メ
ー ジで捉 え られ る点 で大 き く異 な る。Sueは女性 であ りなが らも、男性 が持 っ よ うな(実
際に男性 であ るJudeとかな り近似 す る)知 性 と思考力 を持 ち、Judeを驚 かせ 、圧倒
す る。 この点で は知性 、教養 の面 におい て男性 のAngelの下位 に置 かれ ていたTessと
は対 照的であ る。言い換 えれ ば、前作の共感 す る二人が男女 の優劣、上下の関係 が前提
とされ てい たのに対 して、 ここでのSueは 前 作の 「男性 」Angelと限 りな く同等、 も
しくはそれ以上 に近 い性質 を含 んだ存在 としてJudeと共鳴す るのであ る。 こ うした面
か ら既存 の女性 の枠 を大 き く逸脱 した もの と言 えるだろ う。
この よ うに、SueとJudeは、互い に共感す るよ うに親密 とな り、惹かれ あ う。 しか
しそれ は、勿論通常 の男女 の関係 ではない。それは、最 終的に女性 で ある彼 女が彼 を大
140
き く支配す る とい う構造 ともなってお り、また同時に既存 の性別 に関す る秩序 を大き く
動揺 させ る もの となっているのである。そ して 、その際の彼 女 は、女性 的なイ メージか
ら脱 し、そ うした点に よって、通 常の男女の親密 な関係性 とはその質が大 きく異な るも
の となってい るのである。この よ うな二人 の関係性 は、上記で見た よ うに既 存の女性 を
取 り巻 く文化 的な立場 を大 き く覆す ものであ る。BarbaraCaineは、"womenwereto
usecharmanddomesticcomforttomakereligiousvaluesappealingand
pleasurabletotheirmenfolk.Womenwereinstructedalmosttoseducetheir
husbandintoreligionandvirtue."、gと当時の女性 の在 り様 の理想 とされ た姿 について
述べ ている。Caineの言 うよ うに、 ヴィク トリア朝社会 の中産 階級 で、女性 は精神 的、
宗教 的な敬度 さとい う面 にお いて優れ 、男性 に対 して、そ うした もの を伝 えるこ とが 旧
来 の見方 の中では、そ の使 命 とされていた のであるが、SueとJudeの関係性や その構
造 は、 こ うした男女の立場 を読者 にやや意識 させ なが らも、や は り大 き くそれ を転倒 、
錯綜 させ る もの となっている。彼女 は彼 に対 して宗教 的な教 義や美徳 を教 え、男性 に対
して従属 的な立場 に立ち、彼 を支 える とい うことはない が、それ に代わ り、彼 に急進 的
な思想 、性 とい う存在 を逸脱す る見識 を与 え、彼 を啓蒙 し、自分の 同胞 として取 り込ん
で しま うのである。言 い換 えれ ば、彼女 は、男性 であ る彼 に対 して優越 的な立場 に立ち、
彼 を支配す るかの よ うに行動す るのであ り、既 存の文化 的な男女の関係性 を思わせ なが
らもそれ を大 き く逸脱 させ る描写 ともなっているのである。そ ういった関係 の 中でSue
は、性 的な枠組 みや拘束 か ら脱 し、男性 と同等 の立場 を意識 し、模 索 しなが ら、行動 し
ている ことが彼女 の姿か らは読み取れ る。
5.Sueの情念 の抑圧 の限界
こ うして、Sueは、共感 と親 近感 を抱 くパー トナー としてJudeを選び、 同志 として
生活や活動 を共 にす る こととな るのである。そ の間、彼 女 は一貫 して、既存 の女性 とい
う枠 に捕 らわれ る こと、具体的には、男性 に従 う存在 と しての女性 やそれ に付 随す る性
の対象 としての女性 とい う存在 となる ことを回避 しよ うとす る。それで も、彼 女 は、完
全 に女性 であ るとい うことか ら逃れ る ことは出来 ない。Sueは性 を抑圧 し、中性 的にあ
ろ うとす る一方 で、ふ とした ことか ら、彼 女の女性 と しての性 的情念が噴出す るので あ
る。 その契機 となるのがArabellaとの接触 であ る。
Phillotsonとの結婚 生活 を放 棄 したSueは、Judeと共 に生活 を共 にす るよ うにな る
のであ るが、 そ こへJudeの かつて の妻 であ るArabellaが、彼 の子供 であ るLittle
FatherTimeの認 知 と保護 を求 め、唐 突 に訪問す る。彼 女の姿にSueは激 しく動揺 す
る。Judeは、Arabellaの要請 に応 じて、彼 女 に会い に行 こ うとす るのだが、Sueはそ









SueはJudeに身 体 を接 触 させ なが ら、自分 は 決 して 、"cold-natured,sexlesscreature"
で は な い と主 張す る。 これ は、 これ ま で の 性 に捉 わ れ る こ とを避 けて い た彼 女 とは、対
照、的 な発 言 で あ る。 こ こで彼 女 は 自分 が女 性 で あ り、彼 の 寵 愛 を受 け るべ き存 在 で あ る
とい うこ とを衝 動 的 に 、 声 高 に彼 に示 してい る の で あ る。(そ して 、 こ こで彼 女 は衝 動
的 に彼 と合 法 的 に婚 姻 に踏 み 切 ろ うと もす る。 しか し、Sueは現行 の 結婚 制 度 や 周辺 の
慣 習 、思想 に 関 して 、"Theirviewoftherelationsofmanandwomanarelimited,as
isprovedbytheirexpellingmefromtheschool.Theirphilosophyonlyrecognizes
relationsbasedonanimaldesire."(201)と述 べ る。 彼 女 は 、社 会 の男 女 に対 す る視 線 、
制 度 は 、遍 く動 物 的 な欲 望 に基 づ い て い る と考 え、そ れ は男 性 に よ る性 的 な支 配 で あ り、
対 等 な 関係 を望 む 彼 女 に とっ て は 、忌 避 す べ き もの と認 識 して しま う。 そ の 為 に、Sue
は 、や は りこ こで動 揺 、躊 躇 し、彼 との 法 的 な 次 元 で の結 婚 を拒 絶 して しま うの で あ る。)
こ こで彼 女 はArabellaにJudeを奪 わ れ るか も しれ な い とい う、利 己的 な嫉 妬 心 に よ
っ て突 き動 か され て い る の で あ り、 同時 に、彼 女 のJudeに 対 す る女性 と して の 秘 め た
る欲 求 が 、Arabellaとい う競 合 す る存 在 が 出現 した こ とに よ り、 急 激 に こ こで 出 現 し
て い る と言 え るの で あ る。そ して 、こ う した 女性 と して の 情 念 は、 さ ら に光 の描 写 を通








Sueは 、JudeのArabellaに対 す る訪 問 を 引 き止 め た後 、彼 女 自身 は 、Arabellaを直
接 訪 問 し、対 面す る こ とに な る。以 上 の描 写 は 二 人 の 女性 の 対 面 の 場 面 で あ る。Sueは、
太 陽 の光 に照 ら され たArabellaの姿 を 目にす る。 そ の 姿 はSueの 目に は 、"wicked"
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と語 られ る よ うに 、忌 ま わ し く下劣 な もの と映 る。 こ う した 印象 は 、勿 論 、Sueの嫉 妬
心 か ら喚 起 され た もの で あ る。 続 い てArabellaの姿 は 、"Shemayhaveseemed
handsomeenoughinprofileunderthelamps,butafrowzinesswasapparentthis
morning"とさ らに語 られ 、彼 女 に は、 美 的 な欠 点 が 存 在 し、 それ が 陽 光 で は彼 女 の 目
前 で露 に な る。Sueは こ う した 姿 を 目撃 し、 そ の様 子 をJudeに も見 せ てや りた い と考
え て しま うの で あ る。 こ うした光 の 中 で のArabellaの身 体 の様 子 を通 して 、彼 女 は 女
性 と して の優 越 感 を 実感 す る の で あ り、この場 面 か らは そ う した彼 女 の 内 面 が読 み 取 れ
る。 言 わ ば 、光 に照 ら され たArabellaの姿 を 通 して 、彼 女 の 女性 と して の情 念 の発 露
が示 され る の で あ る。そ して 、彼 女 自身 も、"asexualemotion"として そ う した感 情 を
認 識 し、 自己嫌 悪 に 陥 っ て しま うの で あ る。言 わ ば、ArabellaはJudeの時 にそ うで あ
っ た よ うに 、Sueに 性 に 関す る感 覚 や 情 念 を もた らす 存 在 で あ る とも言 え る の で あ る。
こ うして 、Sueは、今 ま で 抑圧 して い た 情 念 に苛 ま れ る。彼 女 は こ う した感 情 を実感
しな が ら も、上 記 の場 面 で 語 られ てい た よ うに 、そ れ を嫌 悪 し、忌避 しよ うとす るの で
あ る。 しか し、Arabellaの存 在 が彼 女 の 目前 に 出 現 す る時 に は、 彼 女 は嫉 妬 の 強 い感
情 に捉 われ て しま うの で あ る。Sueはこ う した湧 き 上 が る情 念 に 対 処 す る行 動 と して や








以 上 の 引用 は 、SueとJudeの 下 に彼 とArabellaの子 で あ るLittleFatherTimeがや
っ て来 た 際 の様 子 で あ る。二 人 は彼 を保 護 し、受 け入 れ るが 、彼 女 は彼 の 姿 を見 た 時 に
激 し く動 揺 して しま う。Sueは彼 につ い て 、半 分 はJudeの 面影 を見 る こ とが で き るが 、
同 時 にArabellaの面影 を 見 て しま う。"Buttheotherhalfofhimis-she1Andthat's
whatIcan'tbear!ButIoughtto-1'11trytogetusedtoit;yes,Iought!"(335)と彼 女
は発 言 し、動 揺 を 隠せ な い。(こ こ で は 、直 接Arabellaと対 峙 して い な い もの の 、彼 女
の存 在 とJudeと の 関係 を 、 こ の子 供 を通 して想 起 して しまい 、 思 わ ず感 情 をか き乱 さ
れ 、感 情 を露 呈 させ て しま うの で あ る。)そう した 中で彼 女 は 上 記 の 引 用 に あ る よ うに 、
突 然 衝 動 的 に部 屋 を 出 て行 っ て しま い 、手近 な 暗 い部 屋 を避 難 所 と して 、そ の 中 に身 を
隠 して しま うの で あ る。 こ うしたSueの 衝 動 的 な行 動 は 、 以 前 窓 か ら身 を投 げ 、 暗 黒
の空 間 に姿 を消 した過 去 の行 動 と通 じる行 動 で あ る。彼 女 は 、彼 女 に 渦巻 く女性 と して
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の嫉妬 の感情 を打 ち消す為 の行為 として、この よ うな行為 に及 んでい るのであ る。換言
すれ ば、やは り、彼女 は女性 とい う存在 の枠 に捉 われ るこ とを回避す る防衛行為 として、
この闇の中に身 を隠 している といえるのであ る。彼女 は、闇の 中で身体的な感 覚 を遮 断
す る ことに よって、Arabellaの強烈 な女性 的イメー ジ と対面す るこ とを避 け るのであ
る。 闇は、彼女 の女性性 の否定 の意思 を示す表象 として機能す るのであ る。
この よ うに、女性 としての枠 に捉 われ る ことを忌避す るSueで あ るが、そ うした信
念 とは裏腹 に、Arabellaの存在 に よって、彼 女はJudeに対す る情念 を掻 き立 て られ 、
それ に捉 われ 、苦悩す ることを余儀 な くされて しま うのであ る。この他の女性 の存在 に
よって、性 的な感情や 情念 を煽 られ る とい う構造 は、Tessから引き継 がれ た ものであ
る。彼 女は、IzzMarianRettyの3人の女性 に感化 され 、情念 を喚起 させ られていた。
そ う し た 感 化 は 、"Thereiscontagioninthissentiment,especiallyamong
women"(186)とこの感情 は女性達 の問で伝染 能力 を持 つかの よ うに表 され ていたが、こ
こで もや は り、感染す るかの よ うに、他 の女性 か ら彼 女 はこ うした感 情 を呼び起 こされ
て しま うのである。
彼女 は上記 の よ うな行動 に よって、抑圧 しよ うとす るが、結局はそれ を完全 には御 し
きれず 、それ を常 に抱 えるこ ととなるので ある。結果 として、Sueは既存 の女性 の よ う
に振舞 うことを忌避 し、性 的な関係 を持 つ ことも避 けていたが、堪 えきれず にやは り妥
協 し、Judeと性的 な関係 と子供 を持つ ことによって、彼 との関係 を維持す るのであ る。
だが、一度女性 として、Judeと関係 を持っ ことでSueは、その内面 にもっていた急進
性 、自由を求 める情熱 を弱 め られ るこ とになって しま う。性的 な情念 に端 を発 し、男性
と関係 を持 ち、子供 を設 けた ことで彼 女は否応 な く社会 での個 人 と しての独 立性 を弱体






Boumelhaは、SueがJudeと性 的関係 を持 ち、子供 を持 った ことで彼女 のそれまで持
っていた独立性 は脅 か され 、社会 的に も彼 に対 して依存せ ざるを得 なってい くことを指
摘す る。つ ま り、性 関係 と子供 を持 つ ことに よって彼女 の人 生の選択 肢は強制 的に限定
され 、そ してまた周 囲か らの社会 的な圧力や抑圧 は以前に も増 して強 くな り、彼 女は否
応 な く女性 とい う枠 の中に押 し込 まれ る ことになる。この よ うに彼 女は 自身 の性 的な情
念 を御 しきれ なかった ことを原 因 とす る行動 に よって、自身の急進性 を徐 々に弱体化 さ
せ られ てい くのである。彼女 はそれ で も尚、 自身の 自由 と独立性 を維持す るた めに、法
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的に結婚 し、既存 の女性 の よ うに男性 に仕 え ることは、断固 と して拒絶 し続 けるので あ
る。
しか し、 こ うして何 とか抵抗 しよ うとす る彼女 の姿勢 を決 定的 に変 えて しま うのが、
ChristminsterでのLittleFatherTimeによる彼女 とJudeの子供の殺害 と彼 の 自殺 と
い う凄惨 な事件 である。彼 女の慣例や性 に対す る意識 を大 きく変 えるきっか けとな るこ
の少年 に よる事件 は、彼女 とJudeとLittleFatherTimeが慣例 に従った結婚 による適
切 な関係 でないがゆえに、住居 を得 られず に街 を彷裡 ってい る最 中に起 こるが、そ うし
た流浪 の生活 の中で彼女 の周 囲の暗黒 は、それ以前まで機 能 していた慣例 か らの離脱 や







Sueは、住居 を求めてJudeと共 に彷 裡 し、一夜 の宿 をChristminsterのとある部屋 に
子供達 と共 に落 ち着 ける こととなる。上記 の引用 はその際の部屋 の様子 であ る。この時
の彼女 の様子 はJudeからも離 され 、非常 に孤立 した姿 であ り、一夜 を過 ごす 部屋 の様
子 は、夜 は月光 、昼 は太陽の一切の光 を遮 断す る暗い闇の空間 となってい る。この空間
で孤 立 し、周 囲か らの阻害に対 して悲 嘆に くれ る姿はま るで牢獄 の よ うな印象 を喚起す
る。この暗黒 の空 間でのSueの孤 立は、これ までの彼 女 とJudeの慣 例 と既 存の秩序 に
反す る行動 の結果 、招 かれ た ものであ るとも言 える。彼 と関係 を持 ち、子供 を設 け、実
質 的に妻 の よ うな立場 を持 ちなが らも、断 固 として、慣 例的な結婚 関係 に参与せず、適
切 な立場 を得 なかった為 に、彼女 はその報 い として社会 的な立場 を失い、追い詰 め られ
生 きる場 を奪 い取 られ ていって しま うのであ る。それ を視 野に入 れ るとこの闇の空間で
の孤 立す る よ うな彼女 の姿は、彼女 に対す る既存 の秩序 と規範 か らの放逐 、追放 と懲罰
的な意 味を含 んでいる よ うに考 え られ る。言 わば、これ は強烈な社会か ら彼 女 に報い と
して向け られ た強烈 な排 除 と拘禁 のイ メー ジなのであ る。闇は こ うした懲罰 と彼 女に降
りかかる苦痛 を表象す る描写 として読 める。
こ うした意 味を さらに強 く示す のがLittleFatherTimeの存在 であ る。先 に見た よ う
に、 この少年 はJudeとArabellaの子供 であ り、二人の面影 をその顔 に持 ってい る。
言 い換 えれ ば、彼 はJudeの過去の性欲 による過 ちの産物で あ り、また同時 にArabella
のそれ の産物 で もある とい うことである。彼 の最後 の姿は、それ を次の よ うに如実に示









語 り手 は、LittleFatherTimeの存在 の背後 に彼 の両親 の関係性 を指摘 し、上記 の よ う
に語 る。彼 の存在 はJudeとArabellaの性 関係 、性 的な欲 望の存在 を暗示 す る。 こ う
した存在 に よって、Sueの子供 とJudeとの幸福 な関係性 が打 ち砕 かれ るのだが、 これ
は非 常に示唆 的である。LittleFatherTimeは、過去 のArabellaとの性 的関係 、性 的
欲望 の結果 、産 まれ た子供 であ り、過去 の性 的情念 の権化 であ る。彼 がSueの 子 を殺
め、彼女 の意識 を変容 させ るとい う構 図は、逃 れ えぬ女性 の性 に関す る情念 や女性 とし
ての枠組 を拒否 し続 け、抵抗 しよ うと した彼 女に対す る一種 の懲罰 の よ うにや は り読み
取 れ る。 そ して、最 も注 目す べ き は、 こ うした彼 の存在 が暗示 す る過 去 の過 ちは、
"shadow""darkened"(406)といった闇 のイ メー ジによって語 られて い る とい う点 であ
る。こ うした暗黒 のイメージは、Sueを取 り囲んだ周 囲か らの孤立感 を助長 す る暗黒の
空 間 と同様 に、彼女 に襲い掛 かる懲罰 を強 く示 してい る と考 え られ るだろ う。即 ち、こ
のよ うな陰轡 なイ メージは、彼女 の既存 の男女関係 の秩 序 を逸脱 した彼 女に対 しての当
時の適切 な男女 の性 差 と性的 な関係が前提 とされ てい る世 界、社 会か らの懲罰 である。
この よ うに、この物語 で最 も陰惨 な事件 であ り、彼 女の思想 的な転換が見 られ る場面 に
お いて、彼女 の周 囲の暗黒の意義 はそれ以前 とは異なった意 味 をもって出現す るのであ
る。彼女 の周 囲の暗黒 に含 まれ る意義 の変化 は、彼 女の思想 的転換 を示 してい る と言 え
るだろ う。
実 際に、この事件後 、彼女 の内面、思想 は大 きく変化 し、それ以前の もの とは対照的
な もの となる。凄惨な事件 を知 った彼女 は、Judeに対 して、"Yes...Omycomrade,our
perfectunion-ourtwo-in-oneness-isnowstainedblood!"(408)と発 言 し、それ以前
まで存在 した彼 と彼 女の強烈 な親近感や共感性 が崩壊 して しま った こ とを彼 に伝 える。
そ して、続いて、彼 女は次の よ うな言葉 をJudeに対 して発 し、 自分の これまでの志 向
が間違 いであったのではない か とい うことを動揺 の中で吐露 し、二人の関係 がや は り不













Sueは子 供 の死 に 際 して 、 自分 とJudeの これ ま で の 関係 を 回想 して 、内省 す る。"We
wentaboutlovingeachothertoomuch"と彼 女 は 、 こ こで語 るの だ が 、 この彼 女 の 言
葉 か らは 、彼 女 が彼 と性 的 な 関係 を含 む 間柄 に あ っ た こ とが 暗示 され て い る。彼 との 関
係 の 中 で得 られ る悦 び``joy"はこ こで は 、 自然 に よっ て 与 え られ る本 能 で あ る と語 られ
てお り、 こ こか らは身 体 的 、性 的 な享 楽 の存 在 が暗 示 され て い るの で あ る。彼 女 は 、 こ
うした 関係 に溺 れ て しま っ た こ と、そ して そ れ が利 己 的 な享 楽 の 追及 に過 ぎな い もの で
あ っ た の で は な い か とい う認 識 に達 し、彼 と身 体 的 な 関係 を持 っ た 自 らを糾 弾 す る よ う
に な る の で あ る。そ して ま た 、こ う した 身 体 的 な 情 念 は 、"civilizationhadtakenupon
itselftothwart"とあ る よ うに 、現 行 の 文 明 、 文化 に よ って封 じ られ な けれ ば な らな い
とま で 、彼 女 は 思 い こむ よ うに な って しま うの で あ る。 こ う した 姿 勢 は、 かつ て文 明、
文 化 の否 定 者 と 自称 して い た 彼 女 とは対 照 的 で あ る。 彼 女 は さ らにJudeに 対 して 、
"Wesho
uldmortifytheflesh‐terribleflesh‐thecurseofAdam!"(416),"Weought
tohavelivedinmentalcommunion,andnomore"(425)と語 り、 肉 体 関係 が罪 で あ っ
た とい う悔 恨 の念 を示 す の で あ る。 この よ うに、Sueは 、子 供 の 死 を境 に 自身 の 身 体 に
秘 め た性 的 な情 念 の存 在 が あ っ た こ とを認 め 、そ れ は慣 例 の 文化 に 従 うこ とに よっ て否
定 し始 め る の で あ る 。 こ こ で 、 彼 女 は 、 過 去 の 自分 とJudeの 関 係 に つ い て 、
"selfishness
,"(408)"damnablyselfish"(426)とい っ た言 葉 で 言 い 表 す が 、 これ は性 愛 を
含 む 男 性 との 関係 性 を保 持 し よ うとす る利 己 的 な欲 求 と考 え られ る。
こ うした彼 女 の 自身 の性 とそ の衝 動 に 関す る罪 の意 識 か らは 、彼 女 が つ い に 自分 が 女
性 とい う性 か らは逃 れ 得 ない こ とを痛 感 し、絶 望 して い る様 子 が 読 み 取れ る よ うに 思 わ
れ る。 この絶 望 の感 情 ゆ え に 、彼 女 は そ れ ま で 胸 中 に保 持 して い た 急 進 的 な 思想 を全 て
否 定 、放 棄 し、慣 例 の 前 に屈 服 す る よ うにな って しま うの で あ る。か つ て の 自身 を無 力
な もの と考 え、 全 て 否 定 し、彼 女 が か つ て否 定 して い た"civilization"に従 うこ とで 、
そ の 自 分 の 過 去 の 罪 を 賄 お う と す る の で あ る 。 こ う し たSueの 意 識 は 、
"self-abnegationisthehigherroad"(416)"Iwishsomethingwouldtaketheevilright
outofme,andallmonstrouserrors,andallsinfulways!"(416)とい った彼 女 の発 言 か
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ら窺 える。 これ は彼女 の革新 的な精神 の死 である とも言 えるだろ う。
こ うして姿勢 を正反対 に転換 したSueは 、 自身 の罪 の意識 を払拭す るた めに、Jude
の下を去 り、Phillotsonの下へ と帰 り、再婚す る。 この婚礼 時の彼女 の姿は、心身 とも
に憔惇 した姿 で描 写 され るが、その時に光の描 写は、彼 女の最 後の心身の姿 を印象的 に
描 き、そ の抑圧 された 内面 を暗示す る もの となってい る。光 は、ここに至 るまでに彼 女
に秘 め られ た女性 としての性 的な ものを含 む情念 の表象 であったが、彼 女の心境 の変化











彼女 の婚礼 は、"theself-sacrificeofthewomanonthealter"とあ るよ うに、神 への生
贅 の儀式 の よ うに描 かれ る。こ うした表現 か らは、彼 女の 自己の否定、慣例 に対 す る服
従 とい う転 向 した 姿勢 が読 み取れ る。 そ して 、儀式 に及 ぶ た めに停 む彼 女 の姿 は、
"pallidmorninglight"とい う弱 ・々 しい光の下に配置 され る。この光の下で彼 女の思想 的
な転換 に よる精神 の憔惇 と、またそれ に よって もた らされた身体の衰 弱の姿が晒 され る
のである。Sueの周辺 において、光は彼 女の秘 めた る身体、性 に対す る情念 を暗示す る
もの となっていたが、ここで はその光 の質 は、著 しく弱 まった もの となってお り、そ し
て照 らされ る彼女 自身 の身体 は、"thestrainonhernerveshadpreyeduponherflesh
andbones,andsheappearedsmallerinoutlinethanshehadfbrmerlydone"とある
よ うに、慣例 的な ものへ と転換 した彼 女の精神 に よる強い抑圧 に よ り衰弱 した身体 とし
て描 かれ る。言 わば、彼女 の性衝動 、情念 の抑圧 に よる弱体化 であ り、彼女 のそれに対
す る悔恨 と罪悪感 、それ に伴 う全 ての利 己的感 情の否 定、自身の身体 に対す る否定 を決
定 的に読者 に示す描 写 となっているのである。彼 女は ここに至 るまで女性 とい う性 か ら
の脱却 と男性 と同等 のカ 、権利 を求 め、追求 して きたので あるが、結果 的に逃 れ難 い性
の存在 とカ に捉 われ 、彼女 は敗北 し、慣例 に屈服 して しま うので ある。ここでの弱ま っ
た光 は、彼女 の敗 北 とそれ に よる精神 と身 体の憔惇 と抑圧 を印象的に示す もの となって
いるのである。
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この よ うに最終 的に彼女 を追 い込 んだ抑 え難 い性 的情念 のカ は、物語 の最後 のJude
の言葉 に も明確 に読 み取れ る よ うになってお り、読者 にそれ を訴え るかの よ うに悲哀 の












Judeにとって 、彼女 は"star"であ り、光 り輝 く存在 で あった。彼 女の知性 は、彼 の見
識 の成 長 を促 し、彼 を無知蒙 昧か ら解 き放 った と彼 は振 り返 る。 しか し、その一方 で
Sueが結果 として、その輝 き を失 って しまい慣例 の奴隷 に成 り下がって しまった ことを
嘆 き、落胆す る。彼 は、その原因 を二人 の性差 であった と結論付 ける。Judeは、Sue
との関係 を経 て、彼女 の急進 的な思想 の影響 を受け、その思想 を受 け継 いだ人物で もあ
る。社会 的な抑圧 の前に屈 して しまった彼女 の代 わ りに彼 は、彼 女 を追い込 んだ世界、
社会 を問題視 し、糾 弾す る。そ して、社会 にお け る二人の性 の差 による立場 の違 いが、
二人 の思想 、精神 の在 り方 を大 き く変 えて しまった こ とを語 り、女性 には、男性 とは異
なった苦悩 が圧 し掛 かった ことを告発す る。彼 は、ここで 自分 と共感 しなが らも大 き く
最後 に反応 を異 に して しまった彼女 の姿か ら、女性 の性 的情念 、その感 情のカ の抗い難
さを改めて実感 して しま うのである。 この最後のJudeの悲哀 と落胆 の言葉 か らは、当
時の社会 にお いての急進 的な思想 が追及す る女性 の 自由、独 立の限界 とそれ を阻む こ と
になった性 の力 、性 差 の抗 い難 さを明確 に示 してい る と言 えるだ ろ う。 そ して 、また
Judeは、"thetimewasnotripeforus1Ourideawerefif七yyearstoosoontobeany
goodtous."(484)との時代 の関す る落胆 の言葉 も発 してい る。Hardyは、Judeに、彼
とSueの関係や思想 は、50年早 く、時期 尚早であった と発 言 させ てい るので ある。 こ
うした彼 の発言 か らは、Judeが彼 の結婚や 女性 との関係 に関わ る悲劇 のその原 因や 責
任 を、彼 と彼女 を取 り囲み、性 の多様な在 り方 を拒絶 し、人々 を抑圧 す る社 会や時代 に
負 わせ てい る ことが読み取れ 、社会性度 の不 条理や恣意性 を糾 弾 してい るが窺 え る。だ
が、同時に この彼 の言葉 か らは、社会や その 中に浸透 す る既 存の道徳 に対す る非難 の意
を示 しなが らも、未来 の社会 の成熟 と発展 も暗に期待 され てい ることも読み取れ る。
149
6.まと め
このHardy最後 の小説 において も、光 と闇の描 写は、物語 の重要な節 目や転機 にお
いて、人物 の内面 と葛藤 を示す重要 な描 写 と して表 され ていた。この作品 において も人
物 の葛藤 の要所 には常に、空間の明暗が強 く心理 を暗示 す る描 写 と して出現 してきてい
たのである。
JudeとSueは、この作 品を通 して、共鳴す るかの よ うに互い に親近感 を覚 え、同志
として親密 な関係 を持 ってい た。そ うした共 鳴を示す かの よ うに、二人は空間の光 と闇
で似 た反応 を時に示 していたのである。強烈な光のイメージは、性衝 動や秘 めた る性観
念や その発露 を示す比喩 となって機能 してお り、また対 して闇や薄闇は、そ うした もの
を忘却 させ る空 間や幻想 とい った ものを示す描写 となっていた。 しか し、その一方で こ
の二人 の互 い の認 識 の差 異 も光 と闇のイ メー ジか ら読 み取れ る もの とな って いた。
JudeはSueを淡 い光 のイ メージで理想化 し、認識 してい たが、それは彼 に よる一方的
な認識 であ り、彼女 の実体 、実質 とは大き く異 なる ものであったのであ る。Judeの眼
前 に出現 し、Sueと彼女 の住 ま うChristminsterを表 していた灰かな光は彼 の空虚 な
欲望 と憧憬 のイ メー ジであった。男性で あるJudeが一方的 に、幻想 を見ていたので あ
り、僅 かな光 は彼 の こ うした幻想 、憧憬 も暗示 していたのであ る。
その一方 で、Sueは、Arabellaとの性 関係 と結婚 の失敗 に疲 弊 し、知や啓 蒙な どの
理想 を求 める彼 に共感 し、その理想 に付 け込み、巧妙 に 自分 の同志 となる よ うに仕 向け、
取 り込 も うとす る。これ まで見た よ うに、そ うしたSueを阻んだの は、Tessも経験 し、
その悲劇 の要 因の一つ となった女性 とい う性 とその内に眠る性衝動 であった。Arabella
の存在 に よ り、嫉妬 心 と女性 と しての情念 を煽 られ た彼 女は、それまで抗 っていた もの
の、女性 に内在す る性 のカ、性 的情念 に呆気 な く捉われて しま うので ある。そ うした彼
女 の身体 に秘 める性 的欲求 とそれ に対す る抵抗 と反発 は、光 と闇の存在 によって読み取
れ る よ うになっていた。
こ うした印象 的な光 と闇の比喩 的描 写 と、Judeと共感 し、既 存の文化規範 と秩序 を
揺 るが し、急進 的な女性 の在 り方 を追及 しなが ら葛藤 して生き る彼 女の姿 を通 じて、こ
の作 品は当時の女性 が男性 との同権 を追求す る急進 的な思想 、それが求 める自由や独 立
の実現 の困難 さとそれ に必然 的に伴 い、そ の実現 を阻む女性性 、即 ち、性 的な衝 動や欲




d'Urbervllles,JudetheObscureを取 り上 げて、作 品世 界に頻繁 に現 れ る、光 と闇の視
覚 的描写 に着 目し、作 品の中におけ る女性 の身体 と関わ る精神 的苦悩、葛藤 との関係性
を考察 した。
小説作 品の多 くで出現す る光 と闇は、人物 と彼 らが立つ風景 を一枚 の絵 画の よ うに意
味深 い もの としていた。 そ うしたHardyの作家 と しての最 も特徴 あ る芸術 志向が遺 憾
な く顕著 に発現 し始 めた作 品の一つ は中期 の秀作 のTheReturnoftheNatlveであっ
た。TheReturnoftheNatlveでは、EustaciaVyeは、彼 女 自身 を取 り巻 くあ らゆる拘
束 か らの解放 と、規範や抑圧 に捕 らわれない真 の愛情 を志向す る情念 を持 つ人物 として
描 かれ 、彼女 の周辺 に表れ る光 と闇は、彼 女のそ うした感 情 とその抑圧の表象 となって
いた。彼 女の秘 めた る願 望は、 自我 の溶解 、消失 とい うものであ り、厳密 には、異性 か
らの狂気 に も似 た情 愛に包 まれなが らの忘我 と合一 の願望 であった。Eustaciaはこの
欲求 に基づ いて、自身 の 自由 と愛 の追求の為 にあ らゆ る障害に意識 、無意識 の両面で立
ち向かい、最終 的には、自身の身 体す らも愛情 と解放 を求 める上で踏破す べ き存在 と し
て しまっていた。そ うした彼 女の身 体 に対す る内面に秘 めた情念 を光 と闇の描 写は反復
して表れ 、暗示 していたのであ る。
こ うした彼女 の愛 と自由を渇望す る情念 は、ThomasHardyが以降の物語 で描 く女
性達 の心理 の奥底 に共通 して内在す る根底 的な感情 で もあった。言わば、女性 が根底 的
に持っ 自然 的な感情 であ り、欲望 であったの と考え られ るのであ る。彼 女の こ うした情
念 は、それ に続 く作 品に描 かれ る既存 の文化 に対 して葛藤 し、しば しば抵抗 す らす る女
性 の原動力 とな るものであ り、Eustaciaの情念 はそ の雛形 の一っ となっていた と考 え
られ る。以降の作品で もこ うした 自らの渇望す る愛情や 自由を求め る情念 は社会 的な要
素 、視点 の濃厚 な導入 に伴 って、形 を変 えて受 け継 がれ、その片鱗 は しば しば以降の女
性達 に垣 間見 られ る よ うになっていたのであ る。
自由 と真 の愛 を希 求す るEustaciaのよ うな情念 は、TheWoodlandersのGrace
Melbury,Tessofthed'UrbervlllesのTessDurbeyfield,JudetheObscureのSue
Brideheadもその程度や形態 はそれぞれ多様で あるが、共通 して根底 に抱 えてお り、彼
女達 の葛藤や苦悩 の要 因の一つ ともなっていた。 しか し、TheReturnoftheNatlveに
続 く後年 のTheWoodlandersやTessofthed'UrbervlllesJudetheObscureなどの
作 品に入 る と、階級 、結婚 、離婚 の困難 な どの婚姻 の問題 、女性 に要請 され る抑圧 的な
規範 とい った当時の社会 的文脈 が よ り濃 密 に作 品の背景 に取 り入れ られ るよ うになっ
ていた。そ して、それ に従 って、必 然的に女性 達の苦悩や内面の在 り方は変化 し、複雑
化 した ものになったので ある。 この為 に、必然 的に女性 達の苦悩の在 り方や描 き方 は、
Eustaciaとは大き く異な り、複雑化 、多様化 した。 こ うした変化 は、疑いな くHardy
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の作家 としての成熟 である。彼 自身 のLondonでの生活や 作家生活 で見聞 した事象 や変
わ り行 く故郷 の姿の 目撃 な どの経験 を経 て、社 会的な問題 を物 語の女性 の背 景 に取 り込
む ことに よって、作 品を よ り洗練 され た ものに し、社会 に対す るメッセー ジ性 を段階的
に強 めて行 った と考 え られ る。即 ち、これ まで見た よ うに、性 と既存 の道徳や結婚 、階
級 な どの問題 と必然 的に絡み合 うこととな り、女性 の身 体 に関わ る葛藤 は よ り発 展 した
形 となっていったのである。
その結果 、複雑化 す る作品世界 で作 品の女性達 は、根底 に豊かな感 性や情念 を抱 き、
表 出 させ なが らも、置 かれ た環境 の為 にそれ らを抑圧す ることを強い られ 、また時に抵
抗 、対決 をす ることとなったのであ る。当時の 中産階級 の価値観 や近代的な商業的価 値
観 は否応 な くHardyの世界 を支配 し、それ故 に女性達 は必然 的に本来 の情念 を抑圧 し、
葛藤 に直面す ることになった。ま さにこれ は、ヴィク トリア朝の女性 が直面 し、体験 し
た苦悩 であ り、葛藤 であった。本稿 で取 り上げたTheReturnoftheNative以降の作品
では、よ り複雑 な抑圧 と葛藤 の 中にあ りなが ら、時 に根 底 に抱 える情念 を断片的 に しば
しば発露 させ る様子 が描 かれ る こととなったのである。
TheWoodlandersにおい て、主人公GraceMelburyは、父に対 して、上流の教育な
ど受 けず にMartySouthと同 じよ うに、森林 地に根 差 し、生来の階級 と旧来の生活 の
中で生 きていたかった とその胸 中の思 いを吐露 してい た。彼女 は父の出世 と功名 心に従
い、教育 を受 けたが為 に幼馴染 のGilesとの関係 を喪失 し、放蕩癖 のある医師Edred
Fitzpiersの妻 とな ることを余儀 な くされ 、 自分の願 い とは程遠 い生活 に甘ん じな けれ
ばな らな くなって しまったのであ る。彼女 はEustaciaとは対照的に、 自らを抑圧 し、
生 来の 自分 と教 育 を受 けた淑 女 としての 自分 の狭 間で葛藤 しなが らの生活 を強 い られ
たのである。しか し、彼女がふ と作 中で漏 らした"IwishIhadnevergotintoit.Iwish
youhadnever,neverthoughtofeducatingme"(267)とい う教 育に対す る後 悔の言葉
か らは、そ の胸 中に抑圧 され た本心 、情念が渦巻いてい るこ とが窺 え、また抑圧 的環境
による彼女 の悲哀 が強 く示 され る。
TessもまたGraceと同 じく、時代 の流れの 中で近代 的な教育 を受 けてい る。 作 中で
彼女 がLondonで教育 を受 けた教員か ら教育 を受 けた こ とが語 られた が、この教育 と周
囲の環境 の為 に彼女 も彼女本来 の気質や感性 、情念 を抑圧せ ざるを得ず 、結果 的 に性 的
抑圧や道徳規範 を受 け入れ ざるを得 な くなって しま うのである。しか し、彼女 もや は り、
根底 には激 しい情念 を抱 えてい る。彼女 の情念 は、 自分 を暴行 したAlecに対す る殴打
や最後 の刺殺 の描 写が顕著 に示 してい た と言 えるだろ う。Tessもまた淑女 と しての規
範 をある程度受 け入 れた人物で あ り、普段 は強 い激情 を発散 す るこ とが ない。 しか し、
その内には強い情念 を抱 えてお り、Alecへの殴打や刺殺 は夫へ の愛情 か ら発 した もの
であ り、 この行動 か ら彼女 の情念 の存在 が示唆 され ているのである。
それ に続 くJudetheObscureのSueは既存 の文化 に対す る究極的 な反逆者 であ り、
Eustaciaのよ うな反動 的情念 を強 く受 け継い だ急進的 な女性 であ る。彼女 は、本稿 で
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既 に見た よ うに、既 存の性 に関す る規範や秩序 に疑念 を持 ち、女性 の在 り方 を刷新 し、
男性 と同等 の関係 を求 めよ うとした。この よ うに、後の小説 におい ても、抑圧 によって
その表 出の度合 いは異 なる ものの、女性達 の胸 中にはEustaciaVyeによって顕著に示
され た、既存 の秩序や 男性 の不条理 な抑圧 に対す る反抗 心や真 の愛、自由を求 める願 望
が、共通 して根底 に潜 んでい たのである。
こ うした女性達 は 自らの願望 と社会や体 面の問で よ り複雑 な葛藤 と苦悩 、慣例 との対
決 、抵抗 を経験す ることになった。そ して、そ うした葛藤や 苦悩の場 とな り、対象 とな
るのが、や は りEustaciaのよ うに、彼 女 らの身体であ った。 人物 を取 り巻 く光や闇 と
いった描 写は、Eustaciaの周 辺に現れた炎 の光や荒野 の闇の光景 の よ うに、彼女 達の
心理 を印象 的に示す重要 な比喩 的描 写 とな り、最後 の小説 作品に至 るまで継続 的に描 か
れ ていた。
2章 で取 り扱 ったTheWoodlandersにおいては、闇の 中に浮び、侵入 す る光は、女
性達 に向け られ る社 会や他者 の規範の要請や欲望 を示 唆す る描 写 として機 能 していた。
光 を照射 され る時、特 にGraceMelburyに顕著で あったが、女性 達はその身 を他者 に
対 して可視化 され 、その結果 、他者 の欲 望や視線 が向 け られてい るこ とを否応 な く感 知
させ られ 、それ に応 えるこ とを強い られ るのである。言わ ば、光に満 ちた見通 しの効 く
空 間に置 かれ ることに よって、女性達 は近代 的な価値観や規範 の中に取 り込 まれ 、自己
へ の抑圧 を促進 させ られ 、男性 の支配 下に置 かれ るので ある。近代的教育 と父親 の方針
を意識す るGraceは光の中で実際に、周 囲の男性や 中産階級 的な教養 人の視線 を可視
性 に よって意識 させ られ 、それ に よって本来持 つ情念 を抑圧 させ られ、慣例 の 中に取 り
込 まれ て しま うのである。この作 品におい て、光は一貫 して抑圧 の表象で あった。彼 女
と対 照的な女性 であるMartySouthは、闇の森 林地のその身 を隠す ことによって こ う
した支配 か ら逃れ る道 を選び 、闇の空 間は近代 的な価値観 の支配 か らの離脱 、抵抗 の表
象 として、作 品の中で描 かれ ていた。
Tessofthed'Urbervlllesにおいて、光 と闇の描 写は さ らに深 くこ うした身体の問題
と関わってい くことになる。即 ち、当時 の社会通念 の一っ として女性 に求 め られ た純粋、
貞淑 で男性 に対 して従順 である とい う女性観 、それに付 随す る規範 との本格 的な葛藤 と
衝突 である。 この作 品でHardyはTessを、肉体 を持った一人の女性 として描 き、男性
同様 に情念や性 的衝動 も内部 に含 んだ人 間 として描 く。そ して、彼 女の人生 を身体的感
覚 、性 的感性 の成長過程 を作 中で絡 めて描 いたのであ る。その 中で光は彼 女の性 的欲望
と愛 を求 める感情 を強 く表現す るもの として多用 され た。彼女 は性 的情念 と感 覚に覚醒
した身体 の存在 と、教 育に よって もた らされた ヴィク トリア朝的道徳観念 との問で板挟
み になる ことを強 い られ た。彼女 は身体 に対 して罪 の意識 を持 ち続 け、闇は彼 女の身体
を包 み込み 、隠蔽 し、彼女 の身体に対 す る苦悩 と嫌悪 の念 を示 す描 写 と しての役割 をも
っていたのである。彼女 は結果 的に闇にそ の身 を浸す こ とで、身体 を擬似的 に滅 し、忘
却す る ことで、死 に救済 を見出 し、自らの身 体の消滅 と死 を希 求 した。結 局は、彼 女は
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葛藤 し、時 に抗い なが らも、ヴィク トリア朝の女性観 か ら完全 には、逸脱 す るこ とがで
きなかったのであ り、闇は、彼女 が性 を否 定す る感情 の表象 となっていた。
最終章 で取 り扱 った最後 の小説 であるJudetheObscureでは、Tessで展 開 された女
性 の規範 、道徳 との闘争 、葛藤 と苦悩 は、変 わ りっっあった時代 の風潮 、即 ち新 しい女
性 の登場 に よって、女性 の葛藤や 内面活動 が さ らに複雑化 した文脈 の 中で描 かれ るこ と
となった。この作品で は、SueBrideheadの女性規範や道徳 にこ とご とく対立 し、精神
的 自由や男性 との同権 を追求す る新 しい女性 の姿 が描 かれ たが、ここで も女性 の周辺 に
現れ る光 と闇の描 写は身体 に関わる感情、感覚 を暗示 す る重要な比喩 として機能 した。
Sueは既存 の抑圧 的な立場 を脱 し、男性 と同等 のカ と権利 を持 と うと尽力 し、その 中で
女性 としての性や男性 との性 関係 を拒絶 、否定 しよ うとした。この彼女の性、身体 に対
す る意識 は、暗 闇の空 間の中へ の志 向によって視覚的 にも示 されてい た。 しか し、急進
的な思考 を持っSueで さえ も自身 の持 っ身体、性 に関わ る情念の問題 か ら逃 れ るこ と
は決 して容易 な ことではなかった。Tessと同様 に、彼 女 もまた、異性 のJudeに対す る
性 的な情念 に不 可避 的に取 り付 かれ る こととなったのである。こ うした際に、彼 女の周
辺 に光 は出現 し、内に秘 め る情念 の存在 を暗示す る重要 な表象 となっていた。彼 女は既
存 の従属 的な女性 とい う枠 を脱 し、男性 の支配 に対 して声を上げたが、性 的な欲求や情
念 と自分 の求 める理想 の新 たな男女 の関係性 との狭 間で葛藤 し、それ に呼応 して この よ
うな視覚 的表現 は現れ、彼 女の 内面の動 向を読者 に示 していたので ある。彼女 はTess
と異 な り、慣例 に反抗的で あ り、それ らに疑念 を持 って接 していた が、結 局 は慣 例の前
に屈 して、敗北 して しま う。急進的な思想 と見識 を持 ち、女性 の立場の刷新 を志向す る
彼女 で さえ も自身 の性や身体 的な感覚 を押 さえ込み 、黙殺 す ることは困難 であったので
ある。そ して また、彼 女の慣 例の前での敗 北 による思想の転換、その心理 もまた こ うし
た描 写が刻銘 に暗示 したので ある。 このよ うに周 囲の光や 闇の様 子はや は り、Tess同
様 にそ うした内面 の動 向を強 く示す もの となってい たのである。
この よ うに、作品 にお けるこ うした光 と闇の描写、そ の交錯 は、Hardyの作品では
その多 くが女性 の内面の動 向、特 に、性 を含 む 自身の身 体 に関わ る精神 的動 向 を表す比
喩 的な機能 を持 ち、継続 して効果 的に用 い られ てい た。光 がEustaciaの強烈な愛情 と
自由を求 める精神 の表象 、同時に闇がそ うした もの を抑圧す る表象 となっていたの を皮
切 りに、それ以 降の作 品で も光 は、時 に女性 に身体 に向け られ る男性 の女性 への欲望の
視線や その支配 、そ してまた時に秘 め られ た性 的、身 体的衝動 を含 む女性 の情念 を示 し
た。また対 照的な闇は女性 の 自由意志 の抑圧 、性 の抑圧 、そ して身 体の存在 の否 定、忘
却 を示す表象 として機能 を持っ な ど多彩 な比 喩的な意 味を持 ってお り、これ らに よって
作 中の人物 の抑圧 とそれ に対す る反応 が鮮 明かつ 印象 的に示 され ていたのである。小説
の中で この よ うな視覚 に強 く訴 えかける絵 の よ うな描写 をHardyは継続 して最後の作
品まで配置 し、描いて きた のであるが、こ うした作品の傾 向か らは、彼 が女性 を取 り巻
く抑圧 とそれ による女性 の精神 的苦悩 に関心を強 く寄せ ていた ことが読み取れ る。では、
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Hardyがこ うした印象 的な描写 とそれ に取 り囲まれ る人物の姿 を通 して描 こ うとした
意 図は何 だったのであろ うか。
ここまで見た よ うに、Hardyの作 品にお け る女性 達は、それぞれ 自身 に秘 める愛や
自由を求 める情念 と既存 の道徳や規範 との間で葛藤 し、苦悩す る。女性 達は、共通 して
既存 の秩序 に対 立 し、苦悩 した結果 、最 終的にいずれ の女性 も道徳 や規範 のカ の前に圧
倒 され 、自己の在 り方 を否 定 させ られ 、理不尽 なカの前 に犠牲 として捧 げ られ るこ とを
余儀 な くされ る。(そ して、時にそれ は彼 女達の前 に示 され た唯一 の苦悩 か らの救済の
道 ともなっていた。)Eustaciaは、自分 の求め る愛 と自由の為 に 自己の身体 を死 とい う
形 で否定 し、踏破 しよ うとし、続 くGraceは、 自身 の情念 を否 定 し、男性 に対す る従
属 を余儀 な くされ 、またTessも既存 の道徳 と自身の性 的情念や感 情 との問で葛藤 しな
が らも慣習 的な性観念 に捉 われ 自己の在 り方 を否定 され る こととなる。最後 の急進 的な
Sueもまた、慣習 と対決 し闘争 を試みた結果、最後は慣 習の奴 隷 とされて しま う。女性
達 は、この よ うにいずれ も女性 に求 め られ る規範や 慣習 と対決 す ることとな るが、当時
の世 界 にお いて 自分 の希望 に従 った充 分 な居場所 を得 る ことが適わ な くなって しま う
のである。結果的 として、彼 女達 は悲劇 的 な最後 を迎 えるこ とになるのだが、彼 女達の
既存 の世界 、社会 に対す る対決や葛藤、苦悩 の過程 は、先 に見た よ うに印象 的な視覚描
写 に よって示 され ていた。こ うした印象 的な視 覚に訴 える描 写に よって女性 達の内面の
葛藤 を示す ことに よって、読者 に社会 の問題 に対す る意識 を向 けさせ るよ うな狙 いがあ
ったのではないか と考 え られ る。
Hardyは1895年か ら1896年、即 ち最後 の小説 であ るJudetheObscureの出版 と
近 しい年代 に"InTenebrisll"とい う詩 を書いてい る。 この詩 は、HardyがJudethe
Obscureの出版の際 に受 けた酷評 とそれ による妻Emmaと の関係 の悪化 、 自身の体調
の悪化 な どの立て続 けの災難 を彼 が背負 うことになった ときに書 かれ た作 品であ り、彼
が不幸 の只 中にあった ときの暗い世界観 を反 映 した詩 である。この詩 の 中で、次の よ う
に示唆 的な言葉 を残 している。"WhoholdsthatifwaytotheBettertherebe,it
exactsaful1/lookattheWorst"、と彼 は語 る。即ち、よ り良い もの を希求す るな らば、
最悪 の ものに 目を向けな くてはな らない とい う意 の言葉 である。Hardyの描 く世界は、
1章で取 り上 げたEgdonHeathなどに代表 され る人 間の営為 と文 明に無 関心 に存在 し、
時に圧倒 的な不条理 が支配す る世界 であ り、言 わば、神 な き世界で あった。彼 自身 も旧
来 の宗教 的な信仰 に対 して、疑念 を抱 き、距離 を置いていたので あるが、彼 はそ うした
中にあって人 間の思考 と意思 に よるその文 明、文化 の発 展 と改善の可能性 は信 じていた
よ うであ る・。 この詩 はそ うした暗い神 不在 の世界 にお ける人 間の姿を詠 った詩 の一つ
であるが、そ の中で彼 は、文明の改善 と発 展の為の道 として、この よ うな言葉 を表 して
いるのである。こ うした彼 の人 間 と文 明に対 す る姿勢 は、小説 の創 作 において も例外で
はなかったのではないか と考 え られ る。Hardyは、その悲劇 小説 の中で、 よ り良き社
会 、即 ち女性達 が 自由に心のままに生き られ るよ うな社会 の到 来を訴 える為 に、最悪の
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受難 を読者 の印象 に強 く働 き掛 け る光 と闇の描写 の中で示 したのであ る。作品で女性 の
心理 的な苦悩 、葛藤 の動 向 と共 に描 かれ続 けた光 と闇の表現 は、こ うした 目的、意 図が
考 え られ る。
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注序論
1.ElizabethLanglandは当 時 の 中 産 階 級 の 女 性 に 課 せ られ た 規 範 に つ い て 次 の よ うに














6.川邊武芳 『失 われ た 〈故 郷 〉』p.283.
7.ThomasHardy,Tessofthed'Urbervllles(NewYork:AMSPress,1891,1984),p.21.



























TheWoodlandersの作 品 の 引 用 は 全 て こ の 版 か ら に よ る も の で あ る 。
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2.WilliamWordsworthの作 品 に描 かれ る 自然 と人 間 との 交感 とそ れ に よ る人 の 精神
的成 長 とい う構 図 は 、M.H.Abramsによ る と、JohnMiltonに見 られ る人 間 の 救 済 に




restorealostparadise[...]"(M.H.Abrams,陥加翔15仏ρθ盟a加 翔 佑1ηノ7}ad蕩〇四 ∂ηゴ
RevolutionlnRomanticLiterature(London:Norton,1971),p.119)とAbramsは述 べ 、
人 間 が想 像 力 に よ っ て 自然 と交 感 し、失 っ た感 性 と価 値 観 を 取 り戻 す とい う構 図 は 、神
学 的 な原 罪 とそ の贈 い 、楽 園 の復 帰 とい う構 図 が そ の背 景 に あ る こ と を指 摘 す る。 ロマ
ン派 の 自然 観 にお い て 、 自然 は 、超越 的 で あ り、想 像 力 に よっ て そ の 啓示 は 人 間 に 与 え
る もの で あ っ た。言 わ ば、 自然 は神 の 啓 示 を得 る媒 体 で あ った ので あ り、人 間 の想 像 力
は そ の た め のカ で あ り、それ に よっ て 人 間 と 自然 は結 び付 け られ て い た の で あ る。 しか
し、Hardyの 世 界 で は ロマ ン主 義 的 な手 法 を意 識 しな が らも、 自然 と人 間 との 関係 は
必 ず し も調 和 す る もの で は な く、自然 と人 間 との 関係 は 断絶 した もの 、旧来 の調 和 を欠
い た もの とな っ て い る。
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詩 に 関 し て 論 じ られ た も の で あ る が 、こ う した 詩 的 特 性 は 散 文 に も 強 く反 映 して い る と
考 え られ る 。
4.Bullen,TheExpressiveEyep.94.
5.Ibid.,p.96.
6.Bullenもま た 、 次 の よ うに 述 べ て 、 こ の 人 類 の 美 的 感 覚 の 変 化 と 時 代 の 空 気 の 変 化






Hardy'swriting."(Bullen,The」勤rθ θ訂 レθ伽p.91)BullenはHardyが こ う した 感
性 の 変 化 を 鋭 敏 に 自覚 し 、南 欧 の 暖 か な 光 景 か ら荒 涼 と した 北 部 の 光 景 へ の 志 向 の 変 化
が 彼 の 作 品 の 中 で 重 要 な 位 置 を 占 め 、最 後 の 小 説 に 至 る ま で 一 貫 して 作 品 に 取 り入 れ ら











11.EustaciaVyeのこ う した 異 教 的 な 風 貌 は 、Bullenに よ る とLeonardodaVinciの
MonaLisaの 肖像 を意 識 した も の で あ る と い う。彼 女 の 内 な る 想 像 力 や 夢 想 、情 念 を 表
層 に 滲 ま せ る 風 貌 は 、WalterPaterがTheRenaissanceに書 い た こ の 肖像 画 の 印 象 に





ExpresslveEyep.103)と述 べ 、 そ の 風 貌 が 内 面 の シ ン ボ ル と して 表 現 さ れ 、 そ の 性 質










17.ClymYeobrightの故 郷 の 荒 野 に 対 す る 愛 着 と憧 憬 は 、WilliamWordsworthの詩 の
中 に 見 ら れ る 自 然 と 交 感 す る 人 間 の 姿 に 通 じ る も の で あ る と 言 わ れ る 。Uttara





Literature1500-190046.4(2006):850.)と述 べ 、 彼 の 自 然 と の 親 密 な 関 係 性 は
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WordsworthのThePreludeにお け る 自然 と人 間 の親 密 性 と同 じ関係 性 で あ る こ と を
指 摘 す る。
18.ClymYeobrightの風 貌 は 多 くの 絵 画 的 イ メー ジ を含 ん で い る。本 文 で 具 体 的 に名 前
を 出 して語 られ る の は 、Rembrandtであ るが 、 そ の他 に も言及 され る。 彼 の顔 と絵 画
の 関連1生の例 と して 、最 も興 味深 い の が 、LeonardodaVinciのMonaLisaとの 関係 で
あ る。 この著 名 な女 性 の 肖像 は主 にEustaciaの肖像 と近似 す る とい う点 が しば しば 言
及 され る と ころ で あ る が 、UttaraNatarajanはWalterPaterのTheRenaissanceに
お け るdaVinci評の 文 体 とこのClymの 風貌 の描 写 の そ れ と を比 較 しな が ら、 そ の根
本 的 な類 縁 性 を指 摘 して い る。(Natarajan,"PaterandtheGenealogyofHardy's





Renaissance(Oxford:BasilBlackwell.1973),p.125.)と述 べ 、そ の 美 は 内 面 の 思想 や 病
的 で狂 気 的 と も言 え る情 念 の反 映 で あ る こ とを語 る が 、これ はま さにClymの 顔 の 特 質
と近 似 す る もの で あ る。PaterはMonaLisaの顔 に反 映 す る内 面 をMaladiesと称 して
い る が 、 この点 はClymのdiseaseとい う表 現 に通 じる もの で あ り、 この 点 か らも少 な
か らず 、Hardyがこの影 響 を被 っ た こ とが 読 み 取れ る。 そ して 、 このMonaLisaとの
類 似 はEustaciaでも論 じ られ る と こ ろで あ り、 こ う した絵 画 イ メ ー ジの共 通1生か ら、
二人 の根 幹 的類 似 性 も窺 え る と言 え よ う。




















5.印 象 派 絵 画 の 革 新 的 な 技 術 的 特 色 に 関 し て 、 モ ー リス ・セ リ ュ ラ ス(Mauris
Serullaz)は『印 象 派 』 の 中 で 「画 家 た ち は 、 どん な形 態 で も、 自分 が知 識 と して 知 っ
て い る よ うな形 に は表 さな くな り、感 覚 的 に 、もの の形 をゆ が め る光 の働 き の も とに 自
分 の 眼 に 映 ず るま ま に 、 も の の 形 を表 そ うとす る」(モ ー リス ・セ リュ ラ ス 平 岡 昇 ・
丸 山 尚一 訳 『印 象 派 』(東京 白水 社1992),p.9)と述 べ る。この よ うな技 巧 にHardy
は着 目 して い た の で あ る。実 際 にHardyは1886年12月7日 に この よ うな 流 れ を組 む









9.MichaelMillgateはHardyの伝 記 の 中 で このTheWoodlandersの出版 に彼 が 成 功
を収 め た 後 に 当 時 の ロイ ヤル ア カ デ ミー の 院 長 で あ り、 画 家 で あ り、 彫 刻 家 で も あ る
SirFrederickLeightonにTheWoodlandersの初 版 本 を送 っ て い る こ と を指 摘 し、彼
が彫 刻 や 絵 画 に この 時只 な らぬ 関心 を抱 い て い た と述 べ る。 この こ とか らHardyが か
な り当 時 の絵 画 な どを意 識 して 、この よ うな視 覚 的 な描 写 を作 品 に持 ち込 ん だ こ とは想
像 に難 くな い とい え る。Millgateは"Hardy'sgestureinsendinghisbooktoSir
FrederickLeightonisindicativeofhiscontinuinginterestinpaintingandsculpture



















1.JohnHillisMillerは、 こ のTessofthed'Urbervlllesには 、 類 似 し、 繋 が り を 互 い
に も っ た イ メ ー ジ を 含 む 一 節 が 反 復 し て 描 か れ る 特 色 的 な 構 造 の 存 在 を 指 摘 す る 。




EnglishNovels(Cambridge:HarvardUP,1982),p.126.)と述 べ 、 こ の 反 復 さ れ る描 写
を 読 者 は 、そ れ ぞ れ の 最 良 の 方 法 で 解 釈 す る よ うに 仕 向 け られ る 。Millerは、 こ こ で 見








7.ミ シ ェル ・フ ィエ 武 藤 剛 史 訳
pp.151-152.










13.こう した 人 間 関係 の構 図 は 、 女性 は男 性 の補 填 的 な存 在 で あ り、 ま た誘 惑 者 で あ る
とい う伝 統 的 な男 女 の力 関係 を逆 転 させ た も の で あ り、 こ うした 転 倒 した 関係 か ら、
Hardyの既 存 の伝 統 的価 値 観 に対 す る挑 戦 的 な 姿勢 が 読 み 取 りえ る。 ま た、 こ うした
音 楽 で異 性 を誘 惑 す る男 性 とい う構 図 は聖 書 的 な人 間観 で は な く、極 め て 生物 学 的 な イ
メー ジ を 喚起 す る よ うに思 われ る。Darwinの次 の よ うな論 が ま さに これ に相 等 す るの






Pickering,1989),pp.218-219.)Darwinは、生 物 の雄 は雌 の 個 体 の 獲 得 の た め にそ れ ら
を誘 惑 す る た め の美 麗 な容 姿 や 音 楽 的 な能 力 な どを発 展 させ て き た と述 べ る が 、こ こで
のAngelの 音 楽 的能 力 は こ う した 生物 学 的 な雄 の能 力 を喚 起 しな い だ ろ うか。 この 作
品 で は 、生 物 学 的 な視 点 が 度 々、作 品 に取 り入 れ られ て い るが 、 これ もそ の 一 つ で あ る
と考 え られ る。 こ こで は 、哲 学 的 な精 神 を持 っ この 男性 の 秘 め られ た 生物 学 的本 能 が密
か に示 され て い る の で あ る。
14.神 話 の 女 神 の イ メ ー ジ に よ っ て 呼 ぶ 行 為 に 関 し て 、RichardNemesvariは、"They
alsoservetoestablishhissuperiorityoflearningoverTess,whosefailureto
understandhisallusionhelpsmaintaintheclassdistancebetweenthem[...]"
(Nemesvari,"`TheThingsmustbeMale,wesuppose'"p.98.)と述 べ 、 彼 の 古 典 の 教 養
へ の 言 及 とTessの そ れ に 関 す る 無 理 解 はAngelの 知 的 な 領 域 に お け る優 越 性 と二 人 に
問 に 横 た わ る 階 級 の 差 を 暗 示 し て い る こ と を 指 摘 す る 。 つ ま り こ こ で はAngelが 圧 倒





16.鈴木淳 も、 「テ スのエ ンジ ェル への愛情が他 の女性 た ちがエ ンジェル を愛 してい る
ために刺激 され 、い っそ う強 くなっていた」(鈴木淳 「「清純 な」テ ス と 「セ クシ ュア
ル な」テス ヴィク トリア朝小説 の伝 統的語 りへのバ ーデ ィの挑戦 」 日本 バーデ ィ協
会編 『トマス ・バーデ ィ全貌:日 本バーデ ィ協会創 立五〇周年記念論集 』(東京 音羽
書房鶴見書店2007),p.312.)とい う点 を指摘 し、そ して、同時に この情念 に満 ちた3

























ParadoxesofLovep.183)この よ うにDaleskiは、 この 小説 が 主 人公 の成 長 と 自己
実 現 へ の道 程 を描 き な が ら も、それ が反 比例 し悲劇 的 な結 末 へ と向 か っ て い く とい う、
既 存 の教 養 小 説 の 構 造 を持 ち な が らもそ れ を転 倒 させ た も の とな っ て い る と述 べ る。
こ うした教 養 小 説 のパ ロデ ィー とい う構 造 は 多 く指 摘 され る と ころ で もあ り、森 松 健
介 もま た 、 これ に 、 旧来 の教 養 小 説 に お い て は 黙殺 され て き た 下層 階級 とい う要 素 と
の 関係 を加 え 「教養 小 説 は、 努 力=成 功 を基 本 と して い た 。 教 養 小 説 で は 、人 間 と し
て 当然 の失 敗 や 多 少 の 誘 惑 へ の傾 き を克 服 す る場 面 が 生 じ、 そ の克 服=目 標 へ の接 近
を意 味 した。 この等 式 を意 識 的 に脱 構 築 し、そ の 隙 間 か ら見 えて き た さか しま の 状 況
を露 呈 させ 、人 間 には 、 と りわ け支 配 階 層 意 外 の人 び とに は、 この 文化 様 式 が成 り立
っ て い な い こ とを 印象 付 け よ うとす るの が 、 この 小説 の 要 諦 の 一 端 で あ る」(.森松 健
介 『テ クス トた ちの 交響 詩 トマ ス ・バ ー デ ィ14の 長 編 小 説 』(東京 中央 大 学 出
版 部2006.)p.376.)と述 べ 、 旧来 の教 養 小説 の視 点 に は入 れ られ な か っ た 階 級 や





























2.尚 、Hardyの こ の よ うな 詩 や 創 作 に 見 られ る神 不 在 の 世 界 と そ の 中 で の 人 間 の 在 り








Dynasts,(Iowa:UofIowaPress,1991),p.12)つま り、神 の 不在 や そ う した 世 界 に お
け る人 間 の姿 、位 置 を 明確 に認 識 す る こ とは 、彼 に とって 、決 して 絶 望や 悲 嘆 の感 情 を
示 す とい うもの で は な く、む しろ それ は 、人 間 の在 り方 や 社 会 の在 り方 を改 善 させ る為
の方 策 で あ り、それ が 可能 な人 間 の こ うした認 識 は 、高 貴 で気 高 い もの で あ る とHardy
は評 価 す る の で あ る。 こ う した こ とを踏 ま え る と、彼 の 描 い た 悲劇 もま た 、人 間 の この
気 高 き認 識 と行 為 を誘 発 させ る もの で あ り、 それ を促 す 手段 で あ った と も考 え られ る。
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